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築
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築
人
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2007－05 建
築
人

2007－06 建
築
人

2007－07 建
築
人

2007－08 建
築
人

2007－09 建
築
人

2007－10 建
築
人

2007－11 建
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2008－01 建
築
人

2008－02 建
築
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2008－03 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.526 2008.04建築士のあり方と建築士法の改正未来路女性病院 視えなかった自画像超高層建築の可能性について制震技術適用における構造設計者の取り組み 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.527 2008.05改正法と専攻建築士制度との連携ふんだんな教会 原　　風　　景千里ニュータウンの再生課題ニュータウン再生計画モデル試論 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.528 2008.06資格取得における実務経験についてセブランス・ユバ外科 「建築のつかまえ方」ニュータウン再生計画モデル試論ニュータウン再生への処方箋 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.529 2008.07改正建築士法の課題とこれからの建築士像①ヌリマル APECハウス 建 築 と 写 真環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.530 2008.08改正建築士法の課題とこれからの建築士像②PENIEL教会教育館 建 築 の 快 楽懐 か し い 未 来クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.531 2008.09建築士と建築士事務所すなわち資格と業について釜山地方報勳庁舍 建 築 の 記 憶高齢者住宅の普及状況と課題 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.532 2008.10新制度 構造設計一級建築士に期待する五六島を形象化した南区庁舍 心 に 残 る 風 景構造デザインの可能性建築デザインとテクノロジーの融合－ 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.533 2008.11建築設備設計技術者の資格について釜山女性家族開発院 建 築 の 構 造 と 光商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」再 生 す る 建 築 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.534 2008.12これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて自然の建築・建築の自然 建 築 と 材 料高強度・高性能コンクリートの実施例－The Kitahama Tower－ひび割れのないコンクリートの造り方コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.535 2009.01設計施工一括方式と建築士文化ゴルモック（路地） 建 築 と 物 語素材としてのコンクリートの魅力と可能性についてコンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.536 2009.02改正建築基準法の施行と今後の建築行政についてGallery 眼 鏡 「空虚な華やかさ」鉄筋コンクリート構造とは

建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.537 2009.03建築士制度の見直しについてRak'nWok（Chinese restaurant） 生 き つ づ け る 建 築外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには「外断熱からはじまるマンション選び」 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.538 2009.04建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの安 住 の 家 卒業設計に見るビルディングタイプ京阪電車中之島線が拓くまちづくり街のブランディングと中之島の粋（エスプリ） 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.539 2009.05建築士の覚悟を問う震災の教訓と建築士の役割保健所及び開かれた空間 設計事務所の名前耐震化の促進に向けてE-ディフェンス実験 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.540 2009.06一億総住育のすすめ聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ中小企業職業訓練人力開発センター 日本建築学会賞の受賞年齢日本の常識は世界の非常識 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.541 2009.07大学院・インターンシップ制度について旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える釜山広域市東区庁舎 建築における地域格差意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.542 2009.08大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙KONGSBERG Maritime Korea シュリンクする建築設計業一般照明用LEDの技術動向CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.543 2009.09バリアフリー改修と改正建築基準法について高島屋東京店増築－華麗なる増築デザインG カ フ ェ グーグルで見るモダニズムの巨匠日常災害と建築デザイン 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.544 2009.10建築士会としての気概に期待しつつ北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味美 笑 療 養 病 院 どこへ行く？建築家の留学先適材適所による「ハイブリッド構造」インスタレーションが示唆するもの 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.545 2009.11構造設計一級建築士の課題と展望神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶金明女子高等学校 増加する建築展覧会集住体デザインの可能性について住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.546 2009.12制度の上に胡座を構く旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの履 道 斎 どちらに座る？東海道新幹線伝統的木造構法と現代身近な文化財を活かすために 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.547 2010.01建築デザインと地域と建築士大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの釜山市中区 青少年文化の家 「良いクライアント」の条件南海ターミナルビル再生計画南海ターミナルビル再生計画 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.548 2010.02職能としての建築家の役割国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したものバルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校 これからの10年間に出る本新しいデザインの潮流自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.549 2010.03建築士と建築士会がなすべきこと名護市庁舎－建築の原風景を求めて抽象的自然－自然的空間 建築学科の人気失墜？伝統建築を保存する技と知恵時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.550 2010.04ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間 匠 と 道 具街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み 建築人工匠の技と心テクノロジー「界」の建築家　石井 修記憶の建築 No.551 2010.05－インタビューを振り返って－広島平和記念資料館－平和をつくる工場 建築と用材－道具と製材の歴史－引き継いでゆく「水都大阪」 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.552 2010.06水辺の風景づくりの今世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間 大 工 の 技 建築人工匠の技と心テクノロジー建築士の心構え記憶の建築 No.553 2010.07遊び心で「余白」をつくろう戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く 適 材 適 所イノベーションから見た都市環境のあり方 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.554 2010.08水都大阪のまちづくりの展望と課題愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群 工 匠 と 儀 式上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）
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建築人No.559 2011.01

工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家

記憶の建築

「目神山の家3」 明日に伝える「住み続けていく」という理念
森五商店東京支店－デビュー作に託されたもの

削 る
古代を解く：唐招提寺金堂の保存修理を終えて

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

海洋大国としての認識の必要性
法政大学55・58年館－自由な精神を宿す空間

千代鶴と江戸熊の鑿
古い団地住棟のスケルトン改修

No.560 2011.02 建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

ムラの住まいを考える－和歌山での題材を通して
京都会館－そのたたずまいに込められたもの

堂宮大工  －時代を超えて受け継ぐもの－
既存超高層建物の長周期地震動対策
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2008－03 建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.526 2008.04

建築士のあり方と建築士法の改正

未来路女性病院

視えなかった自画像
超高層建築の可能性について
制震技術適用における構造設計者の取り組み
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釜／山／の／建／築

No.527 2008.05

改正法と専攻建築士制度との連携

ふんだんな教会

原　　風　　景
千里ニュータウンの再生課題
ニュータウン再生計画モデル試論
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釜／山／の／建／築

No.528 2008.06

資格取得における実務経験について

セブランス・ユバ外科

「建築のつかまえ方」
ニュータウン再生計画モデル試論
ニュータウン再生への処方箋
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釜／山／の／建／築

No.529 2008.07

改正建築士法の課題とこれからの建築士像①

ヌリマル APECハウス

建 築 と 写 真
環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿
環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法
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釜／山／の／建／築

No.530 2008.08

改正建築士法の課題とこれからの建築士像②

PENIEL教会教育館

建 築 の 快 楽
懐 か し い 未 来

クリエイティブなオフィスをつくる
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釜／山／の／建／築

No.531 2008.09

建築士と建築士事務所すなわち資格と業について

釜山地方報勳庁舍

建 築 の 記 憶
高齢者住宅の普及状況と課題

介護老人吹田竜ケ池ホーム・高齢者向け竜ケ池ハウスの計画事例福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　  優良賃貸住宅
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釜／山／の／建／築

No.532 2008.10

新制度 構造設計一級建築士に期待する

五六島を形象化した南区庁舍

心 に 残 る 風 景
構造デザインの可能性

建築デザインとテクノロジーの融合－
“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの
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No.533 2008.11

建築設備設計技術者の資格について

釜山女性家族開発院

建 築 の 構 造 と 光
商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」

再 生 す る 建 築
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No.534 2008.12

これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて

自然の建築・建築の自然

建 築 と 材 料
高強度・高性能コンクリートの実施例

－The Kitahama Tower－

ひび割れのないコンクリートの造り方／
コンクリートの性質と打設の要点
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No.535 2009.01

設計施工一括方式と建築士

文化ゴルモック（路地）

建 築 と 物 語
素材としてのコンクリートの魅力と可能性について
コンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認

（ ま ち ）
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No.536 2009.02

改正建築基準法の施行と今後の建築行政について

Gallery 眼 鏡

「空虚な華やかさ」
鉄筋コンクリート構造とは

コンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業
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No.537 2009.03

建築士制度の見直しについて

Rak'nWok（Chinese restaurant）

生 き つ づ け る 建 築
外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには
「外断熱からはじまるマンション選び」
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釜／山／の／建／築

No.538 2009.04

建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて
前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの

安 住 の 家

卒業設計に見るビルディングタイプ
京阪電車中之島線が拓くまちづくり
街のブランディングと中之島の粋（エスプリ）
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釜／山／の／建／築

No.539 2009.05

建築士の覚悟を問う
震災の教訓と建築士の役割

神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ
保健所及び開かれた空間

設計事務所の名前
耐震化の促進に向けて

大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的とした
E-ディフェンス実験
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No.540 2009.06

一億総住育のすすめ
聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ
中小企業職業訓練人力開発センター

日本建築学会賞の受賞年齢
省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー
日本の常識は世界の非常識
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No.541 2009.07

大学院・インターンシップ制度について
旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える

釜山広域市東区庁舎

建築における地域格差
ICT化が学校を変える－「スクール・ニューディール構想」の意義と可能性
意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える
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No.542 2009.08

これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か
大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙
KONGSBERG Maritime Korea

シュリンクする建築設計業
一般照明用LEDの技術動向
CASBEEと地球温暖化問題
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No.543 2009.09

バリアフリー改修と改正建築基準法について
高島屋東京店増築－華麗なる増築デザイン

G カ フ ェ

グーグルで見るモダニズムの巨匠
日常災害と建築デザイン

高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律の概要
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No.544 2009.10

建築士会としての気概に期待しつつ
北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味

美 笑 療 養 病 院

どこへ行く？建築家の留学先
適材適所による「ハイブリッド構造」
インスタレーションが示唆するもの
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釜／山／の／建／築

No.545 2009.11

構造設計一級建築士の課題と展望
神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶

金明女子高等学校

増加する建築展覧会
集住体デザインの可能性について
住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして
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No.546 2009.12

制度の上に胡座を構く
旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの

履 道 斎

どちらに座る？東海道新幹線
伝統的木造構法と現代

身近な文化財を活かすために

建築人
　工匠の技と心「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.555 2010.09

－「目神山の家７」のたどった稀有な足跡－
旧・秋ノ宮村役場－山里の朗らかな近代建築

大 工 の く ら し

建築人No.556 2010.10

工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

都市における水辺空間の創造
ホテルフジタ京都－生き続ける建築とは何か

はかる・しるす －墨掛道具－
低炭素社会と“ZEB”

建築人No.557 2010.11

工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

「自分の役割」を考えながら行動する
京都大学総合体育館－空間造形の根源を求めて

挽き切る －鋸－
カタツムリに学ぶ住宅材料の防汚・抗菌技術

建築人No.558 2010.12

工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

「イギリスの水辺都市再生」から見た大阪湾の可能性
倉敷アイビースクエア－過去と未来をつなぐ

うがつ（穿つ）
東京スカイツリーの構造設計
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No.547 2010.01

建築デザインと地域と建築士
大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの
釜山市中区 青少年文化の家

「良いクライアント」の条件
南海ターミナルビル再生計画 デベロッパーの立場から

南海ターミナルビル再生計画 設計者の立場から
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No.548 2010.02

職能としての建築家の役割
国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したもの
バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校

これからの10年間に出る本
新しいデザインの潮流

自然と人がつくる循環する建築
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No.549 2010.03

建築士と建築士会がなすべきこと
名護市庁舎－建築の原風景を求めて

抽象的自然－自然的空間

建築学科の人気失墜？
伝統建築を保存する技と知恵
時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.550 2010.04

ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望
聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間

匠 と 道 具
街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.551 2010.05

－インタビューを振り返って－
広島平和記念資料館－平和をつくる工場

建築と用材－道具と製材の歴史－
引き継いでゆく「水都大阪」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.552 2010.06

水辺の風景づくりの今
世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間

大 工 の 技
マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

No.553 2010.07

遊び心で「余白」をつくろう
戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く

適 材 適 所
イノベーションから見た都市環境のあり方

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.554 2010.08

水都大阪のまちづくりの展望と課題
愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群

工 匠 と 儀 式
上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）

2016-2018 2006-2015
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中之島フェスティバルタワー・ウエスト　日建設計

中之島の歴史・文化・芸術を醸成するランドマークへ
2012年竣工の中之島フェスティバルタワーを第1期とする、200
ｍのツインタワープロジェクトの２期計画。旧ビル（朝日新聞ビル・
大阪朝日ビル）の弧を描く外壁形状を継承し、ベージュ系のタイル
の暖かみある素材の記憶を質感ある大型煉瓦壁で再生するな
ど、ビルの歴史的なアイデンティティを現代に引継ぎながら、二つ
のビルの統一モチーフとして活かし、優美さと素材感を合わせ持
つ、新しいランドマークビルを目指した。そして、中之島という地がビ
ジネスだけでなく文化も育んできた歴史を受け止め、未来に向けて
更に文化が醸成される場所になる事を願い、ウエストはオフィス・
商業に加え、美術館・多目的ホール等の文化施設や、高さ200ｍ
からのパノラマビューを堪能できるラグジュアリーホテルCONRAD
OSAKAを内包。足元の大ピロティ空間やサンクンガーデンなどの
パブリックスペースを四ツ橋筋及び地下街に沿いダイナミックに
配置し、街区間の地上と地下の回遊性を高め、1期計画で完成し
た音楽の殿堂：フェスティバルホールと合わせて、ビジネスと文化
が立体的に融合するまち「フェスティバルシティ」が完成した。
撮影：ナカサアンドパートナーズ（表紙）・東出写真事務所（裏表紙）

第38回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
江副　敏史（えぞえ・さとし）
1980年 京都大学工学部建築学科卒業後、日建設計入社
現　 在 同社フェロー役員デザインフェロー、京都大学・京

都工芸繊維大学非常勤講師

勝山　太郎（かつやま・たろう）
1990年 早稲田大学大学院理工学研究科卒業後、日建

設計入社
現　 在 同社設計部門 理事 グループマネージャー 設計部長

多喜　茂（たき・しげる）
1991年 金沢工業大学大学院修士課程終了後、日建設

計入社
現　 在 同社設計部門 主管

小畑　香（こはた・かおり）
2010年 神戸大学大学院修士課程終了後、日建設計入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：㈱日建設計
構造・設備設計協力：㈱竹中工務店
施　　工：㈱竹中工務店
所 在 地：大阪府大阪市北区中

之島3丁目2番4号
主要用途：事務所/ホテル/飲食

店舗/物販店舗/美
術館/集会場 他

竣　　工：2017年3月
構造規模：S造、SRC造、RC造
　　　　　地下4階/地上41階/塔屋2階
敷地面積：8,377.84㎡
建築面積：6,106.48㎡
延床面積：151,146.45㎡
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近畿大学 ACADEMIC THEATER（1～5号館）／国際学部棟（18号館）
NTTファシリティ－ズ
　キャンパスの建替として既存施設再編の「ACADEMIC THEATER」
と、新設学部整備の「国際学部棟」の一体的な計画である。
　ACADEMIC THEATER：建築単体としてのデザインではなく都市的様
相を有するデザインアプローチを試みた。計画エリアの4つ角に各々隣接す
る環境と呼応する4つの建築を配置。さらに4つの建築の間に縦横4本づ
つの帯状空間をクロスさせた構成による6つの群体としてのデザインであ
る。そこでは「全体性と固有性」「非均質性と均質性」を両義的に備え「散
策性・街性」が立ち現われている。学術風景は「偶発的・自然発生的・同時
多発的・祝祭的」に溢れ文理の垣根が取り払われる。本プロジェクトは建築
や都市デザインの領域を超えて、新たな大学の在り方を問う取組でもある。
　国際学部棟：国際学部開設に向け教育環境を社会化（グローバル化）す
るデザインアプローチを行った。少人数教育のための演習室を千鳥状にス
ライドすることで生まれる余白を、吹抜と学生の拠り所となるオープンスペー
スとしている。斜めに連続する吹抜は、立体的なつながりと共に、エコボイド
の機能も果たしている。室やフロアという概念を超えて、流動的な空気や風
景によって、空間全体が身体感覚的につながっている環境空間を目指した。
撮影：㈱エスエス大阪  第38回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品

■プロフィール
畠山　文聡（はたけやま・ふみあき）
1974年 大阪府生まれ
1998年 神戸大学大学院修士課程修了後、

NTTファシリティーズ入社
現　 在 同社関西事業本部エンジニアリング＆コン

ストラクション部　近畿大学非常勤講師
岡　俊徳（おか・としのり）
1980年 鹿児島県生まれ
2005年 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科造

形工学専攻修了後、ＮＴＴファシリティーズ入社
現　 在 同社関西事業本部エンジニアリング＆

コンストラクション部
伊藤　裕也（いとう・ゆうや）
1983年 三重県生まれ
2008年 広島大学工学部第四類卒業後、NTT

ファシリティーズ入社
現　 在 同社九州支店ファシリティ事業部エン

ジニアリング&コンストラクション部

■建物データ
設　　計：㈱NTTファシリティ－ズ
施　　工：㈱大林組・㈱九電工・浅海電

気㈱・㈱日立ビルシステム
所 在 地：大阪府東大阪市小若江3丁

目4番1号
主要用途：学校（大学）
建 築 主：学校法人 近畿大学
竣　　工：2016年3月
構造規模：S造一部SRC造・RC造　　

地下1階・地上11階・塔屋2階
敷地面積：86,710.43㎡
建築面積：7,265.78㎡（１～５号館）

975.63㎡（18号館増築）
延床面積：28,345.07㎡（１～５号館）
 3,423.50㎡（18号館増築）
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コイズミ緑橋ビル　竹中工務店

　「あかりのありかを求めて」_ 自然の「あかり」をお手本に、
照明器具の企画・開発・製造・販売を行なっているコイズミ
照明の研究開発施設「あかりの杜」を計画した。敷地は大阪
市内の住宅地である。まちに対しては“緑段のPARK”として、
まちのスケールと調和させ、ワークプレイスに対しては“各階
の GARDEN”として、適度なヒューマンスケールとリアルな自
然との関わりを創出した。各階に南向きの庭があることで、太
陽光が執務空間に木漏れ日を落とし、また、花を摘んだり、
新しく種を植えたりと、自然との交歓を通した社員同士の新た
なコミュニケーションも生まれている。木の幹のメタファーとし
ての木質の吹抜けは、外部環境の移ろいを体感できる場であ
り、開発商品の実証実験を俯瞰できるコラボレーションの拠
点でもある。
　竣工後まもなく、普段見ることのなかった小鳥や蝶が各階の
バルコニーに訪れるようになったと聞く。「あかりの杜」が自然
と人を結び、まちの環境を変える一助となることを願っている。

撮影：古川泰造　第38回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品

■プロフィール
有田　博（ありた　ひろし）
1993年 東京芸術大学大学院美術研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部グループリーダー

北村　仁司（きたむら　ひとし）
1996年 京都大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部グループリーダー

金澤　潤（かなざわ　じゅん）
2011年 名古屋工業大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部

中西　正佳（なかにし　まさよし）
2007年 京都大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 中西正佳建築設計事務所主宰

■建物データ
建 築 主：小泉産業株式会社
設　　計：株式会社竹中工務店
照明設計：コイズミ照明株式会社
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪府大阪市東成区
　　　　　東中本 2-3-5
用　　途：事務所
竣　　工：2017 年 3月
敷地面積： 1,466.41 ㎡
建築面積： 1,128.04 ㎡
延床面積： 5,225.73 ㎡
構　　造：鉄骨造
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TB-SQUARE　竹中工務店

街の魅力を高める「美と健康」の情報発信地
　理美容機器、頭髪化粧品等の製造販売を主軸とするタカラベル
モント株式会社のフラッグシップとなる建物の計画である。
　敷地は大阪の心斎橋に近い堺筋に面する場所に位置し、本社を
初めとする周辺の関連施設との関係性や高いランドマーク性が求め
られた。そこで、外観は企業メッセージである「美と健康」からイメージし
た、白とコーポレートカラーの青の「リング」をずらしながらつなぎあわせ
るように構成し、既存棟とのスケール的な一体感を持つ清潔感と躍
動感を表現したランドマーク性の高い印象的な表情を創出した。
　内部は1～3階を実際に商品を体験できるショールームフロア、4・5
階を講習室やテストラボを配したスタジオ系のフロアで構成し、コミュ
ニケーションの場となる屋上庭園とシースルーエレベーターで結ぶこと
で、自然光を取り込むと共に、講習を含めた多様なサービスを垣間見る
ことができる空間とした。特にショールームでは全体を吹抜けを介した
スキップフロアで構成することで、視覚的な連続性を作り出すと共に、
堺筋側にスロープと空間展示を組み合わせた動線一体の展示空間
を設け、ショールームを移動する人のアクティビティを外部へ表現した。
　プロフェッショナルビューティーの情報発信地であるこの建物の誕生
をきっかけに、周辺エリアの魅力向上につながることを期待している。
撮影：古川泰造　第38回大阪都市景観建築賞建築サイン・アート賞受賞作品

■プロフィール
栗﨑　浩（くりさき ひろし）
2000年  関西大学大学院

工学研究科修了
同　 年  竹中工務店入社
現　 在  同社設計部

■建物データ
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
ショールーム設計施工：タカラスペースデザイン株式会社
所 在 地：大阪市中央区島之内 2-13-22
用　　途：事務所
構造・規模：S造　地上６階・塔屋１階
敷地面積： 1,427.67 ㎡
建築面積： 981.31 ㎡
延床面積： 4,590.02 ㎡
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龍谷大学 大宮キャンパス 東黌　日建設計

キャンパスの歴史を未来へ繋ぐ
　龍谷大学創設の地である大宮キャンパスにおける校舎の建替計画であ
る。大宮キャンパスには重要文化財の擬洋風建築が多数現存し現在も校
舎として使用されている。計画地は西本願寺の参道である猪熊通りを挟んで
この擬洋風建築群に対面する。設計にあたっては、キャンパスの歴史的景
観との調和を第一に考えつつも、それらを模倣するのではなく現代性を加味
することで新旧が呼応する景観を創出したいと考えた。新しい東黌は南北方
向に棟を配し、通りを介して４つの校舎が本館を取り囲む配置とした。また、猪
熊通に面する門扉・門柱・塀は、可能な限り既存のまま保存活用し通りの景
観を継承した。ファサードは本館を中心とした一体的な景観を形成するため
に、北黌・南黌のファサードから13尺スパンの列柱・アーチ・長押・上げ下げ
窓のリズムやベランダなどの構成を踏襲した。その一方で、建築の材料・工
法・形態はその時代を映すものとの考えから、現代の汎用材料である鉄・アル
ミ・ガラス・コンクリートを用いそれぞれの部材形状を再構築した。上げ下げ窓
の欄間はアーチではなく垂直とし、壁は全面ガラスに置き換えてコモンスペー
スという機能に相応しい透明感のあるものとした。新しい東黌がこの風景に
根付くことで、キャンパスの歴史を未来へ繋ぐ架け橋となることを願っている。

撮影：岡本公二・金井田雄介（★）
第63回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
岡田　泰典（おかだ  よしのり）
1992年 京都大学大学院修士課程修了後、日

建設計入社
現　 在 同社設計部門 ダイレクター

近藤　努（こんどう  つとむ）
1998年 京都工芸繊維大学大学院修士課程修

了後、日建設計入社
現　 在 同社設計部門 ダイレクター

金井田　雄介（かないだ  ゆうすけ）
2010年 兵庫県立尼崎工業高等学校建築科卒

業後、日建設計入社
現　 在 同社設計部門 プロジェクトアーキテクト

■建物データ
設　　計：株式会社日建設計
施　　工：松井建設株式会社大阪支店
所 在 地：京都市下京区大工町125-1
用　　途：大学
竣　　工：2018 年 2月
構造規模：地上 3階構造
　　　　　RC造・S造・SRC造
敷地面積：2,859.27 ㎡
建築面積：1,719.06 ㎡
延床面積：4,196.02 ㎡

★
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HAT house －生きていく住まい－ 　阿曽芙実

　新しい建築が生まれるとき、そこにはすでに歴史がある。この場所の
歴史、住み手の思い出、設計者の経験、それらの文脈を汲み、ひとつ
の新たな歴史（建築）をつくる。この建築が長く愛され、生き続けていく
ために。 
　ひとつの建築が生まれる時、たくさんの「想い」や「期待」がつめ込ま
れて誕生する。これからたくさんの人に愛される建築となることを夢みて。 
　敷地は六甲山脈の麓、神戸市の閑静な住宅地にある。その昔、
段々畑であった石積み擁壁を基盤に今では、六甲山にむかって住宅
が積層している景色の途中にある。日当たりが良く、不揃いな住宅が
建並びながらも、南面（海側）に開いた形状の住居が多く、ある種の均
質さがある。 
　この計画では、内壁を南面（海側）の光に対し斜に構え、壁の軸を
45度に傾けた。外壁は敷地形状通りに東西に細長い長方形とし、45
度に延びる壁を間口5.8m、奥行き13mで一旦、囲いとった形としてい
る。これにより、南の開口に対して5.8mしかなかった奥行きが、斜めに
約8.2mとなることで、光のグラデーションがより明確に現れる。また、
45度に傾けた壁により、東から西に移り変わる光を空間の奥行きの
違いや素材の変化で光がクロスし、溶け合い、多次元にわたり光の
ディメンジョンを感じる。また、プランに回遊性をもたせ、あらゆる方位へ
体感的な奥行きを発生させている。 

撮影：小川重雄　第 63回大阪建築コンクール渡辺節賞受賞作品

■プロフィール
阿曽　芙実 
1977 兵庫県神戸市生まれ
2000 金沢工業大学工学部建築学科卒業 
2002 金沢工業大学大学院建築学専攻修了 
2002-2006 小山隆治建築研究所 
2006 阿曽芙実建築設計事務所設立 
2011-2013 大阪人間科学大学非常勤講師 
2008 JIA KINKI U-40設計コンペティション

六甲山上の展望台「優秀賞」を受賞 
2015 第10回 関西建築家新人賞を受賞

■建物データ
設　　計：阿曽芙実建築設計事務所
施　　工：大垣林業株式会社
所 在 地：兵庫県神戸市 
用　　途：事務所併用住宅 
竣　　工：2017 年 9月
構造規模：木造地上 2階
敷地面積：136.10 ㎡
建築面積：80.98 ㎡
延床面積：165.71 ㎡

★
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トヨタカローラ新大阪名神茨木店　竹中工務店
　大阪北摂エリアの国道171号線沿いに、ライフスタイル発信型の新
たな車のショールームを計画した。敷地に引き込んだ道路は、構内をぐる
りと一周することで試乗のためのテストドライブコースとなり、そのまま屋
根の上へと連続し、屋外展示エリアを形成する。木質のテクスチャーで
包まれたトンネル状の内部空間は、車を展示するほか、アウトドアショップ
やライブラリーを併設し、今まで車に興味がなかった人も立ち寄れるよう
な場となっている。この計画では、車の動的体験を空間化したような、新
たなモビリティー時代の「車と人の新しい関係」を創造したいと考えた。
　カーブを描くテストドライブコースに沿ってショールームや整備工場と
いった内部空間を配置し、その空間を覆うように屋根を大きく張り出し、
地面に接地することで、屋根の上を屋外展示場とすることにした。
　形の決定プロセスでは、連動する複数の条件が同時に成立するよう
パラメトリックにデザイン検証を行い、構造合理性、空調空気の流れ、
照明計画等を重ねて計画・構造・設備の融合、施工の条件なども取込
みながら全体の調整・建築的統合を図っている。
　ここで生み出された新たな空間は、人の寸法だけではなく、車路の曲
率、車路勾配といった車の寸法や動きを内包することによって生まれた
新しいスケールを有し、平面に高さを与えるのではなく、車の動的体験
を空間化するように立体をつくりだしている。

撮影：Nacasa&Partners Inc. NAKAMICHI ATSUSH・母倉知樹（★）
第11回建築人賞受賞作品

■プロフィール
米津正臣（よねづ まさおみ）
1974年生まれ。1999年東京工業大学大学院修
士課程修了、竹中工務店入社。現在、同社大阪本
店設計部第3部門設計1グループ長。
三田村聡（みたむら さとし）
1986年生まれ。2009年名古屋市立大学芸術工学
部都市環境デザイン学科卒業、2011年名古屋大
学大学院修士課程修了、竹中工務店入社。現在、
同社大阪本店設計部第6部門設計1グループ所属。

■建物データ
設　　計：竹中工務店
施　　工：竹中工務店
所 在 地：大阪府茨木市三咲町5番17号
主要用途：展示場
建 築 主：トヨタカローラ新大阪
敷地面積：5,905.49㎡
建築面積：2,143.11㎡
延床面積：1,978.70㎡
構造規模：鉄骨造　地上1階

建築人 No.663  令和元年9月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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CROSS ROOFの家　井上久実設計室
　敷地は枚方市光善寺駅から北東の高台にあり、敷地内には老朽化し
た母屋と離れ、これまで大切に育ててこられた沢山の樹木、そして高台の
街の風景がありました。今回、御両親が離れに移るためのリフォームと、
母屋の跡地に実家に戻ってくる子世帯の新居を作る計画でした。
　高台からの眺望や敷地内や街の豊かな緑を、この家族だけでなく街
の人 と々共有すること、２世帯の距離感を再構築することをテーマとしま
した。
　建物をリビングやダイニングが収まる南北に大きなボリュームを中心と
し、その東西に寝室やユーティリティーなどの小さな4つのボリュームが付
加される平面構成としました。建物の分節化により外部空間が凸凹し、
遠近双方の距離感で街と繋がり、また、各ボリュームの屋根の勾配の向
きを互い違いとし、住宅地にふさわしいスケール感と、交差した屋根や外
壁上部のガラスを通過して街への視線が抜け、眺望を確保しました。
　リビングダイニングからは、南側の大開口と西側のポーチ越しに、豊か
な緑と眺望を楽しむ事が出来ます。離れに面した北側の個室はご両親が
気軽に訪れ易い様に、子供室や和室を配置し、開口部の位置や大きさ
を操作し、プライバシーを守りつつ、離れを含めた敷地全体での家族の
住まい方に配慮しました。
　新旧の住まいの対比と調和の中で、街と人と家族の新たな関係が育
まれる事を期待しています。

撮影：冨田英次　第 11回建築人賞受賞作品

■プロフィール
1967年 奈良県奈良市生まれ／1990年大阪市立
大学生活科学部住居学科卒業／1990-1998年株
式会社大林組建築設計部勤務／1998-1999年ロ
ンドン在住／2000年1月井上久実設計室開設／
2003年～摂南大学工学部建築学科非常勤講師
大阪府建築士会「第1回、第11回建築人賞」受賞／大阪ガス第1回
住まいの環境デザインアワード特別賞受賞／第16回奈良県景観環境
デザイン賞（奈良県建築士会会長賞）／住まいの環境デザインアワード
2014（大阪ガス賞受賞）／奈良県景観環境デザイン賞2016（ランドス
ケープ部門受賞）／第21回木材活用コンクール（木材活用賞受賞）

■建物データ
設　　計：井上久実設計室
施　　工：西友建設
建築位置：大阪府枚方市
用　　途：一戸建て住宅
規模・構造：木造平屋
竣　　工：2018年4月
敷地面積：355.45㎡
　　　　　　 （母屋と敷地を分離）
建築面積：117.59㎡
延床面積：116.76㎡

建築人 No.664  令和元年10月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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竹中研修所「匠」新館　竹中工務店

ミニマルなCLT架構による健やかな木の建築
　竹中研修所「匠」は、里山の景観が広がる兵庫県川西市の山間に位置し、多
様な学びを通じ研鑽を積む場として、全社から社員が集い宿泊研修を行ってきた。
　研修の多様化による稼働増に応えるため、30室の宿泊室を含む新棟の増築
が求められた。敷地となる「清和台の森」では、里山の多様な生態系を育むことを
目的に、社員の参画する森づくりが進められており、森林資源活用サイクルに合致
する建材として国産杉材CLTを用いた計画とした。
　このプロジェクトでは、CLTパネル工法ならではの構成要素を研ぎ澄ましたミニマ
ルな架構の開発により、CLT建築の意匠性を高め、健やかな木の空間を創ること
を目指した。
　日射の緩和と外装木材の保護を目的に各階に設けた庇は、CLTの重ね方の工
夫によってコーナーの2方向跳ね出しを実現し、陰影あるファサードを創り出した。
　外壁開口部は、CLT建築の標準架構において必要とされる垂れ壁・腰壁をなくす
ことで、フルハイトの開口を全室で実現し、森の緑を室内へと最大限に導き入れた。
　またCLT戸境構造壁を2重とし、CLTスラブ上に2重床を設置することで、隣室
間・上下階間の遮音性能を確保するとともに、空調機や配管等の設備やCLT接
合金物が居室に露出しないよう工夫した。このようにして、天井と壁においてあらわ
しとなるCLTパネル表面の視覚的ノイズをなくし、健やかな木のもつ安らぎが利用
者を優しく包み込む空間とした。
撮影：古川泰造（表紙）・寺村雄機　第 11回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
寺村雄機（てらむら・ゆうき）
1985年  滋賀県生まれ
2008年  京都大学工学部建築学科卒業
2010年  同大学大学院工学研究科建築学

専攻修了後、竹中工務店設計部
入社

現　 在  竹中工務店大阪本店設計部設計
第4部門設計2グループ主任

■建物データ
設　　計：株式会社 竹中工務店
施　　工：株式会社 竹中工務店
所 在 地：兵庫県川西市柳谷
用　　途：研修所
竣　　工：2018年2月
構造規模：B1、F3 木造（CLTパネル

工法）、一部RC造・S造
敷地面積：79,889.76㎡
建築面積：328.90㎡
延床面積：1,209.20㎡

建築人 No.665  令和元年11月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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Alegria Residence Utsubo Park　樫永一男

　敷地は、四ツ橋筋を挟んで靭公園の東園を見渡せる絶好の位置
にある。季節の移ろいを楽しめるように管理された都心のオアシスと
なっていて、大阪では華のある人気の場所である。
　敷地面積は、91.77㎡（27.77坪）と狭小地だった。鉄筋コンクリー
ト造10階建、コンクリート打放しを望まれた。天空率を使い10階建に
した。公園が美しく室内から見える方法を模索し、公園側からはどのよ
うにすれば現況の街並みに馴染ませることができるかを考え続けた。
　立面は、手前の古いビルを眼下に、公園の風景を楽しめるように
［1階～5階］から［6階～10階］のファサードを公園側に顔を向け、よ
り美しく全貌が見られるようした。
　敷地間口は6,062㎜と非常に狭く、通常の1階柱型（1,100㎜×
1,100㎜）では1階貸店舗としての機能をはたせず、プログラム上の
問題となった。そこで、柱型を長方形（700㎜×1,500㎜）4本に、
EVシャフトを5本目の柱と見立て、構造計画をした。
　平面は、EVシャフトを介して東側に屋外避難階段、西側にサニタ
リー、避難用バルコニーをレイアウトして、二方向避難ルートを確保した。
　住戸は、靭公園の場所性を考え、多様性に満ちたテナントのニー
ズが考えられ、ワンフロアー（53.66㎡）貸し、スケルトン・インフィルに
配慮した。

撮影：松村芳治　第11回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
樫永一男
1950年 大阪市生まれ
1973年 二科展（絵画部門）入選
1978年 西林建築設計事務所
　　　　2月～10月 ヨーロッパ一人旅
1980年 樫永一男建築研究所設立
1989年 大阪府建築コンクール渡辺節賞受賞
　　　　［春夏秋冬］
2000～2010年 梅花女子大学非常勤講師
2006年 第52回大阪府建築コンクール審査員

■建物データ
建 築 主：デジタルアトン
設　　計：樫永一男建築研究所
施　　工：貫山建設
所 在 地：大阪市西区靭本町1-7-13
用　　途：店舗付き共同住宅
竣　　工：2018年1月
構造規模：鉄筋コンクリート造 地上10階
敷地面積：91.77㎡（27.77坪）
建築面積：69.02㎡
延床面積：523.89㎡

建築人 No.666  令和元年12月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」

　大阪府堺市に位置する「百舌鳥エリア」と羽曳野市・藤井寺市に位
置する「古市エリア」からなる、古墳時代の王たちの墳墓（ふんぼ）群。
世界最大級の大きさを誇る仁徳（にんとく）天皇陵古墳（堺市 墳丘
長 486ｍ）や応神（おうじん）天皇陵古墳（羽曳野市 墳丘長 425ｍ）
に代表される巨大な前方後円墳をはじめ、中小規模の円墳、方墳など、
バラエティー豊かな墳形と規模の古墳で構成される。
　本年 7 月にアゼルバイジャンで開催された、第 43 回世界遺産委員
会において、世界遺産に登録された。
大阪府・堺市・羽曳野市・藤井寺市

写真提供：堺市

写真提供：堺市
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認定こども園 日吉幼稚園　竹原義二／無有建築工房

　高槻市日吉台にある幼稚園の認定こども園化に伴う増改
築計画。未開発の丘の上に園の礎が築かれてから半世紀以
上が経ち、街の人口増加に伴って住宅と擁壁が建ち並び、
よく見られる高台の宅地の街並みが形成されていった。街
との関係を遮断していた既存の石積み擁壁は現行法基準を
満たすことができず、園舎群の整備工事に際し造り替えが
必要となった。子どもたちが日常的に生活する施設には、
日頃から周辺とのつながりを持ち地域で子どもたちを育て
る環境が必要である。今回の計画では、街との境界を緩や
かに繋げて園と地域の関係を密にしていくことを意識した。
高低差 5m 長さ 60m にもなる擁壁は、圧迫感を軽減するよ
うに分節し雛壇状にセットバックさせた。擁壁同士や道路
との隙間に緑地帯を設け、四季折々の彩りを楽しめる植栽
を計画した。擁壁の仕上げには園舎や植栽、街並みに馴染
む煉瓦タイルを吟味し、色や大きさ、厚み、目地の異なる 8
種類を組み合わせて施し景観を整えた。密集した住宅地に
季節の移ろいを感じられる自然豊かな場を提供し、周辺地
域の環境の向上にも貢献している。園と地域を繋ぐ坂道を
心地よい緑道へと更新し未来へ遺すまちなみを創り出した。

撮影：新建築社写真部・絹巻　豊（裏表紙上）
第 39回大阪都市景観建築賞大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
竹原義二（たけはら・よしじ）
1948年徳島県生まれ。1971年大阪市立大
学富樫研究室を経て、石井修／美建・設計事
務所勤務。1978年無有建築工房設立。2000
～13年大阪市立大学大学院生活科学研究科
教授。2015～19年摂南大学理工学部建築
学科教授。現在、大阪市立大学大学院生活科
学研究科、大阪大学大学院工学研究科、滋賀
県立大学環境建築デザイン学科非常勤講師

■建物データ
設　　計：竹原義二／無有建築工房
施　　工：㈱藤木工務店大阪本店
所 在 地：高槻市日吉台六番町
用　　途：幼保連携型認定こども園
竣　　工：2016年3月
構造規模：鉄骨造一部鉄筋コンクリート造
敷地面積：5,814.60㎡
建築面積：2,143.90㎡
延床面積：4,254.25㎡

建築人 No.667  令和2年1月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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建築人 No.668  令和2年2月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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JO-TERRACE OSAKA　大和ハウス工業

　大阪城公園北東の玄関口である大阪城公園駅前エリアは本丸・天守
閣へ向かう観光客、大阪城ホールや太陽の広場などで実施されるイベント
参加者、公園北側に集積するオフィスビルや商業施設など多くの人々の動
線となるエリアである。そのエリアに公園利用者の利便性を向上し大阪城
公園の魅力を向上させるためJO-TERRACE OSAKAを整備した。
　計画施設はＪＲ大阪城公園駅からペデストリアンデッキで直結し、長年課
題であったバリアフリー化を実現している。また大阪城公園を走るランナーを
サポートするランニングステーションなども整備し2017年6月にオープンした。
　既存の樹木を可能な限りそのままの位置で保存し、樹木を中心に建物を
配置することで公園の緑に溶け込むよう計画している。既存の樹木より高
さを抑えた2階建てと平屋建ての複数の建物は同じ勾配の片流れ屋根とし
統一感のある建築群としている。ファサードは全面ガラス張りとし外部から
は店舗内の賑わいを感じることができ、内部からはどこからでも緑を感じられ
る。建物は7棟で構成され2階からは天守閣を望みながら食事を楽しむこと
ができ、中央のメインストリートでは風が通り抜け、木陰で心地よい時間を過
ごすことができる。メインストリートの柱に連続して設けたノレンにグラデー
ションと店舗ロゴを入れることによって新たな城下町の賑わいを演出してい
る。また、初代大坂城を築城した豊臣秀吉が馬印としていた瓢箪をデザイン
モチーフとした照明器具やスツールを取り入れモダンな和を表現した。
撮影：株式会社伸和　第39回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
岩上　嘉樹
1980年生まれ。
2001年 大阪府立工業高等専門学校
　　　　建設工学科卒業。
2001年～06年まで施工管理に従事。
2006年 大和ハウス工業入社。
現　 在 同社本店建築事業部設計部。

■建物データ
設　　計：大和ハウス工業株式会社
施　　工：大和ハウス工業株式会社
建 築 主：大阪城パークマネジメント株式会社
所 在 地：大阪市中央区大阪城3-1
主要用途：飲食・物販
竣　　工：2017年6月
構造規模：鉄骨造　地上2階
敷地面積：58,317.16㎡
建築面積：4,836.51㎡
延床面積：6,985.19㎡

建築人 No.669  令和2年3月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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嘉麻市立碓井琴平文化館　　設計　徳岡昌克

　福岡県のほぼ中央部に位置する碓井町は、「碓井郷」の往古よ
り、自然に抱かれ、独自の郷土文化を育んできた。二十一世紀へ向
けて文化を軸にした個性豊かな町づくりの拠点として計画された碓
井琴平文化館は、郷土出身の詩人画家、織田廣喜画伯の作品を収
蔵、展示する美術館、古代から現代までの郷土資料を展示する碓井
郷土館、戦争資料や社会活動家の資料を展示する平和祈念館、そ
して町民への情報提供拠点となる図書館の四施設から構成される。
　織田廣喜画伯の作品の常設展示による美術館には、貸しギャラ
リーとしても利用できる企画展示室も設け、町民の芸術活動全般を
支授する施設とした。また、エントランスホールを介して郷土館とつな
ぐことで管理を集約しながら各館の独自性をもたせるように配慮し
た。図書館は、中央に大きな吹き抜けをとって天空光を取り入れ開
放的な空間構成としている。二階の平和祈念館には、吹抜けを巡
る明快な回遊動線を設定し、単独利用を考慮してブリッジによる個
別のアプローチ動線も確保されている。
　織田画伯の作風に周辺環境、地域特性を加味し、屋根は玄昌
石茸き、壁は織田画伯の自由な画風、温かい人柄、包容力のある
人生、あるいはまた芸術作品の永遠に失われることのない生命力を
象徴するモチーフとして青海波文様を用いた漆喰途りとした。公園
には竹と笹を主体とした植栽で修景した回遊式の散策路と多目的
広場を設け、憩いの場を創出している。
　朱と白壁の建築的アンサンブルが木々の緑に包まれ、生き生きと
した心豊かな暮らしを演出することを願っている。

受賞：第9回福岡県建築住宅文化賞大賞
　　　第8回ブルガリア世界建築トリエンナーレウィーン市長賞
　　　第８回公共建築賞地域特別賞（九州・沖縄地区）

撮影：SS九州（航空写真）、村井 修

建築人 No.670  令和2年4月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

2020

建
築
人 

4

城東区複合施設　日建設計

　本施設は、城東区内に点在する各施設が老朽・狭隘であることから、区の防災
活動拠点としての機能保持、利用者の安全性向上、公共施設の集約化による利
便性の向上、施設規模の拡充を目的に複合施設として建設され、区役所・保健福
祉センター・区民センター・図書館・老人福祉センターから構成されている。
　堅苦しいイメージがなく、街に対して威圧感を与えないデザインとした。区民が利
用しやすい区役所を目指し、南面は緑のスクリーン、北面は公園に開いたガラスの
スクリーンで構成した。ホールや公園で遊んだ帰りに気軽に立ち寄れる自然光あ
ふれる明るい図書館・区役所窓口・ホールホワイエや開放的な老人福祉センター
など、既成概念にとらわれることのない複合施設を目指した。
　施設の特性や立地条件から、利用者は様々な方向からアクセスすることが予想
されるため東・西・南に面するいずれの道路からも施設に入りやすい計画とした。上
階への動線は区役所窓口に近い建物中央に設け、さらに北側は公園からも各階
にアクセス可能な屋外階段・テラスを設け、公園に遊びに来た子供がふらっと図
書館に行けたり、老人福祉施設利用の帰りに区民センターでのイベントを発見す
るなど、お年寄りから子どもまで偶発的な出会いや交流が生まれる工夫をした。
　外観や内観、床パターンなどに音符をモチーフにしたデザインを盛り込み、区の
花モクレンやコスモスをイメージさせる色を内装材・建具・サインに配色することで利
用者が色で施設をイメージできるようにした。また、南面の多機能スクリーン・安定し
た北側採光を取り入れるガラスファサード・重力換気利用を視覚化した折板デザイ
ン屋根など、建物全体に環境配慮を取り入れたデザインとした。
撮影：エスエス大阪、近代建築社　第39回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品

■プロフィール
赤木　　隆（あかぎ・たかし）
1972年 兵庫工業高等学校卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門シニアエキスパート

惠本涼太郎（えもと・りょうたろう）
1997年 京都工芸繊維大学大学院卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門ダイレクター

尾口　晴基（おぐち・はるき）
2009年 室蘭工業大学大学院卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：大阪市都市整備局・
 株式会社日建設計
施　　工：浅沼・中林特定建設工事共同企業体
所 在 地：大阪市城東区中央3丁目5番
用　　途： 区役所、集会場（区民ホール）、
 図書館、老人福祉センター、事務所
建 築 主：大阪市
敷地面積：6,534.20㎡
建築面積：5,367.95㎡
延床面積：15,820.78㎡
構造規模：SRC造、一部RC造・S造、
 地下1階、地上4階
工　　期：2014年1月～2016年3月
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公益財団法人 日本生命済生会  日本生命病院　大林組

　元大阪府庁跡地に建つ350床の総合病院である。歴史ある三者
（元府庁跡地、日本生命、日本生命病院）に対して敬意を払い、それぞ
れが歩んできた歴史を表層化し地域に開いていくことがテーマとなった。
■日本生命本館の品格を継承した外観
　低層部は御堂筋沿いに建つ日本生命本館と同様のプロポーション
とするとともに、本館の石材ディテールを踏襲した。また、高層部（病棟）
バルコニーの出隅を曲面とすることで柔らかな親しみやすいスカイライン
を形成し、日本生命本館の品格を継承した外観意匠を実現している。
■元府庁の記憶を街にひらく
　1階コリドーとガーデンでは、地域に開かれた親しみやすい新たな病院
のあり方を目指し、誰もがいつでも立ち寄ることのできる、地域と人々に
寄り添う公園のような空間づくりを目指した。コリドーは元府庁を彷彿とさ
せるヴォールト天井に石壁、かつて府庁前にあった雑魚場橋を照らして
いた照明デザインをモチーフとしたポール照明など、その土地の歴史をイ
ンテリアのモチーフとすることで、来館者が建築に愛着を持つ仕掛けを
施した。また、このコリドーに面して、カフェやイベントホール、工房といっ
た地域貢献施設を配し、ガーデンを介してこれらの施設が街と繋がるよ
うに建築・庭・まちを一体的に捉えて設計した。ガーデンは「ひとと医療、
まちをつなぐ地域の庭」と位置付け、多様なリハビリテーション機能が風
景の中に融け込み、四季を通じ五感で自然を楽しめる空間としている。

撮影：伸和 藪内正直　第8回みどりのまちづくり賞（大阪府知事賞）・
第39回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品

■プロフィール
伊達　翔（だて しょう）
1984年 奈良県生まれ。
2009年 大阪大学大学院工
 学研究科修了、
 同年大林組入社。
現　 在 同社大阪本店
 建築設計部副課長。

■建物データ
設　　計：株式会社大林組
施　　工：新日生病院建設JV（大林組、大成建設）
建 築 主：日本生命保険相互会社・
　　　　　公益財団法人日本生命済生会
所 在 地：大阪市西区江之子島2-1-54
主要用途：病院
竣　　工：2017年12月
構造規模：S造一部RC造、地下1階、地上14階、塔屋2階
敷地面積：7,351.74㎡
建築面積：4,156.13㎡
延床面積：38,185.66㎡
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大阪北NKビル（ホテルヴィスキオ大阪）　竹中工務店

「森の寛ぎ」空間を創出
　400 室をもつ宿泊主体型のホテルの計画敷地の北隣地に庭
園が隣接している。さらに周辺は梅田北地区の再開発により街路
樹や民間敷地内の庭園など、緑の広がりが形成され、大阪・梅
田駅から徒歩圏内に立地する都心でありながらも、自然のおおら
かさが同時に存在している。そんな場所で建築・インテリア共に自
然的なモチーフを取り入れ内外の繋がりを感じることができる空間
を創出した。
　どこにいても外との繋がりを感じられる空間づくりをするため、庭
園の緑を保持し、借景としながら緑を内部まで引込むことで森の中
にいるような寛ぎの空間を演出した。共用部空間では常に庭園と
視線が繋がりながら自然光が降り注ぐトップライトとルーバー天井を
組み合わせることで、森の中にいるような空間を創出した。
　建物の全周を覆っている室外機等が組み込まれたバルコニー
は、ルーバーの組み合わせにより自然の陰影を表現しながら、奥行
寸法に操作を加えることでおおらかさを都市風景に表出している。
　一貫して自然的な要素を内外部に渡り昇華させることで建築全
体が通奏低音のように調和しながら佇む空気感をつくりだす。
撮影：母倉知樹　第39回大阪都市景観建築賞建築サイン・アート賞受賞作品

■プロフィール
鈴木　雅史（すずき・まさし）
2003年 早稲田大学大学院卒業後
 株式会社竹中工務店に入社
現　 在 同社設計部門課長

沢田　拓郎（さわだ・たくろう）
2015年 日本大学大学院卒業後
 株式会社竹中工務店に入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪市北区芝田2丁目4番10号
用　　途：ホテル
建 築 主：JR西日本不動産開発株式会社
敷地面積：3,201㎡
建築面積：2,247㎡
延床面積：13,762㎡
構造規模：S造、地上8階
工　　期：2017年3月～2018年4月
（基本計画・設計監修・監理：安井建築設計事務所）
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ふじしろ幼稚園　アバクス・アーキテクツ
　吹田市の北千里駅近く、緑の多い恵まれた環境にある「ふじしろ
幼稚園」。2010年に大規模な建て替え工事を行い、今回は残りの
園舎４室の耐震改修工事です。
　鉄骨の耐震補強ができるだけ目立たないよう、開口部以外の壁
面に斜材を設けて強度を確保しました。自然光と間接照明の光で
柔らかな空間になるよう配慮しています。また、間仕切壁にある既存
の柱型が大きかった為、それを利用して遊具となる蜂の巣の様な六
角形の家具を埋め込みました。
　屋外廊下部分には天然木のウッドデッキを巡らし、さらにその外
にレンガを敷き詰めました。
　また、三色彩道と呼ばれる道路に面する場所は、桜の木が植っ
ているだけで今まで有効に利用されていませんでした。
　そこで教室の外にテラスを設け、その延長の斜面地を利用して
子供達が回遊できるアスレチック施設を造りました。それぞれ特色を
持った６つのステージを造り、それらを連結することで異なった空間
体験を楽しむことができます。既存の樹木を利用した、自然と一体と
なった遊具です。握力の低下が懸念される最近の子供たちが楽し
んで身体を鍛える事ができる施設です。
　遊具で遊ぶ子供たちの姿と歓声が街を通る人たちに笑顔と元
気を与えてくれたらと思います。
撮影：笹倉洋平（外部）、事務所提供（室内）　第12回建築人賞建築人賞受賞作品

■プロフィール
栄　隆志
1961年 神戸市生まれ
1986年 神戸大学工学部建築学科卒業
1986年 株式会社AAA総合設計入社
1992年 SAKAE建築研究所開設
2000年 有限会社アバクス・アーキテ

クツ設立

■建物データ
設　　計：有限会社アバクス・アーキテクツ
構造設計：明興コンサルタンツ 沼田明樹
施　　工：株式会社越智工務店
建 築 主：真和学園
所 在 地：大阪府吹田市藤白台4丁目
用　　途：幼稚園
竣　　工：2019年3月
構造規模：混構造地上2階建て、鉄骨造平屋、木造
敷地面積：6,545.01㎡
延床面積：352.75㎡（改装部分のみ）
建築面積：369.39㎡（改装部分のみ）
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■プロフィール
大西憲司
1948年 大阪府生まれ
1971年 近畿大学理工学部建築学科卒業、
 設計事務所勤務
1998年 大西憲司設計工房設立
2002年「御領の家」で大阪建築コンクール大阪
府知事賞／2004年 大阪都市景観建築賞大阪府
知事賞／2005年「戸建の木の集合住宅」で大阪
建築コンクール大阪府知事賞、「桜の家」で大阪
都市景観建築賞大阪府知事賞

■建物データ
設　　計：大西憲司設計工房
施　　工：アトリエ・エイト
所 在 地：兵庫県姫路市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2018.11
構造規模：木造（在来工法）
　　　　　地上2階
敷地面積：175.77㎡
建築面積：85.17㎡
延床面積：127.49㎡

農人町の町家　大西憲司

　敷地は、姫路城南西部の姫路市農人町に位置する。町名
の由来として、江戸時代に城下町が成立し、町家は町人・職人・
足軽の居住地であったが、ここでは農夫が混住していたので、
農人町と呼ばれていた。昔の地割のまま町並みが唯一残っ
ているノコギリのようなギザギザの道に敷地が接している。
道路向かい側に、築120年程経つ平入りの町家があり、周辺
には昔の面影を残す町家が点在している。歴史性、地域性、
景観などに配慮し、この地域に相応しい、建主のライフス
タイルに合わせた現代的な町家を考えた。計画は、特徴的
な奥行きのある敷地特性を生かし、要望である来客用を含
めた車3台の駐車場と、駐輪スペースを道路に面して設けた。
東側に植え込みと、道路から引き込まれた墨モルタルの道
が玄関へのアプローチとなる。建物は、南側に離れ的にし
た平家の和室棟を配し、敷地の真ん中に設けたデッキテラ
スと植栽の中庭を挟んで、北側に主室となる2階建を分棟配
置した。道路から繋がる1本の道は通り土間となり、和室や
リビング・ダイニング・裏庭へと導かれる。ダイニングの
吹抜に螺旋状に取り付けた階段が主寝室・子供室・空中に
浮いた書斎へと、道路から一筆書きのように繋がっていく。

撮影：福澤昭嘉　第12回建築人賞建築人賞受賞作品

まち
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兵庫県林業会館　竹中工務店

　兵庫県内の林業関係団体が入るオフィスビル。当計画で
は街に対して CLT をガラス越しに表出させることで、ビル
が密集する都市景観に自然素材のやわらかな表情をもたら
している。また、1 階の表通り側に兵庫県産木材とその活
用方法を PR するギャラリーを設置し、一般の来訪者へと
開放している。都市型耐火 CLT 建築のプロトタイプとして
開発した「CLT＋鉄骨ハイブリッド構造」は、鉄骨による
大スパン空間の実現と耐震要素である CLT 壁パネルの自由
な配置が可能であり、多様な用途・規模の建物へと展開で
きる。当計画が都心部への木造建築の導入の契機となって、
木材消費の促進と都市景観の向上に寄与することを期待し
ている。

撮影：母倉知樹　第 12回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
山田義浩（やまだ・よしひろ）
1965 年 福井県生まれ
1988 年 東京理科大学工学部建築学科卒業
1990 年 同大大学院工学研究科建築学専攻修了後、
 竹中工務店入社
現　  在 竹中工務店大阪本店設計部設計第 5部長

森　　稔（もり・みのる）
1986 年 広島県生まれ
2009 年 九州大学工学部建築学科卒業
2011 年 同大学大学院人間環境学府空間システム
 専攻修了後、竹中工務店入社
現　  在 竹中工務店大阪本店設計部設計第 5部門
 設計 1グループ主任

■建物データ
設　　計：竹中工務店
施　　工：竹中工務店・
　　　　　大和ハウス工業 JV
所 在 地：兵庫県神戸市
用　　途：事務所
竣　　工：2019 年 1月
構造規模：CLT+S造、RC造
　　　　　5階
敷地面積：355.24 ㎡
建築面積：310.49 ㎡
延床面積：1,567.10 ㎡

建築人 No.676  令和2年10月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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四畳半キューブの家　HAMADA DESIGN

　この住宅は、生活に必要なリビング・キッチン・浴室など
の諸室を全て四畳半に統一している。一般的な住宅に比べて
リビングは狭い、一方浴室は広い。結果、リビングは意外と
落ち着いた空間となり家族の距離を縮め、浴室は広々として
ちょっとしたリゾートホテルのようになった。全て合わせる
と四畳半キューブ8個で構成されており、それぞれのキュー
ブ間には「広場」と「路地」を設けて距離を保っている。
キューブの上には鉄骨柱で持ち上げられた屋根が浮き、360
度のガラス欄間から様々な光が差し込む構成となっている。
　各用途の面積を統一し、単なる廊下ではなく半外部となる
要素（広場と路地）で繋ぐことで日々新しい発見が起こる、
そんな新たな住まいを目指した。

撮影：笹倉洋平　第12回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
濱田　猛（はまだ・たけし）
1975年 大阪府生まれ
1998年 法政大学工学部土木工学科卒業
2003年 京都工芸繊維大学大学院工芸科
 学研究科造形工学専攻修了
2003年 株式会社コンパス建築工房
2006年～ HAMADA DESIGN

2014年～ 京都工芸繊維大学非常勤講師
2019年～ 摂南大学非常勤講師
2020年～ 京都芸術大学非常勤講師

■建物データ
設　　計：HAMADA DESIGN 
　　　　　濱田　猛
構造設計：造形工学研究所
　　　　　福永　毅
施　　工：ジェイプランニング
所 在 地：大阪府寝屋川市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2018年6月
構造規模：RC造+鉄骨造+木造
　　　　　2階建て
敷地面積：211.24㎡
延床面積：89.43㎡

建築人 No.677  令和2年11月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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大谷さやまこども園　竹中工務店

つながりを育むこども園
　園の教育理念である「命あることへの感謝」が体験的に養われ
るこども園として、他者や自然、社会とのつながりを育むことができる
場の創出を目指した。
　4棟から構成される建物群は、既存樹木を避けるように雁行し、
敷地高低差に合わせて配置された。立体的な回遊性のあるデッキ
とブリッジで建物間をつなぐことで中庭が形成され、豊かな自然をよ
り身近に感じられる構成となっている。全体は分節された切妻屋根
で覆われ、つながりと一体感を表現するとともに、跳ね出した庇が重
なり合い、内部と外部をゆるやかにつなぐ縁側のような中間領域を
形成している。保育室は切妻天井で両端をサッシとして採光と通風
に配慮し、園の活動を穏やかに表出させることで地域とつながる風
景の創出を試みた。スケールや開放感、材料の異なる多様な居場
所を提供することで、こども・家庭・地域・世代の交流が促進される
場の形成を図っている。外構には、この地域の潜在自然植生を主
体とし、季節をとおして匂いや味覚・触覚などの五感に訴えかける植
物を植え、子どもたちの興味や学びを誘発することを意図している。
この建築がつくり出す環境が、こどもたちの成長の一助となり、原風
景として記憶に残ることを願っている。

撮影：古川泰造、國本暁彦　第12回建築人賞佳作受賞作品

■プロフィール
森山　悟（もりやま・さとる）
1988年 竹中工務店入社
現　 在 竹中工務店九州支店設計部設計部長
國本暁彦（くにもと・あきひこ）
1999年 竹中工務店入社
2006～7年 槇総合計画事務所
現　 在 竹中工務店大阪本店設計部第５設 
 計部門グループリーダー副部長
ランドスケープ：荻野寿也景観設計

■建物データ
建 築 主：学校法人大谷学園
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪狭山市今熊1丁目50
用　　途：幼保連携型認定こども園
竣　　工：2019年3月
構造規模：Ｓ造　２階
敷地面積：4,111.99㎡
建築面積：1,348.28㎡
延床面積：1,981.22㎡
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建築人No.559 2011.01 工匠の技と心テクノロジー「界」の建築家記憶の建築 「目神山の家3」 明日に伝える「住み続けていく」という理念森五商店東京支店－デビュー作に託されたもの 削 る古代を解く：唐招提寺金堂の保存修理を終えて 建築人工匠の技と心テクノロジー水都創生記憶の建築 海洋大国としての認識の必要性法政大学55・58年館－自由な精神を宿す空間 千代鶴と江戸熊の鑿古い団地住棟のスケルトン改修No.560 2011.02 建築人工匠の技と心テクノロジー建築士の心構え記憶の建築 ムラの住まいを考える－和歌山での題材を通して京都会館－そのたたずまいに込められたもの 堂宮大工  －時代を超えて受け継ぐもの－既存超高層建物の長周期地震動対策No.561 2011.03 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 42011 No.562 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 52011 No.563 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 62011 No.564 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 72011 No.565 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 82011 No.566 92011 No.567建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 102011 No.568建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 112011 No.569建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 122011 No.570建築人KENCHIKUJIN SINCE1964
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2008－03 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.526 2008.04建築士のあり方と建築士法の改正未来路女性病院 視えなかった自画像超高層建築の可能性について制震技術適用における構造設計者の取り組み 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.527 2008.05改正法と専攻建築士制度との連携ふんだんな教会 原　　風　　景千里ニュータウンの再生課題ニュータウン再生計画モデル試論 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.528 2008.06資格取得における実務経験についてセブランス・ユバ外科 「建築のつかまえ方」ニュータウン再生計画モデル試論ニュータウン再生への処方箋 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.529 2008.07改正建築士法の課題とこれからの建築士像①ヌリマル APECハウス 建 築 と 写 真環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.530 2008.08改正建築士法の課題とこれからの建築士像②PENIEL教会教育館 建 築 の 快 楽懐 か し い 未 来クリエイティブなオフィスをつくる 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.531 2008.09建築士と建築士事務所すなわち資格と業について釜山地方報勳庁舍 建 築 の 記 憶高齢者住宅の普及状況と課題吹田竜ケ池ホーム・ 竜ケ池ハウスの計画事例 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.532 2008.10新制度 構造設計一級建築士に期待する五六島を形象化した南区庁舍 心 に 残 る 風 景構造デザインの可能性建築デザインとテクノロジーの融合－“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.533 2008.11建築設備設計技術者の資格について釜山女性家族開発院 建 築 の 構 造 と 光商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」再 生 す る 建 築 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.534 2008.12これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて自然の建築・建築の自然 建 築 と 材 料高強度・高性能コンクリートの実施例－The Kitahama Tower－ひび割れのないコンクリートの造り方コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.535 2009.01設計施工一括方式と建築士文化ゴルモック（路地） 建 築 と 物 語素材としてのコンクリートの魅力と可能性についてコンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.536 2009.02改正建築基準法の施行と今後の建築行政についてGallery 眼 鏡 「空虚な華やかさ」鉄筋コンクリート構造とはコンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.537 2009.03建築士制度の見直しについてRak'nWok（Chinese restaurant） 生 き つ づ け る 建 築外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには「外断熱からはじまるマンション選び」 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.538 2009.04建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの安 住 の 家 卒業設計に見るビルディングタイプ京阪電車中之島線が拓くまちづくり街のブランディングと中之島の粋（エスプリ） 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築

No.539 2009.05建築士の覚悟を問う震災の教訓と建築士の役割神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ保健所及び開かれた空間 設計事務所の名前耐震化の促進に向けて大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的としたE-ディフェンス実験

建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.540 2009.06一億総住育のすすめ聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ中小企業職業訓練人力開発センター 日本建築学会賞の受賞年齢省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー日本の常識は世界の非常識 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.541 2009.07大学院・インターンシップ制度について旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える釜山広域市東区庁舎 建築における地域格差意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.542 2009.08これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙KONGSBERG Maritime Korea シュリンクする建築設計業一般照明用LEDの技術動向CASBEEと地球温暖化問題 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.543 2009.09バリアフリー改修と改正建築基準法について高島屋東京店増築－華麗なる増築デザインG カ フ ェ グーグルで見るモダニズムの巨匠日常災害と建築デザイン 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.544 2009.10建築士会としての気概に期待しつつ北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味美 笑 療 養 病 院 どこへ行く？建築家の留学先適材適所による「ハイブリッド構造」インスタレーションが示唆するもの 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.545 2009.11構造設計一級建築士の課題と展望神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶金明女子高等学校 増加する建築展覧会集住体デザインの可能性について住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.546 2009.12制度の上に胡座を構く旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの履 道 斎 どちらに座る？東海道新幹線伝統的木造構法と現代身近な文化財を活かすために

建築人　工匠の技と心「界」の建築家　石井 修記憶の建築 No.555 2010.09－「目神山の家７」のたどった稀有な足跡－旧・秋ノ宮村役場－山里の朗らかな近代建築 大 工 の く ら し 建築人No.556 2010.10 工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 都市における水辺空間の創造ホテルフジタ京都－生き続ける建築とは何か はかる・しるす －墨掛道具－低炭素社会と“ZEB” 建築人No.557 2010.11 工匠の技と心テクノロジー建築士の心構え記憶の建築 「自分の役割」を考えながら行動する京都大学総合体育館－空間造形の根源を求めて 挽き切る －鋸－カタツムリに学ぶ住宅材料の防汚・抗菌技術 建築人No.558 2010.12 工匠の技と心テクノロジー水都創生記憶の建築 「イギリスの水辺都市再生」から見た大阪湾の可能性倉敷アイビースクエア－過去と未来をつなぐ うがつ（穿つ）東京スカイツリーの構造設計建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.547 2010.01建築デザインと地域と建築士大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの釜山市中区 青少年文化の家 「良いクライアント」の条件南海ターミナルビル再生計画南海ターミナルビル再生計画 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.548 2010.02職能としての建築家の役割国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したものバルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校 これからの10年間に出る本新しいデザインの潮流自然と人がつくる循環する建築 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.549 2010.03建築士と建築士会がなすべきこと名護市庁舎－建築の原風景を求めて抽象的自然－自然的空間 建築学科の人気失墜？伝統建築を保存する技と知恵時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.550 2010.04ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間 匠 と 道 具街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み 建築人工匠の技と心テクノロジー「界」の建築家　石井 修記憶の建築 No.551 2010.05－インタビューを振り返って－広島平和記念資料館－平和をつくる工場 建築と用材－道具と製材の歴史－引き継いでゆく「水都大阪」 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.552 2010.06水辺の風景づくりの今世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間 大 工 の 技マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」 建築人工匠の技と心テクノロジー建築士の心構え記憶の建築 No.553 2010.07遊び心で「余白」をつくろう戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く 適 材 適 所イノベーションから見た都市環境のあり方 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.554 2010.08水都大阪のまちづくりの展望と課題愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群 工 匠 と 儀 式上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）

2016-2018 2006-2015
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中之島フェスティバルタワー・ウエスト　日建設計

中之島の歴史・文化・芸術を醸成するランドマークへ
2012年竣工の中之島フェスティバルタワーを第1期とする、200
ｍのツインタワープロジェクトの２期計画。旧ビル（朝日新聞ビル・
大阪朝日ビル）の弧を描く外壁形状を継承し、ベージュ系のタイル
の暖かみある素材の記憶を質感ある大型煉瓦壁で再生するな
ど、ビルの歴史的なアイデンティティを現代に引継ぎながら、二つ
のビルの統一モチーフとして活かし、優美さと素材感を合わせ持
つ、新しいランドマークビルを目指した。そして、中之島という地がビ
ジネスだけでなく文化も育んできた歴史を受け止め、未来に向けて
更に文化が醸成される場所になる事を願い、ウエストはオフィス・
商業に加え、美術館・多目的ホール等の文化施設や、高さ200ｍ
からのパノラマビューを堪能できるラグジュアリーホテルCONRAD
OSAKAを内包。足元の大ピロティ空間やサンクンガーデンなどの
パブリックスペースを四ツ橋筋及び地下街に沿いダイナミックに
配置し、街区間の地上と地下の回遊性を高め、1期計画で完成し
た音楽の殿堂：フェスティバルホールと合わせて、ビジネスと文化
が立体的に融合するまち「フェスティバルシティ」が完成した。
撮影：ナカサアンドパートナーズ（表紙）・東出写真事務所（裏表紙）

第38回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
江副　敏史（えぞえ・さとし）
1980年 京都大学工学部建築学科卒業後、日建設計入社
現　 在 同社フェロー役員デザインフェロー、京都大学・京

都工芸繊維大学非常勤講師

勝山　太郎（かつやま・たろう）
1990年 早稲田大学大学院理工学研究科卒業後、日建

設計入社
現　 在 同社設計部門 理事 グループマネージャー 設計部長

多喜　茂（たき・しげる）
1991年 金沢工業大学大学院修士課程終了後、日建設

計入社
現　 在 同社設計部門 主管

小畑　香（こはた・かおり）
2010年 神戸大学大学院修士課程終了後、日建設計入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：㈱日建設計
構造・設備設計協力：㈱竹中工務店
施　　工：㈱竹中工務店
所 在 地：大阪府大阪市北区中

之島3丁目2番4号
主要用途：事務所/ホテル/飲食

店舗/物販店舗/美
術館/集会場 他

竣　　工：2017年3月
構造規模：S造、SRC造、RC造
　　　　　地下4階/地上41階/塔屋2階
敷地面積：8,377.84㎡
建築面積：6,106.48㎡
延床面積：151,146.45㎡
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近畿大学 ACADEMIC THEATER（1～5号館）／国際学部棟（18号館）
NTTファシリティ－ズ
　キャンパスの建替として既存施設再編の「ACADEMIC THEATER」
と、新設学部整備の「国際学部棟」の一体的な計画である。
　ACADEMIC THEATER：建築単体としてのデザインではなく都市的様
相を有するデザインアプローチを試みた。計画エリアの4つ角に各々隣接す
る環境と呼応する4つの建築を配置。さらに4つの建築の間に縦横4本づ
つの帯状空間をクロスさせた構成による6つの群体としてのデザインであ
る。そこでは「全体性と固有性」「非均質性と均質性」を両義的に備え「散
策性・街性」が立ち現われている。学術風景は「偶発的・自然発生的・同時
多発的・祝祭的」に溢れ文理の垣根が取り払われる。本プロジェクトは建築
や都市デザインの領域を超えて、新たな大学の在り方を問う取組でもある。
　国際学部棟：国際学部開設に向け教育環境を社会化（グローバル化）す
るデザインアプローチを行った。少人数教育のための演習室を千鳥状にス
ライドすることで生まれる余白を、吹抜と学生の拠り所となるオープンスペー
スとしている。斜めに連続する吹抜は、立体的なつながりと共に、エコボイド
の機能も果たしている。室やフロアという概念を超えて、流動的な空気や風
景によって、空間全体が身体感覚的につながっている環境空間を目指した。
撮影：㈱エスエス大阪  第38回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品

■プロフィール
畠山　文聡（はたけやま・ふみあき）
1974年 大阪府生まれ
1998年 神戸大学大学院修士課程修了後、

NTTファシリティーズ入社
現　 在 同社関西事業本部エンジニアリング＆コン

ストラクション部　近畿大学非常勤講師
岡　俊徳（おか・としのり）
1980年 鹿児島県生まれ
2005年 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科造

形工学専攻修了後、ＮＴＴファシリティーズ入社
現　 在 同社関西事業本部エンジニアリング＆

コンストラクション部
伊藤　裕也（いとう・ゆうや）
1983年 三重県生まれ
2008年 広島大学工学部第四類卒業後、NTT

ファシリティーズ入社
現　 在 同社九州支店ファシリティ事業部エン

ジニアリング&コンストラクション部

■建物データ
設　　計：㈱NTTファシリティ－ズ
施　　工：㈱大林組・㈱九電工・浅海電

気㈱・㈱日立ビルシステム
所 在 地：大阪府東大阪市小若江3丁

目4番1号
主要用途：学校（大学）
建 築 主：学校法人 近畿大学
竣　　工：2016年3月
構造規模：S造一部SRC造・RC造　　

地下1階・地上11階・塔屋2階
敷地面積：86,710.43㎡
建築面積：7,265.78㎡（１～５号館）

975.63㎡（18号館増築）
延床面積：28,345.07㎡（１～５号館）
 3,423.50㎡（18号館増築）
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コイズミ緑橋ビル　竹中工務店

　「あかりのありかを求めて」_ 自然の「あかり」をお手本に、
照明器具の企画・開発・製造・販売を行なっているコイズミ
照明の研究開発施設「あかりの杜」を計画した。敷地は大阪
市内の住宅地である。まちに対しては“緑段のPARK”として、
まちのスケールと調和させ、ワークプレイスに対しては“各階
の GARDEN”として、適度なヒューマンスケールとリアルな自
然との関わりを創出した。各階に南向きの庭があることで、太
陽光が執務空間に木漏れ日を落とし、また、花を摘んだり、
新しく種を植えたりと、自然との交歓を通した社員同士の新た
なコミュニケーションも生まれている。木の幹のメタファーとし
ての木質の吹抜けは、外部環境の移ろいを体感できる場であ
り、開発商品の実証実験を俯瞰できるコラボレーションの拠
点でもある。
　竣工後まもなく、普段見ることのなかった小鳥や蝶が各階の
バルコニーに訪れるようになったと聞く。「あかりの杜」が自然
と人を結び、まちの環境を変える一助となることを願っている。

撮影：古川泰造　第38回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品

■プロフィール
有田　博（ありた　ひろし）
1993年 東京芸術大学大学院美術研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部グループリーダー

北村　仁司（きたむら　ひとし）
1996年 京都大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部グループリーダー

金澤　潤（かなざわ　じゅん）
2011年 名古屋工業大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部

中西　正佳（なかにし　まさよし）
2007年 京都大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 中西正佳建築設計事務所主宰

■建物データ
建 築 主：小泉産業株式会社
設　　計：株式会社竹中工務店
照明設計：コイズミ照明株式会社
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪府大阪市東成区
　　　　　東中本 2-3-5
用　　途：事務所
竣　　工：2017年 3月
敷地面積： 1,466.41 ㎡
建築面積： 1,128.04 ㎡
延床面積： 5,225.73 ㎡
構　　造：鉄骨造
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TB-SQUARE　竹中工務店

街の魅力を高める「美と健康」の情報発信地
　理美容機器、頭髪化粧品等の製造販売を主軸とするタカラベル
モント株式会社のフラッグシップとなる建物の計画である。
　敷地は大阪の心斎橋に近い堺筋に面する場所に位置し、本社を
初めとする周辺の関連施設との関係性や高いランドマーク性が求め
られた。そこで、外観は企業メッセージである「美と健康」からイメージし
た、白とコーポレートカラーの青の「リング」をずらしながらつなぎあわせ
るように構成し、既存棟とのスケール的な一体感を持つ清潔感と躍
動感を表現したランドマーク性の高い印象的な表情を創出した。
　内部は1～3階を実際に商品を体験できるショールームフロア、4・5
階を講習室やテストラボを配したスタジオ系のフロアで構成し、コミュ
ニケーションの場となる屋上庭園とシースルーエレベーターで結ぶこと
で、自然光を取り込むと共に、講習を含めた多様なサービスを垣間見る
ことができる空間とした。特にショールームでは全体を吹抜けを介した
スキップフロアで構成することで、視覚的な連続性を作り出すと共に、
堺筋側にスロープと空間展示を組み合わせた動線一体の展示空間
を設け、ショールームを移動する人のアクティビティを外部へ表現した。
　プロフェッショナルビューティーの情報発信地であるこの建物の誕生
をきっかけに、周辺エリアの魅力向上につながることを期待している。
撮影：古川泰造　第38回大阪都市景観建築賞建築サイン・アート賞受賞作品

■プロフィール
栗﨑　浩（くりさき ひろし）
2000年  関西大学大学院

工学研究科修了
同　 年  竹中工務店入社
現　 在  同社設計部

■建物データ
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
ショールーム設計施工：タカラスペースデザイン株式会社
所 在 地：大阪市中央区島之内 2-13-22
用　　途：事務所
構造・規模：S造　地上６階・塔屋１階
敷地面積： 1,427.67 ㎡
建築面積： 981.31 ㎡
延床面積： 4,590.02 ㎡
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龍谷大学 大宮キャンパス 東黌　日建設計

キャンパスの歴史を未来へ繋ぐ
　龍谷大学創設の地である大宮キャンパスにおける校舎の建替計画であ
る。大宮キャンパスには重要文化財の擬洋風建築が多数現存し現在も校
舎として使用されている。計画地は西本願寺の参道である猪熊通りを挟んで
この擬洋風建築群に対面する。設計にあたっては、キャンパスの歴史的景
観との調和を第一に考えつつも、それらを模倣するのではなく現代性を加味
することで新旧が呼応する景観を創出したいと考えた。新しい東黌は南北方
向に棟を配し、通りを介して４つの校舎が本館を取り囲む配置とした。また、猪
熊通に面する門扉・門柱・塀は、可能な限り既存のまま保存活用し通りの景
観を継承した。ファサードは本館を中心とした一体的な景観を形成するため
に、北黌・南黌のファサードから13尺スパンの列柱・アーチ・長押・上げ下げ
窓のリズムやベランダなどの構成を踏襲した。その一方で、建築の材料・工
法・形態はその時代を映すものとの考えから、現代の汎用材料である鉄・アル
ミ・ガラス・コンクリートを用いそれぞれの部材形状を再構築した。上げ下げ窓
の欄間はアーチではなく垂直とし、壁は全面ガラスに置き換えてコモンスペー
スという機能に相応しい透明感のあるものとした。新しい東黌がこの風景に
根付くことで、キャンパスの歴史を未来へ繋ぐ架け橋となることを願っている。

撮影：岡本公二・金井田雄介（★）
第63回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
岡田　泰典（おかだ  よしのり）
1992年 京都大学大学院修士課程修了後、日

建設計入社
現　 在 同社設計部門 ダイレクター

近藤　努（こんどう  つとむ）
1998年 京都工芸繊維大学大学院修士課程修

了後、日建設計入社
現　 在 同社設計部門 ダイレクター

金井田　雄介（かないだ  ゆうすけ）
2010年 兵庫県立尼崎工業高等学校建築科卒

業後、日建設計入社
現　 在 同社設計部門 プロジェクトアーキテクト

■建物データ
設　　計：株式会社日建設計
施　　工：松井建設株式会社大阪支店
所 在 地：京都市下京区大工町125-1
用　　途：大学
竣　　工：2018年 2月
構造規模：地上 3階構造
　　　　　RC造・S造・SRC造
敷地面積：2,859.27 ㎡
建築面積：1,719.06 ㎡
延床面積：4,196.02 ㎡

★
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HAT house －生きていく住まい－ 　阿曽芙実

　新しい建築が生まれるとき、そこにはすでに歴史がある。この場所の
歴史、住み手の思い出、設計者の経験、それらの文脈を汲み、ひとつ
の新たな歴史（建築）をつくる。この建築が長く愛され、生き続けていく
ために。 
　ひとつの建築が生まれる時、たくさんの「想い」や「期待」がつめ込ま
れて誕生する。これからたくさんの人に愛される建築となることを夢みて。 
　敷地は六甲山脈の麓、神戸市の閑静な住宅地にある。その昔、
段々畑であった石積み擁壁を基盤に今では、六甲山にむかって住宅
が積層している景色の途中にある。日当たりが良く、不揃いな住宅が
建並びながらも、南面（海側）に開いた形状の住居が多く、ある種の均
質さがある。 
　この計画では、内壁を南面（海側）の光に対し斜に構え、壁の軸を
45度に傾けた。外壁は敷地形状通りに東西に細長い長方形とし、45
度に延びる壁を間口5.8m、奥行き13mで一旦、囲いとった形としてい
る。これにより、南の開口に対して5.8mしかなかった奥行きが、斜めに
約8.2mとなることで、光のグラデーションがより明確に現れる。また、
45度に傾けた壁により、東から西に移り変わる光を空間の奥行きの
違いや素材の変化で光がクロスし、溶け合い、多次元にわたり光の
ディメンジョンを感じる。また、プランに回遊性をもたせ、あらゆる方位へ
体感的な奥行きを発生させている。 

撮影：小川重雄　第 63回大阪建築コンクール渡辺節賞受賞作品

■プロフィール
阿曽　芙実 
1977 兵庫県神戸市生まれ
2000 金沢工業大学工学部建築学科卒業 
2002 金沢工業大学大学院建築学専攻修了 
2002-2006 小山隆治建築研究所 
2006 阿曽芙実建築設計事務所設立 
2011-2013 大阪人間科学大学非常勤講師 
2008 JIA KINKI U-40設計コンペティション

六甲山上の展望台「優秀賞」を受賞 
2015 第10回 関西建築家新人賞を受賞

■建物データ
設　　計：阿曽芙実建築設計事務所
施　　工：大垣林業株式会社
所 在 地：兵庫県神戸市 
用　　途：事務所併用住宅 
竣　　工：2017年 9月
構造規模：木造地上 2階
敷地面積：136.10 ㎡
建築面積：80.98 ㎡
延床面積：165.71 ㎡

★
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トヨタカローラ新大阪名神茨木店　竹中工務店
　大阪北摂エリアの国道171号線沿いに、ライフスタイル発信型の新
たな車のショールームを計画した。敷地に引き込んだ道路は、構内をぐる
りと一周することで試乗のためのテストドライブコースとなり、そのまま屋
根の上へと連続し、屋外展示エリアを形成する。木質のテクスチャーで
包まれたトンネル状の内部空間は、車を展示するほか、アウトドアショップ
やライブラリーを併設し、今まで車に興味がなかった人も立ち寄れるよう
な場となっている。この計画では、車の動的体験を空間化したような、新
たなモビリティー時代の「車と人の新しい関係」を創造したいと考えた。
　カーブを描くテストドライブコースに沿ってショールームや整備工場と
いった内部空間を配置し、その空間を覆うように屋根を大きく張り出し、
地面に接地することで、屋根の上を屋外展示場とすることにした。
　形の決定プロセスでは、連動する複数の条件が同時に成立するよう
パラメトリックにデザイン検証を行い、構造合理性、空調空気の流れ、
照明計画等を重ねて計画・構造・設備の融合、施工の条件なども取込
みながら全体の調整・建築的統合を図っている。
　ここで生み出された新たな空間は、人の寸法だけではなく、車路の曲
率、車路勾配といった車の寸法や動きを内包することによって生まれた
新しいスケールを有し、平面に高さを与えるのではなく、車の動的体験
を空間化するように立体をつくりだしている。

撮影：Nacasa&Partners Inc. NAKAMICHI ATSUSH・母倉知樹（★）
第11回建築人賞受賞作品

■プロフィール
米津正臣（よねづ まさおみ）
1974年生まれ。1999年東京工業大学大学院修
士課程修了、竹中工務店入社。現在、同社大阪本
店設計部第3部門設計1グループ長。
三田村聡（みたむら さとし）
1986年生まれ。2009年名古屋市立大学芸術工学
部都市環境デザイン学科卒業、2011年名古屋大
学大学院修士課程修了、竹中工務店入社。現在、
同社大阪本店設計部第6部門設計1グループ所属。

■建物データ
設　　計：竹中工務店
施　　工：竹中工務店
所 在 地：大阪府茨木市三咲町5番17号
主要用途：展示場
建 築 主：トヨタカローラ新大阪
敷地面積：5,905.49㎡
建築面積：2,143.11㎡
延床面積：1,978.70㎡
構造規模：鉄骨造　地上1階
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CROSS ROOFの家　井上久実設計室
　敷地は枚方市光善寺駅から北東の高台にあり、敷地内には老朽化し
た母屋と離れ、これまで大切に育ててこられた沢山の樹木、そして高台の
街の風景がありました。今回、御両親が離れに移るためのリフォームと、
母屋の跡地に実家に戻ってくる子世帯の新居を作る計画でした。
　高台からの眺望や敷地内や街の豊かな緑を、この家族だけでなく街
の人 と々共有すること、２世帯の距離感を再構築することをテーマとしま
した。
　建物をリビングやダイニングが収まる南北に大きなボリュームを中心と
し、その東西に寝室やユーティリティーなどの小さな4つのボリュームが付
加される平面構成としました。建物の分節化により外部空間が凸凹し、
遠近双方の距離感で街と繋がり、また、各ボリュームの屋根の勾配の向
きを互い違いとし、住宅地にふさわしいスケール感と、交差した屋根や外
壁上部のガラスを通過して街への視線が抜け、眺望を確保しました。
　リビングダイニングからは、南側の大開口と西側のポーチ越しに、豊か
な緑と眺望を楽しむ事が出来ます。離れに面した北側の個室はご両親が
気軽に訪れ易い様に、子供室や和室を配置し、開口部の位置や大きさ
を操作し、プライバシーを守りつつ、離れを含めた敷地全体での家族の
住まい方に配慮しました。
　新旧の住まいの対比と調和の中で、街と人と家族の新たな関係が育
まれる事を期待しています。

撮影：冨田英次　第 11回建築人賞受賞作品

■プロフィール
1967年 奈良県奈良市生まれ／1990年大阪市立
大学生活科学部住居学科卒業／1990-1998年株
式会社大林組建築設計部勤務／1998-1999年ロ
ンドン在住／2000年1月井上久実設計室開設／
2003年～摂南大学工学部建築学科非常勤講師
大阪府建築士会「第1回、第11回建築人賞」受賞／大阪ガス第1回
住まいの環境デザインアワード特別賞受賞／第16回奈良県景観環境
デザイン賞（奈良県建築士会会長賞）／住まいの環境デザインアワード
2014（大阪ガス賞受賞）／奈良県景観環境デザイン賞2016（ランドス
ケープ部門受賞）／第21回木材活用コンクール（木材活用賞受賞）

■建物データ
設　　計：井上久実設計室
施　　工：西友建設
建築位置：大阪府枚方市
用　　途：一戸建て住宅
規模・構造：木造平屋
竣　　工：2018年4月
敷地面積：355.45㎡
　　　　　　 （母屋と敷地を分離）
建築面積：117.59㎡
延床面積：116.76㎡

建築人 No.664  令和元年10月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

2019

建
築
人 

10

竹中研修所「匠」新館　竹中工務店

ミニマルなCLT架構による健やかな木の建築
　竹中研修所「匠」は、里山の景観が広がる兵庫県川西市の山間に位置し、多
様な学びを通じ研鑽を積む場として、全社から社員が集い宿泊研修を行ってきた。
　研修の多様化による稼働増に応えるため、30室の宿泊室を含む新棟の増築
が求められた。敷地となる「清和台の森」では、里山の多様な生態系を育むことを
目的に、社員の参画する森づくりが進められており、森林資源活用サイクルに合致
する建材として国産杉材CLTを用いた計画とした。
　このプロジェクトでは、CLTパネル工法ならではの構成要素を研ぎ澄ましたミニマ
ルな架構の開発により、CLT建築の意匠性を高め、健やかな木の空間を創ること
を目指した。
　日射の緩和と外装木材の保護を目的に各階に設けた庇は、CLTの重ね方の工
夫によってコーナーの2方向跳ね出しを実現し、陰影あるファサードを創り出した。
　外壁開口部は、CLT建築の標準架構において必要とされる垂れ壁・腰壁をなくす
ことで、フルハイトの開口を全室で実現し、森の緑を室内へと最大限に導き入れた。
　またCLT戸境構造壁を2重とし、CLTスラブ上に2重床を設置することで、隣室
間・上下階間の遮音性能を確保するとともに、空調機や配管等の設備やCLT接
合金物が居室に露出しないよう工夫した。このようにして、天井と壁においてあらわ
しとなるCLTパネル表面の視覚的ノイズをなくし、健やかな木のもつ安らぎが利用
者を優しく包み込む空間とした。
撮影：古川泰造（表紙）・寺村雄機　第 11回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
寺村雄機（てらむら・ゆうき）
1985年  滋賀県生まれ
2008年  京都大学工学部建築学科卒業
2010年  同大学大学院工学研究科建築学

専攻修了後、竹中工務店設計部
入社

現　 在  竹中工務店大阪本店設計部設計
第4部門設計2グループ主任

■建物データ
設　　計：株式会社 竹中工務店
施　　工：株式会社 竹中工務店
所 在 地：兵庫県川西市柳谷
用　　途：研修所
竣　　工：2018年2月
構造規模：B1、F3 木造（CLTパネル

工法）、一部RC造・S造
敷地面積：79,889.76㎡
建築面積：328.90㎡
延床面積：1,209.20㎡
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Alegria Residence Utsubo Park　樫永一男

　敷地は、四ツ橋筋を挟んで靭公園の東園を見渡せる絶好の位置
にある。季節の移ろいを楽しめるように管理された都心のオアシスと
なっていて、大阪では華のある人気の場所である。
　敷地面積は、91.77㎡（27.77坪）と狭小地だった。鉄筋コンクリー
ト造10階建、コンクリート打放しを望まれた。天空率を使い10階建に
した。公園が美しく室内から見える方法を模索し、公園側からはどのよ
うにすれば現況の街並みに馴染ませることができるかを考え続けた。
　立面は、手前の古いビルを眼下に、公園の風景を楽しめるように
［1階～5階］から［6階～10階］のファサードを公園側に顔を向け、よ
り美しく全貌が見られるようした。
　敷地間口は6,062㎜と非常に狭く、通常の1階柱型（1,100㎜×
1,100㎜）では1階貸店舗としての機能をはたせず、プログラム上の
問題となった。そこで、柱型を長方形（700㎜×1,500㎜）4本に、
EVシャフトを5本目の柱と見立て、構造計画をした。
　平面は、EVシャフトを介して東側に屋外避難階段、西側にサニタ
リー、避難用バルコニーをレイアウトして、二方向避難ルートを確保した。
　住戸は、靭公園の場所性を考え、多様性に満ちたテナントのニー
ズが考えられ、ワンフロアー（53.66㎡）貸し、スケルトン・インフィルに
配慮した。

撮影：松村芳治　第11回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
樫永一男
1950年 大阪市生まれ
1973年 二科展（絵画部門）入選
1978年 西林建築設計事務所
　　　　2月～10月 ヨーロッパ一人旅
1980年 樫永一男建築研究所設立
1989年 大阪府建築コンクール渡辺節賞受賞
　　　　［春夏秋冬］
2000～2010年 梅花女子大学非常勤講師
2006年 第52回大阪府建築コンクール審査員

■建物データ
建 築 主：デジタルアトン
設　　計：樫永一男建築研究所
施　　工：貫山建設
所 在 地：大阪市西区靭本町1-7-13
用　　途：店舗付き共同住宅
竣　　工：2018年1月
構造規模：鉄筋コンクリート造 地上10階
敷地面積：91.77㎡（27.77坪）
建築面積：69.02㎡
延床面積：523.89㎡

建築人 No.666  令和元年12月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」

　大阪府堺市に位置する「百舌鳥エリア」と羽曳野市・藤井寺市に位
置する「古市エリア」からなる、古墳時代の王たちの墳墓（ふんぼ）群。
世界最大級の大きさを誇る仁徳（にんとく）天皇陵古墳（堺市 墳丘
長 486ｍ）や応神（おうじん）天皇陵古墳（羽曳野市 墳丘長 425ｍ）
に代表される巨大な前方後円墳をはじめ、中小規模の円墳、方墳など、
バラエティー豊かな墳形と規模の古墳で構成される。
　本年 7 月にアゼルバイジャンで開催された、第 43 回世界遺産委員
会において、世界遺産に登録された。
大阪府・堺市・羽曳野市・藤井寺市

写真提供：堺市

写真提供：堺市
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認定こども園 日吉幼稚園　竹原義二／無有建築工房

　高槻市日吉台にある幼稚園の認定こども園化に伴う増改
築計画。未開発の丘の上に園の礎が築かれてから半世紀以
上が経ち、街の人口増加に伴って住宅と擁壁が建ち並び、
よく見られる高台の宅地の街並みが形成されていった。街
との関係を遮断していた既存の石積み擁壁は現行法基準を
満たすことができず、園舎群の整備工事に際し造り替えが
必要となった。子どもたちが日常的に生活する施設には、
日頃から周辺とのつながりを持ち地域で子どもたちを育て
る環境が必要である。今回の計画では、街との境界を緩や
かに繋げて園と地域の関係を密にしていくことを意識した。
高低差 5m 長さ 60m にもなる擁壁は、圧迫感を軽減するよ
うに分節し雛壇状にセットバックさせた。擁壁同士や道路
との隙間に緑地帯を設け、四季折々の彩りを楽しめる植栽
を計画した。擁壁の仕上げには園舎や植栽、街並みに馴染
む煉瓦タイルを吟味し、色や大きさ、厚み、目地の異なる 8
種類を組み合わせて施し景観を整えた。密集した住宅地に
季節の移ろいを感じられる自然豊かな場を提供し、周辺地
域の環境の向上にも貢献している。園と地域を繋ぐ坂道を
心地よい緑道へと更新し未来へ遺すまちなみを創り出した。

撮影：新建築社写真部・絹巻　豊（裏表紙上）
第 39回大阪都市景観建築賞大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
竹原義二（たけはら・よしじ）
1948年徳島県生まれ。1971年大阪市立大
学富樫研究室を経て、石井修／美建・設計事
務所勤務。1978年無有建築工房設立。2000
～13年大阪市立大学大学院生活科学研究科
教授。2015～19年摂南大学理工学部建築
学科教授。現在、大阪市立大学大学院生活科
学研究科、大阪大学大学院工学研究科、滋賀
県立大学環境建築デザイン学科非常勤講師

■建物データ
設　　計：竹原義二／無有建築工房
施　　工：㈱藤木工務店大阪本店
所 在 地：高槻市日吉台六番町
用　　途：幼保連携型認定こども園
竣　　工：2016年3月
構造規模：鉄骨造一部鉄筋コンクリート造
敷地面積：5,814.60㎡
建築面積：2,143.90㎡
延床面積：4,254.25㎡

建築人 No.667  令和2年1月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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JO-TERRACE OSAKA　大和ハウス工業

　大阪城公園北東の玄関口である大阪城公園駅前エリアは本丸・天守
閣へ向かう観光客、大阪城ホールや太陽の広場などで実施されるイベント
参加者、公園北側に集積するオフィスビルや商業施設など多くの人々の動
線となるエリアである。そのエリアに公園利用者の利便性を向上し大阪城
公園の魅力を向上させるためJO-TERRACE OSAKAを整備した。
　計画施設はＪＲ大阪城公園駅からペデストリアンデッキで直結し、長年課
題であったバリアフリー化を実現している。また大阪城公園を走るランナーを
サポートするランニングステーションなども整備し2017年6月にオープンした。
　既存の樹木を可能な限りそのままの位置で保存し、樹木を中心に建物を
配置することで公園の緑に溶け込むよう計画している。既存の樹木より高
さを抑えた2階建てと平屋建ての複数の建物は同じ勾配の片流れ屋根とし
統一感のある建築群としている。ファサードは全面ガラス張りとし外部から
は店舗内の賑わいを感じることができ、内部からはどこからでも緑を感じられ
る。建物は7棟で構成され2階からは天守閣を望みながら食事を楽しむこと
ができ、中央のメインストリートでは風が通り抜け、木陰で心地よい時間を過
ごすことができる。メインストリートの柱に連続して設けたノレンにグラデー
ションと店舗ロゴを入れることによって新たな城下町の賑わいを演出してい
る。また、初代大坂城を築城した豊臣秀吉が馬印としていた瓢箪をデザイン
モチーフとした照明器具やスツールを取り入れモダンな和を表現した。
撮影：株式会社伸和　第39回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
岩上　嘉樹
1980年生まれ。
2001年 大阪府立工業高等専門学校
　　　　建設工学科卒業。
2001年～06年まで施工管理に従事。
2006年 大和ハウス工業入社。
現　 在 同社本店建築事業部設計部。

■建物データ
設　　計：大和ハウス工業株式会社
施　　工：大和ハウス工業株式会社
建 築 主：大阪城パークマネジメント株式会社
所 在 地：大阪市中央区大阪城3-1
主要用途：飲食・物販
竣　　工：2017年6月
構造規模：鉄骨造　地上2階
敷地面積：58,317.16㎡
建築面積：4,836.51㎡
延床面積：6,985.19㎡

建築人 No.669  令和2年3月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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嘉麻市立碓井琴平文化館　　設計　徳岡昌克

　福岡県のほぼ中央部に位置する碓井町は、「碓井郷」の往古よ
り、自然に抱かれ、独自の郷土文化を育んできた。二十一世紀へ向
けて文化を軸にした個性豊かな町づくりの拠点として計画された碓
井琴平文化館は、郷土出身の詩人画家、織田廣喜画伯の作品を収
蔵、展示する美術館、古代から現代までの郷土資料を展示する碓井
郷土館、戦争資料や社会活動家の資料を展示する平和祈念館、そ
して町民への情報提供拠点となる図書館の四施設から構成される。
　織田廣喜画伯の作品の常設展示による美術館には、貸しギャラ
リーとしても利用できる企画展示室も設け、町民の芸術活動全般を
支授する施設とした。また、エントランスホールを介して郷土館とつな
ぐことで管理を集約しながら各館の独自性をもたせるように配慮し
た。図書館は、中央に大きな吹き抜けをとって天空光を取り入れ開
放的な空間構成としている。二階の平和祈念館には、吹抜けを巡
る明快な回遊動線を設定し、単独利用を考慮してブリッジによる個
別のアプローチ動線も確保されている。
　織田画伯の作風に周辺環境、地域特性を加味し、屋根は玄昌
石茸き、壁は織田画伯の自由な画風、温かい人柄、包容力のある
人生、あるいはまた芸術作品の永遠に失われることのない生命力を
象徴するモチーフとして青海波文様を用いた漆喰途りとした。公園
には竹と笹を主体とした植栽で修景した回遊式の散策路と多目的
広場を設け、憩いの場を創出している。
　朱と白壁の建築的アンサンブルが木々の緑に包まれ、生き生きと
した心豊かな暮らしを演出することを願っている。

受賞：第9回福岡県建築住宅文化賞大賞
　　　第8回ブルガリア世界建築トリエンナーレウィーン市長賞
　　　第８回公共建築賞地域特別賞（九州・沖縄地区）

撮影：SS九州（航空写真）、村井 修

建築人 No.670  令和2年4月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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城東区複合施設　日建設計

　本施設は、城東区内に点在する各施設が老朽・狭隘であることから、区の防災
活動拠点としての機能保持、利用者の安全性向上、公共施設の集約化による利
便性の向上、施設規模の拡充を目的に複合施設として建設され、区役所・保健福
祉センター・区民センター・図書館・老人福祉センターから構成されている。
　堅苦しいイメージがなく、街に対して威圧感を与えないデザインとした。区民が利
用しやすい区役所を目指し、南面は緑のスクリーン、北面は公園に開いたガラスの
スクリーンで構成した。ホールや公園で遊んだ帰りに気軽に立ち寄れる自然光あ
ふれる明るい図書館・区役所窓口・ホールホワイエや開放的な老人福祉センター
など、既成概念にとらわれることのない複合施設を目指した。
　施設の特性や立地条件から、利用者は様々な方向からアクセスすることが予想
されるため東・西・南に面するいずれの道路からも施設に入りやすい計画とした。上
階への動線は区役所窓口に近い建物中央に設け、さらに北側は公園からも各階
にアクセス可能な屋外階段・テラスを設け、公園に遊びに来た子供がふらっと図
書館に行けたり、老人福祉施設利用の帰りに区民センターでのイベントを発見す
るなど、お年寄りから子どもまで偶発的な出会いや交流が生まれる工夫をした。
　外観や内観、床パターンなどに音符をモチーフにしたデザインを盛り込み、区の
花モクレンやコスモスをイメージさせる色を内装材・建具・サインに配色することで利
用者が色で施設をイメージできるようにした。また、南面の多機能スクリーン・安定し
た北側採光を取り入れるガラスファサード・重力換気利用を視覚化した折板デザイ
ン屋根など、建物全体に環境配慮を取り入れたデザインとした。
撮影：エスエス大阪、近代建築社　第39回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品

■プロフィール
赤木　　隆（あかぎ・たかし）
1972年 兵庫工業高等学校卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門シニアエキスパート

惠本涼太郎（えもと・りょうたろう）
1997年 京都工芸繊維大学大学院卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門ダイレクター

尾口　晴基（おぐち・はるき）
2009年 室蘭工業大学大学院卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：大阪市都市整備局・
 株式会社日建設計
施　　工：浅沼・中林特定建設工事共同企業体
所 在 地：大阪市城東区中央3丁目5番
用　　途： 区役所、集会場（区民ホール）、
 図書館、老人福祉センター、事務所
建 築 主：大阪市
敷地面積：6,534.20㎡
建築面積：5,367.95㎡
延床面積：15,820.78㎡
構造規模：SRC造、一部RC造・S造、
 地下1階、地上4階
工　　期：2014年1月～2016年3月

建築人 No.671  令和2年5月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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公益財団法人 日本生命済生会  日本生命病院　大林組

　元大阪府庁跡地に建つ350床の総合病院である。歴史ある三者
（元府庁跡地、日本生命、日本生命病院）に対して敬意を払い、それぞ
れが歩んできた歴史を表層化し地域に開いていくことがテーマとなった。
■日本生命本館の品格を継承した外観
　低層部は御堂筋沿いに建つ日本生命本館と同様のプロポーション
とするとともに、本館の石材ディテールを踏襲した。また、高層部（病棟）
バルコニーの出隅を曲面とすることで柔らかな親しみやすいスカイライン
を形成し、日本生命本館の品格を継承した外観意匠を実現している。
■元府庁の記憶を街にひらく
　1階コリドーとガーデンでは、地域に開かれた親しみやすい新たな病院
のあり方を目指し、誰もがいつでも立ち寄ることのできる、地域と人々に
寄り添う公園のような空間づくりを目指した。コリドーは元府庁を彷彿とさ
せるヴォールト天井に石壁、かつて府庁前にあった雑魚場橋を照らして
いた照明デザインをモチーフとしたポール照明など、その土地の歴史をイ
ンテリアのモチーフとすることで、来館者が建築に愛着を持つ仕掛けを
施した。また、このコリドーに面して、カフェやイベントホール、工房といっ
た地域貢献施設を配し、ガーデンを介してこれらの施設が街と繋がるよ
うに建築・庭・まちを一体的に捉えて設計した。ガーデンは「ひとと医療、
まちをつなぐ地域の庭」と位置付け、多様なリハビリテーション機能が風
景の中に融け込み、四季を通じ五感で自然を楽しめる空間としている。

撮影：伸和 藪内正直　第8回みどりのまちづくり賞（大阪府知事賞）・
第39回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品

■プロフィール
伊達　翔（だて しょう）
1984年 奈良県生まれ。
2009年 大阪大学大学院工
 学研究科修了、
 同年大林組入社。
現　 在 同社大阪本店
 建築設計部副課長。

■建物データ
設　　計：株式会社大林組
施　　工：新日生病院建設JV（大林組、大成建設）
建 築 主：日本生命保険相互会社・
　　　　　公益財団法人日本生命済生会
所 在 地：大阪市西区江之子島2-1-54
主要用途：病院
竣　　工：2017年12月
構造規模：S造一部RC造、地下1階、地上14階、塔屋2階
敷地面積：7,351.74㎡
建築面積：4,156.13㎡
延床面積：38,185.66㎡
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大阪北NKビル（ホテルヴィスキオ大阪）　竹中工務店

「森の寛ぎ」空間を創出
　400 室をもつ宿泊主体型のホテルの計画敷地の北隣地に庭
園が隣接している。さらに周辺は梅田北地区の再開発により街路
樹や民間敷地内の庭園など、緑の広がりが形成され、大阪・梅
田駅から徒歩圏内に立地する都心でありながらも、自然のおおら
かさが同時に存在している。そんな場所で建築・インテリア共に自
然的なモチーフを取り入れ内外の繋がりを感じることができる空間
を創出した。
　どこにいても外との繋がりを感じられる空間づくりをするため、庭
園の緑を保持し、借景としながら緑を内部まで引込むことで森の中
にいるような寛ぎの空間を演出した。共用部空間では常に庭園と
視線が繋がりながら自然光が降り注ぐトップライトとルーバー天井を
組み合わせることで、森の中にいるような空間を創出した。
　建物の全周を覆っている室外機等が組み込まれたバルコニー
は、ルーバーの組み合わせにより自然の陰影を表現しながら、奥行
寸法に操作を加えることでおおらかさを都市風景に表出している。
　一貫して自然的な要素を内外部に渡り昇華させることで建築全
体が通奏低音のように調和しながら佇む空気感をつくりだす。
撮影：母倉知樹　第39回大阪都市景観建築賞建築サイン・アート賞受賞作品

■プロフィール
鈴木　雅史（すずき・まさし）
2003年 早稲田大学大学院卒業後
 株式会社竹中工務店に入社
現　 在 同社設計部門課長

沢田　拓郎（さわだ・たくろう）
2015年 日本大学大学院卒業後
 株式会社竹中工務店に入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪市北区芝田2丁目4番10号
用　　途：ホテル
建 築 主：JR西日本不動産開発株式会社
敷地面積：3,201㎡
建築面積：2,247㎡
延床面積：13,762㎡
構造規模：S造、地上8階
工　　期：2017年3月～2018年4月
（基本計画・設計監修・監理：安井建築設計事務所）
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ふじしろ幼稚園　アバクス・アーキテクツ
　吹田市の北千里駅近く、緑の多い恵まれた環境にある「ふじしろ
幼稚園」。2010年に大規模な建て替え工事を行い、今回は残りの
園舎４室の耐震改修工事です。
　鉄骨の耐震補強ができるだけ目立たないよう、開口部以外の壁
面に斜材を設けて強度を確保しました。自然光と間接照明の光で
柔らかな空間になるよう配慮しています。また、間仕切壁にある既存
の柱型が大きかった為、それを利用して遊具となる蜂の巣の様な六
角形の家具を埋め込みました。
　屋外廊下部分には天然木のウッドデッキを巡らし、さらにその外
にレンガを敷き詰めました。
　また、三色彩道と呼ばれる道路に面する場所は、桜の木が植っ
ているだけで今まで有効に利用されていませんでした。
　そこで教室の外にテラスを設け、その延長の斜面地を利用して
子供達が回遊できるアスレチック施設を造りました。それぞれ特色を
持った６つのステージを造り、それらを連結することで異なった空間
体験を楽しむことができます。既存の樹木を利用した、自然と一体と
なった遊具です。握力の低下が懸念される最近の子供たちが楽し
んで身体を鍛える事ができる施設です。
　遊具で遊ぶ子供たちの姿と歓声が街を通る人たちに笑顔と元
気を与えてくれたらと思います。
撮影：笹倉洋平（外部）、事務所提供（室内）　第12回建築人賞建築人賞受賞作品

■プロフィール
栄　隆志
1961年 神戸市生まれ
1986年 神戸大学工学部建築学科卒業
1986年 株式会社AAA総合設計入社
1992年 SAKAE建築研究所開設
2000年 有限会社アバクス・アーキテ

クツ設立

■建物データ
設　　計：有限会社アバクス・アーキテクツ
構造設計：明興コンサルタンツ 沼田明樹
施　　工：株式会社越智工務店
建 築 主：真和学園
所 在 地：大阪府吹田市藤白台4丁目
用　　途：幼稚園
竣　　工：2019年3月
構造規模：混構造地上2階建て、鉄骨造平屋、木造
敷地面積：6,545.01㎡
延床面積：352.75㎡（改装部分のみ）
建築面積：369.39㎡（改装部分のみ）
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■プロフィール
大西憲司
1948年 大阪府生まれ
1971年 近畿大学理工学部建築学科卒業、
 設計事務所勤務
1998年 大西憲司設計工房設立
2002年「御領の家」で大阪建築コンクール大阪
府知事賞／2004年 大阪都市景観建築賞大阪府
知事賞／2005年「戸建の木の集合住宅」で大阪
建築コンクール大阪府知事賞、「桜の家」で大阪
都市景観建築賞大阪府知事賞

■建物データ
設　　計：大西憲司設計工房
施　　工：アトリエ・エイト
所 在 地：兵庫県姫路市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2018.11
構造規模：木造（在来工法）
　　　　　地上2階
敷地面積：175.77㎡
建築面積：85.17㎡
延床面積：127.49㎡

農人町の町家　大西憲司

　敷地は、姫路城南西部の姫路市農人町に位置する。町名
の由来として、江戸時代に城下町が成立し、町家は町人・職人・
足軽の居住地であったが、ここでは農夫が混住していたので、
農人町と呼ばれていた。昔の地割のまま町並みが唯一残っ
ているノコギリのようなギザギザの道に敷地が接している。
道路向かい側に、築120年程経つ平入りの町家があり、周辺
には昔の面影を残す町家が点在している。歴史性、地域性、
景観などに配慮し、この地域に相応しい、建主のライフス
タイルに合わせた現代的な町家を考えた。計画は、特徴的
な奥行きのある敷地特性を生かし、要望である来客用を含
めた車3台の駐車場と、駐輪スペースを道路に面して設けた。
東側に植え込みと、道路から引き込まれた墨モルタルの道
が玄関へのアプローチとなる。建物は、南側に離れ的にし
た平家の和室棟を配し、敷地の真ん中に設けたデッキテラ
スと植栽の中庭を挟んで、北側に主室となる2階建を分棟配
置した。道路から繋がる1本の道は通り土間となり、和室や
リビング・ダイニング・裏庭へと導かれる。ダイニングの
吹抜に螺旋状に取り付けた階段が主寝室・子供室・空中に
浮いた書斎へと、道路から一筆書きのように繋がっていく。

撮影：福澤昭嘉　第12回建築人賞建築人賞受賞作品

まち
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兵庫県林業会館　竹中工務店

　兵庫県内の林業関係団体が入るオフィスビル。当計画で
は街に対して CLT をガラス越しに表出させることで、ビル
が密集する都市景観に自然素材のやわらかな表情をもたら
している。また、1 階の表通り側に兵庫県産木材とその活
用方法を PR するギャラリーを設置し、一般の来訪者へと
開放している。都市型耐火 CLT 建築のプロトタイプとして
開発した「CLT＋鉄骨ハイブリッド構造」は、鉄骨による
大スパン空間の実現と耐震要素である CLT 壁パネルの自由
な配置が可能であり、多様な用途・規模の建物へと展開で
きる。当計画が都心部への木造建築の導入の契機となって、
木材消費の促進と都市景観の向上に寄与することを期待し
ている。

撮影：母倉知樹　第 12回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
山田義浩（やまだ・よしひろ）
1965 年 福井県生まれ
1988 年 東京理科大学工学部建築学科卒業
1990 年 同大大学院工学研究科建築学専攻修了後、
 竹中工務店入社
現　  在 竹中工務店大阪本店設計部設計第 5部長

森　　稔（もり・みのる）
1986 年 広島県生まれ
2009 年 九州大学工学部建築学科卒業
2011 年 同大学大学院人間環境学府空間システム
 専攻修了後、竹中工務店入社
現　  在 竹中工務店大阪本店設計部設計第 5部門
 設計 1グループ主任

■建物データ
設　　計：竹中工務店
施　　工：竹中工務店・
　　　　　大和ハウス工業 JV
所 在 地：兵庫県神戸市
用　　途：事務所
竣　　工：2019 年 1月
構造規模：CLT+S 造、RC造
　　　　　5階
敷地面積：355.24 ㎡
建築面積：310.49 ㎡
延床面積：1,567.10 ㎡
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四畳半キューブの家　HAMADA DESIGN

　この住宅は、生活に必要なリビング・キッチン・浴室など
の諸室を全て四畳半に統一している。一般的な住宅に比べて
リビングは狭い、一方浴室は広い。結果、リビングは意外と
落ち着いた空間となり家族の距離を縮め、浴室は広々として
ちょっとしたリゾートホテルのようになった。全て合わせる
と四畳半キューブ8個で構成されており、それぞれのキュー
ブ間には「広場」と「路地」を設けて距離を保っている。
キューブの上には鉄骨柱で持ち上げられた屋根が浮き、360
度のガラス欄間から様々な光が差し込む構成となっている。
　各用途の面積を統一し、単なる廊下ではなく半外部となる
要素（広場と路地）で繋ぐことで日々新しい発見が起こる、
そんな新たな住まいを目指した。

撮影：笹倉洋平　第12回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
濱田　猛（はまだ・たけし）
1975年 大阪府生まれ
1998年 法政大学工学部土木工学科卒業
2003年 京都工芸繊維大学大学院工芸科
 学研究科造形工学専攻修了
2003年 株式会社コンパス建築工房
2006年～ HAMADA DESIGN

2014年～ 京都工芸繊維大学非常勤講師
2019年～ 摂南大学非常勤講師
2020年～ 京都芸術大学非常勤講師

■建物データ
設　　計：HAMADA DESIGN 
　　　　　濱田　猛
構造設計：造形工学研究所
　　　　　福永　毅
施　　工：ジェイプランニング
所 在 地：大阪府寝屋川市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2018年6月
構造規模：RC造+鉄骨造+木造
　　　　　2階建て
敷地面積：211.24㎡
延床面積：89.43㎡
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大谷さやまこども園　竹中工務店

つながりを育むこども園
　園の教育理念である「命あることへの感謝」が体験的に養われ
るこども園として、他者や自然、社会とのつながりを育むことができる
場の創出を目指した。
　4棟から構成される建物群は、既存樹木を避けるように雁行し、
敷地高低差に合わせて配置された。立体的な回遊性のあるデッキ
とブリッジで建物間をつなぐことで中庭が形成され、豊かな自然をよ
り身近に感じられる構成となっている。全体は分節された切妻屋根
で覆われ、つながりと一体感を表現するとともに、跳ね出した庇が重
なり合い、内部と外部をゆるやかにつなぐ縁側のような中間領域を
形成している。保育室は切妻天井で両端をサッシとして採光と通風
に配慮し、園の活動を穏やかに表出させることで地域とつながる風
景の創出を試みた。スケールや開放感、材料の異なる多様な居場
所を提供することで、こども・家庭・地域・世代の交流が促進される
場の形成を図っている。外構には、この地域の潜在自然植生を主
体とし、季節をとおして匂いや味覚・触覚などの五感に訴えかける植
物を植え、子どもたちの興味や学びを誘発することを意図している。
この建築がつくり出す環境が、こどもたちの成長の一助となり、原風
景として記憶に残ることを願っている。

撮影：古川泰造、國本暁彦　第12回建築人賞佳作受賞作品

■プロフィール
森山　悟（もりやま・さとる）
1988年 竹中工務店入社
現　 在 竹中工務店九州支店設計部設計部長
國本暁彦（くにもと・あきひこ）
1999年 竹中工務店入社
2006～7年 槇総合計画事務所
現　 在 竹中工務店大阪本店設計部第５設 
 計部門グループリーダー副部長
ランドスケープ：荻野寿也景観設計

■建物データ
建 築 主：学校法人大谷学園
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪狭山市今熊1丁目50
用　　途：幼保連携型認定こども園
竣　　工：2019年3月
構造規模：Ｓ造　２階
敷地面積：4,111.99㎡
建築面積：1,348.28㎡
延床面積：1,981.22㎡
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2008－03 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.526 2008.04建築士のあり方と建築士法の改正未来路女性病院 視えなかった自画像超高層建築の可能性について制震技術適用における構造設計者の取り組み 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.527 2008.05改正法と専攻建築士制度との連携ふんだんな教会 原　　風　　景千里ニュータウンの再生課題ニュータウン再生計画モデル試論 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.528 2008.06資格取得における実務経験についてセブランス・ユバ外科 「建築のつかまえ方」ニュータウン再生計画モデル試論ニュータウン再生への処方箋 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.529 2008.07改正建築士法の課題とこれからの建築士像①ヌリマル APECハウス 建 築 と 写 真環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.530 2008.08改正建築士法の課題とこれからの建築士像②PENIEL教会教育館 建 築 の 快 楽懐 か し い 未 来クリエイティブなオフィスをつくる 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.531 2008.09釜山地方報勳庁舍 建 築 の 記 憶高齢者住宅の普及状況と課題 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.532 2008.10五六島を形象化した南区庁舍 心 に 残 る 風 景構造デザインの可能性建築デザインとテクノロジーの融合－ 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.533 2008.11建築設備設計技術者の資格について釜山女性家族開発院 建 築 の 構 造 と 光商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」再 生 す る 建 築 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.534 2008.12これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて自然の建築・建築の自然 建 築 と 材 料高強度・高性能コンクリートの実施例－The Kitahama Tower－ひび割れのないコンクリートの造り方コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.535 2009.01設計施工一括方式と建築士文化ゴルモック（路地） 建 築 と 物 語 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.536 2009.02Gallery 眼 鏡 「空虚な華やかさ」鉄筋コンクリート構造とは 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.537 2009.03建築士制度の見直しについてRak'nWok（Chinese restaurant） 生 き つ づ け る 建 築外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには「外断熱からはじまるマンション選び」 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.538 2009.04建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの安 住 の 家 卒業設計に見るビルディングタイプ京阪電車中之島線が拓くまちづくり街のブランディングと中之島の粋（エスプリ） 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.539 2009.05建築士の覚悟を問う震災の教訓と建築士の役割保健所及び開かれた空間 設計事務所の名前耐震化の促進に向けてE-ディフェンス実験 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.540 2009.06一億総住育のすすめ聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ中小企業職業訓練人力開発センター 日本建築学会賞の受賞年齢日本の常識は世界の非常識 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.541 2009.07大学院・インターンシップ制度について釜山広域市東区庁舎 建築における地域格差意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.542 2009.08KONGSBERG Maritime Korea シュリンクする建築設計業一般照明用LEDの技術動向CASBEEと地球温暖化問題 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.543 2009.09バリアフリー改修と改正建築基準法について高島屋東京店増築－華麗なる増築デザインG カ フ ェ グーグルで見るモダニズムの巨匠日常災害と建築デザイン 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.544 2009.10建築士会としての気概に期待しつつ北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味美 笑 療 養 病 院 どこへ行く？建築家の留学先適材適所による「ハイブリッド構造」インスタレーションが示唆するもの 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.545 2009.11構造設計一級建築士の課題と展望神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶金明女子高等学校 増加する建築展覧会集住体デザインの可能性について住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.546 2009.12制度の上に胡座を構く旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの履 道 斎 どちらに座る？東海道新幹線伝統的木造構法と現代身近な文化財を活かすために

建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.547 2010.01建築デザインと地域と建築士大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの釜山市中区 青少年文化の家 「良いクライアント」の条件南海ターミナルビル再生計画南海ターミナルビル再生計画 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.548 2010.02職能としての建築家の役割国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したものバルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校 これからの10年間に出る本新しいデザインの潮流自然と人がつくる循環する建築 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.549 2010.03建築士と建築士会がなすべきこと名護市庁舎－建築の原風景を求めて抽象的自然－自然的空間 建築学科の人気失墜？伝統建築を保存する技と知恵 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.550 2010.04ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間 匠 と 道 具街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み 建築人工匠の技と心テクノロジー「界」の建築家　石井 修記憶の建築 No.551 2010.05－インタビューを振り返って－広島平和記念資料館－平和をつくる工場 建築と用材－道具と製材の歴史－引き継いでゆく「水都大阪」 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.552 2010.06水辺の風景づくりの今世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間 大 工 の 技 建築人工匠の技と心テクノロジー建築士の心構え記憶の建築 No.553 2010.07遊び心で「余白」をつくろう戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く 適 材 適 所イノベーションから見た都市環境のあり方 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.554 2010.08水都大阪のまちづくりの展望と課題愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群 工 匠 と 儀 式上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル） 建築人　工匠の技と心「界」の建築家　石井 修記憶の建築 No.555 2010.09－「目神山の家７」のたどった稀有な足跡－旧・秋ノ宮村役場－山里の朗らかな近代建築 大 工 の く ら し 建築人No.556 2010.10 工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 都市における水辺空間の創造ホテルフジタ京都－生き続ける建築とは何か はかる・しるす －墨掛道具－低炭素社会と“ZEB” 建築人No.557 2010.11 工匠の技と心テクノロジー建築士の心構え記憶の建築 「自分の役割」を考えながら行動する京都大学総合体育館－空間造形の根源を求めて 挽き切る －鋸－カタツムリに学ぶ住宅材料の防汚・抗菌技術 建築人No.558 2010.12 工匠の技と心テクノロジー水都創生記憶の建築 「イギリスの水辺都市再生」から見た大阪湾の可能性倉敷アイビースクエア－過去と未来をつなぐ うがつ（穿つ）東京スカイツリーの構造設計

建築人No.559 2011.01 工匠の技と心テクノロジー「界」の建築家記憶の建築 森五商店東京支店－デビュー作に託されたもの 削 る古代を解く：唐招提寺金堂の保存修理を終えて 建築人工匠の技と心テクノロジー水都創生記憶の建築 海洋大国としての認識の必要性法政大学55・58年館－自由な精神を宿す空間 千代鶴と江戸熊の鑿古い団地住棟のスケルトン改修No.560 2011.02 建築人工匠の技と心テクノロジー建築士の心構え記憶の建築 ムラの住まいを考える－和歌山での題材を通して京都会館－そのたたずまいに込められたもの 堂宮大工  －時代を超えて受け継ぐもの－既存超高層建物の長周期地震動対策No.561 2011.03 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 42011 No.562 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 52011 No.563 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 62011 No.564 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 72011 No.565 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 82011 No.566 92011 No.567建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 102011 No.568建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 112011 No.569建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 122011 No.570建築人KENCHIKUJIN SINCE1964
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ふじしろ幼稚園　アバクス・アーキテクツ　吹田市の北千里駅近く、緑の多い恵まれた環境にある「ふじしろ幼稚園」。2010年に大規模な建て替え工事を行い、今回は残りの園舎４室の耐震改修工事です。　鉄骨の耐震補強ができるだけ目立たないよう、開口部以外の壁面に斜材を設けて強度を確保しました。自然光と間接照明の光で柔らかな空間になるよう配慮しています。また、間仕切壁にある既存の柱型が大きかった為、それを利用して遊具となる蜂の巣の様な六角形の家具を埋め込みました。　屋外廊下部分には天然木のウッドデッキを巡らし、さらにその外にレンガを敷き詰めました。　また、三色彩道と呼ばれる道路に面する場所は、桜の木が植っているだけで今まで有効に利用されていませんでした。　そこで教室の外にテラスを設け、その延長の斜面地を利用して子供達が回遊できるアスレチック施設を造りました。それぞれ特色を持った６つのステージを造り、それらを連結することで異なった空間体験を楽しむことができます。既存の樹木を利用した、自然と一体となった遊具です。握力の低下が懸念される最近の子供たちが楽しんで身体を鍛える事ができる施設です。　遊具で遊ぶ子供たちの姿と歓声が街を通る人たちに笑顔と元気を与えてくれたらと思います。撮影：笹倉洋平（外部）、事務所提供（室内）　第12回建築人賞建築人賞受賞作品■プロフィール栄　隆志1961年 神戸市生まれ1986年 神戸大学工学部建築学科卒業1986年 株式会社AAA総合設計入社1992年 SAKAE建築研究所開設2000年 有限会社アバクス・アーキテクツ設立

■建物データ設　　計：有限会社アバクス・アーキテクツ構造設計：明興コンサルタンツ 沼田明樹施　　工：株式会社越智工務店建 築 主：真和学園所 在 地：大阪府吹田市藤白台4丁目用　　途：幼稚園竣　　工：2019年3月構造規模：混構造地上2階建て、鉄骨造平屋、木造敷地面積：6,545.01㎡延床面積：352.75㎡（改装部分のみ）建築面積：369.39㎡（改装部分のみ） 建築人 No.674  令和2年8月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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■プロフィール大西憲司1948年 大阪府生まれ1971年 近畿大学理工学部建築学科卒業、 設計事務所勤務1998年 大西憲司設計工房設立2002年「御領の家」で大阪建築コンクール大阪府知事賞／2004年 大阪都市景観建築賞大阪府知事賞／2005年「戸建の木の集合住宅」で大阪建築コンクール大阪府知事賞、「桜の家」で大阪都市景観建築賞大阪府知事賞

■建物データ設　　計：大西憲司設計工房施　　工：アトリエ・エイト所 在 地：兵庫県姫路市用　　途：専用住宅竣　　工：2018.11構造規模：木造（在来工法）　　　　　地上2階敷地面積：175.77㎡建築面積：85.17㎡延床面積：127.49㎡

農人町の町家　大西憲司　敷地は、姫路城南西部の姫路市農人町に位置する。町名の由来として、江戸時代に城下町が成立し、町家は町人・職人・足軽の居住地であったが、ここでは農夫が混住していたので、農人町と呼ばれていた。昔の地割のまま町並みが唯一残っているノコギリのようなギザギザの道に敷地が接している。道路向かい側に、築120年程経つ平入りの町家があり、周辺には昔の面影を残す町家が点在している。歴史性、地域性、景観などに配慮し、この地域に相応しい、建主のライフスタイルに合わせた現代的な町家を考えた。計画は、特徴的な奥行きのある敷地特性を生かし、要望である来客用を含めた車3台の駐車場と、駐輪スペースを道路に面して設けた。東側に植え込みと、道路から引き込まれた墨モルタルの道が玄関へのアプローチとなる。建物は、南側に離れ的にした平家の和室棟を配し、敷地の真ん中に設けたデッキテラスと植栽の中庭を挟んで、北側に主室となる2階建を分棟配置した。道路から繋がる1本の道は通り土間となり、和室やリビング・ダイニング・裏庭へと導かれる。ダイニングの吹抜に螺旋状に取り付けた階段が主寝室・子供室・空中に浮いた書斎へと、道路から一筆書きのように繋がっていく。撮影：福澤昭嘉　第12回建築人賞建築人賞受賞作品

まち

建築人 No.675  令和2年9月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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兵庫県林業会館　竹中工務店　兵庫県内の林業関係団体が入るオフィスビル。当計画では街に対して CLT をガラス越しに表出させることで、ビルが密集する都市景観に自然素材のやわらかな表情をもたらしている。また、1 階の表通り側に兵庫県産木材とその活用方法を PR するギャラリーを設置し、一般の来訪者へと開放している。都市型耐火 CLT 建築のプロトタイプとして開発した「CLT＋鉄骨ハイブリッド構造」は、鉄骨による大スパン空間の実現と耐震要素である CLT 壁パネルの自由な配置が可能であり、多様な用途・規模の建物へと展開できる。当計画が都心部への木造建築の導入の契機となって、木材消費の促進と都市景観の向上に寄与することを期待している。 撮影：母倉知樹　第 12回建築人賞奨励賞受賞作品■プロフィール山田義浩（やまだ・よしひろ）1965年 福井県生まれ1988 年 東京理科大学工学部建築学科卒業1990 年 同大大学院工学研究科建築学専攻修了後、 竹中工務店入社現　  在 竹中工務店大阪本店設計部設計第 5部長森　　稔（もり・みのる）1986年 広島県生まれ2009 年 九州大学工学部建築学科卒業2011 年 同大学大学院人間環境学府空間システム 専攻修了後、竹中工務店入社現　  在 竹中工務店大阪本店設計部設計第 5部門 設計 1グループ主任

■建物データ設　　計：竹中工務店施　　工：竹中工務店・　　　　　大和ハウス工業 JV所 在 地：兵庫県神戸市用　　途：事務所竣　　工：2019年 1月構造規模：CLT+S造、RC造　　　　　5階敷地面積：355.24 ㎡建築面積：310.49 ㎡延床面積：1,567.10 ㎡ 建築人 No.676  令和2年10月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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四畳半キューブの家　HAMADA DESIGN　この住宅は、生活に必要なリビング・キッチン・浴室などの諸室を全て四畳半に統一している。一般的な住宅に比べてリビングは狭い、一方浴室は広い。結果、リビングは意外と落ち着いた空間となり家族の距離を縮め、浴室は広々としてちょっとしたリゾートホテルのようになった。全て合わせると四畳半キューブ8個で構成されており、それぞれのキューブ間には「広場」と「路地」を設けて距離を保っている。キューブの上には鉄骨柱で持ち上げられた屋根が浮き、360度のガラス欄間から様々な光が差し込む構成となっている。　各用途の面積を統一し、単なる廊下ではなく半外部となる要素（広場と路地）で繋ぐことで日々新しい発見が起こる、そんな新たな住まいを目指した。撮影：笹倉洋平　第12回建築人賞奨励賞受賞作品■プロフィール濱田　猛（はまだ・たけし）1975年 大阪府生まれ1998年 法政大学工学部土木工学科卒業2003年 京都工芸繊維大学大学院工芸科 学研究科造形工学専攻修了2003年 株式会社コンパス建築工房2006年～ HAMADA DESIGN2014年～ 京都工芸繊維大学非常勤講師2019年～ 摂南大学非常勤講師2020年～ 京都芸術大学非常勤講師

■建物データ設　　計：HAMADA DESIGN 　　　　　濱田　猛構造設計：造形工学研究所　　　　　福永　毅施　　工：ジェイプランニング所 在 地：大阪府寝屋川市用　　途：専用住宅竣　　工：2018年6月構造規模：RC造+鉄骨造+木造　　　　　2階建て敷地面積：211.24㎡延床面積：89.43㎡ 建築人 No.677  令和2年11月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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大谷さやまこども園　竹中工務店つながりを育むこども園　園の教育理念である「命あることへの感謝」が体験的に養われるこども園として、他者や自然、社会とのつながりを育むことができる場の創出を目指した。　4棟から構成される建物群は、既存樹木を避けるように雁行し、敷地高低差に合わせて配置された。立体的な回遊性のあるデッキとブリッジで建物間をつなぐことで中庭が形成され、豊かな自然をより身近に感じられる構成となっている。全体は分節された切妻屋根で覆われ、つながりと一体感を表現するとともに、跳ね出した庇が重なり合い、内部と外部をゆるやかにつなぐ縁側のような中間領域を形成している。保育室は切妻天井で両端をサッシとして採光と通風に配慮し、園の活動を穏やかに表出させることで地域とつながる風景の創出を試みた。スケールや開放感、材料の異なる多様な居場所を提供することで、こども・家庭・地域・世代の交流が促進される場の形成を図っている。外構には、この地域の潜在自然植生を主体とし、季節をとおして匂いや味覚・触覚などの五感に訴えかける植物を植え、子どもたちの興味や学びを誘発することを意図している。この建築がつくり出す環境が、こどもたちの成長の一助となり、原風景として記憶に残ることを願っている。撮影：古川泰造、國本暁彦　第12回建築人賞佳作受賞作品■プロフィール森山　悟（もりやま・さとる）1988年 竹中工務店入社現　 在 竹中工務店九州支店設計部設計部長國本暁彦（くにもと・あきひこ）1999年 竹中工務店入社2006～7年 槇総合計画事務所現　 在 竹中工務店大阪本店設計部第５設  計部門グループリーダー副部長ランドスケープ：荻野寿也景観設計

■建物データ建 築 主：学校法人大谷学園設　　計：株式会社竹中工務店施　　工：株式会社竹中工務店所 在 地：大阪狭山市今熊1丁目50用　　途：幼保連携型認定こども園竣　　工：2019年3月構造規模：Ｓ造　２階敷地面積：4,111.99㎡建築面積：1,348.28㎡延床面積：1,981.22㎡
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2016-2018 2006-2015建築人 No.655  平成31年1月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019
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建築人 No.656  平成31年2月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

中之島フェスティバルタワー・ウエスト　日建設計中之島の歴史・文化・芸術を醸成するランドマークへ2012年竣工の中之島フェスティバルタワーを第1期とする、200ｍのツインタワープロジェクトの２期計画。旧ビル（朝日新聞ビル・大阪朝日ビル）の弧を描く外壁形状を継承し、ベージュ系のタイルの暖かみある素材の記憶を質感ある大型煉瓦壁で再生するなど、ビルの歴史的なアイデンティティを現代に引継ぎながら、二つのビルの統一モチーフとして活かし、優美さと素材感を合わせ持つ、新しいランドマークビルを目指した。そして、中之島という地がビジネスだけでなく文化も育んできた歴史を受け止め、未来に向けて更に文化が醸成される場所になる事を願い、ウエストはオフィス・商業に加え、美術館・多目的ホール等の文化施設や、高さ200ｍからのパノラマビューを堪能できるラグジュアリーホテルCONRADOSAKAを内包。足元の大ピロティ空間やサンクンガーデンなどのパブリックスペースを四ツ橋筋及び地下街に沿いダイナミックに配置し、街区間の地上と地下の回遊性を高め、1期計画で完成した音楽の殿堂：フェスティバルホールと合わせて、ビジネスと文化が立体的に融合するまち「フェスティバルシティ」が完成した。撮影：ナカサアンドパートナーズ（表紙）・東出写真事務所（裏表紙）第38回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品■プロフィール江副　敏史（えぞえ・さとし）1980年 京都大学工学部建築学科卒業後、日建設計入社現　 在 同社フェロー役員デザインフェロー、京都大学・京都工芸繊維大学非常勤講師勝山　太郎（かつやま・たろう）1990年 早稲田大学大学院理工学研究科卒業後、日建設計入社現　 在 同社設計部門 理事 グループマネージャー 設計部長多喜　茂（たき・しげる）1991年 金沢工業大学大学院修士課程終了後、日建設計入社現　 在 同社設計部門 主管小畑　香（こはた・かおり）2010年 神戸大学大学院修士課程終了後、日建設計入社現　 在 同社設計部門

■建物データ設　　計：㈱日建設計構造・設備設計協力：㈱竹中工務店施　　工：㈱竹中工務店所 在 地：大阪府大阪市北区中之島3丁目2番4号主要用途：事務所/ホテル/飲食店舗/物販店舗/美術館/集会場 他竣　　工：2017年3月構造規模：S造、SRC造、RC造　　　　　地下4階/地上41階/塔屋2階敷地面積：8,377.84㎡建築面積：6,106.48㎡延床面積：151,146.45㎡2019
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建築人 No.657  平成31年3月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

近畿大学 ACADEMIC THEATER（1～5号館）／国際学部棟（18号館）NTTファシリティ－ズ　キャンパスの建替として既存施設再編の「ACADEMIC THEATER」と、新設学部整備の「国際学部棟」の一体的な計画である。　ACADEMIC THEATER：建築単体としてのデザインではなく都市的様相を有するデザインアプローチを試みた。計画エリアの4つ角に各々隣接する環境と呼応する4つの建築を配置。さらに4つの建築の間に縦横4本づつの帯状空間をクロスさせた構成による6つの群体としてのデザインである。そこでは「全体性と固有性」「非均質性と均質性」を両義的に備え「散策性・街性」が立ち現われている。学術風景は「偶発的・自然発生的・同時多発的・祝祭的」に溢れ文理の垣根が取り払われる。本プロジェクトは建築や都市デザインの領域を超えて、新たな大学の在り方を問う取組でもある。　国際学部棟：国際学部開設に向け教育環境を社会化（グローバル化）するデザインアプローチを行った。少人数教育のための演習室を千鳥状にスライドすることで生まれる余白を、吹抜と学生の拠り所となるオープンスペースとしている。斜めに連続する吹抜は、立体的なつながりと共に、エコボイドの機能も果たしている。室やフロアという概念を超えて、流動的な空気や風景によって、空間全体が身体感覚的につながっている環境空間を目指した。撮影：㈱エスエス大阪  第38回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品■プロフィール畠山　文聡（はたけやま・ふみあき）1974年 大阪府生まれ1998年 神戸大学大学院修士課程修了後、NTTファシリティーズ入社現　 在 同社関西事業本部エンジニアリング＆コンストラクション部　近畿大学非常勤講師岡　俊徳（おか・としのり）1980年 鹿児島県生まれ2005年 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科造形工学専攻修了後、ＮＴＴファシリティーズ入社現　 在 同社関西事業本部エンジニアリング＆コンストラクション部伊藤　裕也（いとう・ゆうや）1983年 三重県生まれ2008年 広島大学工学部第四類卒業後、NTTファシリティーズ入社現　 在 同社九州支店ファシリティ事業部エンジニアリング&コンストラクション部

■建物データ設　　計：㈱NTTファシリティ－ズ施　　工：㈱大林組・㈱九電工・浅海電気㈱・㈱日立ビルシステム所 在 地：大阪府東大阪市小若江3丁目4番1号主要用途：学校（大学）建 築 主：学校法人 近畿大学竣　　工：2016年3月構造規模：S造一部SRC造・RC造　　地下1階・地上11階・塔屋2階敷地面積：86,710.43㎡建築面積：7,265.78㎡（１～５号館）975.63㎡（18号館増築）延床面積：28,345.07㎡（１～５号館） 3,423.50㎡（18号館増築）2019
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建築人 No.658  平成31年4月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019
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コイズミ緑橋ビル　竹中工務店　「あかりのありかを求めて」_ 自然の「あかり」をお手本に、照明器具の企画・開発・製造・販売を行なっているコイズミ照明の研究開発施設「あかりの杜」を計画した。敷地は大阪市内の住宅地である。まちに対しては“緑段のPARK”として、まちのスケールと調和させ、ワークプレイスに対しては“各階の GARDEN”として、適度なヒューマンスケールとリアルな自然との関わりを創出した。各階に南向きの庭があることで、太陽光が執務空間に木漏れ日を落とし、また、花を摘んだり、新しく種を植えたりと、自然との交歓を通した社員同士の新たなコミュニケーションも生まれている。木の幹のメタファーとしての木質の吹抜けは、外部環境の移ろいを体感できる場であり、開発商品の実証実験を俯瞰できるコラボレーションの拠点でもある。　竣工後まもなく、普段見ることのなかった小鳥や蝶が各階のバルコニーに訪れるようになったと聞く。「あかりの杜」が自然と人を結び、まちの環境を変える一助となることを願っている。撮影：古川泰造　第38回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品■プロフィール有田　博（ありた　ひろし）1993年 東京芸術大学大学院美術研究科修了後、 竹中工務店入社現　 在 同社大阪本店設計部グループリーダー北村　仁司（きたむら　ひとし）1996年 京都大学大学院工学研究科修了後、 竹中工務店入社現　 在 同社大阪本店設計部グループリーダー金澤　潤（かなざわ　じゅん）2011年 名古屋工業大学大学院工学研究科修了後、 竹中工務店入社現　 在 同社大阪本店設計部中西　正佳（なかにし　まさよし）2007年 京都大学大学院工学研究科修了後、 竹中工務店入社現　 在 中西正佳建築設計事務所主宰

■建物データ建 築 主：小泉産業株式会社設　　計：株式会社竹中工務店照明設計：コイズミ照明株式会社施　　工：株式会社竹中工務店所 在 地：大阪府大阪市東成区　　　　　東中本 2-3-5用　　途：事務所竣　　工：2017 年 3月敷地面積： 1,466.41 ㎡建築面積： 1,128.04 ㎡延床面積： 5,225.73 ㎡構　　造：鉄骨造 建築人 No.659  令和元年5月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019
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TB-SQUARE　竹中工務店街の魅力を高める「美と健康」の情報発信地　理美容機器、頭髪化粧品等の製造販売を主軸とするタカラベルモント株式会社のフラッグシップとなる建物の計画である。　敷地は大阪の心斎橋に近い堺筋に面する場所に位置し、本社を初めとする周辺の関連施設との関係性や高いランドマーク性が求められた。そこで、外観は企業メッセージである「美と健康」からイメージした、白とコーポレートカラーの青の「リング」をずらしながらつなぎあわせるように構成し、既存棟とのスケール的な一体感を持つ清潔感と躍動感を表現したランドマーク性の高い印象的な表情を創出した。　内部は1～3階を実際に商品を体験できるショールームフロア、4・5階を講習室やテストラボを配したスタジオ系のフロアで構成し、コミュニケーションの場となる屋上庭園とシースルーエレベーターで結ぶことで、自然光を取り込むと共に、講習を含めた多様なサービスを垣間見ることができる空間とした。特にショールームでは全体を吹抜けを介したスキップフロアで構成することで、視覚的な連続性を作り出すと共に、堺筋側にスロープと空間展示を組み合わせた動線一体の展示空間を設け、ショールームを移動する人のアクティビティを外部へ表現した。　プロフェッショナルビューティーの情報発信地であるこの建物の誕生をきっかけに、周辺エリアの魅力向上につながることを期待している。撮影：古川泰造　第38回大阪都市景観建築賞建築サイン・アート賞受賞作品■プロフィール栗﨑　浩（くりさき ひろし）2000年  関西大学大学院工学研究科修了同　 年  竹中工務店入社現　 在  同社設計部 ■建物データ設　　計：株式会社竹中工務店施　　工：株式会社竹中工務店ショールーム設計施工：タカラスペースデザイン株式会社所 在 地：大阪市中央区島之内 2-13-22用　　途：事務所構造・規模：S造　地上６階・塔屋１階敷地面積： 1,427.67 ㎡建築面積： 981.31 ㎡延床面積： 4,590.02 ㎡ 建築人 No.660  令和元年6月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019
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龍谷大学 大宮キャンパス 東黌　日建設計キャンパスの歴史を未来へ繋ぐ　龍谷大学創設の地である大宮キャンパスにおける校舎の建替計画である。大宮キャンパスには重要文化財の擬洋風建築が多数現存し現在も校舎として使用されている。計画地は西本願寺の参道である猪熊通りを挟んでこの擬洋風建築群に対面する。設計にあたっては、キャンパスの歴史的景観との調和を第一に考えつつも、それらを模倣するのではなく現代性を加味することで新旧が呼応する景観を創出したいと考えた。新しい東黌は南北方向に棟を配し、通りを介して４つの校舎が本館を取り囲む配置とした。また、猪熊通に面する門扉・門柱・塀は、可能な限り既存のまま保存活用し通りの景観を継承した。ファサードは本館を中心とした一体的な景観を形成するために、北黌・南黌のファサードから13尺スパンの列柱・アーチ・長押・上げ下げ窓のリズムやベランダなどの構成を踏襲した。その一方で、建築の材料・工法・形態はその時代を映すものとの考えから、現代の汎用材料である鉄・アルミ・ガラス・コンクリートを用いそれぞれの部材形状を再構築した。上げ下げ窓の欄間はアーチではなく垂直とし、壁は全面ガラスに置き換えてコモンスペースという機能に相応しい透明感のあるものとした。新しい東黌がこの風景に根付くことで、キャンパスの歴史を未来へ繋ぐ架け橋となることを願っている。撮影：岡本公二・金井田雄介（★）第63回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品■プロフィール岡田　泰典（おかだ  よしのり）1992年 京都大学大学院修士課程修了後、日建設計入社現　 在 同社設計部門 ダイレクター近藤　努（こんどう  つとむ）1998年 京都工芸繊維大学大学院修士課程修了後、日建設計入社現　 在 同社設計部門 ダイレクター金井田　雄介（かないだ  ゆうすけ）2010年 兵庫県立尼崎工業高等学校建築科卒業後、日建設計入社現　 在 同社設計部門 プロジェクトアーキテクト

■建物データ設　　計：株式会社日建設計施　　工：松井建設株式会社大阪支店所 在 地：京都市下京区大工町125-1用　　途：大学竣　　工：2018 年 2月構造規模：地上 3階構造　　　　　RC造・S造・SRC造敷地面積：2,859.27 ㎡建築面積：1,719.06 ㎡延床面積：4,196.02 ㎡

★

建築人 No.661  令和元年7月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019
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HAT house －生きていく住まい－ 　阿曽芙実　新しい建築が生まれるとき、そこにはすでに歴史がある。この場所の歴史、住み手の思い出、設計者の経験、それらの文脈を汲み、ひとつの新たな歴史（建築）をつくる。この建築が長く愛され、生き続けていくために。 　ひとつの建築が生まれる時、たくさんの「想い」や「期待」がつめ込まれて誕生する。これからたくさんの人に愛される建築となることを夢みて。 　敷地は六甲山脈の麓、神戸市の閑静な住宅地にある。その昔、段々畑であった石積み擁壁を基盤に今では、六甲山にむかって住宅が積層している景色の途中にある。日当たりが良く、不揃いな住宅が建並びながらも、南面（海側）に開いた形状の住居が多く、ある種の均質さがある。 　この計画では、内壁を南面（海側）の光に対し斜に構え、壁の軸を45度に傾けた。外壁は敷地形状通りに東西に細長い長方形とし、45度に延びる壁を間口5.8m、奥行き13mで一旦、囲いとった形としている。これにより、南の開口に対して5.8mしかなかった奥行きが、斜めに約8.2mとなることで、光のグラデーションがより明確に現れる。また、45度に傾けた壁により、東から西に移り変わる光を空間の奥行きの違いや素材の変化で光がクロスし、溶け合い、多次元にわたり光のディメンジョンを感じる。また、プランに回遊性をもたせ、あらゆる方位へ体感的な奥行きを発生させている。 撮影：小川重雄　第 63回大阪建築コンクール渡辺節賞受賞作品■プロフィール阿曽　芙実 1977 兵庫県神戸市生まれ2000 金沢工業大学工学部建築学科卒業 2002 金沢工業大学大学院建築学専攻修了 2002-2006 小山隆治建築研究所 2006 阿曽芙実建築設計事務所設立 2011-2013 大阪人間科学大学非常勤講師 2008 JIA KINKI U-40設計コンペティション六甲山上の展望台「優秀賞」を受賞 2015 第10回 関西建築家新人賞を受賞

■建物データ設　　計：阿曽芙実建築設計事務所施　　工：大垣林業株式会社所 在 地：兵庫県神戸市 用　　途：事務所併用住宅 竣　　工：2017 年 9月構造規模：木造地上 2階敷地面積：136.10 ㎡建築面積：80.98 ㎡延床面積：165.71 ㎡

★

建築人 No.662  令和元年8月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019
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トヨタカローラ新大阪名神茨木店　竹中工務店　大阪北摂エリアの国道171号線沿いに、ライフスタイル発信型の新たな車のショールームを計画した。敷地に引き込んだ道路は、構内をぐるりと一周することで試乗のためのテストドライブコースとなり、そのまま屋根の上へと連続し、屋外展示エリアを形成する。木質のテクスチャーで包まれたトンネル状の内部空間は、車を展示するほか、アウトドアショップやライブラリーを併設し、今まで車に興味がなかった人も立ち寄れるような場となっている。この計画では、車の動的体験を空間化したような、新たなモビリティー時代の「車と人の新しい関係」を創造したいと考えた。　カーブを描くテストドライブコースに沿ってショールームや整備工場といった内部空間を配置し、その空間を覆うように屋根を大きく張り出し、地面に接地することで、屋根の上を屋外展示場とすることにした。　形の決定プロセスでは、連動する複数の条件が同時に成立するようパラメトリックにデザイン検証を行い、構造合理性、空調空気の流れ、照明計画等を重ねて計画・構造・設備の融合、施工の条件なども取込みながら全体の調整・建築的統合を図っている。　ここで生み出された新たな空間は、人の寸法だけではなく、車路の曲率、車路勾配といった車の寸法や動きを内包することによって生まれた新しいスケールを有し、平面に高さを与えるのではなく、車の動的体験を空間化するように立体をつくりだしている。撮影：Nacasa&Partners Inc. NAKAMICHI ATSUSH・母倉知樹（★）第11回建築人賞受賞作品■プロフィール米津正臣（よねづ まさおみ）1974年生まれ。1999年東京工業大学大学院修士課程修了、竹中工務店入社。現在、同社大阪本店設計部第3部門設計1グループ長。三田村聡（みたむら さとし）1986年生まれ。2009年名古屋市立大学芸術工学部都市環境デザイン学科卒業、2011年名古屋大学大学院修士課程修了、竹中工務店入社。現在、同社大阪本店設計部第6部門設計1グループ所属。

■建物データ設　　計：竹中工務店施　　工：竹中工務店所 在 地：大阪府茨木市三咲町5番17号主要用途：展示場建 築 主：トヨタカローラ新大阪敷地面積：5,905.49㎡建築面積：2,143.11㎡延床面積：1,978.70㎡構造規模：鉄骨造　地上1階 建築人 No.663  令和元年9月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019
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CROSS ROOFの家　井上久実設計室　敷地は枚方市光善寺駅から北東の高台にあり、敷地内には老朽化した母屋と離れ、これまで大切に育ててこられた沢山の樹木、そして高台の街の風景がありました。今回、御両親が離れに移るためのリフォームと、母屋の跡地に実家に戻ってくる子世帯の新居を作る計画でした。　高台からの眺望や敷地内や街の豊かな緑を、この家族だけでなく街の人 と々共有すること、２世帯の距離感を再構築することをテーマとしました。　建物をリビングやダイニングが収まる南北に大きなボリュームを中心とし、その東西に寝室やユーティリティーなどの小さな4つのボリュームが付加される平面構成としました。建物の分節化により外部空間が凸凹し、遠近双方の距離感で街と繋がり、また、各ボリュームの屋根の勾配の向きを互い違いとし、住宅地にふさわしいスケール感と、交差した屋根や外壁上部のガラスを通過して街への視線が抜け、眺望を確保しました。　リビングダイニングからは、南側の大開口と西側のポーチ越しに、豊かな緑と眺望を楽しむ事が出来ます。離れに面した北側の個室はご両親が気軽に訪れ易い様に、子供室や和室を配置し、開口部の位置や大きさを操作し、プライバシーを守りつつ、離れを含めた敷地全体での家族の住まい方に配慮しました。　新旧の住まいの対比と調和の中で、街と人と家族の新たな関係が育まれる事を期待しています。撮影：冨田英次　第 11回建築人賞受賞作品■プロフィール1967年 奈良県奈良市生まれ／1990年 大阪市立大学生活科学部住居学科卒業／1990-1998年株式会社大林組建築設計部勤務／1998-1999年ロンドン在住／2000年1月井上久実設計室開設／2003年～摂南大学工学部建築学科非常勤講師大阪府建築士会「第1回、第11回建築人賞」受賞／大阪ガス第1回住まいの環境デザインアワード特別賞受賞／第16回奈良県景観環境デザイン賞（奈良県建築士会会長賞）／住まいの環境デザインアワード2014（大阪ガス賞受賞）／奈良県景観環境デザイン賞2016（ランドスケープ部門受賞）／第21回木材活用コンクール（木材活用賞受賞）

■建物データ設　　計：井上久実設計室施　　工：西友建設建築位置：大阪府枚方市用　　途：一戸建て住宅規模・構造：木造平屋竣　　工：2018年4月敷地面積：355.45㎡　　　　　　 （母屋と敷地を分離）建築面積：117.59㎡延床面積：116.76㎡ 建築人 No.664  令和元年10月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019
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竹中研修所「匠」新館　竹中工務店ミニマルなCLT架構による健やかな木の建築　竹中研修所「匠」は、里山の景観が広がる兵庫県川西市の山間に位置し、多様な学びを通じ研鑽を積む場として、全社から社員が集い宿泊研修を行ってきた。　研修の多様化による稼働増に応えるため、30室の宿泊室を含む新棟の増築が求められた。敷地となる「清和台の森」では、里山の多様な生態系を育むことを目的に、社員の参画する森づくりが進められており、森林資源活用サイクルに合致する建材として国産杉材CLTを用いた計画とした。　このプロジェクトでは、CLTパネル工法ならではの構成要素を研ぎ澄ましたミニマルな架構の開発により、CLT建築の意匠性を高め、健やかな木の空間を創ることを目指した。　日射の緩和と外装木材の保護を目的に各階に設けた庇は、CLTの重ね方の工夫によってコーナーの2方向跳ね出しを実現し、陰影あるファサードを創り出した。　外壁開口部は、CLT建築の標準架構において必要とされる垂れ壁・腰壁をなくすことで、フルハイトの開口を全室で実現し、森の緑を室内へと最大限に導き入れた。　またCLT戸境構造壁を2重とし、CLTスラブ上に2重床を設置することで、隣室間・上下階間の遮音性能を確保するとともに、空調機や配管等の設備やCLT接合金物が居室に露出しないよう工夫した。このようにして、天井と壁においてあらわしとなるCLTパネル表面の視覚的ノイズをなくし、健やかな木のもつ安らぎが利用者を優しく包み込む空間とした。撮影：古川泰造（表紙）・寺村雄機　第 11回建築人賞奨励賞受賞作品■プロフィール寺村雄機（てらむら・ゆうき）1985年  滋賀県生まれ2008年  京都大学工学部建築学科卒業2010年  同大学大学院工学研究科建築学専攻修了後、竹中工務店設計部入社現　 在  竹中工務店大阪本店設計部設計第4部門設計2グループ主任

■建物データ設　　計：株式会社 竹中工務店施　　工：株式会社 竹中工務店所 在 地：兵庫県川西市柳谷用　　途：研修所竣　　工：2018年2月構造規模：B1、F3 木造（CLTパネル工法）、一部RC造・S造敷地面積：79,889.76㎡建築面積：328.90㎡延床面積：1,209.20㎡ 建築人 No.665  令和元年11月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019
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Alegria Residence Utsubo Park　樫永一男　敷地は、四ツ橋筋を挟んで靭公園の東園を見渡せる絶好の位置にある。季節の移ろいを楽しめるように管理された都心のオアシスとなっていて、大阪では華のある人気の場所である。　敷地面積は、91.77㎡（27.77坪）と狭小地だった。鉄筋コンクリート造10階建、コンクリート打放しを望まれた。天空率を使い10階建にした。公園が美しく室内から見える方法を模索し、公園側からはどのようにすれば現況の街並みに馴染ませることができるかを考え続けた。　立面は、手前の古いビルを眼下に、公園の風景を楽しめるように［1階～5階］から［6階～10階］のファサードを公園側に顔を向け、より美しく全貌が見られるようした。　敷地間口は6,062㎜と非常に狭く、通常の1階柱型（1,100㎜×1,100㎜）では1階貸店舗としての機能をはたせず、プログラム上の問題となった。そこで、柱型を長方形（700㎜×1,500㎜）4本に、EVシャフトを5本目の柱と見立て、構造計画をした。　平面は、EVシャフトを介して東側に屋外避難階段、西側にサニタリー、避難用バルコニーをレイアウトして、二方向避難ルートを確保した。　住戸は、靭公園の場所性を考え、多様性に満ちたテナントのニーズが考えられ、ワンフロアー（53.66㎡）貸し、スケルトン・インフィルに配慮した。 撮影：松村芳治　第11回建築人賞奨励賞受賞作品■プロフィール樫永一男1950年 大阪市生まれ1973年 二科展（絵画部門）入選1978年 西林建築設計事務所　　　　2月～10月 ヨーロッパ一人旅1980年 樫永一男建築研究所設立1989年 大阪府建築コンクール渡辺節賞受賞　　　　［春夏秋冬］2000～2010年 梅花女子大学非常勤講師2006年 第52回大阪府建築コンクール審査員

■建物データ建 築 主：デジタルアトン設　　計：樫永一男建築研究所施　　工：貫山建設所 在 地：大阪市西区靭本町1-7-13用　　途：店舗付き共同住宅竣　　工：2018年1月構造規模：鉄筋コンクリート造 地上10階敷地面積：91.77㎡（27.77坪）建築面積：69.02㎡延床面積：523.89㎡ 建築人 No.666  令和元年12月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」　大阪府堺市に位置する「百舌鳥エリア」と羽曳野市・藤井寺市に位置する「古市エリア」からなる、古墳時代の王たちの墳墓（ふんぼ）群。世界最大級の大きさを誇る仁徳（にんとく）天皇陵古墳（堺市 墳丘長 486ｍ）や応神（おうじん）天皇陵古墳（羽曳野市 墳丘長 425ｍ）に代表される巨大な前方後円墳をはじめ、中小規模の円墳、方墳など、バラエティー豊かな墳形と規模の古墳で構成される。　本年 7 月にアゼルバイジャンで開催された、第 43 回世界遺産委員会において、世界遺産に登録された。大阪府・堺市・羽曳野市・藤井寺市

写真提供：堺市写真提供：堺市2019
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認定こども園 日吉幼稚園　竹原義二／無有建築工房　高槻市日吉台にある幼稚園の認定こども園化に伴う増改築計画。未開発の丘の上に園の礎が築かれてから半世紀以上が経ち、街の人口増加に伴って住宅と擁壁が建ち並び、よく見られる高台の宅地の街並みが形成されていった。街との関係を遮断していた既存の石積み擁壁は現行法基準を満たすことができず、園舎群の整備工事に際し造り替えが必要となった。子どもたちが日常的に生活する施設には、日頃から周辺とのつながりを持ち地域で子どもたちを育てる環境が必要である。今回の計画では、街との境界を緩やかに繋げて園と地域の関係を密にしていくことを意識した。高低差 5m 長さ 60m にもなる擁壁は、圧迫感を軽減するように分節し雛壇状にセットバックさせた。擁壁同士や道路との隙間に緑地帯を設け、四季折々の彩りを楽しめる植栽を計画した。擁壁の仕上げには園舎や植栽、街並みに馴染む煉瓦タイルを吟味し、色や大きさ、厚み、目地の異なる 8種類を組み合わせて施し景観を整えた。密集した住宅地に季節の移ろいを感じられる自然豊かな場を提供し、周辺地域の環境の向上にも貢献している。園と地域を繋ぐ坂道を心地よい緑道へと更新し未来へ遺すまちなみを創り出した。撮影：新建築社写真部・絹巻　豊（裏表紙上）第 39回大阪都市景観建築賞大阪府知事賞受賞作品■プロフィール竹原義二（たけはら・よしじ）1948年徳島県生まれ。1971年大阪市立大学富樫研究室を経て、石井修／美建・設計事務所勤務。1978年無有建築工房設立。2000～13年大阪市立大学大学院生活科学研究科教授。2015～19年摂南大学理工学部建築学科教授。現在、大阪市立大学大学院生活科学研究科、大阪大学大学院工学研究科、滋賀県立大学環境建築デザイン学科非常勤講師

■建物データ設　　計：竹原義二／無有建築工房施　　工：㈱藤木工務店大阪本店所 在 地：高槻市日吉台六番町用　　途：幼保連携型認定こども園竣　　工：2016年3月構造規模：鉄骨造一部鉄筋コンクリート造敷地面積：5,814.60㎡建築面積：2,143.90㎡延床面積：4,254.25㎡建築人 No.667  令和2年1月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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建築人 No.668  令和2年2月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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JO-TERRACE OSAKA　大和ハウス工業　大阪城公園北東の玄関口である大阪城公園駅前エリアは本丸・天守閣へ向かう観光客、大阪城ホールや太陽の広場などで実施されるイベント参加者、公園北側に集積するオフィスビルや商業施設など多くの人々の動線となるエリアである。そのエリアに公園利用者の利便性を向上し大阪城公園の魅力を向上させるためJO-TERRACE OSAKAを整備した。　計画施設はＪＲ大阪城公園駅からペデストリアンデッキで直結し、長年課題であったバリアフリー化を実現している。また大阪城公園を走るランナーをサポートするランニングステーションなども整備し2017年6月にオープンした。　既存の樹木を可能な限りそのままの位置で保存し、樹木を中心に建物を配置することで公園の緑に溶け込むよう計画している。既存の樹木より高さを抑えた2階建てと平屋建ての複数の建物は同じ勾配の片流れ屋根とし統一感のある建築群としている。ファサードは全面ガラス張りとし外部からは店舗内の賑わいを感じることができ、内部からはどこからでも緑を感じられる。建物は7棟で構成され2階からは天守閣を望みながら食事を楽しむことができ、中央のメインストリートでは風が通り抜け、木陰で心地よい時間を過ごすことができる。メインストリートの柱に連続して設けたノレンにグラデーションと店舗ロゴを入れることによって新たな城下町の賑わいを演出している。また、初代大坂城を築城した豊臣秀吉が馬印としていた瓢箪をデザインモチーフとした照明器具やスツールを取り入れモダンな和を表現した。撮影：株式会社伸和　第39回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品■プロフィール岩上　嘉樹1980年生まれ。2001年 大阪府立工業高等専門学校　　　　建設工学科卒業。2001年～06年まで施工管理に従事。2006年 大和ハウス工業入社。現　 在 同社本店建築事業部設計部。

■建物データ設　　計：大和ハウス工業株式会社施　　工：大和ハウス工業株式会社建 築 主：大阪城パークマネジメント株式会社所 在 地：大阪市中央区大阪城3-1主要用途：飲食・物販竣　　工：2017年6月構造規模：鉄骨造　地上2階敷地面積：58,317.16㎡建築面積：4,836.51㎡延床面積：6,985.19㎡ 建築人 No.669  令和2年3月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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嘉麻市立碓井琴平文化館　　設計　徳岡昌克　福岡県のほぼ中央部に位置する碓井町は、「碓井郷」の往古より、自然に抱かれ、独自の郷土文化を育んできた。二十一世紀へ向けて文化を軸にした個性豊かな町づくりの拠点として計画された碓井琴平文化館は、郷土出身の詩人画家、織田廣喜画伯の作品を収蔵、展示する美術館、古代から現代までの郷土資料を展示する碓井郷土館、戦争資料や社会活動家の資料を展示する平和祈念館、そして町民への情報提供拠点となる図書館の四施設から構成される。　織田廣喜画伯の作品の常設展示による美術館には、貸しギャラリーとしても利用できる企画展示室も設け、町民の芸術活動全般を支授する施設とした。また、エントランスホールを介して郷土館とつなぐことで管理を集約しながら各館の独自性をもたせるように配慮した。図書館は、中央に大きな吹き抜けをとって天空光を取り入れ開放的な空間構成としている。二階の平和祈念館には、吹抜けを巡る明快な回遊動線を設定し、単独利用を考慮してブリッジによる個別のアプローチ動線も確保されている。　織田画伯の作風に周辺環境、地域特性を加味し、屋根は玄昌石茸き、壁は織田画伯の自由な画風、温かい人柄、包容力のある人生、あるいはまた芸術作品の永遠に失われることのない生命力を象徴するモチーフとして青海波文様を用いた漆喰途りとした。公園には竹と笹を主体とした植栽で修景した回遊式の散策路と多目的広場を設け、憩いの場を創出している。　朱と白壁の建築的アンサンブルが木々の緑に包まれ、生き生きとした心豊かな暮らしを演出することを願っている。受賞：第9回福岡県建築住宅文化賞大賞　　　第8回ブルガリア世界建築トリエンナーレウィーン市長賞　　　第８回公共建築賞地域特別賞（九州・沖縄地区）撮影：SS九州（航空写真）、村井 修 建築人 No.670  令和2年4月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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城東区複合施設　日建設計　本施設は、城東区内に点在する各施設が老朽・狭隘であることから、区の防災活動拠点としての機能保持、利用者の安全性向上、公共施設の集約化による利便性の向上、施設規模の拡充を目的に複合施設として建設され、区役所・保健福祉センター・区民センター・図書館・老人福祉センターから構成されている。　堅苦しいイメージがなく、街に対して威圧感を与えないデザインとした。区民が利用しやすい区役所を目指し、南面は緑のスクリーン、北面は公園に開いたガラスのスクリーンで構成した。ホールや公園で遊んだ帰りに気軽に立ち寄れる自然光あふれる明るい図書館・区役所窓口・ホールホワイエや開放的な老人福祉センターなど、既成概念にとらわれることのない複合施設を目指した。　施設の特性や立地条件から、利用者は様々な方向からアクセスすることが予想されるため東・西・南に面するいずれの道路からも施設に入りやすい計画とした。上階への動線は区役所窓口に近い建物中央に設け、さらに北側は公園からも各階にアクセス可能な屋外階段・テラスを設け、公園に遊びに来た子供がふらっと図書館に行けたり、老人福祉施設利用の帰りに区民センターでのイベントを発見するなど、お年寄りから子どもまで偶発的な出会いや交流が生まれる工夫をした。　外観や内観、床パターンなどに音符をモチーフにしたデザインを盛り込み、区の花モクレンやコスモスをイメージさせる色を内装材・建具・サインに配色することで利用者が色で施設をイメージできるようにした。また、南面の多機能スクリーン・安定した北側採光を取り入れるガラスファサード・重力換気利用を視覚化した折板デザイン屋根など、建物全体に環境配慮を取り入れたデザインとした。撮影：エスエス大阪、近代建築社　第39回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品■プロフィール赤木　　隆（あかぎ・たかし）1972年 兵庫工業高等学校卒業後、 株式会社日建設計に入社現　 在 同社設計部門シニアエキスパート惠本涼太郎（えもと・りょうたろう）1997年 京都工芸繊維大学大学院卒業後、 株式会社日建設計に入社現　 在 同社設計部門ダイレクター尾口　晴基（おぐち・はるき）2009年 室蘭工業大学大学院卒業後、 株式会社日建設計に入社現　 在 同社設計部門

■建物データ設　　計：大阪市都市整備局・ 株式会社日建設計施　　工：浅沼・中林特定建設工事共同企業体所 在 地：大阪市城東区中央3丁目5番用　　途： 区役所、集会場（区民ホール）、 図書館、老人福祉センター、事務所建 築 主：大阪市敷地面積：6,534.20㎡建築面積：5,367.95㎡延床面積：15,820.78㎡構造規模：SRC造、一部RC造・S造、 地下1階、地上4階工　　期：2014年1月～2016年3月 建築人 No.671  令和2年5月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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公益財団法人 日本生命済生会  日本生命病院　大林組　元大阪府庁跡地に建つ350床の総合病院である。歴史ある三者（元府庁跡地、日本生命、日本生命病院）に対して敬意を払い、それぞれが歩んできた歴史を表層化し地域に開いていくことがテーマとなった。■日本生命本館の品格を継承した外観　低層部は御堂筋沿いに建つ日本生命本館と同様のプロポーションとするとともに、本館の石材ディテールを踏襲した。また、高層部（病棟）バルコニーの出隅を曲面とすることで柔らかな親しみやすいスカイラインを形成し、日本生命本館の品格を継承した外観意匠を実現している。■元府庁の記憶を街にひらく　1階コリドーとガーデンでは、地域に開かれた親しみやすい新たな病院のあり方を目指し、誰もがいつでも立ち寄ることのできる、地域と人々に寄り添う公園のような空間づくりを目指した。コリドーは元府庁を彷彿とさせるヴォールト天井に石壁、かつて府庁前にあった雑魚場橋を照らしていた照明デザインをモチーフとしたポール照明など、その土地の歴史をインテリアのモチーフとすることで、来館者が建築に愛着を持つ仕掛けを施した。また、このコリドーに面して、カフェやイベントホール、工房といった地域貢献施設を配し、ガーデンを介してこれらの施設が街と繋がるように建築・庭・まちを一体的に捉えて設計した。ガーデンは「ひとと医療、まちをつなぐ地域の庭」と位置付け、多様なリハビリテーション機能が風景の中に融け込み、四季を通じ五感で自然を楽しめる空間としている。撮影：伸和 藪内正直　第8回みどりのまちづくり賞（大阪府知事賞）・第39回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品■プロフィール伊達　翔（だて しょう）1984年 奈良県生まれ。2009年 大阪大学大学院工 学研究科修了、 同年大林組入社。現　 在 同社大阪本店 建築設計部副課長。

■建物データ設　　計：株式会社大林組施　　工：新日生病院建設JV（大林組、大成建設）建 築 主：日本生命保険相互会社・　　　　　公益財団法人日本生命済生会所 在 地：大阪市西区江之子島2-1-54主要用途：病院竣　　工：2017年12月構造規模：S造一部RC造、地下1階、地上14階、塔屋2階敷地面積：7,351.74㎡建築面積：4,156.13㎡延床面積：38,185.66㎡ 建築人 No.672  令和2年6月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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大阪北NKビル（ホテルヴィスキオ大阪）　竹中工務店「森の寛ぎ」空間を創出　400 室をもつ宿泊主体型のホテルの計画敷地の北隣地に庭園が隣接している。さらに周辺は梅田北地区の再開発により街路樹や民間敷地内の庭園など、緑の広がりが形成され、大阪・梅田駅から徒歩圏内に立地する都心でありながらも、自然のおおらかさが同時に存在している。そんな場所で建築・インテリア共に自然的なモチーフを取り入れ内外の繋がりを感じることができる空間を創出した。　どこにいても外との繋がりを感じられる空間づくりをするため、庭園の緑を保持し、借景としながら緑を内部まで引込むことで森の中にいるような寛ぎの空間を演出した。共用部空間では常に庭園と視線が繋がりながら自然光が降り注ぐトップライトとルーバー天井を組み合わせることで、森の中にいるような空間を創出した。　建物の全周を覆っている室外機等が組み込まれたバルコニーは、ルーバーの組み合わせにより自然の陰影を表現しながら、奥行寸法に操作を加えることでおおらかさを都市風景に表出している。　一貫して自然的な要素を内外部に渡り昇華させることで建築全体が通奏低音のように調和しながら佇む空気感をつくりだす。撮影：母倉知樹　第39回大阪都市景観建築賞建築サイン・アート賞受賞作品■プロフィール鈴木　雅史（すずき・まさし）2003年 早稲田大学大学院卒業後 株式会社竹中工務店に入社現　 在 同社設計部門課長沢田　拓郎（さわだ・たくろう）2015年 日本大学大学院卒業後 株式会社竹中工務店に入社現　 在 同社設計部門

■建物データ設　　計：株式会社竹中工務店施　　工：株式会社竹中工務店所 在 地：大阪市北区芝田2丁目4番10号用　　途：ホテル建 築 主：JR西日本不動産開発株式会社敷地面積：3,201㎡建築面積：2,247㎡延床面積：13,762㎡構造規模：S造、地上8階工　　期：2017年3月～2018年4月（基本計画・設計監修・監理：安井建築設計事務所）
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2008－03 建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.526 2008.04

建築士のあり方と建築士法の改正

未来路女性病院

視えなかった自画像
超高層建築の可能性について
制震技術適用における構造設計者の取り組み

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.527 2008.05

改正法と専攻建築士制度との連携

ふんだんな教会

原　　風　　景
千里ニュータウンの再生課題
ニュータウン再生計画モデル試論

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.528 2008.06

資格取得における実務経験について

セブランス・ユバ外科

「建築のつかまえ方」
ニュータウン再生計画モデル試論
ニュータウン再生への処方箋

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.529 2008.07

改正建築士法の課題とこれからの建築士像①

ヌリマル APECハウス

建 築 と 写 真
環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿
環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.530 2008.08

改正建築士法の課題とこれからの建築士像②

PENIEL教会教育館

建 築 の 快 楽
懐 か し い 未 来

クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.531 2008.09

建築士と建築士事務所すなわち資格と業について

釜山地方報勳庁舍

建 築 の 記 憶
高齢者住宅の普及状況と課題

介護老人吹田竜ケ池ホーム・高齢者向け竜ケ池ハウスの計画事例福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　  優良賃貸住宅

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.532 2008.10

新制度 構造設計一級建築士に期待する

五六島を形象化した南区庁舍

心 に 残 る 風 景
構造デザインの可能性

建築デザインとテクノロジーの融合－“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.533 2008.11

建築設備設計技術者の資格について

釜山女性家族開発院

建 築 の 構 造 と 光
商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」

再 生 す る 建 築

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.534 2008.12

これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて

自然の建築・建築の自然

建 築 と 材 料
高強度・高性能コンクリートの実施例－The Kitahama Tower－

ひび割れのないコンクリートの造り方／
コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.535 2009.01

設計施工一括方式と建築士

文化ゴルモック（路地）

建 築 と 物 語
素材としてのコンクリートの魅力と可能性について
コンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認

（ ま ち ）

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.536 2009.02

改正建築基準法の施行と今後の建築行政について

Gallery 眼 鏡

「空虚な華やかさ」
鉄筋コンクリート構造とは

コンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.537 2009.03

建築士制度の見直しについて

Rak'nWok（Chinese restaurant）

生 き つ づ け る 建 築
外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには
「外断熱からはじまるマンション選び」

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.538 2009.04

建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて
前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの

安 住 の 家

卒業設計に見るビルディングタイプ
京阪電車中之島線が拓くまちづくり
街のブランディングと中之島の粋（エスプリ）

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.539 2009.05

建築士の覚悟を問う
震災の教訓と建築士の役割

神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ
保健所及び開かれた空間

設計事務所の名前
耐震化の促進に向けて

大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的とした
E-ディフェンス実験

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.540 2009.06

一億総住育のすすめ
聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ
中小企業職業訓練人力開発センター

日本建築学会賞の受賞年齢
省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー
日本の常識は世界の非常識

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.541 2009.07

大学院・インターンシップ制度について
旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える

釜山広域市東区庁舎

建築における地域格差
ICT化が学校を変える－「スクール・ニューディール構想」の意義と可能性
意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.542 2009.08

これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か
大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙
KONGSBERG Maritime Korea

シュリンクする建築設計業
一般照明用LEDの技術動向
CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.543 2009.09

バリアフリー改修と改正建築基準法について
高島屋東京店増築－華麗なる増築デザイン

G カ フ ェ

グーグルで見るモダニズムの巨匠
日常災害と建築デザイン

高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律の概要

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.544 2009.10

建築士会としての気概に期待しつつ
北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味

美 笑 療 養 病 院

どこへ行く？建築家の留学先
適材適所による「ハイブリッド構造」
インスタレーションが示唆するもの

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.545 2009.11

構造設計一級建築士の課題と展望
神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶

金明女子高等学校

増加する建築展覧会
集住体デザインの可能性について
住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.546 2009.12

制度の上に胡座を構く
旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの

履 道 斎

どちらに座る？東海道新幹線
伝統的木造構法と現代

身近な文化財を活かすために

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.547 2010.01

建築デザインと地域と建築士
大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの
釜山市中区 青少年文化の家

「良いクライアント」の条件
南海ターミナルビル再生計画 デベロッパーの立場から

南海ターミナルビル再生計画 設計者の立場から

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.548 2010.02

職能としての建築家の役割
国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したもの
バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校

これからの10年間に出る本
新しいデザインの潮流

自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.549 2010.03

建築士と建築士会がなすべきこと
名護市庁舎－建築の原風景を求めて

抽象的自然－自然的空間

建築学科の人気失墜？
伝統建築を保存する技と知恵
時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.550 2010.04

ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望
聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間

匠 と 道 具
街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.551 2010.05

－インタビューを振り返って－
広島平和記念資料館－平和をつくる工場

建築と用材－道具と製材の歴史－
引き継いでゆく「水都大阪」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.552 2010.06

水辺の風景づくりの今
世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間

大 工 の 技
マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

No.553 2010.07

遊び心で「余白」をつくろう
戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く

適 材 適 所
イノベーションから見た都市環境のあり方

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.554 2010.08

水都大阪のまちづくりの展望と課題
愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群

工 匠 と 儀 式
上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）

建築人
　工匠の技と心「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.555 2010.09

－「目神山の家７」のたどった稀有な足跡－
旧・秋ノ宮村役場－山里の朗らかな近代建築

大 工 の く ら し

建築人No.556 2010.10

工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

都市における水辺空間の創造
ホテルフジタ京都－生き続ける建築とは何か

はかる・しるす －墨掛道具－
低炭素社会と“ZEB”

建築人No.557 2010.11

工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

「自分の役割」を考えながら行動する
京都大学総合体育館－空間造形の根源を求めて

挽き切る －鋸－
カタツムリに学ぶ住宅材料の防汚・抗菌技術

建築人No.558 2010.12

工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

「イギリスの水辺都市再生」から見た大阪湾の可能性
倉敷アイビースクエア－過去と未来をつなぐ

うがつ（穿つ）
東京スカイツリーの構造設計

建築人No.559 2011.01

工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家

記憶の建築

「目神山の家3」 明日に伝える「住み続けていく」という理念
森五商店東京支店－デビュー作に託されたもの

削 る
古代を解く：唐招提寺金堂の保存修理を終えて

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

海洋大国としての認識の必要性
法政大学55・58年館－自由な精神を宿す空間

千代鶴と江戸熊の鑿
古い団地住棟のスケルトン改修

No.560 2011.02 建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

ムラの住まいを考える－和歌山での題材を通して
京都会館－そのたたずまいに込められたもの

堂宮大工  －時代を超えて受け継ぐもの－
既存超高層建物の長周期地震動対策

No.561 2011.03 建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

4
2011 No.562

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

5
2011 No.563

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

6
2011 No.564

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

7
2011 No.565

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

8
2011 No.566

9
2011 No.567

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

10
2011 No.568

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

11
2011 No.569

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

12
2011 No.570

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

1
2012 No.571

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

2
2012 No.572

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

3
2012 No.573KENCHIKUJIN SINCE1964

建築人

建
築
人 

４
2012

建
築
人 

５
2012

建
築
人 

６
2012

建
築
人 

７
2012

建
築
人 

８
2012

建
築
人 

９
2012

建
築
人 

10
2012

建
築
人 

11
2012

建
築
人 

12
2012

建
築
人 

1
2013

建
築
人 

2
2013

建
築
人 

3
2013

建
築
人 

4
2013

建
築
人 

5
2013

建
築
人 

6
2013

建
築
人 

7
2013

建
築
人 

8
2013

建
築
人 

9
2013 2013

建
築
人 

10
2013

建
築
人 

11
2013

建
築
人 

12

建
築
人 

1
2014

建
築
人 

2
2014

建
築
人 

3
2014

建
築
人 

4
2014

建
築
人 

5
2014

建
築
人 

6
2014

建
築
人 

7
2014

建
築
人 

8
2014

建
築
人 

9
2014

建
築
人 

10
2014 2014

建
築
人 

11
2014

建
築
人 

12

建
築
人 

1
2015

建
築
人 

2
2015

建
築
人 

3
2015

建
築
人 

4
2015

建
築
人 

5
2015

建
築
人 

6
2015

建
築
人 

7
2015

建
築
人 

8
2015

建
築
人 

9
2015

建
築
人 

10
2015 2015

建
築
人 

11

建
築
人

2006－01創刊号 建
築
人

2006－02 建
築
人

2006－03 建
築
人

2006－04 建
築
人

2006－05 建
築
人

2006－06 建
築
人

2006－07 建
築
人

2006－08

建
築
人

2006－09 建
築
人

2006－10 建
築
人

2006－11 建
築
人

2006－12 建
築
人

2007－01 建
築
人

2007－02 建
築
人

2007－03 建
築
人

2007－04

建
築
人

2007－05 建
築
人

2007－06 建
築
人

2007－07 建
築
人

2007－08 建
築
人

2007－09 建
築
人

2007－10 建
築
人

2007－11 建
築
人

2007－12

建
築
人

2008－01 建
築
人

2008－02 建
築
人

2008－03 建築人kenchikujin No.526 2008.04建築士のあり方と建築士法の改正未来路女性病院 視えなかった自画像超高層建築の可能性について 建築人kenchikujin No.527 2008.05改正法と専攻建築士制度との連携ふんだんな教会 原　　風　　景千里ニュータウンの再生課題ニュータウン再生計画モデル試論 建築人kenchikujin No.528 2008.06資格取得における実務経験についてセブランス・ユバ外科 「建築のつかまえ方」ニュータウン再生計画モデル試論ニュータウン再生への処方箋 建築人kenchikujin No.529 2008.07ヌリマル APECハウス 建 築 と 写 真 建築人kenchikujin No.530 2008.08PENIEL教会教育館 建 築 の 快 楽懐 か し い 未 来クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin No.531 2008.09釜山地方報勳庁舍 建 築 の 記 憶高齢者住宅の普及状況と課題 建築人kenchikujin No.532 2008.10五六島を形象化した南区庁舍 心 に 残 る 風 景構造デザインの可能性建築デザインとテクノロジーの融合－ 建築人kenchikujin No.533 2008.11建築設備設計技術者の資格について釜山女性家族開発院 建 築 の 構 造 と 光商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」再 生 す る 建 築 建築人kenchikujin No.534 2008.12自然の建築・建築の自然 建 築 と 材 料高強度・高性能コンクリートの実施例－The Kitahama Tower－ひび割れのないコンクリートの造り方コンクリートの性質と打設の要点 建築人kenchikujin No.535 2009.01設計施工一括方式と建築士文化ゴルモック（路地） 建 築 と 物 語 建築人kenchikujin No.536 2009.02Gallery 眼 鏡 「空虚な華やかさ」鉄筋コンクリート構造とは

建築人kenchikujin No.537 2009.03建築士制度の見直しについてRak'nWok（Chinese restaurant） 生 き つ づ け る 建 築「外断熱からはじまるマンション選び」 建築人kenchikujin No.538 2009.04安 住 の 家 卒業設計に見るビルディングタイプ京阪電車中之島線が拓くまちづくり 建築人kenchikujin No.539 2009.05建築士の覚悟を問う震災の教訓と建築士の役割保健所及び開かれた空間 設計事務所の名前耐震化の促進に向けてE-ディフェンス実験 建築人kenchikujin No.540 2009.06一億総住育のすすめ中小企業職業訓練人力開発センター 日本建築学会賞の受賞年齢日本の常識は世界の非常識 建築人kenchikujin No.541 2009.07大学院・インターンシップ制度について釜山広域市東区庁舎 建築における地域格差 建築人kenchikujin No.542 2009.08KONGSBERG Maritime Korea シュリンクする建築設計業一般照明用LEDの技術動向CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin No.543 2009.09高島屋東京店増築－華麗なる増築デザインG カ フ ェ グーグルで見るモダニズムの巨匠日常災害と建築デザイン 建築人kenchikujin No.544 2009.10建築士会としての気概に期待しつつ北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味美 笑 療 養 病 院 どこへ行く？建築家の留学先適材適所による「ハイブリッド構造」インスタレーションが示唆するもの 建築人kenchikujin No.545 2009.11構造設計一級建築士の課題と展望金明女子高等学校 増加する建築展覧会集住体デザインの可能性について 建築人kenchikujin No.546 2009.12制度の上に胡座を構く履 道 斎 どちらに座る？東海道新幹線伝統的木造構法と現代身近な文化財を活かすために 建築人kenchikujin No.547 2010.01建築デザインと地域と建築士釜山市中区 青少年文化の家 「良いクライアント」の条件南海ターミナルビル再生計画南海ターミナルビル再生計画 建築人kenchikujin No.548 2010.02職能としての建築家の役割バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校 これからの10年間に出る本新しいデザインの潮流自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin No.549 2010.03建築士と建築士会がなすべきこと名護市庁舎－建築の原風景を求めて抽象的自然－自然的空間 建築学科の人気失墜？伝統建築を保存する技と知恵 建築人No.550 2010.04聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間 匠 と 道 具 建築人No.551 2010.05－インタビューを振り返って－広島平和記念資料館－平和をつくる工場 建築と用材－道具と製材の歴史－引き継いでゆく「水都大阪」 建築人No.552 2010.06水辺の風景づくりの今世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間 大 工 の 技 建築人No.553 2010.07遊び心で「余白」をつくろう 適 材 適 所イノベーションから見た都市環境のあり方 建築人No.554 2010.08水都大阪のまちづくりの展望と課題愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群 工 匠 と 儀 式
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2008－03 建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.526 2008.04

建築士のあり方と建築士法の改正

未来路女性病院

視えなかった自画像
超高層建築の可能性について
制震技術適用における構造設計者の取り組み

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.527 2008.05

改正法と専攻建築士制度との連携

ふんだんな教会

原　　風　　景
千里ニュータウンの再生課題
ニュータウン再生計画モデル試論

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.528 2008.06

資格取得における実務経験について

セブランス・ユバ外科

「建築のつかまえ方」
ニュータウン再生計画モデル試論
ニュータウン再生への処方箋

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.529 2008.07

改正建築士法の課題とこれからの建築士像①

ヌリマル APECハウス

建 築 と 写 真
環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿
環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.530 2008.08

改正建築士法の課題とこれからの建築士像②

PENIEL教会教育館

建 築 の 快 楽
懐 か し い 未 来

クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.531 2008.09

建築士と建築士事務所すなわち資格と業について

釜山地方報勳庁舍

建 築 の 記 憶
高齢者住宅の普及状況と課題

介護老人吹田竜ケ池ホーム・高齢者向け竜ケ池ハウスの計画事例福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　  優良賃貸住宅

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.532 2008.10

新制度 構造設計一級建築士に期待する

五六島を形象化した南区庁舍

心 に 残 る 風 景
構造デザインの可能性

建築デザインとテクノロジーの融合－
“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.533 2008.11

建築設備設計技術者の資格について

釜山女性家族開発院

建 築 の 構 造 と 光
商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」

再 生 す る 建 築

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.534 2008.12

これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて

自然の建築・建築の自然

建 築 と 材 料
高強度・高性能コンクリートの実施例

－The Kitahama Tower－

ひび割れのないコンクリートの造り方／
コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.535 2009.01

設計施工一括方式と建築士

文化ゴルモック（路地）

建 築 と 物 語
素材としてのコンクリートの魅力と可能性について
コンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認

（ ま ち ）

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.536 2009.02

改正建築基準法の施行と今後の建築行政について

Gallery 眼 鏡

「空虚な華やかさ」
鉄筋コンクリート構造とは

コンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.537 2009.03

建築士制度の見直しについて

Rak'nWok（Chinese restaurant）

生 き つ づ け る 建 築
外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには
「外断熱からはじまるマンション選び」

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.538 2009.04

建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて
前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの

安 住 の 家

卒業設計に見るビルディングタイプ
京阪電車中之島線が拓くまちづくり
街のブランディングと中之島の粋（エスプリ）

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.539 2009.05

建築士の覚悟を問う
震災の教訓と建築士の役割

神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ
保健所及び開かれた空間

設計事務所の名前
耐震化の促進に向けて

大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的とした
E-ディフェンス実験

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.540 2009.06

一億総住育のすすめ
聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ
中小企業職業訓練人力開発センター

日本建築学会賞の受賞年齢
省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー
日本の常識は世界の非常識

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.541 2009.07

大学院・インターンシップ制度について
旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える

釜山広域市東区庁舎

建築における地域格差
ICT化が学校を変える－「スクール・ニューディール構想」の意義と可能性
意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.542 2009.08

これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か
大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙
KONGSBERG Maritime Korea

シュリンクする建築設計業
一般照明用LEDの技術動向
CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.543 2009.09

バリアフリー改修と改正建築基準法について
高島屋東京店増築－華麗なる増築デザイン

G カ フ ェ

グーグルで見るモダニズムの巨匠
日常災害と建築デザイン

高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律の概要

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.544 2009.10

建築士会としての気概に期待しつつ
北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味

美 笑 療 養 病 院

どこへ行く？建築家の留学先
適材適所による「ハイブリッド構造」
インスタレーションが示唆するもの

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.545 2009.11

構造設計一級建築士の課題と展望
神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶

金明女子高等学校

増加する建築展覧会
集住体デザインの可能性について
住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.546 2009.12

制度の上に胡座を構く
旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの

履 道 斎

どちらに座る？東海道新幹線
伝統的木造構法と現代

身近な文化財を活かすために

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.547 2010.01

建築デザインと地域と建築士
大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの
釜山市中区 青少年文化の家

「良いクライアント」の条件
南海ターミナルビル再生計画 デベロッパーの立場から

南海ターミナルビル再生計画 設計者の立場から

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.548 2010.02

職能としての建築家の役割
国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したもの
バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校

これからの10年間に出る本
新しいデザインの潮流

自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.549 2010.03

建築士と建築士会がなすべきこと
名護市庁舎－建築の原風景を求めて

抽象的自然－自然的空間

建築学科の人気失墜？
伝統建築を保存する技と知恵
時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.550 2010.04

ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望
聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間

匠 と 道 具
街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.551 2010.05

－インタビューを振り返って－
広島平和記念資料館－平和をつくる工場

建築と用材－道具と製材の歴史－
引き継いでゆく「水都大阪」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.552 2010.06

水辺の風景づくりの今
世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間

大 工 の 技
マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

No.553 2010.07

遊び心で「余白」をつくろう
戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く

適 材 適 所
イノベーションから見た都市環境のあり方

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.554 2010.08

水都大阪のまちづくりの展望と課題
愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群

工 匠 と 儀 式
上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）

建築人
　工匠の技と心「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.555 2010.09

－「目神山の家７」のたどった稀有な足跡－
旧・秋ノ宮村役場－山里の朗らかな近代建築

大 工 の く ら し

建築人No.556 2010.10

工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

都市における水辺空間の創造
ホテルフジタ京都－生き続ける建築とは何か

はかる・しるす －墨掛道具－
低炭素社会と“ZEB”

建築人No.557 2010.11

工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

「自分の役割」を考えながら行動する
京都大学総合体育館－空間造形の根源を求めて

挽き切る －鋸－
カタツムリに学ぶ住宅材料の防汚・抗菌技術

建築人No.558 2010.12

工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

「イギリスの水辺都市再生」から見た大阪湾の可能性
倉敷アイビースクエア－過去と未来をつなぐ

うがつ（穿つ）
東京スカイツリーの構造設計

建築人No.559 2011.01

工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家

記憶の建築

「目神山の家3」 明日に伝える「住み続けていく」という理念
森五商店東京支店－デビュー作に託されたもの

削 る
古代を解く：唐招提寺金堂の保存修理を終えて

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

海洋大国としての認識の必要性
法政大学55・58年館－自由な精神を宿す空間

千代鶴と江戸熊の鑿
古い団地住棟のスケルトン改修

No.560 2011.02 建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

ムラの住まいを考える－和歌山での題材を通して
京都会館－そのたたずまいに込められたもの

堂宮大工  －時代を超えて受け継ぐもの－
既存超高層建物の長周期地震動対策

No.561 2011.03 建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

4
2011 No.562

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

5
2011 No.563

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

6
2011 No.564

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

7
2011 No.565

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

8
2011 No.566

9
2011 No.567

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

10
2011 No.568

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964
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2011 No.569

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964
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2011 No.570

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

1
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建築人
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2
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建築人
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1
2015
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人 

2
2015

建
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人 

3
2015

建
築
人 

4
2015

建
築
人 

5
2015

建
築
人 

6
2015

建
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7
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8
2015

建
築
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9
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10
2015 2015

建
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11

建
築
人

2006－01
創刊号 建

築
人

2006－02 建
築
人

2006－03 建
築
人

2006－04 建
築
人

2006－05 建
築
人

2006－06 建
築
人

2006－07 建
築
人

2006－08

建
築
人

2006－09 建
築
人

2006－10 建
築
人

2006－11 建
築
人

2006－12 建
築
人

2007－01 建
築
人

2007－02 建
築
人

2007－03 建
築
人

2007－04

建
築
人

2007－05 建
築
人

2007－06 建
築
人

2007－07 建
築
人

2007－08 建
築
人

2007－09 建
築
人

2007－10 建
築
人

2007－11 建
築
人

2007－12

建
築
人

2008－01 建
築
人

2008－02 建
築
人

2008－03 建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.526 2008.04

建築士のあり方と建築士法の改正

未来路女性病院

視えなかった自画像
超高層建築の可能性について
制震技術適用における構造設計者の取り組み

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.527 2008.05

改正法と専攻建築士制度との連携

ふんだんな教会

原　　風　　景
千里ニュータウンの再生課題
ニュータウン再生計画モデル試論

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.528 2008.06

資格取得における実務経験について

セブランス・ユバ外科

「建築のつかまえ方」
ニュータウン再生計画モデル試論
ニュータウン再生への処方箋

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.529 2008.07

改正建築士法の課題とこれからの建築士像①

ヌリマル APECハウス

建 築 と 写 真
環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿
環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.530 2008.08

改正建築士法の課題とこれからの建築士像②

PENIEL教会教育館

建 築 の 快 楽
懐 か し い 未 来

クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.531 2008.09

建築士と建築士事務所すなわち資格と業について

釜山地方報勳庁舍

建 築 の 記 憶
高齢者住宅の普及状況と課題介護老人吹田竜ケ池ホーム・高齢者向け竜ケ池ハウスの計画事例福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　  優良賃貸住宅

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.532 2008.10

新制度 構造設計一級建築士に期待する

五六島を形象化した南区庁舍

心 に 残 る 風 景
構造デザインの可能性

建築デザインとテクノロジーの融合－“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.533 2008.11

建築設備設計技術者の資格について

釜山女性家族開発院

建 築 の 構 造 と 光
商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」

再 生 す る 建 築

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.534 2008.12

これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて

自然の建築・建築の自然

建 築 と 材 料
高強度・高性能コンクリートの実施例－The Kitahama Tower－

ひび割れのないコンクリートの造り方／コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.535 2009.01

設計施工一括方式と建築士

文化ゴルモック（路地）

建 築 と 物 語
素材としてのコンクリートの魅力と可能性について
コンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認

（ ま ち ）

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.536 2009.02

改正建築基準法の施行と今後の建築行政について

Gallery 眼 鏡

「空虚な華やかさ」
鉄筋コンクリート構造とは

コンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.537 2009.03

建築士制度の見直しについて

Rak'nWok（Chinese restaurant）

生 き つ づ け る 建 築
外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには
「外断熱からはじまるマンション選び」

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.538 2009.04

建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて
前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの

安 住 の 家

卒業設計に見るビルディングタイプ
京阪電車中之島線が拓くまちづくり
街のブランディングと中之島の粋（エスプリ）

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.539 2009.05

建築士の覚悟を問う
震災の教訓と建築士の役割

神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ
保健所及び開かれた空間

設計事務所の名前
耐震化の促進に向けて

大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的としたE-ディフェンス実験

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.540 2009.06

一億総住育のすすめ
聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ
中小企業職業訓練人力開発センター

日本建築学会賞の受賞年齢
省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー
日本の常識は世界の非常識

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.541 2009.07

大学院・インターンシップ制度について
旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える

釜山広域市東区庁舎

建築における地域格差
ICT化が学校を変える－「スクール・ニューディール構想」の意義と可能性
意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.542 2009.08

これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か
大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙
KONGSBERG Maritime Korea

シュリンクする建築設計業
一般照明用LEDの技術動向
CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.543 2009.09

バリアフリー改修と改正建築基準法について
高島屋東京店増築－華麗なる増築デザイン

G カ フ ェ

グーグルで見るモダニズムの巨匠
日常災害と建築デザイン

高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律の概要

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.544 2009.10

建築士会としての気概に期待しつつ
北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味

美 笑 療 養 病 院

どこへ行く？建築家の留学先
適材適所による「ハイブリッド構造」
インスタレーションが示唆するもの

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.545 2009.11

構造設計一級建築士の課題と展望
神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶

金明女子高等学校

増加する建築展覧会
集住体デザインの可能性について
住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.546 2009.12

制度の上に胡座を構く
旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの

履 道 斎

どちらに座る？東海道新幹線
伝統的木造構法と現代

身近な文化財を活かすために

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.547 2010.01

建築デザインと地域と建築士
大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの
釜山市中区 青少年文化の家

「良いクライアント」の条件
南海ターミナルビル再生計画 デベロッパーの立場から

南海ターミナルビル再生計画 設計者の立場から

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.548 2010.02

職能としての建築家の役割
国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したもの
バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校

これからの10年間に出る本
新しいデザインの潮流

自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.549 2010.03

建築士と建築士会がなすべきこと
名護市庁舎－建築の原風景を求めて

抽象的自然－自然的空間

建築学科の人気失墜？
伝統建築を保存する技と知恵
時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.550 2010.04

ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望
聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間

匠 と 道 具
街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.551 2010.05

－インタビューを振り返って－
広島平和記念資料館－平和をつくる工場

建築と用材－道具と製材の歴史－
引き継いでゆく「水都大阪」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.552 2010.06

水辺の風景づくりの今
世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間

大 工 の 技
マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

No.553 2010.07

遊び心で「余白」をつくろう
戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く

適 材 適 所
イノベーションから見た都市環境のあり方

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.554 2010.08

水都大阪のまちづくりの展望と課題
愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群

工 匠 と 儀 式
上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）
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人
は
よ
く
過
ち
を
犯
す
。
過
ち
を
起
こ
す
も
の

だ
と
思
え
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少
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が
休
ま
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そ
し
て
他
者
の

過
ち
を
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解
し
許
す
こ
と
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出
来
る
。
大
都
会
に

在
り
続
け
る
こ
の
四
天
王
寺
を
訪
れ
る
と
、
普
段

と
は
違
い
様
々
な
思
い
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

創
建
は
推
古
天
皇
元
年
︵
五
九
三
年
︶
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ま
で

遡
る
。日
本
書
紀
の
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え
に
よ
れ
ば
合
戦
の
折
り
、

聖
徳
太
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が
形
成
の
不
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開
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る
た
め
に
、
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の
戦
に
勝
利
し
た
ら
四
天
王
を
安
置
す
る
寺
院

を
建
立
し
、
こ
の
世
の
全
て
の
人
々
を
救
済
す
る

と
誓
願
さ
れ
勝
利
後
に
建
立
さ
れ
た
。
そ
の
伽
藍

配
置
は
﹁
四
天
王
寺
式
伽
藍
配
置
﹂
と
い
わ
れ
、

南
か
ら
北
に
向
か
っ
て
中
門
、
五
重
塔
、
金
堂
、

講
堂
を
一
直
線
に
並
べ
、
そ
れ
ら
を
回
廊
で
囲
む

形
式
で
、
日
本
最
古
の
様
式
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

　

平
安
時
代
に
は
度
重
な
る
災
害
の
為
、
建
物
は
こ

と
ご
と
く
失
わ
れ
た
。
承
和
三
年
︵
八
三
六
年
︶
に

は
、
初
代
五
重
塔
が
落
雷
に
よ
り
破
損
し
、
そ
の

後
に
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
。
鎌
倉
時
代
以
降
も
、

繰
り
返
し
災
害
や
過
ち
に
よ
り
全
焼
し
て
い
る
。
更

に
昭
和
初
期
に
発
生
し
た
室
戸
台
風
に
よ
り
六
代
目

の
五
重
塔
と
中
門
が
全
壊
し
、
金
堂
も
被
災
し
た
。

現
在
の
中
心
伽
藍
は
昭
和
三
八
年
︵
一
九
六
三
年
︶

に
完
成
し
た
も
の
で
、
五
重
塔
に
い
た
っ
て
は
八
代
目

で
、飛
鳥
時
代
の
建
築
様
式
を
再
現
し
た
も
の
だ
が
、

木
造
で
は
な
く
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
さ
れ
た
。

　

全
世
界
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
創
建
以
来
初
め
て
の
閉
鎖
を

経
験
し
た
。
い
つ
の
時
代
も
過
ち
が
起
こ
り
、
反

省
を
し
て
、
こ
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
を
再
建
し
て

き
た
。
こ
の
令
和
に
、
歴
史
に
学
び
私
た
ち
も
正

し
い
と
信
じ
る
こ
と
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

２ 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん

４ 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
事
業
案
内

６ 

動
静
レ
ポ
ー
ト

７ 
Topics

８ 
G

allery　

建
築
作
品
紹
介

 
 

大
光
電
機
株
式
会
社
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
コ
ア
札
幌

 

　
　
　

設
計　

大
林
組
大
阪
本
店
一
級
建
築
士
事
務
所　

施
工　

大
林
組
札
幌
支
店

 
 

武
庫
川
女
子
大
学
カ
ヌ
ー
部
部
室
棟

 

　
　
　

設
計　

竹
中
工
務
店　

施
工　

永
瀬

11 

記
憶
の
建
築　

松
隈　

洋

 
 

横
浜
市
役
所　

二
〇
二
〇
年

 
 

﹃
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
の
い
ま
﹄
と
そ
の
行
方

12 

お
お
さ
か
建
築
祭
２
０
２
０ 

特
集

14 

理
事
会
報
告　

建
築
相
談
室
か
ら　

編
集
後
記

  

二
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二
〇
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建
築
情
報
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早
い
も
の
で
も
う
一
二
月
、﹁
建
築
人
﹂
も
今

年
最
終
号
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
異
例
ず
く
め
の

二
〇
二
〇
年
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
イ
ヤ
で
も

コ
ロ
ナ
の
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

建
築
士
会
の
事
業
も
軒
並
み
延
期
や
中
止
、
世

の
中
全
体
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
ん
な
中
で
も
コ
ロ
ナ
が
キ
ッ
カ
ケ
で

良
か
っ
た
こ
と
も
実
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
の
家
族
と
の
大
切
な
時
間
、
働

き
方
改
革
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
会
議
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
情
報
交
換
・
発
信
等
々
、
今
後

何
年
か
か
け
て
実
現
す
る
は
ず
だ
っ
た
未
来
に
、

あ
っ
と
い
う
間
に
到
達
し
ま
し
た
。
当
会
で
も
理

事
会
や
委
員
会
の
リ
モ
ー
ト
参
加
、
イ
ベ
ン
ト

会
費
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
な
ど
が
一
気
に
進
み
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
に
対
応
し
た
新

し
い
形
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
は
今
年
で
収
束
し
、
来
年
か
ら
は
ま
た

以
前
の
よ
う
に
元
気
で
楽
し
い
生
活
へ
と
の
淡
い

期
待
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
現
実
は
厳

し
く
ま
だ
も
う
暫
く
辛
抱
が
必
要
な
よ
う
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
が
容
易
に
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
組
織
に
属
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
薄
れ

て
き
た
と
感
じ
る
昨
今
で
す
が
、
今
こ
そ
人
と
人

と
の
リ
ア
ル
な
つ
な
が
り
、
集
ま
る
こ
と
に
価
値

が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
災

い
転
じ
て
福
と
な
す
、
よ
い
二
〇
二
一
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。



2020.12  建築人 4

INFORMATION

の講座です。
12/12（土）　岩根家住宅（富田林市）：

酒蔵で楽しむ「弁士付無声映
画ー浮草物語」
※定員に達しました。

1/23（土）　 藤井家住宅（東大阪市）：
「江戸の古民家で大阪欄間に
ふれる」

1/30（土）　 源ヶ橋温泉（大阪市）：
　　　　　　「『能面』から見る能の魅力」
　※時間　各13：30〜16：30
募集　各24名
　　　（事前申込制 先着順、単発受講可）
対象　中学生以上
参加費　各1,500円
申込方法

必要事項①〜④を記入の上各回ごとに専
用メールかFAXで申込ください。

　1週間前に参加証を発送予定です。
　申込専用mail heritage@aba-osakafu.or.jp
　Fax.06-6943-7103
　①お名前　②ご住所　③メールアドレス
　④携帯番号

次世代美術館建築 見学会+説明会
12/14　CPD3単位予定

建替工事が行われた藤田美術館を見学します。
今回の建替では、都市公園と一体化した「知の
蔵」として、歴史ある既存の美術館の木や石、
扉などを再利用して記憶を継承すると共に、土
間と漆喰を現代にアレンジしています。見学会
では茶室に光ダクト、光を拡散させる技術、収
蔵庫シミュレーション等のほか、保存に関する設
計内容の説明および施工状況を説明の上、実
際の作品を見学します。
日時　12月14日（月）　14：00〜17：00
会場　藤田美術館
定員　80名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円

「TOSAZAIツアー in 高知・梼原」
1/22〜23　CDP5単位（予定）

高知県では住宅用建築材に「土佐の木」を使
用していただける方を対象に、実際に森を見て
確認していただく「土佐材産地セミナー・産地見
学ツアー」を行っています。この度、高知・梼原
の土佐材産地セミナー、産地見学ツアーを企
画いたしました。
土佐材の研修、製材や、梼原町の隈研吾氏
設計建築群（土佐材を使った大スパン建築
物）他を見学、隈研吾氏設計の雲の上ホテル
に宿泊し、翌日は内藤廣氏設計（土佐材を使っ
た大スパン建築物）の牧野富太郎植物園・記
念館、JR高知駅、高橋晶子氏+高橋寛氏設計
の坂本龍馬記念館、龍馬木材市場などを見学
します。
日時　1月22日（金）　7：30新大阪駅集合

　　　1月23日（土）　19：00（予定）
　　　　　　　　　　新大阪駅解散
　　　※観光バスにて移動します。

コロナ禍配慮により、大型バス定員
の半数程度で行います。

行程　1月22日（金）　新大阪→高知県梼原町
　　　1月23日（土）　高知県梼原町→高知市

→新大阪
対象　土佐材を使ってくださる建築関係の方
　　　土佐材の流通拡大に携わっていただける方
　　　対象の方が随伴される施主
費用　会員24,000円　一般26,000円
　　　※費用の一部は土佐材流通促進協議
　　　　会様から補助を受けています。
定員　27名
※申込は、ホームページ又は、氏名、会員番号、

性別、年齢、連絡のつく住所、電話・FAX番
号、メールアドレスを記載の上FAXにて申込
ください。

事務局年末年始休業のお知らせ

12月29日（火）から1月4日（月）まで休業させて
いただきます。

令和2年度事業者向けセミナー
コロナ禍を乗り越える
〜これからの顧客とのつながり方〜
1/13

新型コロナウイルス感染症拡大は、住宅リ
フォーム業界にも大きな影響を及ぼしました。顧
客の「家」への要望や「暮らし」に対する価値観
も変化しています。本セミナーでは、先進的な実
践事例をご紹介しながら、新しい時代のリフォー
ム事業のヒントをご提案します。これからの業務
スタイルを見直すきっかけの一つとしてご参考
になりましたら幸いです。さらに、木造耐震住宅
の耐震化のすすめや最新リフォーム情報、支援
制度についての解説など、リフォーム事業に役
立つ情報が満載のセミナーです。
主催　大阪の住まい活性化フォーラム
　　　（一社）住宅リフォーム推進協議会
日時　令和3年1月13日（水）
　　　13：30〜16：40（開場13：00）
会場　大阪府建築健保会館　5階中会議室
内容
　1.木造住宅の耐震化のすすめ　
　　〜リフォーム時は耐震化のチャンス〜
　2.コロナ禍を乗り越える
　　〜これからの顧客とのつながり方〜 
　3.リフォームの支援制度・最新のリフォー
　　ム関連情報について

定員　60名（申込先着順）
参加費　無料
申込　以下のホームページよりお申込みく
　　　ださい。
HP　住宅リフォーム推進協議会　検索

問合　大阪の住まい活性化フォーラム事務局
　　　（大阪府住宅まちづくり部都市居住課内）
　　　Tel.06-6210-9708

知らない間に消防法違反に!?
〜大阪市消防局からのお知らせ〜

新たにテナントが入居したり、テナントが入れ替
わったり、あるいは建物自体を増改築した際に、
所有者の方が知らない間に消防法違反となっ
てしまっていることがあります。新しくテナントを
入居させたり、建物の増改築を行ったりする場
合は、事前に消防署にご相談いただき、防火対
象物使用開始（変更）届出書等の必要な届出
を行ってください。
問合　大阪市消防局予防部予防課査察担当
　　　（第1査察）
　　　Tel.06-4393-6354

堺歴史文化景観まち歩き
3/28　CPD3単位

世界文化遺産百舌鳥古墳群を専門家と一緒
に古地図と比較、歴史文化を学び、景観写真
を撮影し、「堺」のまちを体感します。
主催　堺ユネスコ協会（大阪地域貢献活動助
　　　成事業）
協力　建築士の会「堺・高石」
後援　堺市
日程・コース
　3月28（日）　世界文化遺産百舌鳥古墳群
　　　　　　　コース
申込　2021年1月4日〜3月12日
時間　13：00〜16：00
説明　元堺市博物館学芸員　井渓　明
定員　30名（定員に達し次第締切）
参加費　500円（青少年は無料、15名まで）
問合　NPO法人すまいるセンター（堺ユネスコ
　　　協会事務局）
　　　Tel.072-299-2323

「堺市内で生まれた建築家・丹下健
三あれこれ2」
12/19

丹下健三の生誕百年を記念して堺市堺区甲
斐町に建てた記念柱、丹下健三設計の優れた
現代建築を幻燈で見ながら建築の素晴らしさを
鑑賞します。
日時　12月19日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館（北野田駅前）
申込　不要（参加自由）
講師　明治建築研究会　代表　柴田正己
問合　明治建築研究会
　　　Tel.090-4289-1492

地盤工学会関西支部第11回若手
セミナー
1/14　CPD2単位

地盤工学会関西支部の学会次世代を担う若
手会員の「活性化」・「交流」を目的とした若手
セミナーです。第11回は、現在、CVV（Civil Ve
terans & Volunteers）でご活躍されている3名
の方をお招きし、「私と地盤とのかかわり」を共
通のテーマとして、発注者・設計者・施工者のそ
れぞれの立場における業務での試行錯誤や経
験談についてご講演いただきます。
主催　（公社）地盤工学会関西支部
日時　1月14日（木）　14：30〜16：50
会場　Zoom（オンライン開催）
定員　先着100名
参加料　1,000円（本会会員）
講演 「発注者から見た設計・施工の留意点」
　　　講師　先本勉（元国土交通省）
講演 「湾岸埋立地での地盤特性を考慮した　
　　　橋梁計画事例」
　　　講師　武伸明（元株式会社建設
　　　　　　　　　 企画コンサルタント）
講演 「長大山岳トンネルにおける地盤変化に
　　　対するリスク管理の重要性について」
　　　講師　須賀敦（元鹿島建設株式会社）
申込期限　12月25日（金）
申込方法

地盤工学会関西支部HPより、必要事項を
ご記入のうえお申込み下さい。
FAXもしくはE-mailでもお申込み可能です。

申込先　（公社）地盤工学会関西支部
　　　　Tel.06-6946-0393
　　　　Fax.06-6946-0383
　　　　E-mail office@jgskb.jp
　　　　URL http://www.jgskb.jp

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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▼更新講習（DVD+対面講習）
　日時　2/25（木）、3/24（水）
　　　　13：30〜16：50
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　各50名（定員に達し次第締切）
　受講料　郵送申込17,600円
　　　　　WEB申込17,000円
▼更新講習（オンライン学習）
　受講期間　12/16（水）〜12/28（月）
　　　　　　　申込締切12/2（水）
　　　　　　1/16（土）〜1/31（日）
　　　　　　　申込締切1/2（土）
　　　　　　2/1（月）〜2/15（月）
　　　　　　　申込締切1/18（月）
　　　　　　2/16（火）〜2/28（日）
　　　　　　　申込締切2/2（火）
　　　　　　3/1（月）〜3/15（月）
　　　　　　　申込締切2/15（月）
定員　各500名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込のみ17,000円
※受講に必要なパソコンの動作環境の詳細

は、日本建築士会連合会ホームぺージをご
覧ください。

▼申込
日本建築士会連合会ホームページよりお
申込みください。

大阪府ヘリテージマネージャーステップアップ
（スキルアップ）講座
歴史的建造物の防災／保存と活用
1/21、2/6　各CPD2単位（予定）

「歴史的建造物の防災」と「歴史的建造物の
保存と活用」をテーマに大阪府ヘリテージマ
ネージャーステップアップ（スキルアップ）講座を
開催します。
第1回講座 「（仮）歴史的建造物の防災」
　日時　1月21日（木）　18：30〜20：30
　会場　大阪倶楽部3階会議室
　講師　大窪健之（立命館大学理工学部教授）
　定員　30名程度
　資料代　本会会員、ヘリマネ育成講座
　　　　　修了者・受講者、学生500円
　　　　　会員外1,000円
第2回講座 「（仮）歴史的建造物の保存と活用」
　日時　2月6日（土）　14：00〜16：00
　会場　大阪市中央公会堂小集会室
　講師　足立裕司（神戸大学名誉教授）
　定員　40名程度
　資料代　本会会員、ヘリマネ育成講座
　　　　　修了者・受講者、学生500円
　　　　　会員外1,000円
※詳細は、近日中にホームページにて公開
　します。

令和2年度地域文化財総合活用推進事業
「はじめよう、文化財の活用」全５回
12/12、1/23、1/30

毎回異なる国登録有形文化財を会場に、「建
物の見学」や「ワークショップ」といった体験型

大阪府知事指定講習
2020年度既存木造住宅の耐震診断・
改修講習会《一般診断法》
1/21　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けることが
できる技術者として名簿に掲載します。（本講習
は、国土交通大臣登録講習ではありません。）
日程　1月21日（木）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館 6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　40名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,300円（2012年改訂版木造住

宅の耐震診断と補強方法）
※受講料及びテキスト代金は、事前にお振込願

います。その際振込手数料もご負担願います。

大阪府知事指定講習
2020年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
2/3　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日程　2月3日（水）
時間　9：30〜16：00
会場　大阪府建築健保会館 6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　40名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

※受講料及びテキスト代金は、事前にお振込願
います。その際振込手数料もご負担願います。

既存住宅状況調査技術者講習
新規講習3/16　CPD5単位
更新講習2/25、3/24、オンライン学習
CPD各2単位

既存住宅状況調査は、登録機関の講習を修了
した建築士のみに認められる業務です。ぜひ本
講習で新たな業務の資格を取得してください。
なお、2017年度に本講習を修了された方は本
年度が有効期限となりますので、更新講習をご
受講ください。12月よりオンライン学習も開催し
ます。
▼新規講習（対面講習）
　日時　3/16（火）　9：30〜17：10
　会場　本会会議室
　定員　20名（定員に達し次第締切）
　受講料　郵送申込22,000円
　　　　　WEB申込21,450円

申込方法
　上記事務局へ持参又は簡易書留による郵送。
受付場所（送付場所）
※印の日程　　　大阪府建築士会事務局
※印以外の日程　大阪府建築士事務所協会
　　　　　　　　事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申込
みも可能です。
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

令和2年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
1/26、2/19、3/10　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講下さい。
日程　1/26（火）、2/19（金）、3/10（水）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回20名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページより

お申込みください。

令和2年度国土交通省・空き家対策の担い手
強化・連携モデル事業
オープン空き家構想
コンバージョン（用途変更）による住
宅の利活用セミナー
1/28

2019年6月公布の改正建築基準法では、200
㎡以下の住宅の用途変更が容易になる改正
が盛り込まれました。本セミナーでは、建築士、
宅建士、弁護士が、住宅をコンバージョンする
際に順守が必要な建築基準法等関係法令の
内容や、変更用途における事業計画検討上の
留意点等について詳しく解説します。
主催　大阪の住まい活性化フォーラム
日程　1月28日（木）
時間　14：00〜16：30
会場　ドーンセンター7階ホール
定員　250名
受講料　無料
内容　1.空き家コンバージョンの意義と事例
　　　2.建築基準法等関係法令の解説
　　　3.事業計画検討における留意点
　　　4.不動産賃貸借関係法令の解説
テキスト　コンバージョンによる空き家の
　　　　　利活用ガイドブック
　　　　　（受講者全員に無料配布）
受講対象　不動産・建築関係者向け（どなた
　　　　　でもご参加できます）
申込　大阪府建築士会ホームページよりWEB
　　　又はFAXでお申し込みください。

本会主催の講習会等では座席の離間距離確
保等の新型コロナ感染防止対策を行います。
受講者におかれましてもマスク着用、手指のア
ルコール消毒等のご協力をお願いします。

既存建築物耐震診断等の評価・評定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価　等

（対象建築物）
公共・民間等の建築種別、用途、規模、構造
種別は問いません。また、他府県の建築物も
対象としております。

（会員特典）
申込者又は診断等実施者が本会会員の場
合は、評価手数料の10％割引があります。

令和2年度建築士定期講習
2/9、2/17、3/24、3/31　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
29年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内
に受講してください。
▼対面講習
日程・会場・定員
※2/9（火） 大阪国際会議場 200名
　2/17（水） 大阪国際交流センター 120名
　3/24（水） 大阪国際会議場 200名
　3/31（水） 大阪YMCA会館 120名
時間　  9：15〜17：00（各講習日共）
受講料　12,980円（消費税含。事前振込）
申込書配布場所

大阪府建築士会及び大阪府建築士事務
所協会事務局又は、建築技術教育普及セン
ターHPからダウンロード（平成29年度受講
者には、直接申込書を郵送しています。）

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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10 /26 日本建築士会連合会理事会
11/ 4 大阪府収用委員会
11/ 13 運営委員会
11/ 16 東大阪市消防局連携協定式
11/ 18 理事会・正副会長会議
11/ 25 近畿建築士会協議会

令和 2 年度建築士試験の、12 月の合格
者発表に向け、本会事務局では令和 2 年
3 月 1 日の建築士法改正に対応した建築
士登録業務の準備を進めております。
改正建築士法では、建築士免許取得の際
に必要な建築実務経験申請のタイミング
が、建築士試験の受験申請時から、建築
士試験合格後の免許登録時の要件に変更
となりました。
令和元年以前に建築士試験に合格された
方の建築士登録に必要な書類は、法改正
前と変わりませんが、令和 2 年以降の建
築士試験合格者は、従来の必要書類に加
えて、実務経歴証明等の提出が必要にな
ります。大阪府における建築士試験合格
者の免許交付手続きの受付は、すべて本
会が行いますが、免許登録審査について
は、一級建築士免許登録は中央指定登録
機関の日本建築士会連合会が、二級・木
造建築士は大阪府指定登録機関の本会が
担っています。
現在、登録等事務に係る手続業務の詳細
内容について、国土交通省・大阪府・日
本建築士会連合会と協議を行っており、
調整が整い次第、12 月中旬ごろにホー
ムページでご案内する予定です。

11 月度理事会において、行政職員及び
教職員については入会促進のため、本会
委員会に所属し活動を行うことを条件
に、入会金と会費一年分を免除すること
で承認されました。本会の委員会に参加
している行政職員は 6 名、教職員は 7 名

と少数であり、本会が特に力を入れるま
ちづくりや防災などの社会貢献事業は、
行政の政策や教職員の知見を取り入れ、
それぞれと連携して行うことが効果的で
す。そのため、行政と教育機関を結ぶパ
イプ役として、本会活動に参画していた
だく取り組みを進めるものです。

日本建築士会連合会から令和 2 年の第
63 回建築士会全国大会にあたり、建築
士制度の発展と社会公共の福祉増進に寄
与したとして、連合会会長表彰に理事の
相原康隆氏、曽我部千鶴美氏及び会員の
松村和吉氏、上田仁美氏、伝統的技能者
表彰に砂田憲良氏が受賞いたしました。
本年度の広島大会が延期されたため、理
事会で相原氏（写真右）を総代として授
与式を行いました。

本会と（一社）大阪府建築士事務所協会
は、11 月 16 日に東大阪市消防局と、「消
防法令違反の是正及び未然防止に向けた
連携協定」を締結しました。
法令上の必要な手続きを行っていない増
築や改築、建物の接続、テナント入れ替
えに伴う用途変更などが、消防法の屋内
消火栓設置義務違反等の重大違反となっ
ているケースが少なくありません。
消防署が法令違反を指導しても、違反を
是正するためには、建築関係法令及び建
築の施工技術を熟知した建築士が建物所
有者の相談に乗り、業務として是正方法
の検討、改修図面の作成、工法の選択、

改修費用の算定等を行うことが必要で
す。しかし違反建築物を適法にする業務
を請け負う建築士が多くないことも、違
反の是正が滞る要因となっています。
そこで協定では、①建築基準法・消防法
違反を解消できる仕組みづくり、②違反
建築物を未然に防止する仕組みづくり、
③相互研修を通じた人材育成の 3 点を特
に重視し、互いに連携して検討・実施を
行うこととしています。
今後、2 団体所属の協力いただける地元
建築士を募り、令和 3 年 1 月頃に、消防
法違反の具体的事例や是正指導内容など
の現状、建築士の取り組みへの期待、違
反解消の手順などについて、消防局から
説明を受けて、協定団体としての違反の
防止・解消の仕組みづくりを行っていき
たいと考えています。

近畿 2 府 4 県で構成する近畿建築士会協
議会では 11 月 25 日の会議で、（仮）近
畿学生住宅大賞を創設し令和 3 年度から
実施することを決定しました。
この賞は、近畿圏内の建築系大学、高専、
専門学校の各学校で住宅課題として制作
した作品の中から、社会性、文化性、芸
術性の観点で優れたものを表彰し、広く
社会に公表することにより、学生の勉学
の励みにしていただくとともに、建築士
会の認知度を学生に広め、将来の入会へ
の契機にしたいと考えています。
今後、実施スケジュール、対象校への
PR、審査の方法や内容、審査員の選任、
実施予算の確保などの調整を行い、来年
度の実施に向け取り組んでいきます。

動静レポート

右から、鶴原消防局長、岡本会長、戸田会長

会長動静

近畿建築士会協議会に「（仮）近畿学
生住宅大賞」を創設

近畿建築士会協議会

建築士免許登録手続きの変更に伴う
受付窓口の準備

運営部門

行政・教職員の会員入会促進の取組み

運営部門

11 月度理事会において連合会会長表
彰状を授与

運営部門

東大阪市消防局と連携協定を締結

社会貢献部門 
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「苔テラリウム」づくりに取りかかり、
それぞれ思い思いの「9㎝角立方体の地
球」に没頭した 1 時間あまりでした。
最後に出来上がった作品を前に記念撮影
をして、ご自慢の「やあね、こけちゃっ
カー」も見せていただきました。
苔があれば部屋の空気も浄化されるとの
こと。皆が自分の苔テラリウムを持てば
周りの空気が綺麗になり、さらには地球
温暖化防止に繋がっていくことを、楽し
く実感できた 2 時間あまりでした。

Topics

地方創生や魅力ある観光まちづくりをす
すめるため、地域固有の歴史的・文化的
な価値を有する建築物の活用が全国的に
拡がっていますが、これらの歴史的建築
物を、その価値を損なうことなく、建築
基準法の現行基準に適合させ、改修を行
うことが難しい場面が多くあります。こ
のような課題に対応し、建築基準法第 3
条 1 項 3 号に基づき、地方公共団体が定
める条例により現状変更の規制及び保存
のための措置が講じられた歴史的建築物
について、特定行政庁が建築審査会の同
意を得て指定したものについては、法の
適用を除外する仕組みがあります。
本手続きにかかる建築審査会のメンバー
としての経験もある、研修委員会（設
計・設備・法令担当）の担当理事で、講
師も担当いただいた大阪府住宅まちづく
り部建築指導室長の山添光訓氏の発案に
より、本講習会は企画されました。

元々は新入会員歓迎企画として、4 月に
行う予定が、コロナ禍の中で延期になっ
ていた「苔おじさんに学ぶ 小さな苔か
ら地球温暖化帽子 ?!」と題したワーク
ショップ。10 月 31 日（土）に参加者 30
名で無事行う事ができました。もちろん、
体温測定、アルコール消毒、ソーシャル
ディスタンスへの配慮など、コロナ対策
もしっかり行っての実施となりました。
講師にお迎えしたのは、「苔おじさん」
として岸和田界隈ではちょっとした有名
人の泉原一弥氏です。大阪府地球温暖化
防止活動推進員も務めておられ、『地球
温暖化防止と、そのための環境緑化を推
進したい』という想いから、「地球温暖
化防止帽子」かぶったり、苔を屋根に載
せた「やあね、こけちゃっカー（屋根苔
着車）」という車で、町を走ったりして
おられます。実際、車の屋根を緑化する

【講義 1】は、前出の山添氏による講義で、
背景と国・大阪府による取り組みの説明
から、大阪府において建築審査会で同意
を得るまでの手続きや確認事項等を、実
例を交えながら説明いただいた。

【講義 2】は、講義 1の手続きの実例と
して資料館としての改修が進められてい
る、堺市鉄砲鍛冶屋の保存と活用につい
て、（株）KOGA 建築設計室代表取締役
の古賀氏により説明いただいた。建築審
査会の同意に至るまでの内容と、改修中
である現状についても説明いただいた。

（令和 5 年秋オープン予定とのこと）
【講義 3】は、京都市都市計画局建築指
導部建築指導課歴史的建築物保存活用係
長の中川氏により、数多くの本手続きの
事例をもつ京都市の取り組みと手続きに
ついて説明いただいた。

【講義 4】は、講義 3の京都市の手続き
の実例として、京都市立元清水小学校の

と屋根や車体が熱くならず快適に過ごせ
るので、夏場でもカークーラーは必要な
いとのこと。終始泉原さんのお話からは、

「苔」に対する愛が半端なく伝わってき
ました。
ワークショップでは「苔テラリウム」を
作ります。「テラリウム」は、陸上の動
植物を飼育（栽培）する施設で、「テラ」
は、土地、大地、地球の意味ですが、今
回は泉原さん曰く「苔さん」だけを使う
ので、「苔テラリウム」となります。
最初、仮死状態の苔に水を吹きかけ、あっ
という間によみがえった苔に全員驚くと
いうことから始まりました。苔は根が無
いので水分を葉から吸収するとのこと。
水分が十分にあればいつまでも生きてい
るのですが、水分がなくなってもすぐに
は死なず、再び水を得たらよみがえるの
だそうです。苔の性質や種類を伺った後、

保存とホテル（ザ・ホテル青龍京都清水）
にリニューアルしての活用を（株）大林
組大阪本店建築事業部建築設計部担当部
長の大喜多氏により説明いただいた。
歴史的価値のある建築物は、まちそのも
のの歴史の一部であり、まちづくりとして
も重要な要素となります。また継続して
活用することでさらにその価値が輝きだ
すことも多いと感じます。本講習会ではそ
の活用にいたる複雑な手続きを、実例を
交えて説明いただく貴重な機会でした。

堺市鉄砲鍛冶屋（KOGA 建築設計室提供）

地球温暖化防止帽子を
かぶる講師

完成したテラリウム

歴史的建築物の保存と活用  〜建築基準法第３条１項３号の適用にかかる手続きと事例紹介〜
日程：2020 年 10 月 23 日（金）　　会場：大阪府建築健保会館　　参加者：63 名

黒川宗範（理事・研修委員会委員長）

「苔おじさんに学ぶ 小さな苔から地球温暖化帽子 ?!」〜苔テラリウムをつくる〜
日程：令和 2 年 10 月 31 日（土）　　会場：大阪府建築士会東会議室　　参加者：30 名　　

山本尚子（事業部門女性委員会）



2020.12  建築人 8

Gallery 建築作品紹介 大光電機株式会社ライティングコア札幌 設計：大林組大阪本店一級建築士事務所
施工：大林組札幌支店

札幌には北海道庁旧本庁舎をはじめ、レンガを取り入れた建物が多く見
られます。このような土地の固有性を新ショールームで表現するため、
北海道遺産の一つである江別レンガを建物正面の外壁に取り入れまし
た。「展示室には一切自然光を入れず、事務室には自然光を入れる。」と
いう条件に対し、シンプルなファサードとなるよう外壁はレンガで統一。
展示室フロアはレンガで閉じ、事務室フロアはレンガとガラスブリック
を組み合わせることで自然光を取り込みました。ガラスブリックはレン
ガと同形状で製作し、透かし積み工法で施工することで、レンガが浮い
ているような表情を持たせています。　　　　　　　　　　（伊達　翔）

建 築 主：大光電機
　　　　　株式会社
所 在 地：北海道札幌市
用　　途：展示場
竣　　工：2020.03
構造規模：RC 造
　　　　　地上 5 階
敷地面積：219.29㎡
建築面積：174.34㎡
延床面積：872.69㎡
写　　真：新津写真
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Gallery 建築作品紹介 武庫川女子大学カヌー部部室棟 設計：竹中工務店
施工：永瀬

競技カヌー強豪、武庫川女子大学カヌー部の艇庫を移設新築するプロ
ジェクト。敷地は住宅地の中で部員たちは毎日練習のたびに川までカ
ヌーを運び出す。そんな日々のカヌーの出し入れを少しでも行いやすい
ように、前面道路に対して 30 度傾けた三角形グリッドを採用すること
で斜めにカヌーを並べられるようにした。また面的に強い三角形グリッ
ドとカテナリー構造の組み合わせが 2 階トレーニングルームを無柱の大
空間とすることを可能にしている。「木造」「三角形グリッド」「カテナ
リー構造」の組み合わせが部員たちの日々の活動にふさわしい場を生み
出すとともに、住宅地にも馴染む愛嬌のある形を作り出している。

所 在 地：兵庫県西宮市
用　　途：艇庫・部室
竣　　工：2020.04
構造規模：木造
敷地面積：499.01㎡
建築面積：274.06㎡
延床面積：488.35㎡
写　　真：河田弘樹
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
続
く
二
〇
二
〇
年
十
月
三
〇
日
、

こ
の
春
に
竣
工
し
た
ば
か
り
の
横
浜
市
役
所
の
ア

ト
リ
ウ
ム
で
、﹁M

 m
eets M

﹂
と
総
称
さ
れ
た

ふ
た
つ
の
建
築
展
、
村
野
藤
吾
展
・
槇
文
彦
展
の

合
同
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。

残
念
な
が
ら
、出
席
者
全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

関
係
者
の
ス
ピ
ー
チ
の
み
の
さ
さ
や
か
な
会
だ
っ

た
が
、
九
月
六
日
に
九
二
歳
を
迎
え
た
槇
文
彦
や

村
野
の
遺
族
ら
が
集
う
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

二
人
の
建
築
家
の
頭
文
字
を
用
い
た
展
覧
会
名
に

は
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
開
催
趣
旨
に
次
の
よ
う
に
綴

ら
れ
た
よ
う
に
、あ
る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

﹁M
 m

eets M

。
ち
ょ
う
ど
ひ
と
世
代
の
差
が
あ

る
二
人
の
建
築
家
が
、
こ
こ
横
浜
の
街
で
出
会
い

ま
す
。
大
規
模
再
開
発
が
決
ま
り
、
一
部
は
保
存

さ
れ
ま
す
が
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
姿
が
消
え
て
い

く
村
野
の
旧
庁
舎
。
一
方
、
六
五
〇
〇
人
の
職
員

を
包
括
し
、
横
浜
の
新
し
い
発
信
基
地
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
槇
の
新
市
庁
舎
。
二
〇
二
〇
年
、
こ

の
新
旧
の
リ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
を
捉
え
て
、
二
人
の
日
本
を
代
表
す
る
建
築
家

の
展
覧
会
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。﹂

　

こ
の
言
葉
ど
お
り
、
一
九
五
九
年
に
村
野
藤
吾

の
設
計
に
よ
り
竣
工
し
、
約
六
〇
年
の
長
き
に
わ

た
っ
て
横
浜
の
戦
後
復
興
を
見
守
っ
て
き
た
旧
・

横
浜
市
庁
舎
は
、
こ
の
五
月
二
十
二
日
に
ひ
っ
そ

り
と
閉
庁
し
た
。発
表
さ
れ
た
再
開
発
計
画
で
は
、

南
東
側
の
八
階
建
て
の
細
長
い
行
政
棟
は
ホ
テ
ル

と
し
て
保
存
活
用
さ
れ
る
も
の
の
、
議
会
棟
な
ど

は
す
べ
て
撤
去
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
跡
地

に
は
、
商
業
施
設
や
オ
フ
ィ
ス
、
大
学
を
含
む
巨

大
な
複
合
施
設
と
し
て
、
地
上
三
〇
階
、
高
さ
約

一
六
〇
m
の
超
高
層
ビ
ル
が
建
設
さ
れ
る
。ま
た
、

そ
れ
と
連
動
し
て
、
隣
接
地
で
も
、
商
業
施
設
と

オ
フ
ィ
ス
、
高
級
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
等
か
ら
な
る

地
上
三
十
一
階
、
高
さ
約
一
六
〇
ｍ
の
超
高
層
ビ

ル
が
建
つ
と
い
う
。
お
そ
ら
く
、
数
年
後
に
は
、

こ
れ
ら
の
超
高
層
ビ
ル
の
出
現
に
よ
っ
て
、
日
本

大
通
り
や
山
下
公
園
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
比

較
的
落
ち
着
い
た
街
で
あ
っ
た
関
内
駅
周
囲
の
風

景
は
激
変
し
、
適
切
な
街
全
体
と
し
て
の
ス
ケ
ー

ル
感
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
も
し
村
野
が

生
き
て
い
た
ら
何
と
言
う
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の

も
、
半
世
紀
に
及
ぶ
設
計
活
動
の
中
で
超
高
層
ビ

ル
を
手
が
け
る
こ
と
の
な
か
っ
た
村
野
は
、
次
の

よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
か
ら
だ
。

﹁
私
は
高
い
建
物
も
ど
う
か
と
思
う
の
で
す
。
低

い
と
平
面
的
に
広
く
な
る
。
そ
の
ほ
う
が
よ
い
と

思
う
。
建
物
を
高
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
の

い
う
地
相
を
過
度
に
す
る
こ
と
で
、
土
地
に
限
度

を
こ
え
た
負
担
を
か
け
、
そ
の
結
果
地
相
を
破
壊

す
る
。﹂︵﹁
わ
た
く
し
の
建
築
観
﹂﹃
建
築
年
鑑
﹄

一
九
六
五
年
美
術
出
版
社
︶

　

さ
ら
に
、
没
後
出
版
さ
れ
た
著
作
集
へ
の
収
録

に
あ
た
り
、村
野
は﹁
高
層
建
築
は
高
度
消
費
に
つ

な
が
り
、
種
々
に
は
危
険
性
を
は
ら
む
。
ま
た
高

層
建
築
は
、
都
市
問
題
の
解
決
の
唯
一
の
方
法
で

は
な
い
﹂と
註
ま
で
書
き
足
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
そ
の
旧
庁
舎
に
代
わ
っ
て
、
隣
の
桜
木

町
駅
前
に
竣
工
し
た
の
が
、
槇
文
彦
の
デ
ザ
イ
ン

監
修
に
よ
る
新
庁
舎
で
あ
る
。
旧
庁
舎
か
ら
六
〇

年
、
横
浜
市
の
人
口
は
三
倍
に
増
え
、
今
や
全
国

最
多
の
三
百
七
十
六
万
人
が
暮
ら
す
巨
大
都
市
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
新
庁
舎
は
約
五
倍
規
模
の

地
上
三
二
階
、
高
さ
一
五
五
m
の
超
高
層
ビ
ル
に

姿
を
変
え
た
。
だ
が
、
旧
庁
舎
と
立
地
条
件
が
大

き
く
異
な
っ
て
い
た
。
も
と
も
と
桜
木
町
駅
の
海

側
は
、
三
菱
重
工
の
造
船
所
や
国
鉄
貨
物
支
線
の

高
島
操
車
場
が
あ
り
、
大
岡
川
を
挟
む
対
岸
に
は

生
糸
・
絹
製
品
貿
易
で
栄
え
た
横
浜
港
を
象
徴
す

る
検
査
所
や
倉
庫
群
が
建
ち
並
ん
で
い
た
。
そ
の

後
、
一
九
八
〇
年
に
本
格
的
に
始
ま
っ
た
﹁
み
な

と
み
ら
い
二
十
一
﹂
計
画
に
よ
り
、
風
景
は
一
変

す
る
。新
庁
舎
も
そ
の
整
備
さ
れ
た
地
区
に
あ
り
、

隣
地
に
は
同
じ
槇
が
手
が
け
た
旧
・
横
浜
銀
行
本

店
の
一
部
を
曳
家
し
て
組
み
込
ん
だ
横
浜
ア
イ
ラ

ン
ド
タ
ワ
ー
︵
二
〇
〇
三
年
︶
が
建
っ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
新
庁
舎
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
巨

大
都
市
・
横
浜
の
公
共
性
の
新
た
な
る
指
針
と
典

型
を
示
す
こ
と
だ
っ
た
。
今
回
訪
れ
て
み
て
、
槇

が
長
年
求
め
続
け
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
が
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
立
地
条
件
を
巧
み
に
取

り
込
ん
で
結
実
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

　

し
か
し
、
周
囲
を
見
渡
せ
ば
、
無
粋
な
超
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
が
眼
前
に
建
ち
塞
が
り
、
都
市
デ
ザ

イ
ン
は
制
御
不
能
に
陥
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

こ
の
五
月
に
出
版
さ
れ
た
著
書
﹃
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム

の
い
ま
﹄の
中
で
槇
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

﹁
私
は
﹃
漂
う
モ
ダ
ニ
ズ
ム
﹄
の
中
で
人
間
の
振

舞
い
、
態
度
、
姿
勢
を
表
現
す
る
言
葉
と
し
て

decent

、decency

と
い
う
言
葉
が
一
番
適
切
で

は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。︵
中
略
︶社
会
的
に
見

苦
し
く
な
い
姿
勢
と
し
て
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
い

る
︵
中
略
︶
重
要
な
の
は
、
そ
う
し
た
一
人
ひ
と

り
の
振
舞
い
の
背
後
に
そ
の
人
の
倫
理
感
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。︵
中
略
︶国
家
を
始
め
と

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
が
必
ず
し
も
我
々
が
納
得

す
るdecency

と
い
う
倫
理
感
に
基
づ
き
行
動
し

て
い
な
い
の
を
い
や
と
い
う
ほ
ど
見
て
い
る
。︵
中

略
︶
日
本
の
建
築
界
の
組
織
体
の
行
動
は
真
に
建

築
界
全
体
の
倫
理
性
に
基
づ
い
て
い
る
か
否
か
の

問
い
に
対
し
て
、N

o

と
答
え
ざ
る
を
得
な
い
﹂

　

横
浜
を
含
め
、
日
本
の
都
市
は
ど
こ
へ
と
向
う

の
だ
ろ
う
。
槇
が
強
く
求
め
た
﹁
人
々
の
心
と
眼

を
な
ぐ
さ
め
、
そ
こ
に
生
活
す
る
こ
と
の
深
い
歓

び
を
与
え
る
﹂
豊
か
で
愉
し
い
都
市
を
育
む
こ
と

は
で
き
る
の
か
。
ア
ー
バ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
の
先
駆

地
で
あ
っ
た
横
浜
の
現
実
を
前
に
、
改
め
て
槇
の

言
葉
の
意
味
を
噛
み
締
め
て
お
き
た
い
。

桜木町駅へと続く人道橋からの光景

北西側から見た新庁舎の全景

横浜市役所　2020 年
『アーバニズムのいま』とその行方

記憶の建築
松隈　洋
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GO TO 2025

①

②

④

③ ⑥

⑤

①：まちづくりシンポジウム会場の様子　②：岡本会長挨拶　③：田中副会長閉会の挨拶　④：対談中の藤本氏　⑤：AAF のメンバー代表（左：宮本氏　右：池田氏）　⑥：協賛企業ブースの様子

第１部：まちづくり提言書シンポジウム『山から都市へ、海から世界へ  新しい価値の共創』

第２部：対談「建築の未来の創生～元気な次世代からの発信」

第３部：対談「建築の未来の創生～元気な次世代からの発信」第 3 部：医療福祉・建築連携シンポジウム

「医療福祉・建築連携による適切な住宅医療環境の普及にむけて」～ W I T H コロナの生活様式と住環境～

オンラインを使った取組：協賛企業向け非対面でのオンライン PR、事業全体のオンライン配信

　
モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
中
嶋
氏
か
ら
主
旨
説
明
が
あ
り
、

山
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
寺
地

氏
か
ら
、
川
上
村
木
匠
塾
の
活
動
事
例
と
間
伐
材
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用
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
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た
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を
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け
て
、

ま
ち
づ
く
り
提
言
書
の
作
成
メ
ン
バ
ー
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ら
選
出
さ

れ
た
４
名
の
登
壇
者
か
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、
そ
れ
ぞ
れ
提
言
書
作
成

に
お
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て
考
え
た
事
、
自
身
の
仕
事
の
事
例
の
紹
介

も
踏
ま
え
、
仕
事
を
通
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
考
え
な
ど
を
議
論
し
、
そ
こ
に
大
阪
に
お
け
る

『 

新
し
い
価
値
の
共
創 

』
の
可
能
性
と
未
来
を
展
望

し
た
。
三
宗
氏
か
ら
は
大
規
模
木
造
建
築
等
の
事
例
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、
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活
用
に
よ
る
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
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つ
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て
。
荒
木
氏
か
ら
は
建
築
家
協
会
で
の
兵
庫

県
洲
本
市
で
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
活
動
を
例
に
提
言

書
に
書
か
れ
て
い
る
、
エ
リ
ア
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
に

つ
い
て
。
杉
野
氏
か
ら
は
人
が
動
い
て
世
界
が
つ
な

が
る
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
提
言
書
で
の
『
つ
な
ぐ
』

を
テ
ー
マ
に
海
外
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
の

繋
が
り
に
つ
い
て
。
永
井
氏
か
ら
は
提
言
書
か
ら
、

『 

関
西
の
強
み
を
活
か
し
た
価
値
の
共
創 

』
に
つ
い

て
『
関
西
の
強
み
』
を
発
表
い
た
だ
い
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
全
体
で
の
意
見
交
換
で
は
、『
関
西

の
強
み
』
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
に
対
す
る
自
身

の
考
え
な
ど
意
見
を
交
わ
し
た
。

パネリスト同士での意見交換の様子
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冒
頭
モ
デ
レ
ー
タ
の
徳
岡
氏
か
ら
今
回
の
対
談
の

主
旨
説
明
か
ら
始
ま
り
、
今
回
登
壇
者
の
藤
本
氏
と

平
沼
氏
が
東
西
の
代
表
を
務
め
る
　
　
　
を
代
表
し

て
、
宮
本
氏
、
池
田
氏
が
団
体
の
説
明
と
両
氏
の
紹

介
、
同
日
開
催
さ
れ
て
い
た
　
　
　
の
紹
介
を
し
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　
若
手
と
建
築
士
会
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
も
触
れ
、

若
手
に
任
せ
る
土
壌
づ
く
り
な
ど
が
話
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
藤
本
氏
か
ら
見
た
大
阪
と
東
京
の
違
い
と
し

て
、『
大
阪
は
個
人
と
個
人
の
関
係
で
社
会
が
動
い
て

い
く
面
白
さ
が
あ
る
』
と
話
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
万
博
に
つ
い
て
も
少
し
触
れ
、
７
０
年
大

阪
万
博
か
ら
の
繋
が
り
や
そ
れ
以
前
か
ら
繋
が
る
文

化
の
継
承
を
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
捉
え
て
い
る

と
い
う
話
し
な
ど
、
少
し
万
博
の
未
来
像
に
も
触
れ

ら
れ
た
。
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当日の様子と出演者などからのメッセージ

　
今
回
の
事
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
試
験
的
な
取

組
を
多
く
取
り
入
れ
た
。
そ
の
一
つ
に
、
協
賛
企
業
と
の

取
組
が
あ
る
。

　
会
場
の
企
業
ブ
ー
ス
で
は
、
感
染
対
策
の
た
め
対
面
接

客
が
で
き
な
い
の
で
、　
　
　
　
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
接

客
を
行
っ
た
り
、
企
業
ブ
ー
ス
の
展
示
内
容
の
説
明
を
撮

影
し
、
後
日
　
　
　
　
　
　
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
配

信
を
行
っ
た
。
ま
た
、
現
地
で
の
協
賛
企
業
　
　
を
動
画

を
交
え
行
い
、
そ
の
模
様
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
配
信
し
た
。

　
休
憩
時
間
帯
に
は
各
協
賛
企
業
の
紹
介
動
画
を
配
信
す

る
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
者
に
も
対
応
し
た
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
ま
た
、
現
地
で
の
セ
ミ
ナ
ー
の

様
子
も
ラ
イ
ブ
配
信
に
て
３
つ
の
接
続
方
法
を
用
意
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
利
用
が
不
慣
れ
な
方
で
も
視
聴
し
易
い

環
境
整
備
に
注
力
し
た
。
配
信
で
は
様
々
な
課
題
が
出
た

が
、
こ
れ
が
今
後
の
事
業
の
指
標
と
な
る
事
業
と
な
っ
た
。
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伊
香
賀
氏
よ
り
建
築
空
間
と
健
康
と
の
関
係
性
に
つ
い

て
、
自
身
の
行
わ
れ
て
き
た
研
究
デ
ー
タ
な
ど
か
ら
の
考

え
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
、
日
本
の
住
宅
は
健
康
の
観

点
か
ら
は
非
常
識
な
も
の
が
多
い
と
い
う
状
況
と
、
断
熱

環
境
と
健
康
状
態
の
関
係
性
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
後
、
上
原
氏
、
山
田
氏
、
近
本
氏
、
宮
園
氏
を
交

え
、
伊
香
賀
氏
と
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
上

原
氏
か
ら
は
自
身
の
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
に
関
す
る
取
組
に
つ

い
て
話
さ
れ
た
。
山
田
氏
か
ら
は
、
ア
ト
ピ
ー
に
対
す
る

取
組
か
ら
建
築
環
境
と
関
わ
り
、
老
化
関
連
疾
患
の
話
を

さ
れ
た
。
宮
園
氏
か
ら
は
、
感
染
症
対
策
と
し
て
の
自
宅

療
養
や
宿
泊
療
養
の
現
状
、
取
組
か
ら
、
建
築
の
観
点
か

ら
感
染
症
対
策
を
考
え
る
必
要
性
を
話
さ
れ
た
。
近
本
氏

か
ら
は
、
部
分
断
熱
に
対
す
る
考
え
や
長
屋
で
の
取
組
に

つ
い
て
話
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
、
健
康
と
建
築
空
間
に
関

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
交
え
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
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　　　　部門長　　　飯田英二（編集人代表）
　　　　委員長　　　高原浩之
　　　　編集人　　　梅田武宏　　笠井志保
　　　　　　　　　　河合哲夫　　茂籠一之
　　　　　　　　　　大松俊祐　　橋本頼幸
　　　　　　　　　　牧野隆義　　三谷勝章
　　　　　　　　　　武藤優哉　　若江直生
　　　　事務局　　　山本茂樹　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

建
築
相
談
室
か
ら 

五
十
六

　

現
地
相
談
か
ら
２

文　

橋
本
頼
幸

　

先
月
に
引
き
続
き
、今
月
も
特
徴
的
な
現
地
相

談
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

シ
ロ
ア
リ
保
証
期
間
直
前
に
し
た
契
約

　

五
年
前
に
シ
ロ
ア
リ
駆
除
を
し
て
も
ら
い
保
証
期

間
が
過
ぎ
た
の
で
、業
者
に
見
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

﹁
床
材
に
カ
ビ
が
発
生
し
て
お
り
、床
下
の
改
修
が

必
要
﹂と
言
わ
れ
工
事
前
に
八
〇
万
円
の
支
払
い
を

し
た
。そ
の
後
、床
下
に
除
湿
の
た
め
特
殊
な
鉱
物
を

敷
い
た
方
が
い
い
と
い
わ
れ
追
加
契
約
を
し
た
と
こ
ろ

で
、不
審
に
思
い
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
相
談
の
上
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
を
し
た
。す
で
に
工
事
を
し
た
部
分
に
不

安
が
残
っ
て
い
る
の
で
現
地
相
談
を
依
頼
さ
れ
ま
し

た
。現
地
に
て
契
約
書
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、床
下
調

湿
剤
と
し
て
セ
ピ
オ
ラ
イ
ト
の
敷
き
詰
め
、床
下
換
気

扇
四
台・床
下
送
風
機
二
台
の
設
置
、床
下
材
料
の

補
修
、浴
室
周
り
の
コ
ー
キ
ン
グ
施
工
、シ
ロ
ア
リ
駆
除

剤
散
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。床
下
確
認
の
結

果
、セ
ピ
オ
ラ
イ
ト
、換
気
扇
、送
風
機
の
一
部
は
確
認

で
き
た
が
、補
修
、コ
ー
キ
ン
グ
、シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
散

布
に
つ
い
て
は
目
視
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
。床
下
は

比
較
的
乾
燥
状
態
に
あ
り
、業
者
に
い
わ
れ
た
よ
う

な
シ
ロ
ア
リ
や
カ
ビ
の
発
生
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。今

後
は
定
期
的
に
信
頼
で
き
る
知
人
な
ど
に
確
認
し
て

も
ら
う
方
が
い
い
、と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。ち
な

み
に
、相
談
者
は
視
覚
障
害
が
あ
り
、ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
や

知
人
も
現
地
相
談
に
立
ち
合
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

社
屋
の
雨
漏
れ
、施
工
業
者
の
廃
業
予
告

　

三
年
前
に
完
成
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建

て
の
社
屋
の
雨
漏
れ
が
続
き
対
応
を
依
頼
し
て
い
る

が
雨
漏
れ
が
止
ま
ら
な
い
。二
ヶ
月
後
に
建
設
業
者

が
廃
業
す
る
と
言
わ
れ
て
ま
す
ま
す
困
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
現
地
相
談
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。一
般
の

　
　
編
集
後
記

橋
本
頼
幸

　

三
年
連
続
一
二
月
号
の
編
集
後
記
を
書
い
て
い

ま
す
。
な
ぜ
か
そ
の
年
を
振
り
返
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
私
に
回
っ
て
き
ま
す
。
今
年
は
な
ん
と
言
っ
て

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。

　

二
月
頃
ま
で
は
普
通
に
過
ご
し
て
い
た
の
に
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
な
く
な
り
、
生
活
の
様
々
な
も

の
が
変
わ
り
ま
し
た
。
一
方
で
ウ
ェ
ブ
会
議
や
テ

レ
ワ
ー
ク
な
ど
今
ま
で
な
か
な
か
取
り
組
め
な

か
っ
た
事
が
一
気
に
進
み
ま
し
た
。
仕
事
の
仕
方

が
変
わ
り
、
お
う
ち
時
間
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、

消
費
活
動
以
外
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
考
え
方
が
変
わ
る
こ
と
で
、
生
活
が
一
変
し

ま
し
た
。

　

と
な
る
と
、
建
築
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
っ
て
意
外
に
も
柔
軟
性
が

あ
っ
て
、
そ
の
状
況
を
楽
し
め
る
も
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
落
ち
着
か
な
い
で
し
ょ
う
し
、

変
化
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
変
化
は
悪

い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

十
一
月
十
八
日︵
水
︶
十
六
時
～
十
八
時

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
四
〇
名 

監
事
一
名

︵
１
︶
一
〇
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
六
、

二
〇
二
、七
九
三
円
、
支
出
一
一
、四
九
七
、七
五

八
円
、
差
引
△
五
、二
九
四
、九
六
五
円
で
、
本
年

度
累
計
の
収
支
差
引
一
二
、九
〇
一
、五
〇
九
円
を

報
告
し
て
承
認
し
ま
し
た
。

当
期
経
常
増
減
額
は
昨
年
同
時
期
と
比
較
し
て
約

四
〇
〇
万
円
の
減
収
で
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
事

業
活
動
の
停
滞
の
要
因
が
大
き
い
。試
験
事
業
は
対

面
式
受
験
申
請
が
郵
送
に
代
わ
っ
た
こ
と
で
契
約
額

が
減
少
す
る
こ
と
、士
法
改
正
に
よ
る
学
歴
の
み
で

受
験
で
き
る
申
請
者
の
増
数
も
予
測
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。登
録
事
務
も
実
務
経
験
を
満
た
し
て
い
な
い

合
格
者
が
増
え
る
こ
と
で
申
請
者
が
減
少
す
る
見
込

み
で
す
。研
修
事
業
の
Ｑ
＆
Ａ
講
習
会
の
受
講
申
込

み
は
定
員
に
達
し
て
い
ま
す
。耐
震
評
価
業
務
や
省

エ
ネ
講
習
は
対
予
算
を
大
き
く
下
回
る
状
況
で
あ

り
、事
業
全
体
の
規
模
縮
小
は
否
め
ず
、公
益
目
的

事
業
は
対
予
算
比
約
三
六
％
と
低
迷
し
て
い
ま
す
。

︵
２
︶
柏
原
市
で
の
震
度
六
弱
以
上
の
大
規
模
地

震
の
発
生
を
想
定
し
た
避
難
所
の
応
急
危
険
度
判

定
連
絡
訓
練
を
一
二
月
四
日
に
実
施
し
、
有
事
の

連
絡
体
制
と
と
も
に
発
災
後
二
時
間
以
内
の
参
集

や
方
法
等
を
報
告
し
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

︵
３
︶
前
月
度
理
事
会
で
細
則
の
会
費
第
四
条
・

第
五
条
の
﹁
理
事
会
が
承
認
し
た
と
き
﹂
の
内
規

と
し
て
、
行
政
職
員
の
入
会
を
促
進
す
る
た
め
の

入
会
金
及
び
会
費
一
年
間
を
免
除
す
る
こ
と
を
承

認
し
た
際
に
、
教
職
者
も
対
象
に
加
え
る
意
見
が

あ
り
、
再
度
審
議
の
結
果
、
本
会
の
社
会
貢
献
活

動
に
不
可
欠
な
職
種
で
あ
る
と
し
て
教
職
者
を
加

え
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

現
地
相
談
で
対
応
さ
れ
、現
地
に
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
と

確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。雨
漏
れ
は
雨
風
が
強
い
時

に
同
じ
と
こ
ろ
で
発
生
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、現
在

は
一
階
の
七
箇
所
で
確
認
で
き
て
い
る
。施
工
者
は
一

応
シ
ー
リ
ン
グ
で
の
対
応
は
し
て
い
る
も
の
の
な
お
っ
て

い
な
い
。現
状
で
は
原
因
や
侵
入
箇
所
の
特
定
は
で

き
な
い
た
め
、散
水
試
験
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
社
長

に
伝
え
て
、即
決
を
し
て
も
ら
っ
た
と
の
こ
と
で
、後
日

散
水
試
験
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

相
続
問
題
・
建
物
は
使
え
る
か
？

　

遺
産
相
続
で
家
屋
の
所
有
権
が
相
談
者
と
親
族

間
で
揉
め
て
い
る
。土
地
の
相
続
問
題
は
解
決
済
み
。

建
物
は
老
朽
化
が
進
行
し
て
お
り
雨
漏
れ
も
見
受

け
ら
れ
る
が
補
修
で
使
え
る
の
か
取
り
壊
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
判
断
し
て
報
告
書
が
欲
し
い
、と
の

現
地
相
談
と
報
告
書
作
成
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
鉄
骨
が
腐
食
し
て
断
面
欠
損
も
生
じ
て

い
る
上
に
屋
上
・
外
壁
と
も
に
雨
漏
れ
が
激
し
く
補

修
で
は
費
用
対
効
果
が
悪
い
と
い
う
報
告
書
を
作
成

す
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

長
屋
解
体
に
よ
る
被
害

　

四
件
長
屋
の
端
住
戸
の
解
体
に
つ
い
て
合
意
し
て
工

事
が
始
ま
っ
た
が
、界
壁
が
崩
れ
て
き
た
、見
て
ほ
し
い

と
の
現
地
相
談
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。現
地
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、柱
梁
桁
や
壁
と
の
接
合
や
補
強
に
つ
い
て
気

に
な
る
と
こ
ろ
諸
々
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
よ
う
で
す
。

現
地
相
談
は
幅
広
い

　

依
頼
さ
れ
る
現
地
相
談
は
非
常
に
幅
が
広
く
、分

野
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。単
純
な
建
築
に
対
す
る

知
見
の
み
な
ら
ず
、現
地
で
の
瞬
発
力
や
周
辺
の
相

談
に
対
す
る
対
応
力
も
求
め
ら
れ
ま
す
。も
ち
ろ
ん

一
人
で
、あ
る
い
は
半
日
で
で
き
る
事
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
。一
方
で
多
く
の
相
談
者
は
満
足
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
す
。そ
れ
が
建
築
相
談
の
面
白
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
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建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.531 2008.09建築士と建築士事務所すなわち資格と業について釜山地方報勳庁舍 建 築 の 記 憶高齢者住宅の普及状況と課題 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.532 2008.10新制度 構造設計一級建築士に期待する五六島を形象化した南区庁舍 心 に 残 る 風 景構造デザインの可能性建築デザインとテクノロジーの融合－ 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.533 2008.11建築設備設計技術者の資格について釜山女性家族開発院 建 築 の 構 造 と 光商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」再 生 す る 建 築 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.534 2008.12これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて自然の建築・建築の自然 建 築 と 材 料高強度・高性能コンクリートの実施例－The Kitahama Tower－ひび割れのないコンクリートの造り方コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.535 2009.01設計施工一括方式と建築士文化ゴルモック（路地） 建 築 と 物 語素材としてのコンクリートの魅力と可能性についてコンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.536 2009.02改正建築基準法の施行と今後の建築行政についてGallery 眼 鏡 「空虚な華やかさ」鉄筋コンクリート構造とは

建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.537 2009.03建築士制度の見直しについてRak'nWok（Chinese restaurant） 生 き つ づ け る 建 築外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには「外断熱からはじまるマンション選び」 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.538 2009.04建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの安 住 の 家 卒業設計に見るビルディングタイプ京阪電車中之島線が拓くまちづくり街のブランディングと中之島の粋（エスプリ） 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.539 2009.05建築士の覚悟を問う震災の教訓と建築士の役割保健所及び開かれた空間 設計事務所の名前耐震化の促進に向けてE-ディフェンス実験 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.540 2009.06一億総住育のすすめ聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ中小企業職業訓練人力開発センター 日本建築学会賞の受賞年齢日本の常識は世界の非常識 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.541 2009.07大学院・インターンシップ制度について旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える釜山広域市東区庁舎 建築における地域格差意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.542 2009.08大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙KONGSBERG Maritime Korea シュリンクする建築設計業一般照明用LEDの技術動向CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.543 2009.09バリアフリー改修と改正建築基準法について高島屋東京店増築－華麗なる増築デザインG カ フ ェ グーグルで見るモダニズムの巨匠日常災害と建築デザイン 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.544 2009.10建築士会としての気概に期待しつつ北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味美 笑 療 養 病 院 どこへ行く？建築家の留学先適材適所による「ハイブリッド構造」インスタレーションが示唆するもの 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.545 2009.11構造設計一級建築士の課題と展望神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶金明女子高等学校 増加する建築展覧会集住体デザインの可能性について住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.546 2009.12制度の上に胡座を構く旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの履 道 斎 どちらに座る？東海道新幹線伝統的木造構法と現代身近な文化財を活かすために 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.547 2010.01建築デザインと地域と建築士大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの釜山市中区 青少年文化の家 「良いクライアント」の条件南海ターミナルビル再生計画南海ターミナルビル再生計画 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.548 2010.02職能としての建築家の役割国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したものバルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校 これからの10年間に出る本新しいデザインの潮流自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.549 2010.03建築士と建築士会がなすべきこと名護市庁舎－建築の原風景を求めて抽象的自然－自然的空間 建築学科の人気失墜？伝統建築を保存する技と知恵時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.550 2010.04ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間 匠 と 道 具街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み 建築人工匠の技と心テクノロジー「界」の建築家　石井 修記憶の建築 No.551 2010.05－インタビューを振り返って－広島平和記念資料館－平和をつくる工場 建築と用材－道具と製材の歴史－引き継いでゆく「水都大阪」 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.552 2010.06水辺の風景づくりの今世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間 大 工 の 技 建築人工匠の技と心テクノロジー建築士の心構え記憶の建築 No.553 2010.07遊び心で「余白」をつくろう戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く 適 材 適 所イノベーションから見た都市環境のあり方 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.554 2010.08水都大阪のまちづくりの展望と課題愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群 工 匠 と 儀 式上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）

建
築
人 

12
2015

建築人No.559 2011.01

工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家

記憶の建築

「目神山の家3」 明日に伝える「住み続けていく」という理念
森五商店東京支店－デビュー作に託されたもの

削 る
古代を解く：唐招提寺金堂の保存修理を終えて

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

海洋大国としての認識の必要性
法政大学55・58年館－自由な精神を宿す空間

千代鶴と江戸熊の鑿
古い団地住棟のスケルトン改修

No.560 2011.02 建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

ムラの住まいを考える－和歌山での題材を通して
京都会館－そのたたずまいに込められたもの

堂宮大工  －時代を超えて受け継ぐもの－
既存超高層建物の長周期地震動対策

No.561 2011.03 建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964
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2011 No.562

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

5
2011 No.563

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

6
2011 No.564

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

7
2011 No.565

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

8
2011 No.566

9
2011 No.567

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

10
2011 No.568

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

11
2011 No.569

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

12
2011 No.570

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964
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2008－03 建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.526 2008.04

建築士のあり方と建築士法の改正

未来路女性病院

視えなかった自画像
超高層建築の可能性について
制震技術適用における構造設計者の取り組み

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.527 2008.05

改正法と専攻建築士制度との連携

ふんだんな教会

原　　風　　景
千里ニュータウンの再生課題
ニュータウン再生計画モデル試論

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.528 2008.06

資格取得における実務経験について

セブランス・ユバ外科

「建築のつかまえ方」
ニュータウン再生計画モデル試論
ニュータウン再生への処方箋

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.529 2008.07

改正建築士法の課題とこれからの建築士像①

ヌリマル APECハウス

建 築 と 写 真
環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿
環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.530 2008.08

改正建築士法の課題とこれからの建築士像②

PENIEL教会教育館

建 築 の 快 楽
懐 か し い 未 来

クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.531 2008.09

建築士と建築士事務所すなわち資格と業について

釜山地方報勳庁舍

建 築 の 記 憶
高齢者住宅の普及状況と課題

介護老人吹田竜ケ池ホーム・高齢者向け竜ケ池ハウスの計画事例福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　  優良賃貸住宅

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.532 2008.10

新制度 構造設計一級建築士に期待する

五六島を形象化した南区庁舍

心 に 残 る 風 景
構造デザインの可能性

建築デザインとテクノロジーの融合－
“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.533 2008.11

建築設備設計技術者の資格について

釜山女性家族開発院

建 築 の 構 造 と 光
商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」

再 生 す る 建 築

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.534 2008.12

これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて

自然の建築・建築の自然

建 築 と 材 料
高強度・高性能コンクリートの実施例

－The Kitahama Tower－

ひび割れのないコンクリートの造り方／
コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.535 2009.01

設計施工一括方式と建築士

文化ゴルモック（路地）

建 築 と 物 語
素材としてのコンクリートの魅力と可能性について
コンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認

（ ま ち ）

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.536 2009.02

改正建築基準法の施行と今後の建築行政について

Gallery 眼 鏡

「空虚な華やかさ」
鉄筋コンクリート構造とは

コンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.537 2009.03

建築士制度の見直しについて

Rak'nWok（Chinese restaurant）

生 き つ づ け る 建 築
外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには
「外断熱からはじまるマンション選び」

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.538 2009.04

建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて
前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの

安 住 の 家

卒業設計に見るビルディングタイプ
京阪電車中之島線が拓くまちづくり
街のブランディングと中之島の粋（エスプリ）

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.539 2009.05

建築士の覚悟を問う
震災の教訓と建築士の役割

神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ
保健所及び開かれた空間

設計事務所の名前
耐震化の促進に向けて

大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的とした
E-ディフェンス実験

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.540 2009.06

一億総住育のすすめ
聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ
中小企業職業訓練人力開発センター

日本建築学会賞の受賞年齢
省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー
日本の常識は世界の非常識

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.541 2009.07

大学院・インターンシップ制度について
旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える

釜山広域市東区庁舎

建築における地域格差
ICT化が学校を変える－「スクール・ニューディール構想」の意義と可能性
意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.542 2009.08

これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か
大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙
KONGSBERG Maritime Korea

シュリンクする建築設計業
一般照明用LEDの技術動向
CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.543 2009.09

バリアフリー改修と改正建築基準法について
高島屋東京店増築－華麗なる増築デザイン

G カ フ ェ

グーグルで見るモダニズムの巨匠
日常災害と建築デザイン

高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律の概要

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.544 2009.10

建築士会としての気概に期待しつつ
北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味

美 笑 療 養 病 院

どこへ行く？建築家の留学先
適材適所による「ハイブリッド構造」
インスタレーションが示唆するもの

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.545 2009.11

構造設計一級建築士の課題と展望
神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶

金明女子高等学校

増加する建築展覧会
集住体デザインの可能性について
住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.546 2009.12

制度の上に胡座を構く
旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの

履 道 斎

どちらに座る？東海道新幹線
伝統的木造構法と現代

身近な文化財を活かすために

建築人
　工匠の技と心「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.555 2010.09

－「目神山の家７」のたどった稀有な足跡－
旧・秋ノ宮村役場－山里の朗らかな近代建築

大 工 の く ら し

建築人No.556 2010.10

工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

都市における水辺空間の創造
ホテルフジタ京都－生き続ける建築とは何か

はかる・しるす －墨掛道具－
低炭素社会と“ZEB”

建築人No.557 2010.11

工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

「自分の役割」を考えながら行動する
京都大学総合体育館－空間造形の根源を求めて

挽き切る －鋸－
カタツムリに学ぶ住宅材料の防汚・抗菌技術

建築人No.558 2010.12

工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

「イギリスの水辺都市再生」から見た大阪湾の可能性
倉敷アイビースクエア－過去と未来をつなぐ

うがつ（穿つ）
東京スカイツリーの構造設計

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.547 2010.01

建築デザインと地域と建築士
大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの
釜山市中区 青少年文化の家

「良いクライアント」の条件
南海ターミナルビル再生計画 デベロッパーの立場から

南海ターミナルビル再生計画 設計者の立場から

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.548 2010.02

職能としての建築家の役割
国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したもの
バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校

これからの10年間に出る本
新しいデザインの潮流

自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.549 2010.03

建築士と建築士会がなすべきこと
名護市庁舎－建築の原風景を求めて

抽象的自然－自然的空間

建築学科の人気失墜？
伝統建築を保存する技と知恵
時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.550 2010.04

ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望
聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間

匠 と 道 具
街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.551 2010.05

－インタビューを振り返って－
広島平和記念資料館－平和をつくる工場

建築と用材－道具と製材の歴史－
引き継いでゆく「水都大阪」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.552 2010.06

水辺の風景づくりの今
世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間

大 工 の 技
マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

No.553 2010.07

遊び心で「余白」をつくろう
戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く

適 材 適 所
イノベーションから見た都市環境のあり方

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.554 2010.08

水都大阪のまちづくりの展望と課題
愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群

工 匠 と 儀 式
上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）

2016-2018 2006-2015
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中之島フェスティバルタワー・ウエスト　日建設計

中之島の歴史・文化・芸術を醸成するランドマークへ
2012年竣工の中之島フェスティバルタワーを第1期とする、200
ｍのツインタワープロジェクトの２期計画。旧ビル（朝日新聞ビル・
大阪朝日ビル）の弧を描く外壁形状を継承し、ベージュ系のタイル
の暖かみある素材の記憶を質感ある大型煉瓦壁で再生するな
ど、ビルの歴史的なアイデンティティを現代に引継ぎながら、二つ
のビルの統一モチーフとして活かし、優美さと素材感を合わせ持
つ、新しいランドマークビルを目指した。そして、中之島という地がビ
ジネスだけでなく文化も育んできた歴史を受け止め、未来に向けて
更に文化が醸成される場所になる事を願い、ウエストはオフィス・
商業に加え、美術館・多目的ホール等の文化施設や、高さ200ｍ
からのパノラマビューを堪能できるラグジュアリーホテルCONRAD
OSAKAを内包。足元の大ピロティ空間やサンクンガーデンなどの
パブリックスペースを四ツ橋筋及び地下街に沿いダイナミックに
配置し、街区間の地上と地下の回遊性を高め、1期計画で完成し
た音楽の殿堂：フェスティバルホールと合わせて、ビジネスと文化
が立体的に融合するまち「フェスティバルシティ」が完成した。
撮影：ナカサアンドパートナーズ（表紙）・東出写真事務所（裏表紙）

第38回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
江副　敏史（えぞえ・さとし）
1980年 京都大学工学部建築学科卒業後、日建設計入社
現　 在 同社フェロー役員デザインフェロー、京都大学・京

都工芸繊維大学非常勤講師

勝山　太郎（かつやま・たろう）
1990年 早稲田大学大学院理工学研究科卒業後、日建

設計入社
現　 在 同社設計部門 理事 グループマネージャー 設計部長

多喜　茂（たき・しげる）
1991年 金沢工業大学大学院修士課程終了後、日建設

計入社
現　 在 同社設計部門 主管

小畑　香（こはた・かおり）
2010年 神戸大学大学院修士課程終了後、日建設計入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：㈱日建設計
構造・設備設計協力：㈱竹中工務店
施　　工：㈱竹中工務店
所 在 地：大阪府大阪市北区中

之島3丁目2番4号
主要用途：事務所/ホテル/飲食

店舗/物販店舗/美
術館/集会場 他

竣　　工：2017年3月
構造規模：S造、SRC造、RC造
　　　　　地下4階/地上41階/塔屋2階
敷地面積：8,377.84㎡
建築面積：6,106.48㎡
延床面積：151,146.45㎡
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近畿大学 ACADEMIC THEATER（1～5号館）／国際学部棟（18号館）
NTTファシリティ－ズ
　キャンパスの建替として既存施設再編の「ACADEMIC THEATER」
と、新設学部整備の「国際学部棟」の一体的な計画である。
　ACADEMIC THEATER：建築単体としてのデザインではなく都市的様
相を有するデザインアプローチを試みた。計画エリアの4つ角に各々隣接す
る環境と呼応する4つの建築を配置。さらに4つの建築の間に縦横4本づ
つの帯状空間をクロスさせた構成による6つの群体としてのデザインであ
る。そこでは「全体性と固有性」「非均質性と均質性」を両義的に備え「散
策性・街性」が立ち現われている。学術風景は「偶発的・自然発生的・同時
多発的・祝祭的」に溢れ文理の垣根が取り払われる。本プロジェクトは建築
や都市デザインの領域を超えて、新たな大学の在り方を問う取組でもある。
　国際学部棟：国際学部開設に向け教育環境を社会化（グローバル化）す
るデザインアプローチを行った。少人数教育のための演習室を千鳥状にス
ライドすることで生まれる余白を、吹抜と学生の拠り所となるオープンスペー
スとしている。斜めに連続する吹抜は、立体的なつながりと共に、エコボイド
の機能も果たしている。室やフロアという概念を超えて、流動的な空気や風
景によって、空間全体が身体感覚的につながっている環境空間を目指した。
撮影：㈱エスエス大阪  第38回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品

■プロフィール
畠山　文聡（はたけやま・ふみあき）
1974年 大阪府生まれ
1998年 神戸大学大学院修士課程修了後、

NTTファシリティーズ入社
現　 在 同社関西事業本部エンジニアリング＆コン

ストラクション部　近畿大学非常勤講師
岡　俊徳（おか・としのり）
1980年 鹿児島県生まれ
2005年 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科造

形工学専攻修了後、ＮＴＴファシリティーズ入社
現　 在 同社関西事業本部エンジニアリング＆

コンストラクション部
伊藤　裕也（いとう・ゆうや）
1983年 三重県生まれ
2008年 広島大学工学部第四類卒業後、NTT

ファシリティーズ入社
現　 在 同社九州支店ファシリティ事業部エン

ジニアリング&コンストラクション部

■建物データ
設　　計：㈱NTTファシリティ－ズ
施　　工：㈱大林組・㈱九電工・浅海電

気㈱・㈱日立ビルシステム
所 在 地：大阪府東大阪市小若江3丁

目4番1号
主要用途：学校（大学）
建 築 主：学校法人 近畿大学
竣　　工：2016年3月
構造規模：S造一部SRC造・RC造　　

地下1階・地上11階・塔屋2階
敷地面積：86,710.43㎡
建築面積：7,265.78㎡（１～５号館）

975.63㎡（18号館増築）
延床面積：28,345.07㎡（１～５号館）
 3,423.50㎡（18号館増築）
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コイズミ緑橋ビル　竹中工務店

　「あかりのありかを求めて」_ 自然の「あかり」をお手本に、
照明器具の企画・開発・製造・販売を行なっているコイズミ
照明の研究開発施設「あかりの杜」を計画した。敷地は大阪
市内の住宅地である。まちに対しては“緑段のPARK”として、
まちのスケールと調和させ、ワークプレイスに対しては“各階
の GARDEN”として、適度なヒューマンスケールとリアルな自
然との関わりを創出した。各階に南向きの庭があることで、太
陽光が執務空間に木漏れ日を落とし、また、花を摘んだり、
新しく種を植えたりと、自然との交歓を通した社員同士の新た
なコミュニケーションも生まれている。木の幹のメタファーとし
ての木質の吹抜けは、外部環境の移ろいを体感できる場であ
り、開発商品の実証実験を俯瞰できるコラボレーションの拠
点でもある。
　竣工後まもなく、普段見ることのなかった小鳥や蝶が各階の
バルコニーに訪れるようになったと聞く。「あかりの杜」が自然
と人を結び、まちの環境を変える一助となることを願っている。

撮影：古川泰造　第38回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品

■プロフィール
有田　博（ありた　ひろし）
1993年 東京芸術大学大学院美術研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部グループリーダー

北村　仁司（きたむら　ひとし）
1996年 京都大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部グループリーダー

金澤　潤（かなざわ　じゅん）
2011年 名古屋工業大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部

中西　正佳（なかにし　まさよし）
2007年 京都大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 中西正佳建築設計事務所主宰

■建物データ
建 築 主：小泉産業株式会社
設　　計：株式会社竹中工務店
照明設計：コイズミ照明株式会社
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪府大阪市東成区
　　　　　東中本 2-3-5
用　　途：事務所
竣　　工：2017 年 3月
敷地面積： 1,466.41 ㎡
建築面積： 1,128.04 ㎡
延床面積： 5,225.73 ㎡
構　　造：鉄骨造
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TB-SQUARE　竹中工務店

街の魅力を高める「美と健康」の情報発信地
　理美容機器、頭髪化粧品等の製造販売を主軸とするタカラベル
モント株式会社のフラッグシップとなる建物の計画である。
　敷地は大阪の心斎橋に近い堺筋に面する場所に位置し、本社を
初めとする周辺の関連施設との関係性や高いランドマーク性が求め
られた。そこで、外観は企業メッセージである「美と健康」からイメージし
た、白とコーポレートカラーの青の「リング」をずらしながらつなぎあわせ
るように構成し、既存棟とのスケール的な一体感を持つ清潔感と躍
動感を表現したランドマーク性の高い印象的な表情を創出した。
　内部は1～3階を実際に商品を体験できるショールームフロア、4・5
階を講習室やテストラボを配したスタジオ系のフロアで構成し、コミュ
ニケーションの場となる屋上庭園とシースルーエレベーターで結ぶこと
で、自然光を取り込むと共に、講習を含めた多様なサービスを垣間見る
ことができる空間とした。特にショールームでは全体を吹抜けを介した
スキップフロアで構成することで、視覚的な連続性を作り出すと共に、
堺筋側にスロープと空間展示を組み合わせた動線一体の展示空間
を設け、ショールームを移動する人のアクティビティを外部へ表現した。
　プロフェッショナルビューティーの情報発信地であるこの建物の誕生
をきっかけに、周辺エリアの魅力向上につながることを期待している。
撮影：古川泰造　第38回大阪都市景観建築賞建築サイン・アート賞受賞作品

■プロフィール
栗﨑　浩（くりさき ひろし）
2000年  関西大学大学院

工学研究科修了
同　 年  竹中工務店入社
現　 在  同社設計部

■建物データ
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
ショールーム設計施工：タカラスペースデザイン株式会社
所 在 地：大阪市中央区島之内 2-13-22
用　　途：事務所
構造・規模：S造　地上６階・塔屋１階
敷地面積： 1,427.67 ㎡
建築面積： 981.31 ㎡
延床面積： 4,590.02 ㎡
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龍谷大学 大宮キャンパス 東黌　日建設計

キャンパスの歴史を未来へ繋ぐ
　龍谷大学創設の地である大宮キャンパスにおける校舎の建替計画であ
る。大宮キャンパスには重要文化財の擬洋風建築が多数現存し現在も校
舎として使用されている。計画地は西本願寺の参道である猪熊通りを挟んで
この擬洋風建築群に対面する。設計にあたっては、キャンパスの歴史的景
観との調和を第一に考えつつも、それらを模倣するのではなく現代性を加味
することで新旧が呼応する景観を創出したいと考えた。新しい東黌は南北方
向に棟を配し、通りを介して４つの校舎が本館を取り囲む配置とした。また、猪
熊通に面する門扉・門柱・塀は、可能な限り既存のまま保存活用し通りの景
観を継承した。ファサードは本館を中心とした一体的な景観を形成するため
に、北黌・南黌のファサードから13尺スパンの列柱・アーチ・長押・上げ下げ
窓のリズムやベランダなどの構成を踏襲した。その一方で、建築の材料・工
法・形態はその時代を映すものとの考えから、現代の汎用材料である鉄・アル
ミ・ガラス・コンクリートを用いそれぞれの部材形状を再構築した。上げ下げ窓
の欄間はアーチではなく垂直とし、壁は全面ガラスに置き換えてコモンスペー
スという機能に相応しい透明感のあるものとした。新しい東黌がこの風景に
根付くことで、キャンパスの歴史を未来へ繋ぐ架け橋となることを願っている。

撮影：岡本公二・金井田雄介（★）
第63回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
岡田　泰典（おかだ  よしのり）
1992年 京都大学大学院修士課程修了後、日

建設計入社
現　 在 同社設計部門 ダイレクター

近藤　努（こんどう  つとむ）
1998年 京都工芸繊維大学大学院修士課程修

了後、日建設計入社
現　 在 同社設計部門 ダイレクター

金井田　雄介（かないだ  ゆうすけ）
2010年 兵庫県立尼崎工業高等学校建築科卒

業後、日建設計入社
現　 在 同社設計部門 プロジェクトアーキテクト

■建物データ
設　　計：株式会社日建設計
施　　工：松井建設株式会社大阪支店
所 在 地：京都市下京区大工町125-1
用　　途：大学
竣　　工：2018 年 2月
構造規模：地上 3階構造
　　　　　RC造・S造・SRC造
敷地面積：2,859.27 ㎡
建築面積：1,719.06 ㎡
延床面積：4,196.02 ㎡

★
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HAT house －生きていく住まい－ 　阿曽芙実

　新しい建築が生まれるとき、そこにはすでに歴史がある。この場所の
歴史、住み手の思い出、設計者の経験、それらの文脈を汲み、ひとつ
の新たな歴史（建築）をつくる。この建築が長く愛され、生き続けていく
ために。 
　ひとつの建築が生まれる時、たくさんの「想い」や「期待」がつめ込ま
れて誕生する。これからたくさんの人に愛される建築となることを夢みて。 
　敷地は六甲山脈の麓、神戸市の閑静な住宅地にある。その昔、
段々畑であった石積み擁壁を基盤に今では、六甲山にむかって住宅
が積層している景色の途中にある。日当たりが良く、不揃いな住宅が
建並びながらも、南面（海側）に開いた形状の住居が多く、ある種の均
質さがある。 
　この計画では、内壁を南面（海側）の光に対し斜に構え、壁の軸を
45度に傾けた。外壁は敷地形状通りに東西に細長い長方形とし、45
度に延びる壁を間口5.8m、奥行き13mで一旦、囲いとった形としてい
る。これにより、南の開口に対して5.8mしかなかった奥行きが、斜めに
約8.2mとなることで、光のグラデーションがより明確に現れる。また、
45度に傾けた壁により、東から西に移り変わる光を空間の奥行きの
違いや素材の変化で光がクロスし、溶け合い、多次元にわたり光の
ディメンジョンを感じる。また、プランに回遊性をもたせ、あらゆる方位へ
体感的な奥行きを発生させている。 

撮影：小川重雄　第 63回大阪建築コンクール渡辺節賞受賞作品

■プロフィール
阿曽　芙実 
1977 兵庫県神戸市生まれ
2000 金沢工業大学工学部建築学科卒業 
2002 金沢工業大学大学院建築学専攻修了 
2002-2006 小山隆治建築研究所 
2006 阿曽芙実建築設計事務所設立 
2011-2013 大阪人間科学大学非常勤講師 
2008 JIA KINKI U-40設計コンペティション

六甲山上の展望台「優秀賞」を受賞 
2015 第10回 関西建築家新人賞を受賞

■建物データ
設　　計：阿曽芙実建築設計事務所
施　　工：大垣林業株式会社
所 在 地：兵庫県神戸市 
用　　途：事務所併用住宅 
竣　　工：2017 年 9月
構造規模：木造地上 2階
敷地面積：136.10 ㎡
建築面積：80.98 ㎡
延床面積：165.71 ㎡

★
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トヨタカローラ新大阪名神茨木店　竹中工務店
　大阪北摂エリアの国道171号線沿いに、ライフスタイル発信型の新
たな車のショールームを計画した。敷地に引き込んだ道路は、構内をぐる
りと一周することで試乗のためのテストドライブコースとなり、そのまま屋
根の上へと連続し、屋外展示エリアを形成する。木質のテクスチャーで
包まれたトンネル状の内部空間は、車を展示するほか、アウトドアショップ
やライブラリーを併設し、今まで車に興味がなかった人も立ち寄れるよう
な場となっている。この計画では、車の動的体験を空間化したような、新
たなモビリティー時代の「車と人の新しい関係」を創造したいと考えた。
　カーブを描くテストドライブコースに沿ってショールームや整備工場と
いった内部空間を配置し、その空間を覆うように屋根を大きく張り出し、
地面に接地することで、屋根の上を屋外展示場とすることにした。
　形の決定プロセスでは、連動する複数の条件が同時に成立するよう
パラメトリックにデザイン検証を行い、構造合理性、空調空気の流れ、
照明計画等を重ねて計画・構造・設備の融合、施工の条件なども取込
みながら全体の調整・建築的統合を図っている。
　ここで生み出された新たな空間は、人の寸法だけではなく、車路の曲
率、車路勾配といった車の寸法や動きを内包することによって生まれた
新しいスケールを有し、平面に高さを与えるのではなく、車の動的体験
を空間化するように立体をつくりだしている。

撮影：Nacasa&Partners Inc. NAKAMICHI ATSUSH・母倉知樹（★）
第11回建築人賞受賞作品

■プロフィール
米津正臣（よねづ まさおみ）
1974年生まれ。1999年東京工業大学大学院修
士課程修了、竹中工務店入社。現在、同社大阪本
店設計部第3部門設計1グループ長。
三田村聡（みたむら さとし）
1986年生まれ。2009年名古屋市立大学芸術工学
部都市環境デザイン学科卒業、2011年名古屋大
学大学院修士課程修了、竹中工務店入社。現在、
同社大阪本店設計部第6部門設計1グループ所属。

■建物データ
設　　計：竹中工務店
施　　工：竹中工務店
所 在 地：大阪府茨木市三咲町5番17号
主要用途：展示場
建 築 主：トヨタカローラ新大阪
敷地面積：5,905.49㎡
建築面積：2,143.11㎡
延床面積：1,978.70㎡
構造規模：鉄骨造　地上1階
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CROSS ROOFの家　井上久実設計室
　敷地は枚方市光善寺駅から北東の高台にあり、敷地内には老朽化し
た母屋と離れ、これまで大切に育ててこられた沢山の樹木、そして高台の
街の風景がありました。今回、御両親が離れに移るためのリフォームと、
母屋の跡地に実家に戻ってくる子世帯の新居を作る計画でした。
　高台からの眺望や敷地内や街の豊かな緑を、この家族だけでなく街
の人 と々共有すること、２世帯の距離感を再構築することをテーマとしま
した。
　建物をリビングやダイニングが収まる南北に大きなボリュームを中心と
し、その東西に寝室やユーティリティーなどの小さな4つのボリュームが付
加される平面構成としました。建物の分節化により外部空間が凸凹し、
遠近双方の距離感で街と繋がり、また、各ボリュームの屋根の勾配の向
きを互い違いとし、住宅地にふさわしいスケール感と、交差した屋根や外
壁上部のガラスを通過して街への視線が抜け、眺望を確保しました。
　リビングダイニングからは、南側の大開口と西側のポーチ越しに、豊か
な緑と眺望を楽しむ事が出来ます。離れに面した北側の個室はご両親が
気軽に訪れ易い様に、子供室や和室を配置し、開口部の位置や大きさ
を操作し、プライバシーを守りつつ、離れを含めた敷地全体での家族の
住まい方に配慮しました。
　新旧の住まいの対比と調和の中で、街と人と家族の新たな関係が育
まれる事を期待しています。

撮影：冨田英次　第 11回建築人賞受賞作品

■プロフィール
1967年 奈良県奈良市生まれ／1990年大阪市立
大学生活科学部住居学科卒業／1990-1998年株
式会社大林組建築設計部勤務／1998-1999年ロ
ンドン在住／2000年1月井上久実設計室開設／
2003年～摂南大学工学部建築学科非常勤講師
大阪府建築士会「第1回、第11回建築人賞」受賞／大阪ガス第1回
住まいの環境デザインアワード特別賞受賞／第16回奈良県景観環境
デザイン賞（奈良県建築士会会長賞）／住まいの環境デザインアワード
2014（大阪ガス賞受賞）／奈良県景観環境デザイン賞2016（ランドス
ケープ部門受賞）／第21回木材活用コンクール（木材活用賞受賞）

■建物データ
設　　計：井上久実設計室
施　　工：西友建設
建築位置：大阪府枚方市
用　　途：一戸建て住宅
規模・構造：木造平屋
竣　　工：2018年4月
敷地面積：355.45㎡
　　　　　　 （母屋と敷地を分離）
建築面積：117.59㎡
延床面積：116.76㎡

建築人 No.664  令和元年10月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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竹中研修所「匠」新館　竹中工務店

ミニマルなCLT架構による健やかな木の建築
　竹中研修所「匠」は、里山の景観が広がる兵庫県川西市の山間に位置し、多
様な学びを通じ研鑽を積む場として、全社から社員が集い宿泊研修を行ってきた。
　研修の多様化による稼働増に応えるため、30室の宿泊室を含む新棟の増築
が求められた。敷地となる「清和台の森」では、里山の多様な生態系を育むことを
目的に、社員の参画する森づくりが進められており、森林資源活用サイクルに合致
する建材として国産杉材CLTを用いた計画とした。
　このプロジェクトでは、CLTパネル工法ならではの構成要素を研ぎ澄ましたミニマ
ルな架構の開発により、CLT建築の意匠性を高め、健やかな木の空間を創ること
を目指した。
　日射の緩和と外装木材の保護を目的に各階に設けた庇は、CLTの重ね方の工
夫によってコーナーの2方向跳ね出しを実現し、陰影あるファサードを創り出した。
　外壁開口部は、CLT建築の標準架構において必要とされる垂れ壁・腰壁をなくす
ことで、フルハイトの開口を全室で実現し、森の緑を室内へと最大限に導き入れた。
　またCLT戸境構造壁を2重とし、CLTスラブ上に2重床を設置することで、隣室
間・上下階間の遮音性能を確保するとともに、空調機や配管等の設備やCLT接
合金物が居室に露出しないよう工夫した。このようにして、天井と壁においてあらわ
しとなるCLTパネル表面の視覚的ノイズをなくし、健やかな木のもつ安らぎが利用
者を優しく包み込む空間とした。
撮影：古川泰造（表紙）・寺村雄機　第 11回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
寺村雄機（てらむら・ゆうき）
1985年  滋賀県生まれ
2008年  京都大学工学部建築学科卒業
2010年  同大学大学院工学研究科建築学

専攻修了後、竹中工務店設計部
入社

現　 在  竹中工務店大阪本店設計部設計
第4部門設計2グループ主任

■建物データ
設　　計：株式会社 竹中工務店
施　　工：株式会社 竹中工務店
所 在 地：兵庫県川西市柳谷
用　　途：研修所
竣　　工：2018年2月
構造規模：B1、F3 木造（CLTパネル

工法）、一部RC造・S造
敷地面積：79,889.76㎡
建築面積：328.90㎡
延床面積：1,209.20㎡

建築人 No.665  令和元年11月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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Alegria Residence Utsubo Park　樫永一男

　敷地は、四ツ橋筋を挟んで靭公園の東園を見渡せる絶好の位置
にある。季節の移ろいを楽しめるように管理された都心のオアシスと
なっていて、大阪では華のある人気の場所である。
　敷地面積は、91.77㎡（27.77坪）と狭小地だった。鉄筋コンクリー
ト造10階建、コンクリート打放しを望まれた。天空率を使い10階建に
した。公園が美しく室内から見える方法を模索し、公園側からはどのよ
うにすれば現況の街並みに馴染ませることができるかを考え続けた。
　立面は、手前の古いビルを眼下に、公園の風景を楽しめるように
［1階～5階］から［6階～10階］のファサードを公園側に顔を向け、よ
り美しく全貌が見られるようした。
　敷地間口は6,062㎜と非常に狭く、通常の1階柱型（1,100㎜×
1,100㎜）では1階貸店舗としての機能をはたせず、プログラム上の
問題となった。そこで、柱型を長方形（700㎜×1,500㎜）4本に、
EVシャフトを5本目の柱と見立て、構造計画をした。
　平面は、EVシャフトを介して東側に屋外避難階段、西側にサニタ
リー、避難用バルコニーをレイアウトして、二方向避難ルートを確保した。
　住戸は、靭公園の場所性を考え、多様性に満ちたテナントのニー
ズが考えられ、ワンフロアー（53.66㎡）貸し、スケルトン・インフィルに
配慮した。

撮影：松村芳治　第11回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
樫永一男
1950年 大阪市生まれ
1973年 二科展（絵画部門）入選
1978年 西林建築設計事務所
　　　　2月～10月 ヨーロッパ一人旅
1980年 樫永一男建築研究所設立
1989年 大阪府建築コンクール渡辺節賞受賞
　　　　［春夏秋冬］
2000～2010年 梅花女子大学非常勤講師
2006年 第52回大阪府建築コンクール審査員

■建物データ
建 築 主：デジタルアトン
設　　計：樫永一男建築研究所
施　　工：貫山建設
所 在 地：大阪市西区靭本町1-7-13
用　　途：店舗付き共同住宅
竣　　工：2018年1月
構造規模：鉄筋コンクリート造 地上10階
敷地面積：91.77㎡（27.77坪）
建築面積：69.02㎡
延床面積：523.89㎡

建築人 No.666  令和元年12月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」

　大阪府堺市に位置する「百舌鳥エリア」と羽曳野市・藤井寺市に位
置する「古市エリア」からなる、古墳時代の王たちの墳墓（ふんぼ）群。
世界最大級の大きさを誇る仁徳（にんとく）天皇陵古墳（堺市 墳丘
長 486ｍ）や応神（おうじん）天皇陵古墳（羽曳野市 墳丘長 425ｍ）
に代表される巨大な前方後円墳をはじめ、中小規模の円墳、方墳など、
バラエティー豊かな墳形と規模の古墳で構成される。
　本年 7 月にアゼルバイジャンで開催された、第 43 回世界遺産委員
会において、世界遺産に登録された。
大阪府・堺市・羽曳野市・藤井寺市

写真提供：堺市

写真提供：堺市
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認定こども園 日吉幼稚園　竹原義二／無有建築工房

　高槻市日吉台にある幼稚園の認定こども園化に伴う増改
築計画。未開発の丘の上に園の礎が築かれてから半世紀以
上が経ち、街の人口増加に伴って住宅と擁壁が建ち並び、
よく見られる高台の宅地の街並みが形成されていった。街
との関係を遮断していた既存の石積み擁壁は現行法基準を
満たすことができず、園舎群の整備工事に際し造り替えが
必要となった。子どもたちが日常的に生活する施設には、
日頃から周辺とのつながりを持ち地域で子どもたちを育て
る環境が必要である。今回の計画では、街との境界を緩や
かに繋げて園と地域の関係を密にしていくことを意識した。
高低差 5m 長さ 60m にもなる擁壁は、圧迫感を軽減するよ
うに分節し雛壇状にセットバックさせた。擁壁同士や道路
との隙間に緑地帯を設け、四季折々の彩りを楽しめる植栽
を計画した。擁壁の仕上げには園舎や植栽、街並みに馴染
む煉瓦タイルを吟味し、色や大きさ、厚み、目地の異なる 8
種類を組み合わせて施し景観を整えた。密集した住宅地に
季節の移ろいを感じられる自然豊かな場を提供し、周辺地
域の環境の向上にも貢献している。園と地域を繋ぐ坂道を
心地よい緑道へと更新し未来へ遺すまちなみを創り出した。

撮影：新建築社写真部・絹巻　豊（裏表紙上）
第 39回大阪都市景観建築賞大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
竹原義二（たけはら・よしじ）
1948年徳島県生まれ。1971年大阪市立大
学富樫研究室を経て、石井修／美建・設計事
務所勤務。1978年無有建築工房設立。2000
～13年大阪市立大学大学院生活科学研究科
教授。2015～19年摂南大学理工学部建築
学科教授。現在、大阪市立大学大学院生活科
学研究科、大阪大学大学院工学研究科、滋賀
県立大学環境建築デザイン学科非常勤講師

■建物データ
設　　計：竹原義二／無有建築工房
施　　工：㈱藤木工務店大阪本店
所 在 地：高槻市日吉台六番町
用　　途：幼保連携型認定こども園
竣　　工：2016年3月
構造規模：鉄骨造一部鉄筋コンクリート造
敷地面積：5,814.60㎡
建築面積：2,143.90㎡
延床面積：4,254.25㎡

建築人 No.667  令和2年1月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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建築人 No.668  令和2年2月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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JO-TERRACE OSAKA　大和ハウス工業

　大阪城公園北東の玄関口である大阪城公園駅前エリアは本丸・天守
閣へ向かう観光客、大阪城ホールや太陽の広場などで実施されるイベント
参加者、公園北側に集積するオフィスビルや商業施設など多くの人々の動
線となるエリアである。そのエリアに公園利用者の利便性を向上し大阪城
公園の魅力を向上させるためJO-TERRACE OSAKAを整備した。
　計画施設はＪＲ大阪城公園駅からペデストリアンデッキで直結し、長年課
題であったバリアフリー化を実現している。また大阪城公園を走るランナーを
サポートするランニングステーションなども整備し2017年6月にオープンした。
　既存の樹木を可能な限りそのままの位置で保存し、樹木を中心に建物を
配置することで公園の緑に溶け込むよう計画している。既存の樹木より高
さを抑えた2階建てと平屋建ての複数の建物は同じ勾配の片流れ屋根とし
統一感のある建築群としている。ファサードは全面ガラス張りとし外部から
は店舗内の賑わいを感じることができ、内部からはどこからでも緑を感じられ
る。建物は7棟で構成され2階からは天守閣を望みながら食事を楽しむこと
ができ、中央のメインストリートでは風が通り抜け、木陰で心地よい時間を過
ごすことができる。メインストリートの柱に連続して設けたノレンにグラデー
ションと店舗ロゴを入れることによって新たな城下町の賑わいを演出してい
る。また、初代大坂城を築城した豊臣秀吉が馬印としていた瓢箪をデザイン
モチーフとした照明器具やスツールを取り入れモダンな和を表現した。
撮影：株式会社伸和　第39回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
岩上　嘉樹
1980年生まれ。
2001年 大阪府立工業高等専門学校
　　　　建設工学科卒業。
2001年～06年まで施工管理に従事。
2006年 大和ハウス工業入社。
現　 在 同社本店建築事業部設計部。

■建物データ
設　　計：大和ハウス工業株式会社
施　　工：大和ハウス工業株式会社
建 築 主：大阪城パークマネジメント株式会社
所 在 地：大阪市中央区大阪城3-1
主要用途：飲食・物販
竣　　工：2017年6月
構造規模：鉄骨造　地上2階
敷地面積：58,317.16㎡
建築面積：4,836.51㎡
延床面積：6,985.19㎡

建築人 No.669  令和2年3月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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嘉麻市立碓井琴平文化館　　設計　徳岡昌克

　福岡県のほぼ中央部に位置する碓井町は、「碓井郷」の往古よ
り、自然に抱かれ、独自の郷土文化を育んできた。二十一世紀へ向
けて文化を軸にした個性豊かな町づくりの拠点として計画された碓
井琴平文化館は、郷土出身の詩人画家、織田廣喜画伯の作品を収
蔵、展示する美術館、古代から現代までの郷土資料を展示する碓井
郷土館、戦争資料や社会活動家の資料を展示する平和祈念館、そ
して町民への情報提供拠点となる図書館の四施設から構成される。
　織田廣喜画伯の作品の常設展示による美術館には、貸しギャラ
リーとしても利用できる企画展示室も設け、町民の芸術活動全般を
支授する施設とした。また、エントランスホールを介して郷土館とつな
ぐことで管理を集約しながら各館の独自性をもたせるように配慮し
た。図書館は、中央に大きな吹き抜けをとって天空光を取り入れ開
放的な空間構成としている。二階の平和祈念館には、吹抜けを巡
る明快な回遊動線を設定し、単独利用を考慮してブリッジによる個
別のアプローチ動線も確保されている。
　織田画伯の作風に周辺環境、地域特性を加味し、屋根は玄昌
石茸き、壁は織田画伯の自由な画風、温かい人柄、包容力のある
人生、あるいはまた芸術作品の永遠に失われることのない生命力を
象徴するモチーフとして青海波文様を用いた漆喰途りとした。公園
には竹と笹を主体とした植栽で修景した回遊式の散策路と多目的
広場を設け、憩いの場を創出している。
　朱と白壁の建築的アンサンブルが木々の緑に包まれ、生き生きと
した心豊かな暮らしを演出することを願っている。

受賞：第9回福岡県建築住宅文化賞大賞
　　　第8回ブルガリア世界建築トリエンナーレウィーン市長賞
　　　第８回公共建築賞地域特別賞（九州・沖縄地区）

撮影：SS九州（航空写真）、村井 修

建築人 No.670  令和2年4月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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城東区複合施設　日建設計

　本施設は、城東区内に点在する各施設が老朽・狭隘であることから、区の防災
活動拠点としての機能保持、利用者の安全性向上、公共施設の集約化による利
便性の向上、施設規模の拡充を目的に複合施設として建設され、区役所・保健福
祉センター・区民センター・図書館・老人福祉センターから構成されている。
　堅苦しいイメージがなく、街に対して威圧感を与えないデザインとした。区民が利
用しやすい区役所を目指し、南面は緑のスクリーン、北面は公園に開いたガラスの
スクリーンで構成した。ホールや公園で遊んだ帰りに気軽に立ち寄れる自然光あ
ふれる明るい図書館・区役所窓口・ホールホワイエや開放的な老人福祉センター
など、既成概念にとらわれることのない複合施設を目指した。
　施設の特性や立地条件から、利用者は様々な方向からアクセスすることが予想
されるため東・西・南に面するいずれの道路からも施設に入りやすい計画とした。上
階への動線は区役所窓口に近い建物中央に設け、さらに北側は公園からも各階
にアクセス可能な屋外階段・テラスを設け、公園に遊びに来た子供がふらっと図
書館に行けたり、老人福祉施設利用の帰りに区民センターでのイベントを発見す
るなど、お年寄りから子どもまで偶発的な出会いや交流が生まれる工夫をした。
　外観や内観、床パターンなどに音符をモチーフにしたデザインを盛り込み、区の
花モクレンやコスモスをイメージさせる色を内装材・建具・サインに配色することで利
用者が色で施設をイメージできるようにした。また、南面の多機能スクリーン・安定し
た北側採光を取り入れるガラスファサード・重力換気利用を視覚化した折板デザイ
ン屋根など、建物全体に環境配慮を取り入れたデザインとした。
撮影：エスエス大阪、近代建築社　第39回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品

■プロフィール
赤木　　隆（あかぎ・たかし）
1972年 兵庫工業高等学校卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門シニアエキスパート

惠本涼太郎（えもと・りょうたろう）
1997年 京都工芸繊維大学大学院卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門ダイレクター

尾口　晴基（おぐち・はるき）
2009年 室蘭工業大学大学院卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：大阪市都市整備局・
 株式会社日建設計
施　　工：浅沼・中林特定建設工事共同企業体
所 在 地：大阪市城東区中央3丁目5番
用　　途： 区役所、集会場（区民ホール）、
 図書館、老人福祉センター、事務所
建 築 主：大阪市
敷地面積：6,534.20㎡
建築面積：5,367.95㎡
延床面積：15,820.78㎡
構造規模：SRC造、一部RC造・S造、
 地下1階、地上4階
工　　期：2014年1月～2016年3月
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公益財団法人 日本生命済生会  日本生命病院　大林組

　元大阪府庁跡地に建つ350床の総合病院である。歴史ある三者
（元府庁跡地、日本生命、日本生命病院）に対して敬意を払い、それぞ
れが歩んできた歴史を表層化し地域に開いていくことがテーマとなった。
■日本生命本館の品格を継承した外観
　低層部は御堂筋沿いに建つ日本生命本館と同様のプロポーション
とするとともに、本館の石材ディテールを踏襲した。また、高層部（病棟）
バルコニーの出隅を曲面とすることで柔らかな親しみやすいスカイライン
を形成し、日本生命本館の品格を継承した外観意匠を実現している。
■元府庁の記憶を街にひらく
　1階コリドーとガーデンでは、地域に開かれた親しみやすい新たな病院
のあり方を目指し、誰もがいつでも立ち寄ることのできる、地域と人々に
寄り添う公園のような空間づくりを目指した。コリドーは元府庁を彷彿とさ
せるヴォールト天井に石壁、かつて府庁前にあった雑魚場橋を照らして
いた照明デザインをモチーフとしたポール照明など、その土地の歴史をイ
ンテリアのモチーフとすることで、来館者が建築に愛着を持つ仕掛けを
施した。また、このコリドーに面して、カフェやイベントホール、工房といっ
た地域貢献施設を配し、ガーデンを介してこれらの施設が街と繋がるよ
うに建築・庭・まちを一体的に捉えて設計した。ガーデンは「ひとと医療、
まちをつなぐ地域の庭」と位置付け、多様なリハビリテーション機能が風
景の中に融け込み、四季を通じ五感で自然を楽しめる空間としている。

撮影：伸和 藪内正直　第8回みどりのまちづくり賞（大阪府知事賞）・
第39回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品

■プロフィール
伊達　翔（だて しょう）
1984年 奈良県生まれ。
2009年 大阪大学大学院工
 学研究科修了、
 同年大林組入社。
現　 在 同社大阪本店
 建築設計部副課長。

■建物データ
設　　計：株式会社大林組
施　　工：新日生病院建設JV（大林組、大成建設）
建 築 主：日本生命保険相互会社・
　　　　　公益財団法人日本生命済生会
所 在 地：大阪市西区江之子島2-1-54
主要用途：病院
竣　　工：2017年12月
構造規模：S造一部RC造、地下1階、地上14階、塔屋2階
敷地面積：7,351.74㎡
建築面積：4,156.13㎡
延床面積：38,185.66㎡
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大阪北NKビル（ホテルヴィスキオ大阪）　竹中工務店

「森の寛ぎ」空間を創出
　400 室をもつ宿泊主体型のホテルの計画敷地の北隣地に庭
園が隣接している。さらに周辺は梅田北地区の再開発により街路
樹や民間敷地内の庭園など、緑の広がりが形成され、大阪・梅
田駅から徒歩圏内に立地する都心でありながらも、自然のおおら
かさが同時に存在している。そんな場所で建築・インテリア共に自
然的なモチーフを取り入れ内外の繋がりを感じることができる空間
を創出した。
　どこにいても外との繋がりを感じられる空間づくりをするため、庭
園の緑を保持し、借景としながら緑を内部まで引込むことで森の中
にいるような寛ぎの空間を演出した。共用部空間では常に庭園と
視線が繋がりながら自然光が降り注ぐトップライトとルーバー天井を
組み合わせることで、森の中にいるような空間を創出した。
　建物の全周を覆っている室外機等が組み込まれたバルコニー
は、ルーバーの組み合わせにより自然の陰影を表現しながら、奥行
寸法に操作を加えることでおおらかさを都市風景に表出している。
　一貫して自然的な要素を内外部に渡り昇華させることで建築全
体が通奏低音のように調和しながら佇む空気感をつくりだす。
撮影：母倉知樹　第39回大阪都市景観建築賞建築サイン・アート賞受賞作品

■プロフィール
鈴木　雅史（すずき・まさし）
2003年 早稲田大学大学院卒業後
 株式会社竹中工務店に入社
現　 在 同社設計部門課長

沢田　拓郎（さわだ・たくろう）
2015年 日本大学大学院卒業後
 株式会社竹中工務店に入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪市北区芝田2丁目4番10号
用　　途：ホテル
建 築 主：JR西日本不動産開発株式会社
敷地面積：3,201㎡
建築面積：2,247㎡
延床面積：13,762㎡
構造規模：S造、地上8階
工　　期：2017年3月～2018年4月
（基本計画・設計監修・監理：安井建築設計事務所）
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ふじしろ幼稚園　アバクス・アーキテクツ
　吹田市の北千里駅近く、緑の多い恵まれた環境にある「ふじしろ
幼稚園」。2010年に大規模な建て替え工事を行い、今回は残りの
園舎４室の耐震改修工事です。
　鉄骨の耐震補強ができるだけ目立たないよう、開口部以外の壁
面に斜材を設けて強度を確保しました。自然光と間接照明の光で
柔らかな空間になるよう配慮しています。また、間仕切壁にある既存
の柱型が大きかった為、それを利用して遊具となる蜂の巣の様な六
角形の家具を埋め込みました。
　屋外廊下部分には天然木のウッドデッキを巡らし、さらにその外
にレンガを敷き詰めました。
　また、三色彩道と呼ばれる道路に面する場所は、桜の木が植っ
ているだけで今まで有効に利用されていませんでした。
　そこで教室の外にテラスを設け、その延長の斜面地を利用して
子供達が回遊できるアスレチック施設を造りました。それぞれ特色を
持った６つのステージを造り、それらを連結することで異なった空間
体験を楽しむことができます。既存の樹木を利用した、自然と一体と
なった遊具です。握力の低下が懸念される最近の子供たちが楽し
んで身体を鍛える事ができる施設です。
　遊具で遊ぶ子供たちの姿と歓声が街を通る人たちに笑顔と元
気を与えてくれたらと思います。
撮影：笹倉洋平（外部）、事務所提供（室内）　第12回建築人賞建築人賞受賞作品

■プロフィール
栄　隆志
1961年 神戸市生まれ
1986年 神戸大学工学部建築学科卒業
1986年 株式会社AAA総合設計入社
1992年 SAKAE建築研究所開設
2000年 有限会社アバクス・アーキテ

クツ設立

■建物データ
設　　計：有限会社アバクス・アーキテクツ
構造設計：明興コンサルタンツ 沼田明樹
施　　工：株式会社越智工務店
建 築 主：真和学園
所 在 地：大阪府吹田市藤白台4丁目
用　　途：幼稚園
竣　　工：2019年3月
構造規模：混構造地上2階建て、鉄骨造平屋、木造
敷地面積：6,545.01㎡
延床面積：352.75㎡（改装部分のみ）
建築面積：369.39㎡（改装部分のみ）
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■プロフィール
大西憲司
1948年 大阪府生まれ
1971年 近畿大学理工学部建築学科卒業、
 設計事務所勤務
1998年 大西憲司設計工房設立
2002年「御領の家」で大阪建築コンクール大阪
府知事賞／2004年 大阪都市景観建築賞大阪府
知事賞／2005年「戸建の木の集合住宅」で大阪
建築コンクール大阪府知事賞、「桜の家」で大阪
都市景観建築賞大阪府知事賞

■建物データ
設　　計：大西憲司設計工房
施　　工：アトリエ・エイト
所 在 地：兵庫県姫路市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2018.11
構造規模：木造（在来工法）
　　　　　地上2階
敷地面積：175.77㎡
建築面積：85.17㎡
延床面積：127.49㎡

農人町の町家　大西憲司

　敷地は、姫路城南西部の姫路市農人町に位置する。町名
の由来として、江戸時代に城下町が成立し、町家は町人・職人・
足軽の居住地であったが、ここでは農夫が混住していたので、
農人町と呼ばれていた。昔の地割のまま町並みが唯一残っ
ているノコギリのようなギザギザの道に敷地が接している。
道路向かい側に、築120年程経つ平入りの町家があり、周辺
には昔の面影を残す町家が点在している。歴史性、地域性、
景観などに配慮し、この地域に相応しい、建主のライフス
タイルに合わせた現代的な町家を考えた。計画は、特徴的
な奥行きのある敷地特性を生かし、要望である来客用を含
めた車3台の駐車場と、駐輪スペースを道路に面して設けた。
東側に植え込みと、道路から引き込まれた墨モルタルの道
が玄関へのアプローチとなる。建物は、南側に離れ的にし
た平家の和室棟を配し、敷地の真ん中に設けたデッキテラ
スと植栽の中庭を挟んで、北側に主室となる2階建を分棟配
置した。道路から繋がる1本の道は通り土間となり、和室や
リビング・ダイニング・裏庭へと導かれる。ダイニングの
吹抜に螺旋状に取り付けた階段が主寝室・子供室・空中に
浮いた書斎へと、道路から一筆書きのように繋がっていく。

撮影：福澤昭嘉　第12回建築人賞建築人賞受賞作品

まち
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兵庫県林業会館　竹中工務店

　兵庫県内の林業関係団体が入るオフィスビル。当計画で
は街に対して CLT をガラス越しに表出させることで、ビル
が密集する都市景観に自然素材のやわらかな表情をもたら
している。また、1 階の表通り側に兵庫県産木材とその活
用方法を PR するギャラリーを設置し、一般の来訪者へと
開放している。都市型耐火 CLT 建築のプロトタイプとして
開発した「CLT＋鉄骨ハイブリッド構造」は、鉄骨による
大スパン空間の実現と耐震要素である CLT 壁パネルの自由
な配置が可能であり、多様な用途・規模の建物へと展開で
きる。当計画が都心部への木造建築の導入の契機となって、
木材消費の促進と都市景観の向上に寄与することを期待し
ている。

撮影：母倉知樹　第 12回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
山田義浩（やまだ・よしひろ）
1965 年 福井県生まれ
1988 年 東京理科大学工学部建築学科卒業
1990 年 同大大学院工学研究科建築学専攻修了後、
 竹中工務店入社
現　  在 竹中工務店大阪本店設計部設計第 5部長

森　　稔（もり・みのる）
1986 年 広島県生まれ
2009 年 九州大学工学部建築学科卒業
2011 年 同大学大学院人間環境学府空間システム
 専攻修了後、竹中工務店入社
現　  在 竹中工務店大阪本店設計部設計第 5部門
 設計 1グループ主任

■建物データ
設　　計：竹中工務店
施　　工：竹中工務店・
　　　　　大和ハウス工業 JV
所 在 地：兵庫県神戸市
用　　途：事務所
竣　　工：2019 年 1月
構造規模：CLT+S造、RC造
　　　　　5階
敷地面積：355.24 ㎡
建築面積：310.49 ㎡
延床面積：1,567.10 ㎡

建築人 No.676  令和2年10月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

2020

建
築
人 
10

四畳半キューブの家　HAMADA DESIGN

　この住宅は、生活に必要なリビング・キッチン・浴室など
の諸室を全て四畳半に統一している。一般的な住宅に比べて
リビングは狭い、一方浴室は広い。結果、リビングは意外と
落ち着いた空間となり家族の距離を縮め、浴室は広々として
ちょっとしたリゾートホテルのようになった。全て合わせる
と四畳半キューブ8個で構成されており、それぞれのキュー
ブ間には「広場」と「路地」を設けて距離を保っている。
キューブの上には鉄骨柱で持ち上げられた屋根が浮き、360
度のガラス欄間から様々な光が差し込む構成となっている。
　各用途の面積を統一し、単なる廊下ではなく半外部となる
要素（広場と路地）で繋ぐことで日々新しい発見が起こる、
そんな新たな住まいを目指した。

撮影：笹倉洋平　第12回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
濱田　猛（はまだ・たけし）
1975年 大阪府生まれ
1998年 法政大学工学部土木工学科卒業
2003年 京都工芸繊維大学大学院工芸科
 学研究科造形工学専攻修了
2003年 株式会社コンパス建築工房
2006年～ HAMADA DESIGN

2014年～ 京都工芸繊維大学非常勤講師
2019年～ 摂南大学非常勤講師
2020年～ 京都芸術大学非常勤講師

■建物データ
設　　計：HAMADA DESIGN 
　　　　　濱田　猛
構造設計：造形工学研究所
　　　　　福永　毅
施　　工：ジェイプランニング
所 在 地：大阪府寝屋川市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2018年6月
構造規模：RC造+鉄骨造+木造
　　　　　2階建て
敷地面積：211.24㎡
延床面積：89.43㎡
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大谷さやまこども園　竹中工務店

つながりを育むこども園
　園の教育理念である「命あることへの感謝」が体験的に養われ
るこども園として、他者や自然、社会とのつながりを育むことができる
場の創出を目指した。
　4棟から構成される建物群は、既存樹木を避けるように雁行し、
敷地高低差に合わせて配置された。立体的な回遊性のあるデッキ
とブリッジで建物間をつなぐことで中庭が形成され、豊かな自然をよ
り身近に感じられる構成となっている。全体は分節された切妻屋根
で覆われ、つながりと一体感を表現するとともに、跳ね出した庇が重
なり合い、内部と外部をゆるやかにつなぐ縁側のような中間領域を
形成している。保育室は切妻天井で両端をサッシとして採光と通風
に配慮し、園の活動を穏やかに表出させることで地域とつながる風
景の創出を試みた。スケールや開放感、材料の異なる多様な居場
所を提供することで、こども・家庭・地域・世代の交流が促進される
場の形成を図っている。外構には、この地域の潜在自然植生を主
体とし、季節をとおして匂いや味覚・触覚などの五感に訴えかける植
物を植え、子どもたちの興味や学びを誘発することを意図している。
この建築がつくり出す環境が、こどもたちの成長の一助となり、原風
景として記憶に残ることを願っている。

撮影：古川泰造、國本暁彦　第12回建築人賞佳作受賞作品

■プロフィール
森山　悟（もりやま・さとる）
1988年 竹中工務店入社
現　 在 竹中工務店九州支店設計部設計部長
國本暁彦（くにもと・あきひこ）
1999年 竹中工務店入社
2006～7年 槇総合計画事務所
現　 在 竹中工務店大阪本店設計部第５設 
 計部門グループリーダー副部長
ランドスケープ：荻野寿也景観設計

■建物データ
建 築 主：学校法人大谷学園
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪狭山市今熊1丁目50
用　　途：幼保連携型認定こども園
竣　　工：2019年3月
構造規模：Ｓ造　２階
敷地面積：4,111.99㎡
建築面積：1,348.28㎡
延床面積：1,981.22㎡
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建築人No.559 2011.01 工匠の技と心テクノロジー「界」の建築家記憶の建築 「目神山の家3」 明日に伝える「住み続けていく」という理念森五商店東京支店－デビュー作に託されたもの 削 る古代を解く：唐招提寺金堂の保存修理を終えて 建築人工匠の技と心テクノロジー水都創生記憶の建築 海洋大国としての認識の必要性法政大学55・58年館－自由な精神を宿す空間 千代鶴と江戸熊の鑿古い団地住棟のスケルトン改修No.560 2011.02 建築人工匠の技と心テクノロジー建築士の心構え記憶の建築 ムラの住まいを考える－和歌山での題材を通して京都会館－そのたたずまいに込められたもの 堂宮大工  －時代を超えて受け継ぐもの－既存超高層建物の長周期地震動対策No.561 2011.03 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 42011 No.562 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 52011 No.563 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 62011 No.564 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 72011 No.565 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 82011 No.566 92011 No.567建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 102011 No.568建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 112011 No.569建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 122011 No.570建築人KENCHIKUJIN SINCE1964
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2008－03 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.526 2008.04建築士のあり方と建築士法の改正未来路女性病院 視えなかった自画像超高層建築の可能性について制震技術適用における構造設計者の取り組み 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.527 2008.05改正法と専攻建築士制度との連携ふんだんな教会 原　　風　　景千里ニュータウンの再生課題ニュータウン再生計画モデル試論 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.528 2008.06資格取得における実務経験についてセブランス・ユバ外科 「建築のつかまえ方」ニュータウン再生計画モデル試論ニュータウン再生への処方箋 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.529 2008.07改正建築士法の課題とこれからの建築士像①ヌリマル APECハウス 建 築 と 写 真環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.530 2008.08改正建築士法の課題とこれからの建築士像②PENIEL教会教育館 建 築 の 快 楽懐 か し い 未 来クリエイティブなオフィスをつくる 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.531 2008.09建築士と建築士事務所すなわち資格と業について釜山地方報勳庁舍 建 築 の 記 憶高齢者住宅の普及状況と課題吹田竜ケ池ホーム・ 竜ケ池ハウスの計画事例 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.532 2008.10新制度 構造設計一級建築士に期待する五六島を形象化した南区庁舍 心 に 残 る 風 景構造デザインの可能性建築デザインとテクノロジーの融合－“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.533 2008.11建築設備設計技術者の資格について釜山女性家族開発院 建 築 の 構 造 と 光商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」再 生 す る 建 築 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.534 2008.12これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて自然の建築・建築の自然 建 築 と 材 料高強度・高性能コンクリートの実施例－The Kitahama Tower－ひび割れのないコンクリートの造り方コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.535 2009.01設計施工一括方式と建築士文化ゴルモック（路地） 建 築 と 物 語素材としてのコンクリートの魅力と可能性についてコンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.536 2009.02改正建築基準法の施行と今後の建築行政についてGallery 眼 鏡 「空虚な華やかさ」鉄筋コンクリート構造とはコンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.537 2009.03建築士制度の見直しについてRak'nWok（Chinese restaurant） 生 き つ づ け る 建 築外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには「外断熱からはじまるマンション選び」 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.538 2009.04建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの安 住 の 家 卒業設計に見るビルディングタイプ京阪電車中之島線が拓くまちづくり街のブランディングと中之島の粋（エスプリ） 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築

No.539 2009.05建築士の覚悟を問う震災の教訓と建築士の役割神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ保健所及び開かれた空間 設計事務所の名前耐震化の促進に向けて大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的としたE-ディフェンス実験

建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.540 2009.06一億総住育のすすめ聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ中小企業職業訓練人力開発センター 日本建築学会賞の受賞年齢省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー日本の常識は世界の非常識 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.541 2009.07大学院・インターンシップ制度について旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える釜山広域市東区庁舎 建築における地域格差意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.542 2009.08これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙KONGSBERG Maritime Korea シュリンクする建築設計業一般照明用LEDの技術動向CASBEEと地球温暖化問題 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.543 2009.09バリアフリー改修と改正建築基準法について高島屋東京店増築－華麗なる増築デザインG カ フ ェ グーグルで見るモダニズムの巨匠日常災害と建築デザイン 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.544 2009.10建築士会としての気概に期待しつつ北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味美 笑 療 養 病 院 どこへ行く？建築家の留学先適材適所による「ハイブリッド構造」インスタレーションが示唆するもの 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.545 2009.11構造設計一級建築士の課題と展望神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶金明女子高等学校 増加する建築展覧会集住体デザインの可能性について住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.546 2009.12制度の上に胡座を構く旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの履 道 斎 どちらに座る？東海道新幹線伝統的木造構法と現代身近な文化財を活かすために

建築人　工匠の技と心「界」の建築家　石井 修記憶の建築 No.555 2010.09－「目神山の家７」のたどった稀有な足跡－旧・秋ノ宮村役場－山里の朗らかな近代建築 大 工 の く ら し 建築人No.556 2010.10 工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 都市における水辺空間の創造ホテルフジタ京都－生き続ける建築とは何か はかる・しるす －墨掛道具－低炭素社会と“ZEB” 建築人No.557 2010.11 工匠の技と心テクノロジー建築士の心構え記憶の建築 「自分の役割」を考えながら行動する京都大学総合体育館－空間造形の根源を求めて 挽き切る －鋸－カタツムリに学ぶ住宅材料の防汚・抗菌技術 建築人No.558 2010.12 工匠の技と心テクノロジー水都創生記憶の建築 「イギリスの水辺都市再生」から見た大阪湾の可能性倉敷アイビースクエア－過去と未来をつなぐ うがつ（穿つ）東京スカイツリーの構造設計建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.547 2010.01建築デザインと地域と建築士大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの釜山市中区 青少年文化の家 「良いクライアント」の条件南海ターミナルビル再生計画南海ターミナルビル再生計画 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.548 2010.02職能としての建築家の役割国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したものバルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校 これからの10年間に出る本新しいデザインの潮流自然と人がつくる循環する建築 建築人kenchikujin デ／ー／タ／ス／コ／ー／プテ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.549 2010.03建築士と建築士会がなすべきこと名護市庁舎－建築の原風景を求めて抽象的自然－自然的空間 建築学科の人気失墜？伝統建築を保存する技と知恵時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.550 2010.04ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間 匠 と 道 具街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み 建築人工匠の技と心テクノロジー「界」の建築家　石井 修記憶の建築 No.551 2010.05－インタビューを振り返って－広島平和記念資料館－平和をつくる工場 建築と用材－道具と製材の歴史－引き継いでゆく「水都大阪」 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.552 2010.06水辺の風景づくりの今世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間 大 工 の 技マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」 建築人工匠の技と心テクノロジー建築士の心構え記憶の建築 No.553 2010.07遊び心で「余白」をつくろう戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く 適 材 適 所イノベーションから見た都市環境のあり方 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.554 2010.08水都大阪のまちづくりの展望と課題愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群 工 匠 と 儀 式上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）

2016-2018 2006-2015

建築人 No.655  平成31年1月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

2019

建
築
人 

1
建築人 No.656  平成31年2月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

中之島フェスティバルタワー・ウエスト　日建設計

中之島の歴史・文化・芸術を醸成するランドマークへ
2012年竣工の中之島フェスティバルタワーを第1期とする、200
ｍのツインタワープロジェクトの２期計画。旧ビル（朝日新聞ビル・
大阪朝日ビル）の弧を描く外壁形状を継承し、ベージュ系のタイル
の暖かみある素材の記憶を質感ある大型煉瓦壁で再生するな
ど、ビルの歴史的なアイデンティティを現代に引継ぎながら、二つ
のビルの統一モチーフとして活かし、優美さと素材感を合わせ持
つ、新しいランドマークビルを目指した。そして、中之島という地がビ
ジネスだけでなく文化も育んできた歴史を受け止め、未来に向けて
更に文化が醸成される場所になる事を願い、ウエストはオフィス・
商業に加え、美術館・多目的ホール等の文化施設や、高さ200ｍ
からのパノラマビューを堪能できるラグジュアリーホテルCONRAD
OSAKAを内包。足元の大ピロティ空間やサンクンガーデンなどの
パブリックスペースを四ツ橋筋及び地下街に沿いダイナミックに
配置し、街区間の地上と地下の回遊性を高め、1期計画で完成し
た音楽の殿堂：フェスティバルホールと合わせて、ビジネスと文化
が立体的に融合するまち「フェスティバルシティ」が完成した。
撮影：ナカサアンドパートナーズ（表紙）・東出写真事務所（裏表紙）

第38回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
江副　敏史（えぞえ・さとし）
1980年 京都大学工学部建築学科卒業後、日建設計入社
現　 在 同社フェロー役員デザインフェロー、京都大学・京

都工芸繊維大学非常勤講師

勝山　太郎（かつやま・たろう）
1990年 早稲田大学大学院理工学研究科卒業後、日建

設計入社
現　 在 同社設計部門 理事 グループマネージャー 設計部長

多喜　茂（たき・しげる）
1991年 金沢工業大学大学院修士課程終了後、日建設

計入社
現　 在 同社設計部門 主管

小畑　香（こはた・かおり）
2010年 神戸大学大学院修士課程終了後、日建設計入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：㈱日建設計
構造・設備設計協力：㈱竹中工務店
施　　工：㈱竹中工務店
所 在 地：大阪府大阪市北区中

之島3丁目2番4号
主要用途：事務所/ホテル/飲食

店舗/物販店舗/美
術館/集会場 他

竣　　工：2017年3月
構造規模：S造、SRC造、RC造
　　　　　地下4階/地上41階/塔屋2階
敷地面積：8,377.84㎡
建築面積：6,106.48㎡
延床面積：151,146.45㎡
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近畿大学 ACADEMIC THEATER（1～5号館）／国際学部棟（18号館）
NTTファシリティ－ズ
　キャンパスの建替として既存施設再編の「ACADEMIC THEATER」
と、新設学部整備の「国際学部棟」の一体的な計画である。
　ACADEMIC THEATER：建築単体としてのデザインではなく都市的様
相を有するデザインアプローチを試みた。計画エリアの4つ角に各々隣接す
る環境と呼応する4つの建築を配置。さらに4つの建築の間に縦横4本づ
つの帯状空間をクロスさせた構成による6つの群体としてのデザインであ
る。そこでは「全体性と固有性」「非均質性と均質性」を両義的に備え「散
策性・街性」が立ち現われている。学術風景は「偶発的・自然発生的・同時
多発的・祝祭的」に溢れ文理の垣根が取り払われる。本プロジェクトは建築
や都市デザインの領域を超えて、新たな大学の在り方を問う取組でもある。
　国際学部棟：国際学部開設に向け教育環境を社会化（グローバル化）す
るデザインアプローチを行った。少人数教育のための演習室を千鳥状にス
ライドすることで生まれる余白を、吹抜と学生の拠り所となるオープンスペー
スとしている。斜めに連続する吹抜は、立体的なつながりと共に、エコボイド
の機能も果たしている。室やフロアという概念を超えて、流動的な空気や風
景によって、空間全体が身体感覚的につながっている環境空間を目指した。
撮影：㈱エスエス大阪  第38回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品

■プロフィール
畠山　文聡（はたけやま・ふみあき）
1974年 大阪府生まれ
1998年 神戸大学大学院修士課程修了後、

NTTファシリティーズ入社
現　 在 同社関西事業本部エンジニアリング＆コン

ストラクション部　近畿大学非常勤講師
岡　俊徳（おか・としのり）
1980年 鹿児島県生まれ
2005年 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科造

形工学専攻修了後、ＮＴＴファシリティーズ入社
現　 在 同社関西事業本部エンジニアリング＆

コンストラクション部
伊藤　裕也（いとう・ゆうや）
1983年 三重県生まれ
2008年 広島大学工学部第四類卒業後、NTT

ファシリティーズ入社
現　 在 同社九州支店ファシリティ事業部エン

ジニアリング&コンストラクション部

■建物データ
設　　計：㈱NTTファシリティ－ズ
施　　工：㈱大林組・㈱九電工・浅海電

気㈱・㈱日立ビルシステム
所 在 地：大阪府東大阪市小若江3丁

目4番1号
主要用途：学校（大学）
建 築 主：学校法人 近畿大学
竣　　工：2016年3月
構造規模：S造一部SRC造・RC造　　

地下1階・地上11階・塔屋2階
敷地面積：86,710.43㎡
建築面積：7,265.78㎡（１～５号館）

975.63㎡（18号館増築）
延床面積：28,345.07㎡（１～５号館）
 3,423.50㎡（18号館増築）
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コイズミ緑橋ビル　竹中工務店

　「あかりのありかを求めて」_ 自然の「あかり」をお手本に、
照明器具の企画・開発・製造・販売を行なっているコイズミ
照明の研究開発施設「あかりの杜」を計画した。敷地は大阪
市内の住宅地である。まちに対しては“緑段のPARK”として、
まちのスケールと調和させ、ワークプレイスに対しては“各階
の GARDEN”として、適度なヒューマンスケールとリアルな自
然との関わりを創出した。各階に南向きの庭があることで、太
陽光が執務空間に木漏れ日を落とし、また、花を摘んだり、
新しく種を植えたりと、自然との交歓を通した社員同士の新た
なコミュニケーションも生まれている。木の幹のメタファーとし
ての木質の吹抜けは、外部環境の移ろいを体感できる場であ
り、開発商品の実証実験を俯瞰できるコラボレーションの拠
点でもある。
　竣工後まもなく、普段見ることのなかった小鳥や蝶が各階の
バルコニーに訪れるようになったと聞く。「あかりの杜」が自然
と人を結び、まちの環境を変える一助となることを願っている。

撮影：古川泰造　第38回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品

■プロフィール
有田　博（ありた　ひろし）
1993年 東京芸術大学大学院美術研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部グループリーダー

北村　仁司（きたむら　ひとし）
1996年 京都大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部グループリーダー

金澤　潤（かなざわ　じゅん）
2011年 名古屋工業大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部

中西　正佳（なかにし　まさよし）
2007年 京都大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 中西正佳建築設計事務所主宰

■建物データ
建 築 主：小泉産業株式会社
設　　計：株式会社竹中工務店
照明設計：コイズミ照明株式会社
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪府大阪市東成区
　　　　　東中本 2-3-5
用　　途：事務所
竣　　工：2017 年 3月
敷地面積： 1,466.41 ㎡
建築面積： 1,128.04 ㎡
延床面積： 5,225.73 ㎡
構　　造：鉄骨造
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TB-SQUARE　竹中工務店

街の魅力を高める「美と健康」の情報発信地
　理美容機器、頭髪化粧品等の製造販売を主軸とするタカラベル
モント株式会社のフラッグシップとなる建物の計画である。
　敷地は大阪の心斎橋に近い堺筋に面する場所に位置し、本社を
初めとする周辺の関連施設との関係性や高いランドマーク性が求め
られた。そこで、外観は企業メッセージである「美と健康」からイメージし
た、白とコーポレートカラーの青の「リング」をずらしながらつなぎあわせ
るように構成し、既存棟とのスケール的な一体感を持つ清潔感と躍
動感を表現したランドマーク性の高い印象的な表情を創出した。
　内部は1～3階を実際に商品を体験できるショールームフロア、4・5
階を講習室やテストラボを配したスタジオ系のフロアで構成し、コミュ
ニケーションの場となる屋上庭園とシースルーエレベーターで結ぶこと
で、自然光を取り込むと共に、講習を含めた多様なサービスを垣間見る
ことができる空間とした。特にショールームでは全体を吹抜けを介した
スキップフロアで構成することで、視覚的な連続性を作り出すと共に、
堺筋側にスロープと空間展示を組み合わせた動線一体の展示空間
を設け、ショールームを移動する人のアクティビティを外部へ表現した。
　プロフェッショナルビューティーの情報発信地であるこの建物の誕生
をきっかけに、周辺エリアの魅力向上につながることを期待している。
撮影：古川泰造　第38回大阪都市景観建築賞建築サイン・アート賞受賞作品

■プロフィール
栗﨑　浩（くりさき ひろし）
2000年  関西大学大学院

工学研究科修了
同　 年  竹中工務店入社
現　 在  同社設計部

■建物データ
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
ショールーム設計施工：タカラスペースデザイン株式会社
所 在 地：大阪市中央区島之内 2-13-22
用　　途：事務所
構造・規模：S造　地上６階・塔屋１階
敷地面積： 1,427.67 ㎡
建築面積： 981.31 ㎡
延床面積： 4,590.02 ㎡
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龍谷大学 大宮キャンパス 東黌　日建設計

キャンパスの歴史を未来へ繋ぐ
　龍谷大学創設の地である大宮キャンパスにおける校舎の建替計画であ
る。大宮キャンパスには重要文化財の擬洋風建築が多数現存し現在も校
舎として使用されている。計画地は西本願寺の参道である猪熊通りを挟んで
この擬洋風建築群に対面する。設計にあたっては、キャンパスの歴史的景
観との調和を第一に考えつつも、それらを模倣するのではなく現代性を加味
することで新旧が呼応する景観を創出したいと考えた。新しい東黌は南北方
向に棟を配し、通りを介して４つの校舎が本館を取り囲む配置とした。また、猪
熊通に面する門扉・門柱・塀は、可能な限り既存のまま保存活用し通りの景
観を継承した。ファサードは本館を中心とした一体的な景観を形成するため
に、北黌・南黌のファサードから13尺スパンの列柱・アーチ・長押・上げ下げ
窓のリズムやベランダなどの構成を踏襲した。その一方で、建築の材料・工
法・形態はその時代を映すものとの考えから、現代の汎用材料である鉄・アル
ミ・ガラス・コンクリートを用いそれぞれの部材形状を再構築した。上げ下げ窓
の欄間はアーチではなく垂直とし、壁は全面ガラスに置き換えてコモンスペー
スという機能に相応しい透明感のあるものとした。新しい東黌がこの風景に
根付くことで、キャンパスの歴史を未来へ繋ぐ架け橋となることを願っている。

撮影：岡本公二・金井田雄介（★）
第63回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
岡田　泰典（おかだ  よしのり）
1992年 京都大学大学院修士課程修了後、日

建設計入社
現　 在 同社設計部門 ダイレクター

近藤　努（こんどう  つとむ）
1998年 京都工芸繊維大学大学院修士課程修

了後、日建設計入社
現　 在 同社設計部門 ダイレクター

金井田　雄介（かないだ  ゆうすけ）
2010年 兵庫県立尼崎工業高等学校建築科卒

業後、日建設計入社
現　 在 同社設計部門 プロジェクトアーキテクト

■建物データ
設　　計：株式会社日建設計
施　　工：松井建設株式会社大阪支店
所 在 地：京都市下京区大工町125-1
用　　途：大学
竣　　工：2018 年 2月
構造規模：地上 3階構造
　　　　　RC造・S造・SRC造
敷地面積：2,859.27 ㎡
建築面積：1,719.06 ㎡
延床面積：4,196.02 ㎡

★

建築人 No.661  令和元年7月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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HAT house －生きていく住まい－ 　阿曽芙実

　新しい建築が生まれるとき、そこにはすでに歴史がある。この場所の
歴史、住み手の思い出、設計者の経験、それらの文脈を汲み、ひとつ
の新たな歴史（建築）をつくる。この建築が長く愛され、生き続けていく
ために。 
　ひとつの建築が生まれる時、たくさんの「想い」や「期待」がつめ込ま
れて誕生する。これからたくさんの人に愛される建築となることを夢みて。 
　敷地は六甲山脈の麓、神戸市の閑静な住宅地にある。その昔、
段々畑であった石積み擁壁を基盤に今では、六甲山にむかって住宅
が積層している景色の途中にある。日当たりが良く、不揃いな住宅が
建並びながらも、南面（海側）に開いた形状の住居が多く、ある種の均
質さがある。 
　この計画では、内壁を南面（海側）の光に対し斜に構え、壁の軸を
45度に傾けた。外壁は敷地形状通りに東西に細長い長方形とし、45
度に延びる壁を間口5.8m、奥行き13mで一旦、囲いとった形としてい
る。これにより、南の開口に対して5.8mしかなかった奥行きが、斜めに
約8.2mとなることで、光のグラデーションがより明確に現れる。また、
45度に傾けた壁により、東から西に移り変わる光を空間の奥行きの
違いや素材の変化で光がクロスし、溶け合い、多次元にわたり光の
ディメンジョンを感じる。また、プランに回遊性をもたせ、あらゆる方位へ
体感的な奥行きを発生させている。 

撮影：小川重雄　第 63回大阪建築コンクール渡辺節賞受賞作品

■プロフィール
阿曽　芙実 
1977 兵庫県神戸市生まれ
2000 金沢工業大学工学部建築学科卒業 
2002 金沢工業大学大学院建築学専攻修了 
2002-2006 小山隆治建築研究所 
2006 阿曽芙実建築設計事務所設立 
2011-2013 大阪人間科学大学非常勤講師 
2008 JIA KINKI U-40設計コンペティション

六甲山上の展望台「優秀賞」を受賞 
2015 第10回 関西建築家新人賞を受賞

■建物データ
設　　計：阿曽芙実建築設計事務所
施　　工：大垣林業株式会社
所 在 地：兵庫県神戸市 
用　　途：事務所併用住宅 
竣　　工：2017 年 9月
構造規模：木造地上 2階
敷地面積：136.10 ㎡
建築面積：80.98 ㎡
延床面積：165.71 ㎡

★

建築人 No.662  令和元年8月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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トヨタカローラ新大阪名神茨木店　竹中工務店
　大阪北摂エリアの国道171号線沿いに、ライフスタイル発信型の新
たな車のショールームを計画した。敷地に引き込んだ道路は、構内をぐる
りと一周することで試乗のためのテストドライブコースとなり、そのまま屋
根の上へと連続し、屋外展示エリアを形成する。木質のテクスチャーで
包まれたトンネル状の内部空間は、車を展示するほか、アウトドアショップ
やライブラリーを併設し、今まで車に興味がなかった人も立ち寄れるよう
な場となっている。この計画では、車の動的体験を空間化したような、新
たなモビリティー時代の「車と人の新しい関係」を創造したいと考えた。
　カーブを描くテストドライブコースに沿ってショールームや整備工場と
いった内部空間を配置し、その空間を覆うように屋根を大きく張り出し、
地面に接地することで、屋根の上を屋外展示場とすることにした。
　形の決定プロセスでは、連動する複数の条件が同時に成立するよう
パラメトリックにデザイン検証を行い、構造合理性、空調空気の流れ、
照明計画等を重ねて計画・構造・設備の融合、施工の条件なども取込
みながら全体の調整・建築的統合を図っている。
　ここで生み出された新たな空間は、人の寸法だけではなく、車路の曲
率、車路勾配といった車の寸法や動きを内包することによって生まれた
新しいスケールを有し、平面に高さを与えるのではなく、車の動的体験
を空間化するように立体をつくりだしている。

撮影：Nacasa&Partners Inc. NAKAMICHI ATSUSH・母倉知樹（★）
第11回建築人賞受賞作品

■プロフィール
米津正臣（よねづ まさおみ）
1974年生まれ。1999年東京工業大学大学院修
士課程修了、竹中工務店入社。現在、同社大阪本
店設計部第3部門設計1グループ長。
三田村聡（みたむら さとし）
1986年生まれ。2009年名古屋市立大学芸術工学
部都市環境デザイン学科卒業、2011年名古屋大
学大学院修士課程修了、竹中工務店入社。現在、
同社大阪本店設計部第6部門設計1グループ所属。

■建物データ
設　　計：竹中工務店
施　　工：竹中工務店
所 在 地：大阪府茨木市三咲町5番17号
主要用途：展示場
建 築 主：トヨタカローラ新大阪
敷地面積：5,905.49㎡
建築面積：2,143.11㎡
延床面積：1,978.70㎡
構造規模：鉄骨造　地上1階

建築人 No.663  令和元年9月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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CROSS ROOFの家　井上久実設計室
　敷地は枚方市光善寺駅から北東の高台にあり、敷地内には老朽化し
た母屋と離れ、これまで大切に育ててこられた沢山の樹木、そして高台の
街の風景がありました。今回、御両親が離れに移るためのリフォームと、
母屋の跡地に実家に戻ってくる子世帯の新居を作る計画でした。
　高台からの眺望や敷地内や街の豊かな緑を、この家族だけでなく街
の人 と々共有すること、２世帯の距離感を再構築することをテーマとしま
した。
　建物をリビングやダイニングが収まる南北に大きなボリュームを中心と
し、その東西に寝室やユーティリティーなどの小さな4つのボリュームが付
加される平面構成としました。建物の分節化により外部空間が凸凹し、
遠近双方の距離感で街と繋がり、また、各ボリュームの屋根の勾配の向
きを互い違いとし、住宅地にふさわしいスケール感と、交差した屋根や外
壁上部のガラスを通過して街への視線が抜け、眺望を確保しました。
　リビングダイニングからは、南側の大開口と西側のポーチ越しに、豊か
な緑と眺望を楽しむ事が出来ます。離れに面した北側の個室はご両親が
気軽に訪れ易い様に、子供室や和室を配置し、開口部の位置や大きさ
を操作し、プライバシーを守りつつ、離れを含めた敷地全体での家族の
住まい方に配慮しました。
　新旧の住まいの対比と調和の中で、街と人と家族の新たな関係が育
まれる事を期待しています。

撮影：冨田英次　第 11回建築人賞受賞作品

■プロフィール
1967年 奈良県奈良市生まれ／1990年大阪市立
大学生活科学部住居学科卒業／1990-1998年株
式会社大林組建築設計部勤務／1998-1999年ロ
ンドン在住／2000年1月井上久実設計室開設／
2003年～摂南大学工学部建築学科非常勤講師
大阪府建築士会「第1回、第11回建築人賞」受賞／大阪ガス第1回
住まいの環境デザインアワード特別賞受賞／第16回奈良県景観環境
デザイン賞（奈良県建築士会会長賞）／住まいの環境デザインアワード
2014（大阪ガス賞受賞）／奈良県景観環境デザイン賞2016（ランドス
ケープ部門受賞）／第21回木材活用コンクール（木材活用賞受賞）

■建物データ
設　　計：井上久実設計室
施　　工：西友建設
建築位置：大阪府枚方市
用　　途：一戸建て住宅
規模・構造：木造平屋
竣　　工：2018年4月
敷地面積：355.45㎡
　　　　　　 （母屋と敷地を分離）
建築面積：117.59㎡
延床面積：116.76㎡

建築人 No.664  令和元年10月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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竹中研修所「匠」新館　竹中工務店

ミニマルなCLT架構による健やかな木の建築
　竹中研修所「匠」は、里山の景観が広がる兵庫県川西市の山間に位置し、多
様な学びを通じ研鑽を積む場として、全社から社員が集い宿泊研修を行ってきた。
　研修の多様化による稼働増に応えるため、30室の宿泊室を含む新棟の増築
が求められた。敷地となる「清和台の森」では、里山の多様な生態系を育むことを
目的に、社員の参画する森づくりが進められており、森林資源活用サイクルに合致
する建材として国産杉材CLTを用いた計画とした。
　このプロジェクトでは、CLTパネル工法ならではの構成要素を研ぎ澄ましたミニマ
ルな架構の開発により、CLT建築の意匠性を高め、健やかな木の空間を創ること
を目指した。
　日射の緩和と外装木材の保護を目的に各階に設けた庇は、CLTの重ね方の工
夫によってコーナーの2方向跳ね出しを実現し、陰影あるファサードを創り出した。
　外壁開口部は、CLT建築の標準架構において必要とされる垂れ壁・腰壁をなくす
ことで、フルハイトの開口を全室で実現し、森の緑を室内へと最大限に導き入れた。
　またCLT戸境構造壁を2重とし、CLTスラブ上に2重床を設置することで、隣室
間・上下階間の遮音性能を確保するとともに、空調機や配管等の設備やCLT接
合金物が居室に露出しないよう工夫した。このようにして、天井と壁においてあらわ
しとなるCLTパネル表面の視覚的ノイズをなくし、健やかな木のもつ安らぎが利用
者を優しく包み込む空間とした。
撮影：古川泰造（表紙）・寺村雄機　第 11回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
寺村雄機（てらむら・ゆうき）
1985年  滋賀県生まれ
2008年  京都大学工学部建築学科卒業
2010年  同大学大学院工学研究科建築学

専攻修了後、竹中工務店設計部
入社

現　 在  竹中工務店大阪本店設計部設計
第4部門設計2グループ主任

■建物データ
設　　計：株式会社 竹中工務店
施　　工：株式会社 竹中工務店
所 在 地：兵庫県川西市柳谷
用　　途：研修所
竣　　工：2018年2月
構造規模：B1、F3 木造（CLTパネル

工法）、一部RC造・S造
敷地面積：79,889.76㎡
建築面積：328.90㎡
延床面積：1,209.20㎡

建築人 No.665  令和元年11月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961
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Alegria Residence Utsubo Park　樫永一男

　敷地は、四ツ橋筋を挟んで靭公園の東園を見渡せる絶好の位置
にある。季節の移ろいを楽しめるように管理された都心のオアシスと
なっていて、大阪では華のある人気の場所である。
　敷地面積は、91.77㎡（27.77坪）と狭小地だった。鉄筋コンクリー
ト造10階建、コンクリート打放しを望まれた。天空率を使い10階建に
した。公園が美しく室内から見える方法を模索し、公園側からはどのよ
うにすれば現況の街並みに馴染ませることができるかを考え続けた。
　立面は、手前の古いビルを眼下に、公園の風景を楽しめるように
［1階～5階］から［6階～10階］のファサードを公園側に顔を向け、よ
り美しく全貌が見られるようした。
　敷地間口は6,062㎜と非常に狭く、通常の1階柱型（1,100㎜×
1,100㎜）では1階貸店舗としての機能をはたせず、プログラム上の
問題となった。そこで、柱型を長方形（700㎜×1,500㎜）4本に、
EVシャフトを5本目の柱と見立て、構造計画をした。
　平面は、EVシャフトを介して東側に屋外避難階段、西側にサニタ
リー、避難用バルコニーをレイアウトして、二方向避難ルートを確保した。
　住戸は、靭公園の場所性を考え、多様性に満ちたテナントのニー
ズが考えられ、ワンフロアー（53.66㎡）貸し、スケルトン・インフィルに
配慮した。

撮影：松村芳治　第11回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
樫永一男
1950年 大阪市生まれ
1973年 二科展（絵画部門）入選
1978年 西林建築設計事務所
　　　　2月～10月 ヨーロッパ一人旅
1980年 樫永一男建築研究所設立
1989年 大阪府建築コンクール渡辺節賞受賞
　　　　［春夏秋冬］
2000～2010年 梅花女子大学非常勤講師
2006年 第52回大阪府建築コンクール審査員

■建物データ
建 築 主：デジタルアトン
設　　計：樫永一男建築研究所
施　　工：貫山建設
所 在 地：大阪市西区靭本町1-7-13
用　　途：店舗付き共同住宅
竣　　工：2018年1月
構造規模：鉄筋コンクリート造 地上10階
敷地面積：91.77㎡（27.77坪）
建築面積：69.02㎡
延床面積：523.89㎡

建築人 No.666  令和元年12月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」

　大阪府堺市に位置する「百舌鳥エリア」と羽曳野市・藤井寺市に位
置する「古市エリア」からなる、古墳時代の王たちの墳墓（ふんぼ）群。
世界最大級の大きさを誇る仁徳（にんとく）天皇陵古墳（堺市 墳丘
長 486ｍ）や応神（おうじん）天皇陵古墳（羽曳野市 墳丘長 425ｍ）
に代表される巨大な前方後円墳をはじめ、中小規模の円墳、方墳など、
バラエティー豊かな墳形と規模の古墳で構成される。
　本年 7 月にアゼルバイジャンで開催された、第 43 回世界遺産委員
会において、世界遺産に登録された。
大阪府・堺市・羽曳野市・藤井寺市

写真提供：堺市

写真提供：堺市
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認定こども園 日吉幼稚園　竹原義二／無有建築工房

　高槻市日吉台にある幼稚園の認定こども園化に伴う増改
築計画。未開発の丘の上に園の礎が築かれてから半世紀以
上が経ち、街の人口増加に伴って住宅と擁壁が建ち並び、
よく見られる高台の宅地の街並みが形成されていった。街
との関係を遮断していた既存の石積み擁壁は現行法基準を
満たすことができず、園舎群の整備工事に際し造り替えが
必要となった。子どもたちが日常的に生活する施設には、
日頃から周辺とのつながりを持ち地域で子どもたちを育て
る環境が必要である。今回の計画では、街との境界を緩や
かに繋げて園と地域の関係を密にしていくことを意識した。
高低差 5m 長さ 60m にもなる擁壁は、圧迫感を軽減するよ
うに分節し雛壇状にセットバックさせた。擁壁同士や道路
との隙間に緑地帯を設け、四季折々の彩りを楽しめる植栽
を計画した。擁壁の仕上げには園舎や植栽、街並みに馴染
む煉瓦タイルを吟味し、色や大きさ、厚み、目地の異なる 8
種類を組み合わせて施し景観を整えた。密集した住宅地に
季節の移ろいを感じられる自然豊かな場を提供し、周辺地
域の環境の向上にも貢献している。園と地域を繋ぐ坂道を
心地よい緑道へと更新し未来へ遺すまちなみを創り出した。

撮影：新建築社写真部・絹巻　豊（裏表紙上）
第 39回大阪都市景観建築賞大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
竹原義二（たけはら・よしじ）
1948年徳島県生まれ。1971年大阪市立大
学富樫研究室を経て、石井修／美建・設計事
務所勤務。1978年無有建築工房設立。2000
～13年大阪市立大学大学院生活科学研究科
教授。2015～19年摂南大学理工学部建築
学科教授。現在、大阪市立大学大学院生活科
学研究科、大阪大学大学院工学研究科、滋賀
県立大学環境建築デザイン学科非常勤講師

■建物データ
設　　計：竹原義二／無有建築工房
施　　工：㈱藤木工務店大阪本店
所 在 地：高槻市日吉台六番町
用　　途：幼保連携型認定こども園
竣　　工：2016年3月
構造規模：鉄骨造一部鉄筋コンクリート造
敷地面積：5,814.60㎡
建築面積：2,143.90㎡
延床面積：4,254.25㎡
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JO-TERRACE OSAKA　大和ハウス工業

　大阪城公園北東の玄関口である大阪城公園駅前エリアは本丸・天守
閣へ向かう観光客、大阪城ホールや太陽の広場などで実施されるイベント
参加者、公園北側に集積するオフィスビルや商業施設など多くの人々の動
線となるエリアである。そのエリアに公園利用者の利便性を向上し大阪城
公園の魅力を向上させるためJO-TERRACE OSAKAを整備した。
　計画施設はＪＲ大阪城公園駅からペデストリアンデッキで直結し、長年課
題であったバリアフリー化を実現している。また大阪城公園を走るランナーを
サポートするランニングステーションなども整備し2017年6月にオープンした。
　既存の樹木を可能な限りそのままの位置で保存し、樹木を中心に建物を
配置することで公園の緑に溶け込むよう計画している。既存の樹木より高
さを抑えた2階建てと平屋建ての複数の建物は同じ勾配の片流れ屋根とし
統一感のある建築群としている。ファサードは全面ガラス張りとし外部から
は店舗内の賑わいを感じることができ、内部からはどこからでも緑を感じられ
る。建物は7棟で構成され2階からは天守閣を望みながら食事を楽しむこと
ができ、中央のメインストリートでは風が通り抜け、木陰で心地よい時間を過
ごすことができる。メインストリートの柱に連続して設けたノレンにグラデー
ションと店舗ロゴを入れることによって新たな城下町の賑わいを演出してい
る。また、初代大坂城を築城した豊臣秀吉が馬印としていた瓢箪をデザイン
モチーフとした照明器具やスツールを取り入れモダンな和を表現した。
撮影：株式会社伸和　第39回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
岩上　嘉樹
1980年生まれ。
2001年 大阪府立工業高等専門学校
　　　　建設工学科卒業。
2001年～06年まで施工管理に従事。
2006年 大和ハウス工業入社。
現　 在 同社本店建築事業部設計部。

■建物データ
設　　計：大和ハウス工業株式会社
施　　工：大和ハウス工業株式会社
建 築 主：大阪城パークマネジメント株式会社
所 在 地：大阪市中央区大阪城3-1
主要用途：飲食・物販
竣　　工：2017年6月
構造規模：鉄骨造　地上2階
敷地面積：58,317.16㎡
建築面積：4,836.51㎡
延床面積：6,985.19㎡
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嘉麻市立碓井琴平文化館　　設計　徳岡昌克

　福岡県のほぼ中央部に位置する碓井町は、「碓井郷」の往古よ
り、自然に抱かれ、独自の郷土文化を育んできた。二十一世紀へ向
けて文化を軸にした個性豊かな町づくりの拠点として計画された碓
井琴平文化館は、郷土出身の詩人画家、織田廣喜画伯の作品を収
蔵、展示する美術館、古代から現代までの郷土資料を展示する碓井
郷土館、戦争資料や社会活動家の資料を展示する平和祈念館、そ
して町民への情報提供拠点となる図書館の四施設から構成される。
　織田廣喜画伯の作品の常設展示による美術館には、貸しギャラ
リーとしても利用できる企画展示室も設け、町民の芸術活動全般を
支授する施設とした。また、エントランスホールを介して郷土館とつな
ぐことで管理を集約しながら各館の独自性をもたせるように配慮し
た。図書館は、中央に大きな吹き抜けをとって天空光を取り入れ開
放的な空間構成としている。二階の平和祈念館には、吹抜けを巡
る明快な回遊動線を設定し、単独利用を考慮してブリッジによる個
別のアプローチ動線も確保されている。
　織田画伯の作風に周辺環境、地域特性を加味し、屋根は玄昌
石茸き、壁は織田画伯の自由な画風、温かい人柄、包容力のある
人生、あるいはまた芸術作品の永遠に失われることのない生命力を
象徴するモチーフとして青海波文様を用いた漆喰途りとした。公園
には竹と笹を主体とした植栽で修景した回遊式の散策路と多目的
広場を設け、憩いの場を創出している。
　朱と白壁の建築的アンサンブルが木々の緑に包まれ、生き生きと
した心豊かな暮らしを演出することを願っている。

受賞：第9回福岡県建築住宅文化賞大賞
　　　第8回ブルガリア世界建築トリエンナーレウィーン市長賞
　　　第８回公共建築賞地域特別賞（九州・沖縄地区）

撮影：SS九州（航空写真）、村井 修
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城東区複合施設　日建設計

　本施設は、城東区内に点在する各施設が老朽・狭隘であることから、区の防災
活動拠点としての機能保持、利用者の安全性向上、公共施設の集約化による利
便性の向上、施設規模の拡充を目的に複合施設として建設され、区役所・保健福
祉センター・区民センター・図書館・老人福祉センターから構成されている。
　堅苦しいイメージがなく、街に対して威圧感を与えないデザインとした。区民が利
用しやすい区役所を目指し、南面は緑のスクリーン、北面は公園に開いたガラスの
スクリーンで構成した。ホールや公園で遊んだ帰りに気軽に立ち寄れる自然光あ
ふれる明るい図書館・区役所窓口・ホールホワイエや開放的な老人福祉センター
など、既成概念にとらわれることのない複合施設を目指した。
　施設の特性や立地条件から、利用者は様々な方向からアクセスすることが予想
されるため東・西・南に面するいずれの道路からも施設に入りやすい計画とした。上
階への動線は区役所窓口に近い建物中央に設け、さらに北側は公園からも各階
にアクセス可能な屋外階段・テラスを設け、公園に遊びに来た子供がふらっと図
書館に行けたり、老人福祉施設利用の帰りに区民センターでのイベントを発見す
るなど、お年寄りから子どもまで偶発的な出会いや交流が生まれる工夫をした。
　外観や内観、床パターンなどに音符をモチーフにしたデザインを盛り込み、区の
花モクレンやコスモスをイメージさせる色を内装材・建具・サインに配色することで利
用者が色で施設をイメージできるようにした。また、南面の多機能スクリーン・安定し
た北側採光を取り入れるガラスファサード・重力換気利用を視覚化した折板デザイ
ン屋根など、建物全体に環境配慮を取り入れたデザインとした。
撮影：エスエス大阪、近代建築社　第39回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品

■プロフィール
赤木　　隆（あかぎ・たかし）
1972年 兵庫工業高等学校卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門シニアエキスパート

惠本涼太郎（えもと・りょうたろう）
1997年 京都工芸繊維大学大学院卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門ダイレクター

尾口　晴基（おぐち・はるき）
2009年 室蘭工業大学大学院卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：大阪市都市整備局・
 株式会社日建設計
施　　工：浅沼・中林特定建設工事共同企業体
所 在 地：大阪市城東区中央3丁目5番
用　　途： 区役所、集会場（区民ホール）、
 図書館、老人福祉センター、事務所
建 築 主：大阪市
敷地面積：6,534.20㎡
建築面積：5,367.95㎡
延床面積：15,820.78㎡
構造規模：SRC造、一部RC造・S造、
 地下1階、地上4階
工　　期：2014年1月～2016年3月
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公益財団法人 日本生命済生会  日本生命病院　大林組

　元大阪府庁跡地に建つ350床の総合病院である。歴史ある三者
（元府庁跡地、日本生命、日本生命病院）に対して敬意を払い、それぞ
れが歩んできた歴史を表層化し地域に開いていくことがテーマとなった。
■日本生命本館の品格を継承した外観
　低層部は御堂筋沿いに建つ日本生命本館と同様のプロポーション
とするとともに、本館の石材ディテールを踏襲した。また、高層部（病棟）
バルコニーの出隅を曲面とすることで柔らかな親しみやすいスカイライン
を形成し、日本生命本館の品格を継承した外観意匠を実現している。
■元府庁の記憶を街にひらく
　1階コリドーとガーデンでは、地域に開かれた親しみやすい新たな病院
のあり方を目指し、誰もがいつでも立ち寄ることのできる、地域と人々に
寄り添う公園のような空間づくりを目指した。コリドーは元府庁を彷彿とさ
せるヴォールト天井に石壁、かつて府庁前にあった雑魚場橋を照らして
いた照明デザインをモチーフとしたポール照明など、その土地の歴史をイ
ンテリアのモチーフとすることで、来館者が建築に愛着を持つ仕掛けを
施した。また、このコリドーに面して、カフェやイベントホール、工房といっ
た地域貢献施設を配し、ガーデンを介してこれらの施設が街と繋がるよ
うに建築・庭・まちを一体的に捉えて設計した。ガーデンは「ひとと医療、
まちをつなぐ地域の庭」と位置付け、多様なリハビリテーション機能が風
景の中に融け込み、四季を通じ五感で自然を楽しめる空間としている。

撮影：伸和 藪内正直　第8回みどりのまちづくり賞（大阪府知事賞）・
第39回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品

■プロフィール
伊達　翔（だて しょう）
1984年 奈良県生まれ。
2009年 大阪大学大学院工
 学研究科修了、
 同年大林組入社。
現　 在 同社大阪本店
 建築設計部副課長。

■建物データ
設　　計：株式会社大林組
施　　工：新日生病院建設JV（大林組、大成建設）
建 築 主：日本生命保険相互会社・
　　　　　公益財団法人日本生命済生会
所 在 地：大阪市西区江之子島2-1-54
主要用途：病院
竣　　工：2017年12月
構造規模：S造一部RC造、地下1階、地上14階、塔屋2階
敷地面積：7,351.74㎡
建築面積：4,156.13㎡
延床面積：38,185.66㎡
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大阪北NKビル（ホテルヴィスキオ大阪）　竹中工務店

「森の寛ぎ」空間を創出
　400 室をもつ宿泊主体型のホテルの計画敷地の北隣地に庭
園が隣接している。さらに周辺は梅田北地区の再開発により街路
樹や民間敷地内の庭園など、緑の広がりが形成され、大阪・梅
田駅から徒歩圏内に立地する都心でありながらも、自然のおおら
かさが同時に存在している。そんな場所で建築・インテリア共に自
然的なモチーフを取り入れ内外の繋がりを感じることができる空間
を創出した。
　どこにいても外との繋がりを感じられる空間づくりをするため、庭
園の緑を保持し、借景としながら緑を内部まで引込むことで森の中
にいるような寛ぎの空間を演出した。共用部空間では常に庭園と
視線が繋がりながら自然光が降り注ぐトップライトとルーバー天井を
組み合わせることで、森の中にいるような空間を創出した。
　建物の全周を覆っている室外機等が組み込まれたバルコニー
は、ルーバーの組み合わせにより自然の陰影を表現しながら、奥行
寸法に操作を加えることでおおらかさを都市風景に表出している。
　一貫して自然的な要素を内外部に渡り昇華させることで建築全
体が通奏低音のように調和しながら佇む空気感をつくりだす。
撮影：母倉知樹　第39回大阪都市景観建築賞建築サイン・アート賞受賞作品

■プロフィール
鈴木　雅史（すずき・まさし）
2003年 早稲田大学大学院卒業後
 株式会社竹中工務店に入社
現　 在 同社設計部門課長

沢田　拓郎（さわだ・たくろう）
2015年 日本大学大学院卒業後
 株式会社竹中工務店に入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪市北区芝田2丁目4番10号
用　　途：ホテル
建 築 主：JR西日本不動産開発株式会社
敷地面積：3,201㎡
建築面積：2,247㎡
延床面積：13,762㎡
構造規模：S造、地上8階
工　　期：2017年3月～2018年4月
（基本計画・設計監修・監理：安井建築設計事務所）
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ふじしろ幼稚園　アバクス・アーキテクツ
　吹田市の北千里駅近く、緑の多い恵まれた環境にある「ふじしろ
幼稚園」。2010年に大規模な建て替え工事を行い、今回は残りの
園舎４室の耐震改修工事です。
　鉄骨の耐震補強ができるだけ目立たないよう、開口部以外の壁
面に斜材を設けて強度を確保しました。自然光と間接照明の光で
柔らかな空間になるよう配慮しています。また、間仕切壁にある既存
の柱型が大きかった為、それを利用して遊具となる蜂の巣の様な六
角形の家具を埋め込みました。
　屋外廊下部分には天然木のウッドデッキを巡らし、さらにその外
にレンガを敷き詰めました。
　また、三色彩道と呼ばれる道路に面する場所は、桜の木が植っ
ているだけで今まで有効に利用されていませんでした。
　そこで教室の外にテラスを設け、その延長の斜面地を利用して
子供達が回遊できるアスレチック施設を造りました。それぞれ特色を
持った６つのステージを造り、それらを連結することで異なった空間
体験を楽しむことができます。既存の樹木を利用した、自然と一体と
なった遊具です。握力の低下が懸念される最近の子供たちが楽し
んで身体を鍛える事ができる施設です。
　遊具で遊ぶ子供たちの姿と歓声が街を通る人たちに笑顔と元
気を与えてくれたらと思います。
撮影：笹倉洋平（外部）、事務所提供（室内）　第12回建築人賞建築人賞受賞作品

■プロフィール
栄　隆志
1961年 神戸市生まれ
1986年 神戸大学工学部建築学科卒業
1986年 株式会社AAA総合設計入社
1992年 SAKAE建築研究所開設
2000年 有限会社アバクス・アーキテ

クツ設立

■建物データ
設　　計：有限会社アバクス・アーキテクツ
構造設計：明興コンサルタンツ 沼田明樹
施　　工：株式会社越智工務店
建 築 主：真和学園
所 在 地：大阪府吹田市藤白台4丁目
用　　途：幼稚園
竣　　工：2019年3月
構造規模：混構造地上2階建て、鉄骨造平屋、木造
敷地面積：6,545.01㎡
延床面積：352.75㎡（改装部分のみ）
建築面積：369.39㎡（改装部分のみ）
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■プロフィール
大西憲司
1948年 大阪府生まれ
1971年 近畿大学理工学部建築学科卒業、
 設計事務所勤務
1998年 大西憲司設計工房設立
2002年「御領の家」で大阪建築コンクール大阪
府知事賞／2004年 大阪都市景観建築賞大阪府
知事賞／2005年「戸建の木の集合住宅」で大阪
建築コンクール大阪府知事賞、「桜の家」で大阪
都市景観建築賞大阪府知事賞

■建物データ
設　　計：大西憲司設計工房
施　　工：アトリエ・エイト
所 在 地：兵庫県姫路市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2018.11
構造規模：木造（在来工法）
　　　　　地上2階
敷地面積：175.77㎡
建築面積：85.17㎡
延床面積：127.49㎡

農人町の町家　大西憲司

　敷地は、姫路城南西部の姫路市農人町に位置する。町名
の由来として、江戸時代に城下町が成立し、町家は町人・職人・
足軽の居住地であったが、ここでは農夫が混住していたので、
農人町と呼ばれていた。昔の地割のまま町並みが唯一残っ
ているノコギリのようなギザギザの道に敷地が接している。
道路向かい側に、築120年程経つ平入りの町家があり、周辺
には昔の面影を残す町家が点在している。歴史性、地域性、
景観などに配慮し、この地域に相応しい、建主のライフス
タイルに合わせた現代的な町家を考えた。計画は、特徴的
な奥行きのある敷地特性を生かし、要望である来客用を含
めた車3台の駐車場と、駐輪スペースを道路に面して設けた。
東側に植え込みと、道路から引き込まれた墨モルタルの道
が玄関へのアプローチとなる。建物は、南側に離れ的にし
た平家の和室棟を配し、敷地の真ん中に設けたデッキテラ
スと植栽の中庭を挟んで、北側に主室となる2階建を分棟配
置した。道路から繋がる1本の道は通り土間となり、和室や
リビング・ダイニング・裏庭へと導かれる。ダイニングの
吹抜に螺旋状に取り付けた階段が主寝室・子供室・空中に
浮いた書斎へと、道路から一筆書きのように繋がっていく。

撮影：福澤昭嘉　第12回建築人賞建築人賞受賞作品

まち
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兵庫県林業会館　竹中工務店

　兵庫県内の林業関係団体が入るオフィスビル。当計画で
は街に対して CLT をガラス越しに表出させることで、ビル
が密集する都市景観に自然素材のやわらかな表情をもたら
している。また、1 階の表通り側に兵庫県産木材とその活
用方法を PR するギャラリーを設置し、一般の来訪者へと
開放している。都市型耐火 CLT 建築のプロトタイプとして
開発した「CLT＋鉄骨ハイブリッド構造」は、鉄骨による
大スパン空間の実現と耐震要素である CLT 壁パネルの自由
な配置が可能であり、多様な用途・規模の建物へと展開で
きる。当計画が都心部への木造建築の導入の契機となって、
木材消費の促進と都市景観の向上に寄与することを期待し
ている。

撮影：母倉知樹　第 12回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
山田義浩（やまだ・よしひろ）
1965 年 福井県生まれ
1988 年 東京理科大学工学部建築学科卒業
1990 年 同大大学院工学研究科建築学専攻修了後、
 竹中工務店入社
現　  在 竹中工務店大阪本店設計部設計第 5部長

森　　稔（もり・みのる）
1986 年 広島県生まれ
2009 年 九州大学工学部建築学科卒業
2011 年 同大学大学院人間環境学府空間システム
 専攻修了後、竹中工務店入社
現　  在 竹中工務店大阪本店設計部設計第 5部門
 設計 1グループ主任

■建物データ
設　　計：竹中工務店
施　　工：竹中工務店・
　　　　　大和ハウス工業 JV
所 在 地：兵庫県神戸市
用　　途：事務所
竣　　工：2019 年 1月
構造規模：CLT+S 造、RC造
　　　　　5階
敷地面積：355.24 ㎡
建築面積：310.49 ㎡
延床面積：1,567.10 ㎡
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四畳半キューブの家　HAMADA DESIGN

　この住宅は、生活に必要なリビング・キッチン・浴室など
の諸室を全て四畳半に統一している。一般的な住宅に比べて
リビングは狭い、一方浴室は広い。結果、リビングは意外と
落ち着いた空間となり家族の距離を縮め、浴室は広々として
ちょっとしたリゾートホテルのようになった。全て合わせる
と四畳半キューブ8個で構成されており、それぞれのキュー
ブ間には「広場」と「路地」を設けて距離を保っている。
キューブの上には鉄骨柱で持ち上げられた屋根が浮き、360
度のガラス欄間から様々な光が差し込む構成となっている。
　各用途の面積を統一し、単なる廊下ではなく半外部となる
要素（広場と路地）で繋ぐことで日々新しい発見が起こる、
そんな新たな住まいを目指した。

撮影：笹倉洋平　第12回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
濱田　猛（はまだ・たけし）
1975年 大阪府生まれ
1998年 法政大学工学部土木工学科卒業
2003年 京都工芸繊維大学大学院工芸科
 学研究科造形工学専攻修了
2003年 株式会社コンパス建築工房
2006年～ HAMADA DESIGN

2014年～ 京都工芸繊維大学非常勤講師
2019年～ 摂南大学非常勤講師
2020年～ 京都芸術大学非常勤講師

■建物データ
設　　計：HAMADA DESIGN 
　　　　　濱田　猛
構造設計：造形工学研究所
　　　　　福永　毅
施　　工：ジェイプランニング
所 在 地：大阪府寝屋川市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2018年6月
構造規模：RC造+鉄骨造+木造
　　　　　2階建て
敷地面積：211.24㎡
延床面積：89.43㎡
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大谷さやまこども園　竹中工務店

つながりを育むこども園
　園の教育理念である「命あることへの感謝」が体験的に養われ
るこども園として、他者や自然、社会とのつながりを育むことができる
場の創出を目指した。
　4棟から構成される建物群は、既存樹木を避けるように雁行し、
敷地高低差に合わせて配置された。立体的な回遊性のあるデッキ
とブリッジで建物間をつなぐことで中庭が形成され、豊かな自然をよ
り身近に感じられる構成となっている。全体は分節された切妻屋根
で覆われ、つながりと一体感を表現するとともに、跳ね出した庇が重
なり合い、内部と外部をゆるやかにつなぐ縁側のような中間領域を
形成している。保育室は切妻天井で両端をサッシとして採光と通風
に配慮し、園の活動を穏やかに表出させることで地域とつながる風
景の創出を試みた。スケールや開放感、材料の異なる多様な居場
所を提供することで、こども・家庭・地域・世代の交流が促進される
場の形成を図っている。外構には、この地域の潜在自然植生を主
体とし、季節をとおして匂いや味覚・触覚などの五感に訴えかける植
物を植え、子どもたちの興味や学びを誘発することを意図している。
この建築がつくり出す環境が、こどもたちの成長の一助となり、原風
景として記憶に残ることを願っている。

撮影：古川泰造、國本暁彦　第12回建築人賞佳作受賞作品

■プロフィール
森山　悟（もりやま・さとる）
1988年 竹中工務店入社
現　 在 竹中工務店九州支店設計部設計部長
國本暁彦（くにもと・あきひこ）
1999年 竹中工務店入社
2006～7年 槇総合計画事務所
現　 在 竹中工務店大阪本店設計部第５設 
 計部門グループリーダー副部長
ランドスケープ：荻野寿也景観設計

■建物データ
建 築 主：学校法人大谷学園
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪狭山市今熊1丁目50
用　　途：幼保連携型認定こども園
竣　　工：2019年3月
構造規模：Ｓ造　２階
敷地面積：4,111.99㎡
建築面積：1,348.28㎡
延床面積：1,981.22㎡
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2008－03 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.526 2008.04建築士のあり方と建築士法の改正未来路女性病院 視えなかった自画像超高層建築の可能性について制震技術適用における構造設計者の取り組み 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.527 2008.05改正法と専攻建築士制度との連携ふんだんな教会 原　　風　　景千里ニュータウンの再生課題ニュータウン再生計画モデル試論 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.528 2008.06資格取得における実務経験についてセブランス・ユバ外科 「建築のつかまえ方」ニュータウン再生計画モデル試論ニュータウン再生への処方箋 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.529 2008.07改正建築士法の課題とこれからの建築士像①ヌリマル APECハウス 建 築 と 写 真環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.530 2008.08改正建築士法の課題とこれからの建築士像②PENIEL教会教育館 建 築 の 快 楽懐 か し い 未 来クリエイティブなオフィスをつくる 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.531 2008.09釜山地方報勳庁舍 建 築 の 記 憶高齢者住宅の普及状況と課題 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.532 2008.10五六島を形象化した南区庁舍 心 に 残 る 風 景構造デザインの可能性建築デザインとテクノロジーの融合－ 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.533 2008.11建築設備設計技術者の資格について釜山女性家族開発院 建 築 の 構 造 と 光商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」再 生 す る 建 築 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.534 2008.12これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて自然の建築・建築の自然 建 築 と 材 料高強度・高性能コンクリートの実施例－The Kitahama Tower－ひび割れのないコンクリートの造り方コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.535 2009.01設計施工一括方式と建築士文化ゴルモック（路地） 建 築 と 物 語 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.536 2009.02Gallery 眼 鏡 「空虚な華やかさ」鉄筋コンクリート構造とは 建築人kenchikujin 建／築／・／心　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方釜／山／の／建／築 No.537 2009.03建築士制度の見直しについてRak'nWok（Chinese restaurant） 生 き つ づ け る 建 築外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには「外断熱からはじまるマンション選び」 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.538 2009.04建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの安 住 の 家 卒業設計に見るビルディングタイプ京阪電車中之島線が拓くまちづくり街のブランディングと中之島の粋（エスプリ） 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.539 2009.05建築士の覚悟を問う震災の教訓と建築士の役割保健所及び開かれた空間 設計事務所の名前耐震化の促進に向けてE-ディフェンス実験 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.540 2009.06一億総住育のすすめ聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ中小企業職業訓練人力開発センター 日本建築学会賞の受賞年齢日本の常識は世界の非常識 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.541 2009.07大学院・インターンシップ制度について釜山広域市東区庁舎 建築における地域格差意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.542 2009.08KONGSBERG Maritime Korea シュリンクする建築設計業一般照明用LEDの技術動向CASBEEと地球温暖化問題 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.543 2009.09バリアフリー改修と改正建築基準法について高島屋東京店増築－華麗なる増築デザインG カ フ ェ グーグルで見るモダニズムの巨匠日常災害と建築デザイン 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.544 2009.10建築士会としての気概に期待しつつ北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味美 笑 療 養 病 院 どこへ行く？建築家の留学先適材適所による「ハイブリッド構造」インスタレーションが示唆するもの 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.545 2009.11構造設計一級建築士の課題と展望神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶金明女子高等学校 増加する建築展覧会集住体デザインの可能性について住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.546 2009.12制度の上に胡座を構く旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの履 道 斎 どちらに座る？東海道新幹線伝統的木造構法と現代身近な文化財を活かすために

建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.547 2010.01建築デザインと地域と建築士大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの釜山市中区 青少年文化の家 「良いクライアント」の条件南海ターミナルビル再生計画南海ターミナルビル再生計画 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.548 2010.02職能としての建築家の役割国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したものバルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校 これからの10年間に出る本新しいデザインの潮流自然と人がつくる循環する建築 建築人kenchikujin テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　建／築／士／の／行／方記／憶／の／建／築釜／山／の／建／築 No.549 2010.03建築士と建築士会がなすべきこと名護市庁舎－建築の原風景を求めて抽象的自然－自然的空間 建築学科の人気失墜？伝統建築を保存する技と知恵 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.550 2010.04ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間 匠 と 道 具街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み 建築人工匠の技と心テクノロジー「界」の建築家　石井 修記憶の建築 No.551 2010.05－インタビューを振り返って－広島平和記念資料館－平和をつくる工場 建築と用材－道具と製材の歴史－引き継いでゆく「水都大阪」 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.552 2010.06水辺の風景づくりの今世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間 大 工 の 技 建築人工匠の技と心テクノロジー建築士の心構え記憶の建築 No.553 2010.07遊び心で「余白」をつくろう戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く 適 材 適 所イノベーションから見た都市環境のあり方 建築人工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 No.554 2010.08水都大阪のまちづくりの展望と課題愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群 工 匠 と 儀 式上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル） 建築人　工匠の技と心「界」の建築家　石井 修記憶の建築 No.555 2010.09－「目神山の家７」のたどった稀有な足跡－旧・秋ノ宮村役場－山里の朗らかな近代建築 大 工 の く ら し 建築人No.556 2010.10 工匠の技と心テクノロジー水 都 創 生記憶の建築 都市における水辺空間の創造ホテルフジタ京都－生き続ける建築とは何か はかる・しるす －墨掛道具－低炭素社会と“ZEB” 建築人No.557 2010.11 工匠の技と心テクノロジー建築士の心構え記憶の建築 「自分の役割」を考えながら行動する京都大学総合体育館－空間造形の根源を求めて 挽き切る －鋸－カタツムリに学ぶ住宅材料の防汚・抗菌技術 建築人No.558 2010.12 工匠の技と心テクノロジー水都創生記憶の建築 「イギリスの水辺都市再生」から見た大阪湾の可能性倉敷アイビースクエア－過去と未来をつなぐ うがつ（穿つ）東京スカイツリーの構造設計

建築人No.559 2011.01 工匠の技と心テクノロジー「界」の建築家記憶の建築 森五商店東京支店－デビュー作に託されたもの 削 る古代を解く：唐招提寺金堂の保存修理を終えて 建築人工匠の技と心テクノロジー水都創生記憶の建築 海洋大国としての認識の必要性法政大学55・58年館－自由な精神を宿す空間 千代鶴と江戸熊の鑿古い団地住棟のスケルトン改修No.560 2011.02 建築人工匠の技と心テクノロジー建築士の心構え記憶の建築 ムラの住まいを考える－和歌山での題材を通して京都会館－そのたたずまいに込められたもの 堂宮大工  －時代を超えて受け継ぐもの－既存超高層建物の長周期地震動対策No.561 2011.03 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 42011 No.562 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 52011 No.563 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 62011 No.564 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 72011 No.565 建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 82011 No.566 92011 No.567建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 102011 No.568建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 112011 No.569建築人KENCHIKUJIN SINCE1964 122011 No.570建築人KENCHIKUJIN SINCE1964
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建築人 No.673  令和2年7月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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ふじしろ幼稚園　アバクス・アーキテクツ　吹田市の北千里駅近く、緑の多い恵まれた環境にある「ふじしろ幼稚園」。2010年に大規模な建て替え工事を行い、今回は残りの園舎４室の耐震改修工事です。　鉄骨の耐震補強ができるだけ目立たないよう、開口部以外の壁面に斜材を設けて強度を確保しました。自然光と間接照明の光で柔らかな空間になるよう配慮しています。また、間仕切壁にある既存の柱型が大きかった為、それを利用して遊具となる蜂の巣の様な六角形の家具を埋め込みました。　屋外廊下部分には天然木のウッドデッキを巡らし、さらにその外にレンガを敷き詰めました。　また、三色彩道と呼ばれる道路に面する場所は、桜の木が植っているだけで今まで有効に利用されていませんでした。　そこで教室の外にテラスを設け、その延長の斜面地を利用して子供達が回遊できるアスレチック施設を造りました。それぞれ特色を持った６つのステージを造り、それらを連結することで異なった空間体験を楽しむことができます。既存の樹木を利用した、自然と一体となった遊具です。握力の低下が懸念される最近の子供たちが楽しんで身体を鍛える事ができる施設です。　遊具で遊ぶ子供たちの姿と歓声が街を通る人たちに笑顔と元気を与えてくれたらと思います。撮影：笹倉洋平（外部）、事務所提供（室内）　第12回建築人賞建築人賞受賞作品■プロフィール栄　隆志1961年 神戸市生まれ1986年 神戸大学工学部建築学科卒業1986年 株式会社AAA総合設計入社1992年 SAKAE建築研究所開設2000年 有限会社アバクス・アーキテクツ設立

■建物データ設　　計：有限会社アバクス・アーキテクツ構造設計：明興コンサルタンツ 沼田明樹施　　工：株式会社越智工務店建 築 主：真和学園所 在 地：大阪府吹田市藤白台4丁目用　　途：幼稚園竣　　工：2019年3月構造規模：混構造地上2階建て、鉄骨造平屋、木造敷地面積：6,545.01㎡延床面積：352.75㎡（改装部分のみ）建築面積：369.39㎡（改装部分のみ） 建築人 No.674  令和2年8月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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■プロフィール大西憲司1948年 大阪府生まれ1971年 近畿大学理工学部建築学科卒業、 設計事務所勤務1998年 大西憲司設計工房設立2002年「御領の家」で大阪建築コンクール大阪府知事賞／2004年 大阪都市景観建築賞大阪府知事賞／2005年「戸建の木の集合住宅」で大阪建築コンクール大阪府知事賞、「桜の家」で大阪都市景観建築賞大阪府知事賞

■建物データ設　　計：大西憲司設計工房施　　工：アトリエ・エイト所 在 地：兵庫県姫路市用　　途：専用住宅竣　　工：2018.11構造規模：木造（在来工法）　　　　　地上2階敷地面積：175.77㎡建築面積：85.17㎡延床面積：127.49㎡

農人町の町家　大西憲司　敷地は、姫路城南西部の姫路市農人町に位置する。町名の由来として、江戸時代に城下町が成立し、町家は町人・職人・足軽の居住地であったが、ここでは農夫が混住していたので、農人町と呼ばれていた。昔の地割のまま町並みが唯一残っているノコギリのようなギザギザの道に敷地が接している。道路向かい側に、築120年程経つ平入りの町家があり、周辺には昔の面影を残す町家が点在している。歴史性、地域性、景観などに配慮し、この地域に相応しい、建主のライフスタイルに合わせた現代的な町家を考えた。計画は、特徴的な奥行きのある敷地特性を生かし、要望である来客用を含めた車3台の駐車場と、駐輪スペースを道路に面して設けた。東側に植え込みと、道路から引き込まれた墨モルタルの道が玄関へのアプローチとなる。建物は、南側に離れ的にした平家の和室棟を配し、敷地の真ん中に設けたデッキテラスと植栽の中庭を挟んで、北側に主室となる2階建を分棟配置した。道路から繋がる1本の道は通り土間となり、和室やリビング・ダイニング・裏庭へと導かれる。ダイニングの吹抜に螺旋状に取り付けた階段が主寝室・子供室・空中に浮いた書斎へと、道路から一筆書きのように繋がっていく。撮影：福澤昭嘉　第12回建築人賞建築人賞受賞作品

まち

建築人 No.675  令和2年9月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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兵庫県林業会館　竹中工務店　兵庫県内の林業関係団体が入るオフィスビル。当計画では街に対して CLT をガラス越しに表出させることで、ビルが密集する都市景観に自然素材のやわらかな表情をもたらしている。また、1 階の表通り側に兵庫県産木材とその活用方法を PR するギャラリーを設置し、一般の来訪者へと開放している。都市型耐火 CLT 建築のプロトタイプとして開発した「CLT＋鉄骨ハイブリッド構造」は、鉄骨による大スパン空間の実現と耐震要素である CLT 壁パネルの自由な配置が可能であり、多様な用途・規模の建物へと展開できる。当計画が都心部への木造建築の導入の契機となって、木材消費の促進と都市景観の向上に寄与することを期待している。 撮影：母倉知樹　第 12回建築人賞奨励賞受賞作品■プロフィール山田義浩（やまだ・よしひろ）1965年 福井県生まれ1988 年 東京理科大学工学部建築学科卒業1990 年 同大大学院工学研究科建築学専攻修了後、 竹中工務店入社現　  在 竹中工務店大阪本店設計部設計第 5部長森　　稔（もり・みのる）1986年 広島県生まれ2009 年 九州大学工学部建築学科卒業2011 年 同大学大学院人間環境学府空間システム 専攻修了後、竹中工務店入社現　  在 竹中工務店大阪本店設計部設計第 5部門 設計 1グループ主任

■建物データ設　　計：竹中工務店施　　工：竹中工務店・　　　　　大和ハウス工業 JV所 在 地：兵庫県神戸市用　　途：事務所竣　　工：2019年 1月構造規模：CLT+S造、RC造　　　　　5階敷地面積：355.24 ㎡建築面積：310.49 ㎡延床面積：1,567.10 ㎡ 建築人 No.676  令和2年10月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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四畳半キューブの家　HAMADA DESIGN　この住宅は、生活に必要なリビング・キッチン・浴室などの諸室を全て四畳半に統一している。一般的な住宅に比べてリビングは狭い、一方浴室は広い。結果、リビングは意外と落ち着いた空間となり家族の距離を縮め、浴室は広々としてちょっとしたリゾートホテルのようになった。全て合わせると四畳半キューブ8個で構成されており、それぞれのキューブ間には「広場」と「路地」を設けて距離を保っている。キューブの上には鉄骨柱で持ち上げられた屋根が浮き、360度のガラス欄間から様々な光が差し込む構成となっている。　各用途の面積を統一し、単なる廊下ではなく半外部となる要素（広場と路地）で繋ぐことで日々新しい発見が起こる、そんな新たな住まいを目指した。撮影：笹倉洋平　第12回建築人賞奨励賞受賞作品■プロフィール濱田　猛（はまだ・たけし）1975年 大阪府生まれ1998年 法政大学工学部土木工学科卒業2003年 京都工芸繊維大学大学院工芸科 学研究科造形工学専攻修了2003年 株式会社コンパス建築工房2006年～ HAMADA DESIGN2014年～ 京都工芸繊維大学非常勤講師2019年～ 摂南大学非常勤講師2020年～ 京都芸術大学非常勤講師

■建物データ設　　計：HAMADA DESIGN 　　　　　濱田　猛構造設計：造形工学研究所　　　　　福永　毅施　　工：ジェイプランニング所 在 地：大阪府寝屋川市用　　途：専用住宅竣　　工：2018年6月構造規模：RC造+鉄骨造+木造　　　　　2階建て敷地面積：211.24㎡延床面積：89.43㎡ 建築人 No.677  令和2年11月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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大谷さやまこども園　竹中工務店つながりを育むこども園　園の教育理念である「命あることへの感謝」が体験的に養われるこども園として、他者や自然、社会とのつながりを育むことができる場の創出を目指した。　4棟から構成される建物群は、既存樹木を避けるように雁行し、敷地高低差に合わせて配置された。立体的な回遊性のあるデッキとブリッジで建物間をつなぐことで中庭が形成され、豊かな自然をより身近に感じられる構成となっている。全体は分節された切妻屋根で覆われ、つながりと一体感を表現するとともに、跳ね出した庇が重なり合い、内部と外部をゆるやかにつなぐ縁側のような中間領域を形成している。保育室は切妻天井で両端をサッシとして採光と通風に配慮し、園の活動を穏やかに表出させることで地域とつながる風景の創出を試みた。スケールや開放感、材料の異なる多様な居場所を提供することで、こども・家庭・地域・世代の交流が促進される場の形成を図っている。外構には、この地域の潜在自然植生を主体とし、季節をとおして匂いや味覚・触覚などの五感に訴えかける植物を植え、子どもたちの興味や学びを誘発することを意図している。この建築がつくり出す環境が、こどもたちの成長の一助となり、原風景として記憶に残ることを願っている。撮影：古川泰造、國本暁彦　第12回建築人賞佳作受賞作品■プロフィール森山　悟（もりやま・さとる）1988年 竹中工務店入社現　 在 竹中工務店九州支店設計部設計部長國本暁彦（くにもと・あきひこ）1999年 竹中工務店入社2006～7年 槇総合計画事務所現　 在 竹中工務店大阪本店設計部第５設  計部門グループリーダー副部長ランドスケープ：荻野寿也景観設計

■建物データ建 築 主：学校法人大谷学園設　　計：株式会社竹中工務店施　　工：株式会社竹中工務店所 在 地：大阪狭山市今熊1丁目50用　　途：幼保連携型認定こども園竣　　工：2019年3月構造規模：Ｓ造　２階敷地面積：4,111.99㎡建築面積：1,348.28㎡延床面積：1,981.22㎡
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2016-2018 2006-2015建築人 No.655  平成31年1月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019
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建築人 No.656  平成31年2月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

中之島フェスティバルタワー・ウエスト　日建設計中之島の歴史・文化・芸術を醸成するランドマークへ2012年竣工の中之島フェスティバルタワーを第1期とする、200ｍのツインタワープロジェクトの２期計画。旧ビル（朝日新聞ビル・大阪朝日ビル）の弧を描く外壁形状を継承し、ベージュ系のタイルの暖かみある素材の記憶を質感ある大型煉瓦壁で再生するなど、ビルの歴史的なアイデンティティを現代に引継ぎながら、二つのビルの統一モチーフとして活かし、優美さと素材感を合わせ持つ、新しいランドマークビルを目指した。そして、中之島という地がビジネスだけでなく文化も育んできた歴史を受け止め、未来に向けて更に文化が醸成される場所になる事を願い、ウエストはオフィス・商業に加え、美術館・多目的ホール等の文化施設や、高さ200ｍからのパノラマビューを堪能できるラグジュアリーホテルCONRADOSAKAを内包。足元の大ピロティ空間やサンクンガーデンなどのパブリックスペースを四ツ橋筋及び地下街に沿いダイナミックに配置し、街区間の地上と地下の回遊性を高め、1期計画で完成した音楽の殿堂：フェスティバルホールと合わせて、ビジネスと文化が立体的に融合するまち「フェスティバルシティ」が完成した。撮影：ナカサアンドパートナーズ（表紙）・東出写真事務所（裏表紙）第38回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品■プロフィール江副　敏史（えぞえ・さとし）1980年 京都大学工学部建築学科卒業後、日建設計入社現　 在 同社フェロー役員デザインフェロー、京都大学・京都工芸繊維大学非常勤講師勝山　太郎（かつやま・たろう）1990年 早稲田大学大学院理工学研究科卒業後、日建設計入社現　 在 同社設計部門 理事 グループマネージャー 設計部長多喜　茂（たき・しげる）1991年 金沢工業大学大学院修士課程終了後、日建設計入社現　 在 同社設計部門 主管小畑　香（こはた・かおり）2010年 神戸大学大学院修士課程終了後、日建設計入社現　 在 同社設計部門

■建物データ設　　計：㈱日建設計構造・設備設計協力：㈱竹中工務店施　　工：㈱竹中工務店所 在 地：大阪府大阪市北区中之島3丁目2番4号主要用途：事務所/ホテル/飲食店舗/物販店舗/美術館/集会場 他竣　　工：2017年3月構造規模：S造、SRC造、RC造　　　　　地下4階/地上41階/塔屋2階敷地面積：8,377.84㎡建築面積：6,106.48㎡延床面積：151,146.45㎡2019
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建築人 No.657  平成31年3月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

近畿大学 ACADEMIC THEATER（1～5号館）／国際学部棟（18号館）NTTファシリティ－ズ　キャンパスの建替として既存施設再編の「ACADEMIC THEATER」と、新設学部整備の「国際学部棟」の一体的な計画である。　ACADEMIC THEATER：建築単体としてのデザインではなく都市的様相を有するデザインアプローチを試みた。計画エリアの4つ角に各々隣接する環境と呼応する4つの建築を配置。さらに4つの建築の間に縦横4本づつの帯状空間をクロスさせた構成による6つの群体としてのデザインである。そこでは「全体性と固有性」「非均質性と均質性」を両義的に備え「散策性・街性」が立ち現われている。学術風景は「偶発的・自然発生的・同時多発的・祝祭的」に溢れ文理の垣根が取り払われる。本プロジェクトは建築や都市デザインの領域を超えて、新たな大学の在り方を問う取組でもある。　国際学部棟：国際学部開設に向け教育環境を社会化（グローバル化）するデザインアプローチを行った。少人数教育のための演習室を千鳥状にスライドすることで生まれる余白を、吹抜と学生の拠り所となるオープンスペースとしている。斜めに連続する吹抜は、立体的なつながりと共に、エコボイドの機能も果たしている。室やフロアという概念を超えて、流動的な空気や風景によって、空間全体が身体感覚的につながっている環境空間を目指した。撮影：㈱エスエス大阪  第38回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品■プロフィール畠山　文聡（はたけやま・ふみあき）1974年 大阪府生まれ1998年 神戸大学大学院修士課程修了後、NTTファシリティーズ入社現　 在 同社関西事業本部エンジニアリング＆コンストラクション部　近畿大学非常勤講師岡　俊徳（おか・としのり）1980年 鹿児島県生まれ2005年 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科造形工学専攻修了後、ＮＴＴファシリティーズ入社現　 在 同社関西事業本部エンジニアリング＆コンストラクション部伊藤　裕也（いとう・ゆうや）1983年 三重県生まれ2008年 広島大学工学部第四類卒業後、NTTファシリティーズ入社現　 在 同社九州支店ファシリティ事業部エンジニアリング&コンストラクション部

■建物データ設　　計：㈱NTTファシリティ－ズ施　　工：㈱大林組・㈱九電工・浅海電気㈱・㈱日立ビルシステム所 在 地：大阪府東大阪市小若江3丁目4番1号主要用途：学校（大学）建 築 主：学校法人 近畿大学竣　　工：2016年3月構造規模：S造一部SRC造・RC造　　地下1階・地上11階・塔屋2階敷地面積：86,710.43㎡建築面積：7,265.78㎡（１～５号館）975.63㎡（18号館増築）延床面積：28,345.07㎡（１～５号館） 3,423.50㎡（18号館増築）2019
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建築人 No.658  平成31年4月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019
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コイズミ緑橋ビル　竹中工務店　「あかりのありかを求めて」_ 自然の「あかり」をお手本に、照明器具の企画・開発・製造・販売を行なっているコイズミ照明の研究開発施設「あかりの杜」を計画した。敷地は大阪市内の住宅地である。まちに対しては“緑段のPARK”として、まちのスケールと調和させ、ワークプレイスに対しては“各階の GARDEN”として、適度なヒューマンスケールとリアルな自然との関わりを創出した。各階に南向きの庭があることで、太陽光が執務空間に木漏れ日を落とし、また、花を摘んだり、新しく種を植えたりと、自然との交歓を通した社員同士の新たなコミュニケーションも生まれている。木の幹のメタファーとしての木質の吹抜けは、外部環境の移ろいを体感できる場であり、開発商品の実証実験を俯瞰できるコラボレーションの拠点でもある。　竣工後まもなく、普段見ることのなかった小鳥や蝶が各階のバルコニーに訪れるようになったと聞く。「あかりの杜」が自然と人を結び、まちの環境を変える一助となることを願っている。撮影：古川泰造　第38回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品■プロフィール有田　博（ありた　ひろし）1993年 東京芸術大学大学院美術研究科修了後、 竹中工務店入社現　 在 同社大阪本店設計部グループリーダー北村　仁司（きたむら　ひとし）1996年 京都大学大学院工学研究科修了後、 竹中工務店入社現　 在 同社大阪本店設計部グループリーダー金澤　潤（かなざわ　じゅん）2011年 名古屋工業大学大学院工学研究科修了後、 竹中工務店入社現　 在 同社大阪本店設計部中西　正佳（なかにし　まさよし）2007年 京都大学大学院工学研究科修了後、 竹中工務店入社現　 在 中西正佳建築設計事務所主宰

■建物データ建 築 主：小泉産業株式会社設　　計：株式会社竹中工務店照明設計：コイズミ照明株式会社施　　工：株式会社竹中工務店所 在 地：大阪府大阪市東成区　　　　　東中本 2-3-5用　　途：事務所竣　　工：2017 年 3月敷地面積： 1,466.41 ㎡建築面積： 1,128.04 ㎡延床面積： 5,225.73 ㎡構　　造：鉄骨造 建築人 No.659  令和元年5月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019

建
築
人 

5

TB-SQUARE　竹中工務店街の魅力を高める「美と健康」の情報発信地　理美容機器、頭髪化粧品等の製造販売を主軸とするタカラベルモント株式会社のフラッグシップとなる建物の計画である。　敷地は大阪の心斎橋に近い堺筋に面する場所に位置し、本社を初めとする周辺の関連施設との関係性や高いランドマーク性が求められた。そこで、外観は企業メッセージである「美と健康」からイメージした、白とコーポレートカラーの青の「リング」をずらしながらつなぎあわせるように構成し、既存棟とのスケール的な一体感を持つ清潔感と躍動感を表現したランドマーク性の高い印象的な表情を創出した。　内部は1～3階を実際に商品を体験できるショールームフロア、4・5階を講習室やテストラボを配したスタジオ系のフロアで構成し、コミュニケーションの場となる屋上庭園とシースルーエレベーターで結ぶことで、自然光を取り込むと共に、講習を含めた多様なサービスを垣間見ることができる空間とした。特にショールームでは全体を吹抜けを介したスキップフロアで構成することで、視覚的な連続性を作り出すと共に、堺筋側にスロープと空間展示を組み合わせた動線一体の展示空間を設け、ショールームを移動する人のアクティビティを外部へ表現した。　プロフェッショナルビューティーの情報発信地であるこの建物の誕生をきっかけに、周辺エリアの魅力向上につながることを期待している。撮影：古川泰造　第38回大阪都市景観建築賞建築サイン・アート賞受賞作品■プロフィール栗﨑　浩（くりさき ひろし）2000年  関西大学大学院工学研究科修了同　 年  竹中工務店入社現　 在  同社設計部 ■建物データ設　　計：株式会社竹中工務店施　　工：株式会社竹中工務店ショールーム設計施工：タカラスペースデザイン株式会社所 在 地：大阪市中央区島之内 2-13-22用　　途：事務所構造・規模：S造　地上６階・塔屋１階敷地面積： 1,427.67 ㎡建築面積： 981.31 ㎡延床面積： 4,590.02 ㎡ 建築人 No.660  令和元年6月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019
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龍谷大学 大宮キャンパス 東黌　日建設計キャンパスの歴史を未来へ繋ぐ　龍谷大学創設の地である大宮キャンパスにおける校舎の建替計画である。大宮キャンパスには重要文化財の擬洋風建築が多数現存し現在も校舎として使用されている。計画地は西本願寺の参道である猪熊通りを挟んでこの擬洋風建築群に対面する。設計にあたっては、キャンパスの歴史的景観との調和を第一に考えつつも、それらを模倣するのではなく現代性を加味することで新旧が呼応する景観を創出したいと考えた。新しい東黌は南北方向に棟を配し、通りを介して４つの校舎が本館を取り囲む配置とした。また、猪熊通に面する門扉・門柱・塀は、可能な限り既存のまま保存活用し通りの景観を継承した。ファサードは本館を中心とした一体的な景観を形成するために、北黌・南黌のファサードから13尺スパンの列柱・アーチ・長押・上げ下げ窓のリズムやベランダなどの構成を踏襲した。その一方で、建築の材料・工法・形態はその時代を映すものとの考えから、現代の汎用材料である鉄・アルミ・ガラス・コンクリートを用いそれぞれの部材形状を再構築した。上げ下げ窓の欄間はアーチではなく垂直とし、壁は全面ガラスに置き換えてコモンスペースという機能に相応しい透明感のあるものとした。新しい東黌がこの風景に根付くことで、キャンパスの歴史を未来へ繋ぐ架け橋となることを願っている。撮影：岡本公二・金井田雄介（★）第63回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品■プロフィール岡田　泰典（おかだ  よしのり）1992年 京都大学大学院修士課程修了後、日建設計入社現　 在 同社設計部門 ダイレクター近藤　努（こんどう  つとむ）1998年 京都工芸繊維大学大学院修士課程修了後、日建設計入社現　 在 同社設計部門 ダイレクター金井田　雄介（かないだ  ゆうすけ）2010年 兵庫県立尼崎工業高等学校建築科卒業後、日建設計入社現　 在 同社設計部門 プロジェクトアーキテクト

■建物データ設　　計：株式会社日建設計施　　工：松井建設株式会社大阪支店所 在 地：京都市下京区大工町125-1用　　途：大学竣　　工：2018 年 2月構造規模：地上 3階構造　　　　　RC造・S造・SRC造敷地面積：2,859.27 ㎡建築面積：1,719.06 ㎡延床面積：4,196.02 ㎡

★

建築人 No.661  令和元年7月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019

建
築
人 

7

HAT house －生きていく住まい－ 　阿曽芙実　新しい建築が生まれるとき、そこにはすでに歴史がある。この場所の歴史、住み手の思い出、設計者の経験、それらの文脈を汲み、ひとつの新たな歴史（建築）をつくる。この建築が長く愛され、生き続けていくために。 　ひとつの建築が生まれる時、たくさんの「想い」や「期待」がつめ込まれて誕生する。これからたくさんの人に愛される建築となることを夢みて。 　敷地は六甲山脈の麓、神戸市の閑静な住宅地にある。その昔、段々畑であった石積み擁壁を基盤に今では、六甲山にむかって住宅が積層している景色の途中にある。日当たりが良く、不揃いな住宅が建並びながらも、南面（海側）に開いた形状の住居が多く、ある種の均質さがある。 　この計画では、内壁を南面（海側）の光に対し斜に構え、壁の軸を45度に傾けた。外壁は敷地形状通りに東西に細長い長方形とし、45度に延びる壁を間口5.8m、奥行き13mで一旦、囲いとった形としている。これにより、南の開口に対して5.8mしかなかった奥行きが、斜めに約8.2mとなることで、光のグラデーションがより明確に現れる。また、45度に傾けた壁により、東から西に移り変わる光を空間の奥行きの違いや素材の変化で光がクロスし、溶け合い、多次元にわたり光のディメンジョンを感じる。また、プランに回遊性をもたせ、あらゆる方位へ体感的な奥行きを発生させている。 撮影：小川重雄　第 63回大阪建築コンクール渡辺節賞受賞作品■プロフィール阿曽　芙実 1977 兵庫県神戸市生まれ2000 金沢工業大学工学部建築学科卒業 2002 金沢工業大学大学院建築学専攻修了 2002-2006 小山隆治建築研究所 2006 阿曽芙実建築設計事務所設立 2011-2013 大阪人間科学大学非常勤講師 2008 JIA KINKI U-40設計コンペティション六甲山上の展望台「優秀賞」を受賞 2015 第10回 関西建築家新人賞を受賞

■建物データ設　　計：阿曽芙実建築設計事務所施　　工：大垣林業株式会社所 在 地：兵庫県神戸市 用　　途：事務所併用住宅 竣　　工：2017 年 9月構造規模：木造地上 2階敷地面積：136.10 ㎡建築面積：80.98 ㎡延床面積：165.71 ㎡

★

建築人 No.662  令和元年8月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019
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トヨタカローラ新大阪名神茨木店　竹中工務店　大阪北摂エリアの国道171号線沿いに、ライフスタイル発信型の新たな車のショールームを計画した。敷地に引き込んだ道路は、構内をぐるりと一周することで試乗のためのテストドライブコースとなり、そのまま屋根の上へと連続し、屋外展示エリアを形成する。木質のテクスチャーで包まれたトンネル状の内部空間は、車を展示するほか、アウトドアショップやライブラリーを併設し、今まで車に興味がなかった人も立ち寄れるような場となっている。この計画では、車の動的体験を空間化したような、新たなモビリティー時代の「車と人の新しい関係」を創造したいと考えた。　カーブを描くテストドライブコースに沿ってショールームや整備工場といった内部空間を配置し、その空間を覆うように屋根を大きく張り出し、地面に接地することで、屋根の上を屋外展示場とすることにした。　形の決定プロセスでは、連動する複数の条件が同時に成立するようパラメトリックにデザイン検証を行い、構造合理性、空調空気の流れ、照明計画等を重ねて計画・構造・設備の融合、施工の条件なども取込みながら全体の調整・建築的統合を図っている。　ここで生み出された新たな空間は、人の寸法だけではなく、車路の曲率、車路勾配といった車の寸法や動きを内包することによって生まれた新しいスケールを有し、平面に高さを与えるのではなく、車の動的体験を空間化するように立体をつくりだしている。撮影：Nacasa&Partners Inc. NAKAMICHI ATSUSH・母倉知樹（★）第11回建築人賞受賞作品■プロフィール米津正臣（よねづ まさおみ）1974年生まれ。1999年東京工業大学大学院修士課程修了、竹中工務店入社。現在、同社大阪本店設計部第3部門設計1グループ長。三田村聡（みたむら さとし）1986年生まれ。2009年名古屋市立大学芸術工学部都市環境デザイン学科卒業、2011年名古屋大学大学院修士課程修了、竹中工務店入社。現在、同社大阪本店設計部第6部門設計1グループ所属。

■建物データ設　　計：竹中工務店施　　工：竹中工務店所 在 地：大阪府茨木市三咲町5番17号主要用途：展示場建 築 主：トヨタカローラ新大阪敷地面積：5,905.49㎡建築面積：2,143.11㎡延床面積：1,978.70㎡構造規模：鉄骨造　地上1階 建築人 No.663  令和元年9月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019
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CROSS ROOFの家　井上久実設計室　敷地は枚方市光善寺駅から北東の高台にあり、敷地内には老朽化した母屋と離れ、これまで大切に育ててこられた沢山の樹木、そして高台の街の風景がありました。今回、御両親が離れに移るためのリフォームと、母屋の跡地に実家に戻ってくる子世帯の新居を作る計画でした。　高台からの眺望や敷地内や街の豊かな緑を、この家族だけでなく街の人 と々共有すること、２世帯の距離感を再構築することをテーマとしました。　建物をリビングやダイニングが収まる南北に大きなボリュームを中心とし、その東西に寝室やユーティリティーなどの小さな4つのボリュームが付加される平面構成としました。建物の分節化により外部空間が凸凹し、遠近双方の距離感で街と繋がり、また、各ボリュームの屋根の勾配の向きを互い違いとし、住宅地にふさわしいスケール感と、交差した屋根や外壁上部のガラスを通過して街への視線が抜け、眺望を確保しました。　リビングダイニングからは、南側の大開口と西側のポーチ越しに、豊かな緑と眺望を楽しむ事が出来ます。離れに面した北側の個室はご両親が気軽に訪れ易い様に、子供室や和室を配置し、開口部の位置や大きさを操作し、プライバシーを守りつつ、離れを含めた敷地全体での家族の住まい方に配慮しました。　新旧の住まいの対比と調和の中で、街と人と家族の新たな関係が育まれる事を期待しています。撮影：冨田英次　第 11回建築人賞受賞作品■プロフィール1967年 奈良県奈良市生まれ／1990年 大阪市立大学生活科学部住居学科卒業／1990-1998年株式会社大林組建築設計部勤務／1998-1999年ロンドン在住／2000年1月井上久実設計室開設／2003年～摂南大学工学部建築学科非常勤講師大阪府建築士会「第1回、第11回建築人賞」受賞／大阪ガス第1回住まいの環境デザインアワード特別賞受賞／第16回奈良県景観環境デザイン賞（奈良県建築士会会長賞）／住まいの環境デザインアワード2014（大阪ガス賞受賞）／奈良県景観環境デザイン賞2016（ランドスケープ部門受賞）／第21回木材活用コンクール（木材活用賞受賞）

■建物データ設　　計：井上久実設計室施　　工：西友建設建築位置：大阪府枚方市用　　途：一戸建て住宅規模・構造：木造平屋竣　　工：2018年4月敷地面積：355.45㎡　　　　　　 （母屋と敷地を分離）建築面積：117.59㎡延床面積：116.76㎡ 建築人 No.664  令和元年10月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019
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竹中研修所「匠」新館　竹中工務店ミニマルなCLT架構による健やかな木の建築　竹中研修所「匠」は、里山の景観が広がる兵庫県川西市の山間に位置し、多様な学びを通じ研鑽を積む場として、全社から社員が集い宿泊研修を行ってきた。　研修の多様化による稼働増に応えるため、30室の宿泊室を含む新棟の増築が求められた。敷地となる「清和台の森」では、里山の多様な生態系を育むことを目的に、社員の参画する森づくりが進められており、森林資源活用サイクルに合致する建材として国産杉材CLTを用いた計画とした。　このプロジェクトでは、CLTパネル工法ならではの構成要素を研ぎ澄ましたミニマルな架構の開発により、CLT建築の意匠性を高め、健やかな木の空間を創ることを目指した。　日射の緩和と外装木材の保護を目的に各階に設けた庇は、CLTの重ね方の工夫によってコーナーの2方向跳ね出しを実現し、陰影あるファサードを創り出した。　外壁開口部は、CLT建築の標準架構において必要とされる垂れ壁・腰壁をなくすことで、フルハイトの開口を全室で実現し、森の緑を室内へと最大限に導き入れた。　またCLT戸境構造壁を2重とし、CLTスラブ上に2重床を設置することで、隣室間・上下階間の遮音性能を確保するとともに、空調機や配管等の設備やCLT接合金物が居室に露出しないよう工夫した。このようにして、天井と壁においてあらわしとなるCLTパネル表面の視覚的ノイズをなくし、健やかな木のもつ安らぎが利用者を優しく包み込む空間とした。撮影：古川泰造（表紙）・寺村雄機　第 11回建築人賞奨励賞受賞作品■プロフィール寺村雄機（てらむら・ゆうき）1985年  滋賀県生まれ2008年  京都大学工学部建築学科卒業2010年  同大学大学院工学研究科建築学専攻修了後、竹中工務店設計部入社現　 在  竹中工務店大阪本店設計部設計第4部門設計2グループ主任

■建物データ設　　計：株式会社 竹中工務店施　　工：株式会社 竹中工務店所 在 地：兵庫県川西市柳谷用　　途：研修所竣　　工：2018年2月構造規模：B1、F3 木造（CLTパネル工法）、一部RC造・S造敷地面積：79,889.76㎡建築面積：328.90㎡延床面積：1,209.20㎡ 建築人 No.665  令和元年11月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612019
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Alegria Residence Utsubo Park　樫永一男　敷地は、四ツ橋筋を挟んで靭公園の東園を見渡せる絶好の位置にある。季節の移ろいを楽しめるように管理された都心のオアシスとなっていて、大阪では華のある人気の場所である。　敷地面積は、91.77㎡（27.77坪）と狭小地だった。鉄筋コンクリート造10階建、コンクリート打放しを望まれた。天空率を使い10階建にした。公園が美しく室内から見える方法を模索し、公園側からはどのようにすれば現況の街並みに馴染ませることができるかを考え続けた。　立面は、手前の古いビルを眼下に、公園の風景を楽しめるように［1階～5階］から［6階～10階］のファサードを公園側に顔を向け、より美しく全貌が見られるようした。　敷地間口は6,062㎜と非常に狭く、通常の1階柱型（1,100㎜×1,100㎜）では1階貸店舗としての機能をはたせず、プログラム上の問題となった。そこで、柱型を長方形（700㎜×1,500㎜）4本に、EVシャフトを5本目の柱と見立て、構造計画をした。　平面は、EVシャフトを介して東側に屋外避難階段、西側にサニタリー、避難用バルコニーをレイアウトして、二方向避難ルートを確保した。　住戸は、靭公園の場所性を考え、多様性に満ちたテナントのニーズが考えられ、ワンフロアー（53.66㎡）貸し、スケルトン・インフィルに配慮した。 撮影：松村芳治　第11回建築人賞奨励賞受賞作品■プロフィール樫永一男1950年 大阪市生まれ1973年 二科展（絵画部門）入選1978年 西林建築設計事務所　　　　2月～10月 ヨーロッパ一人旅1980年 樫永一男建築研究所設立1989年 大阪府建築コンクール渡辺節賞受賞　　　　［春夏秋冬］2000～2010年 梅花女子大学非常勤講師2006年 第52回大阪府建築コンクール審査員

■建物データ建 築 主：デジタルアトン設　　計：樫永一男建築研究所施　　工：貫山建設所 在 地：大阪市西区靭本町1-7-13用　　途：店舗付き共同住宅竣　　工：2018年1月構造規模：鉄筋コンクリート造 地上10階敷地面積：91.77㎡（27.77坪）建築面積：69.02㎡延床面積：523.89㎡ 建築人 No.666  令和元年12月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」　大阪府堺市に位置する「百舌鳥エリア」と羽曳野市・藤井寺市に位置する「古市エリア」からなる、古墳時代の王たちの墳墓（ふんぼ）群。世界最大級の大きさを誇る仁徳（にんとく）天皇陵古墳（堺市 墳丘長 486ｍ）や応神（おうじん）天皇陵古墳（羽曳野市 墳丘長 425ｍ）に代表される巨大な前方後円墳をはじめ、中小規模の円墳、方墳など、バラエティー豊かな墳形と規模の古墳で構成される。　本年 7 月にアゼルバイジャンで開催された、第 43 回世界遺産委員会において、世界遺産に登録された。大阪府・堺市・羽曳野市・藤井寺市

写真提供：堺市写真提供：堺市2019
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認定こども園 日吉幼稚園　竹原義二／無有建築工房　高槻市日吉台にある幼稚園の認定こども園化に伴う増改築計画。未開発の丘の上に園の礎が築かれてから半世紀以上が経ち、街の人口増加に伴って住宅と擁壁が建ち並び、よく見られる高台の宅地の街並みが形成されていった。街との関係を遮断していた既存の石積み擁壁は現行法基準を満たすことができず、園舎群の整備工事に際し造り替えが必要となった。子どもたちが日常的に生活する施設には、日頃から周辺とのつながりを持ち地域で子どもたちを育てる環境が必要である。今回の計画では、街との境界を緩やかに繋げて園と地域の関係を密にしていくことを意識した。高低差 5m 長さ 60m にもなる擁壁は、圧迫感を軽減するように分節し雛壇状にセットバックさせた。擁壁同士や道路との隙間に緑地帯を設け、四季折々の彩りを楽しめる植栽を計画した。擁壁の仕上げには園舎や植栽、街並みに馴染む煉瓦タイルを吟味し、色や大きさ、厚み、目地の異なる 8種類を組み合わせて施し景観を整えた。密集した住宅地に季節の移ろいを感じられる自然豊かな場を提供し、周辺地域の環境の向上にも貢献している。園と地域を繋ぐ坂道を心地よい緑道へと更新し未来へ遺すまちなみを創り出した。撮影：新建築社写真部・絹巻　豊（裏表紙上）第 39回大阪都市景観建築賞大阪府知事賞受賞作品■プロフィール竹原義二（たけはら・よしじ）1948年徳島県生まれ。1971年大阪市立大学富樫研究室を経て、石井修／美建・設計事務所勤務。1978年無有建築工房設立。2000～13年大阪市立大学大学院生活科学研究科教授。2015～19年摂南大学理工学部建築学科教授。現在、大阪市立大学大学院生活科学研究科、大阪大学大学院工学研究科、滋賀県立大学環境建築デザイン学科非常勤講師

■建物データ設　　計：竹原義二／無有建築工房施　　工：㈱藤木工務店大阪本店所 在 地：高槻市日吉台六番町用　　途：幼保連携型認定こども園竣　　工：2016年3月構造規模：鉄骨造一部鉄筋コンクリート造敷地面積：5,814.60㎡建築面積：2,143.90㎡延床面積：4,254.25㎡建築人 No.667  令和2年1月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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建築人 No.668  令和2年2月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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JO-TERRACE OSAKA　大和ハウス工業　大阪城公園北東の玄関口である大阪城公園駅前エリアは本丸・天守閣へ向かう観光客、大阪城ホールや太陽の広場などで実施されるイベント参加者、公園北側に集積するオフィスビルや商業施設など多くの人々の動線となるエリアである。そのエリアに公園利用者の利便性を向上し大阪城公園の魅力を向上させるためJO-TERRACE OSAKAを整備した。　計画施設はＪＲ大阪城公園駅からペデストリアンデッキで直結し、長年課題であったバリアフリー化を実現している。また大阪城公園を走るランナーをサポートするランニングステーションなども整備し2017年6月にオープンした。　既存の樹木を可能な限りそのままの位置で保存し、樹木を中心に建物を配置することで公園の緑に溶け込むよう計画している。既存の樹木より高さを抑えた2階建てと平屋建ての複数の建物は同じ勾配の片流れ屋根とし統一感のある建築群としている。ファサードは全面ガラス張りとし外部からは店舗内の賑わいを感じることができ、内部からはどこからでも緑を感じられる。建物は7棟で構成され2階からは天守閣を望みながら食事を楽しむことができ、中央のメインストリートでは風が通り抜け、木陰で心地よい時間を過ごすことができる。メインストリートの柱に連続して設けたノレンにグラデーションと店舗ロゴを入れることによって新たな城下町の賑わいを演出している。また、初代大坂城を築城した豊臣秀吉が馬印としていた瓢箪をデザインモチーフとした照明器具やスツールを取り入れモダンな和を表現した。撮影：株式会社伸和　第39回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品■プロフィール岩上　嘉樹1980年生まれ。2001年 大阪府立工業高等専門学校　　　　建設工学科卒業。2001年～06年まで施工管理に従事。2006年 大和ハウス工業入社。現　 在 同社本店建築事業部設計部。

■建物データ設　　計：大和ハウス工業株式会社施　　工：大和ハウス工業株式会社建 築 主：大阪城パークマネジメント株式会社所 在 地：大阪市中央区大阪城3-1主要用途：飲食・物販竣　　工：2017年6月構造規模：鉄骨造　地上2階敷地面積：58,317.16㎡建築面積：4,836.51㎡延床面積：6,985.19㎡ 建築人 No.669  令和2年3月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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嘉麻市立碓井琴平文化館　　設計　徳岡昌克　福岡県のほぼ中央部に位置する碓井町は、「碓井郷」の往古より、自然に抱かれ、独自の郷土文化を育んできた。二十一世紀へ向けて文化を軸にした個性豊かな町づくりの拠点として計画された碓井琴平文化館は、郷土出身の詩人画家、織田廣喜画伯の作品を収蔵、展示する美術館、古代から現代までの郷土資料を展示する碓井郷土館、戦争資料や社会活動家の資料を展示する平和祈念館、そして町民への情報提供拠点となる図書館の四施設から構成される。　織田廣喜画伯の作品の常設展示による美術館には、貸しギャラリーとしても利用できる企画展示室も設け、町民の芸術活動全般を支授する施設とした。また、エントランスホールを介して郷土館とつなぐことで管理を集約しながら各館の独自性をもたせるように配慮した。図書館は、中央に大きな吹き抜けをとって天空光を取り入れ開放的な空間構成としている。二階の平和祈念館には、吹抜けを巡る明快な回遊動線を設定し、単独利用を考慮してブリッジによる個別のアプローチ動線も確保されている。　織田画伯の作風に周辺環境、地域特性を加味し、屋根は玄昌石茸き、壁は織田画伯の自由な画風、温かい人柄、包容力のある人生、あるいはまた芸術作品の永遠に失われることのない生命力を象徴するモチーフとして青海波文様を用いた漆喰途りとした。公園には竹と笹を主体とした植栽で修景した回遊式の散策路と多目的広場を設け、憩いの場を創出している。　朱と白壁の建築的アンサンブルが木々の緑に包まれ、生き生きとした心豊かな暮らしを演出することを願っている。受賞：第9回福岡県建築住宅文化賞大賞　　　第8回ブルガリア世界建築トリエンナーレウィーン市長賞　　　第８回公共建築賞地域特別賞（九州・沖縄地区）撮影：SS九州（航空写真）、村井 修 建築人 No.670  令和2年4月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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城東区複合施設　日建設計　本施設は、城東区内に点在する各施設が老朽・狭隘であることから、区の防災活動拠点としての機能保持、利用者の安全性向上、公共施設の集約化による利便性の向上、施設規模の拡充を目的に複合施設として建設され、区役所・保健福祉センター・区民センター・図書館・老人福祉センターから構成されている。　堅苦しいイメージがなく、街に対して威圧感を与えないデザインとした。区民が利用しやすい区役所を目指し、南面は緑のスクリーン、北面は公園に開いたガラスのスクリーンで構成した。ホールや公園で遊んだ帰りに気軽に立ち寄れる自然光あふれる明るい図書館・区役所窓口・ホールホワイエや開放的な老人福祉センターなど、既成概念にとらわれることのない複合施設を目指した。　施設の特性や立地条件から、利用者は様々な方向からアクセスすることが予想されるため東・西・南に面するいずれの道路からも施設に入りやすい計画とした。上階への動線は区役所窓口に近い建物中央に設け、さらに北側は公園からも各階にアクセス可能な屋外階段・テラスを設け、公園に遊びに来た子供がふらっと図書館に行けたり、老人福祉施設利用の帰りに区民センターでのイベントを発見するなど、お年寄りから子どもまで偶発的な出会いや交流が生まれる工夫をした。　外観や内観、床パターンなどに音符をモチーフにしたデザインを盛り込み、区の花モクレンやコスモスをイメージさせる色を内装材・建具・サインに配色することで利用者が色で施設をイメージできるようにした。また、南面の多機能スクリーン・安定した北側採光を取り入れるガラスファサード・重力換気利用を視覚化した折板デザイン屋根など、建物全体に環境配慮を取り入れたデザインとした。撮影：エスエス大阪、近代建築社　第39回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品■プロフィール赤木　　隆（あかぎ・たかし）1972年 兵庫工業高等学校卒業後、 株式会社日建設計に入社現　 在 同社設計部門シニアエキスパート惠本涼太郎（えもと・りょうたろう）1997年 京都工芸繊維大学大学院卒業後、 株式会社日建設計に入社現　 在 同社設計部門ダイレクター尾口　晴基（おぐち・はるき）2009年 室蘭工業大学大学院卒業後、 株式会社日建設計に入社現　 在 同社設計部門

■建物データ設　　計：大阪市都市整備局・ 株式会社日建設計施　　工：浅沼・中林特定建設工事共同企業体所 在 地：大阪市城東区中央3丁目5番用　　途： 区役所、集会場（区民ホール）、 図書館、老人福祉センター、事務所建 築 主：大阪市敷地面積：6,534.20㎡建築面積：5,367.95㎡延床面積：15,820.78㎡構造規模：SRC造、一部RC造・S造、 地下1階、地上4階工　　期：2014年1月～2016年3月 建築人 No.671  令和2年5月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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公益財団法人 日本生命済生会  日本生命病院　大林組　元大阪府庁跡地に建つ350床の総合病院である。歴史ある三者（元府庁跡地、日本生命、日本生命病院）に対して敬意を払い、それぞれが歩んできた歴史を表層化し地域に開いていくことがテーマとなった。■日本生命本館の品格を継承した外観　低層部は御堂筋沿いに建つ日本生命本館と同様のプロポーションとするとともに、本館の石材ディテールを踏襲した。また、高層部（病棟）バルコニーの出隅を曲面とすることで柔らかな親しみやすいスカイラインを形成し、日本生命本館の品格を継承した外観意匠を実現している。■元府庁の記憶を街にひらく　1階コリドーとガーデンでは、地域に開かれた親しみやすい新たな病院のあり方を目指し、誰もがいつでも立ち寄ることのできる、地域と人々に寄り添う公園のような空間づくりを目指した。コリドーは元府庁を彷彿とさせるヴォールト天井に石壁、かつて府庁前にあった雑魚場橋を照らしていた照明デザインをモチーフとしたポール照明など、その土地の歴史をインテリアのモチーフとすることで、来館者が建築に愛着を持つ仕掛けを施した。また、このコリドーに面して、カフェやイベントホール、工房といった地域貢献施設を配し、ガーデンを介してこれらの施設が街と繋がるように建築・庭・まちを一体的に捉えて設計した。ガーデンは「ひとと医療、まちをつなぐ地域の庭」と位置付け、多様なリハビリテーション機能が風景の中に融け込み、四季を通じ五感で自然を楽しめる空間としている。撮影：伸和 藪内正直　第8回みどりのまちづくり賞（大阪府知事賞）・第39回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品■プロフィール伊達　翔（だて しょう）1984年 奈良県生まれ。2009年 大阪大学大学院工 学研究科修了、 同年大林組入社。現　 在 同社大阪本店 建築設計部副課長。

■建物データ設　　計：株式会社大林組施　　工：新日生病院建設JV（大林組、大成建設）建 築 主：日本生命保険相互会社・　　　　　公益財団法人日本生命済生会所 在 地：大阪市西区江之子島2-1-54主要用途：病院竣　　工：2017年12月構造規模：S造一部RC造、地下1階、地上14階、塔屋2階敷地面積：7,351.74㎡建築面積：4,156.13㎡延床面積：38,185.66㎡ 建築人 No.672  令和2年6月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-19612020
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大阪北NKビル（ホテルヴィスキオ大阪）　竹中工務店「森の寛ぎ」空間を創出　400 室をもつ宿泊主体型のホテルの計画敷地の北隣地に庭園が隣接している。さらに周辺は梅田北地区の再開発により街路樹や民間敷地内の庭園など、緑の広がりが形成され、大阪・梅田駅から徒歩圏内に立地する都心でありながらも、自然のおおらかさが同時に存在している。そんな場所で建築・インテリア共に自然的なモチーフを取り入れ内外の繋がりを感じることができる空間を創出した。　どこにいても外との繋がりを感じられる空間づくりをするため、庭園の緑を保持し、借景としながら緑を内部まで引込むことで森の中にいるような寛ぎの空間を演出した。共用部空間では常に庭園と視線が繋がりながら自然光が降り注ぐトップライトとルーバー天井を組み合わせることで、森の中にいるような空間を創出した。　建物の全周を覆っている室外機等が組み込まれたバルコニーは、ルーバーの組み合わせにより自然の陰影を表現しながら、奥行寸法に操作を加えることでおおらかさを都市風景に表出している。　一貫して自然的な要素を内外部に渡り昇華させることで建築全体が通奏低音のように調和しながら佇む空気感をつくりだす。撮影：母倉知樹　第39回大阪都市景観建築賞建築サイン・アート賞受賞作品■プロフィール鈴木　雅史（すずき・まさし）2003年 早稲田大学大学院卒業後 株式会社竹中工務店に入社現　 在 同社設計部門課長沢田　拓郎（さわだ・たくろう）2015年 日本大学大学院卒業後 株式会社竹中工務店に入社現　 在 同社設計部門

■建物データ設　　計：株式会社竹中工務店施　　工：株式会社竹中工務店所 在 地：大阪市北区芝田2丁目4番10号用　　途：ホテル建 築 主：JR西日本不動産開発株式会社敷地面積：3,201㎡建築面積：2,247㎡延床面積：13,762㎡構造規模：S造、地上8階工　　期：2017年3月～2018年4月（基本計画・設計監修・監理：安井建築設計事務所）
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12
2018-2020 2006-2017

建
築
人

2006－01
創刊号 建

築
人

2006－02 建
築
人

2006－03 建
築
人

2006－04 建
築
人

2006－05 建
築
人

2006－06 建
築
人

2006－07 建
築
人

2006－08 建
築
人

2006－09 建
築
人

2006－10 建
築
人

2006－11 建
築
人

2006－12

建
築
人

2007－01 建
築
人

2007－02 建
築
人

2007－03 建
築
人

2007－04 建
築
人

2007－05 建
築
人

2007－06 建
築
人

2007－07 建
築
人

2007－08 建
築
人

2007－09 建
築
人

2007－10 建
築
人

2007－11 建
築
人

2007－12

建
築
人

2008－01 建
築
人

2008－02 建
築
人

2008－03 建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.526 2008.04

建築士のあり方と建築士法の改正

未来路女性病院

視えなかった自画像
超高層建築の可能性について
制震技術適用における構造設計者の取り組み

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.527 2008.05

改正法と専攻建築士制度との連携

ふんだんな教会

原　　風　　景
千里ニュータウンの再生課題
ニュータウン再生計画モデル試論

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.528 2008.06

資格取得における実務経験について

セブランス・ユバ外科

「建築のつかまえ方」
ニュータウン再生計画モデル試論
ニュータウン再生への処方箋

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.529 2008.07

改正建築士法の課題とこれからの建築士像①

ヌリマル APECハウス

建 築 と 写 真
環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿
環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.530 2008.08

改正建築士法の課題とこれからの建築士像②

PENIEL教会教育館

建 築 の 快 楽
懐 か し い 未 来

クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.531 2008.09

建築士と建築士事務所すなわち資格と業について

釜山地方報勳庁舍

建 築 の 記 憶
高齢者住宅の普及状況と課題

介護老人吹田竜ケ池ホーム・高齢者向け竜ケ池ハウスの計画事例福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　  優良賃貸住宅

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.532 2008.10

新制度 構造設計一級建築士に期待する

五六島を形象化した南区庁舍

心 に 残 る 風 景
構造デザインの可能性

建築デザインとテクノロジーの融合－“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.533 2008.11

建築設備設計技術者の資格について

釜山女性家族開発院

建 築 の 構 造 と 光
商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」

再 生 す る 建 築

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.534 2008.12

これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて

自然の建築・建築の自然

建 築 と 材 料
高強度・高性能コンクリートの実施例－The Kitahama Tower－

ひび割れのないコンクリートの造り方／
コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.535 2009.01

設計施工一括方式と建築士

文化ゴルモック（路地）

建 築 と 物 語
素材としてのコンクリートの魅力と可能性について
コンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認

（ ま ち ）

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.536 2009.02

改正建築基準法の施行と今後の建築行政について

Gallery 眼 鏡

「空虚な華やかさ」
鉄筋コンクリート構造とは

コンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.537 2009.03

建築士制度の見直しについて

Rak'nWok（Chinese restaurant）

生 き つ づ け る 建 築
外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには
「外断熱からはじまるマンション選び」

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.538 2009.04

建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて
前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの

安 住 の 家

卒業設計に見るビルディングタイプ
京阪電車中之島線が拓くまちづくり
街のブランディングと中之島の粋（エスプリ）

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.539 2009.05

建築士の覚悟を問う
震災の教訓と建築士の役割

神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ
保健所及び開かれた空間

設計事務所の名前
耐震化の促進に向けて

大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的とした
E-ディフェンス実験

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.540 2009.06

一億総住育のすすめ
聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ
中小企業職業訓練人力開発センター

日本建築学会賞の受賞年齢
省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー
日本の常識は世界の非常識

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.541 2009.07

大学院・インターンシップ制度について
旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える

釜山広域市東区庁舎

建築における地域格差
ICT化が学校を変える－「スクール・ニューディール構想」の意義と可能性
意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.542 2009.08

これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か
大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙
KONGSBERG Maritime Korea

シュリンクする建築設計業
一般照明用LEDの技術動向
CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.543 2009.09

バリアフリー改修と改正建築基準法について
高島屋東京店増築－華麗なる増築デザイン

G カ フ ェ

グーグルで見るモダニズムの巨匠
日常災害と建築デザイン

高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律の概要

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.544 2009.10

建築士会としての気概に期待しつつ
北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味

美 笑 療 養 病 院

どこへ行く？建築家の留学先
適材適所による「ハイブリッド構造」
インスタレーションが示唆するもの

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.545 2009.11

構造設計一級建築士の課題と展望
神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶

金明女子高等学校

増加する建築展覧会
集住体デザインの可能性について
住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.546 2009.12

制度の上に胡座を構く
旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの

履 道 斎

どちらに座る？東海道新幹線
伝統的木造構法と現代

身近な文化財を活かすために

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.547 2010.01

建築デザインと地域と建築士
大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの
釜山市中区 青少年文化の家

「良いクライアント」の条件
南海ターミナルビル再生計画 デベロッパーの立場から

南海ターミナルビル再生計画 設計者の立場から

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.548 2010.02

職能としての建築家の役割
国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したもの
バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校

これからの10年間に出る本
新しいデザインの潮流

自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.549 2010.03

建築士と建築士会がなすべきこと
名護市庁舎－建築の原風景を求めて

抽象的自然－自然的空間

建築学科の人気失墜？
伝統建築を保存する技と知恵
時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.550 2010.04

ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望
聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間

匠 と 道 具
街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.551 2010.05

－インタビューを振り返って－
広島平和記念資料館－平和をつくる工場

建築と用材－道具と製材の歴史－
引き継いでゆく「水都大阪」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.552 2010.06

水辺の風景づくりの今
世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間

大 工 の 技
マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

No.553 2010.07

遊び心で「余白」をつくろう
戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く

適 材 適 所
イノベーションから見た都市環境のあり方

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.554 2010.08

水都大阪のまちづくりの展望と課題
愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群

工 匠 と 儀 式
上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）

建築人
　工匠の技と心「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.555 2010.09

－「目神山の家７」のたどった稀有な足跡－
旧・秋ノ宮村役場－山里の朗らかな近代建築

大 工 の く ら し

建築人No.556 2010.10

工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

都市における水辺空間の創造
ホテルフジタ京都－生き続ける建築とは何か

はかる・しるす －墨掛道具－
低炭素社会と“ZEB”

建築人No.557 2010.11

工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

「自分の役割」を考えながら行動する
京都大学総合体育館－空間造形の根源を求めて

挽き切る －鋸－
カタツムリに学ぶ住宅材料の防汚・抗菌技術

建築人No.558 2010.12

工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

「イギリスの水辺都市再生」から見た大阪湾の可能性
倉敷アイビースクエア－過去と未来をつなぐ

うがつ（穿つ）
東京スカイツリーの構造設計

建築人No.559 2011.01

工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家

記憶の建築

「目神山の家3」 明日に伝える「住み続けていく」という理念
森五商店東京支店－デビュー作に託されたもの

削 る
古代を解く：唐招提寺金堂の保存修理を終えて

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

海洋大国としての認識の必要性
法政大学55・58年館－自由な精神を宿す空間

千代鶴と江戸熊の鑿
古い団地住棟のスケルトン改修

No.560 2011.02 建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

ムラの住まいを考える－和歌山での題材を通して
京都会館－そのたたずまいに込められたもの

堂宮大工  －時代を超えて受け継ぐもの－
既存超高層建物の長周期地震動対策

No.561 2011.03 建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

4
2011 No.562

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

5
2011 No.563

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

6
2011 No.564

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

7
2011 No.565

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

8
2011 No.566

9
2011 No.567

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

10
2011 No.568

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

11
2011 No.569

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

12
2011 No.570

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

1
2012 No.571

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

2
2012 No.572

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

3
2012 No.573KENCHIKUJIN SINCE1964
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3
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5
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11

建
築
人

2006－01創 刊 号 建
築
人

2006－02 建
築
人

2006－03 建
築
人

2006－04 建
築
人

2006－05 建
築
人

2006－06 建
築
人

2006－07 建
築
人

2006－08

建
築
人

2006－09 建
築
人

2006－10 建
築
人

2006－11 建
築
人

2006－12 建
築
人

2007－01 建
築
人

2007－02 建
築
人

2007－03 建
築
人

2007－04

建
築
人

2007－05 建
築
人

2007－06 建
築
人

2007－07 建
築
人

2007－08 建
築
人

2007－09 建
築
人

2007－10 建
築
人

2007－11 建
築
人

2007－12

建
築
人

2008－01 建
築
人

2008－02 建
築
人

2008－03 建築人kenchikujin No.526 2008.04建築士のあり方と建築士法の改正未来路女性病院 視えなかった自画像超高層建築の可能性について 建築人kenchikujin No.527 2008.05改正法と専攻建築士制度との連携ふんだんな教会 原　　風　　景千里ニュータウンの再生課題ニュータウン再生計画モデル試論 建築人kenchikujin No.528 2008.06資格取得における実務経験についてセブランス・ユバ外科 「建築のつかまえ方」ニュータウン再生計画モデル試論ニュータウン再生への処方箋 建築人kenchikujin No.529 2008.07ヌリマル APECハウス 建 築 と 写 真 建築人kenchikujin No.530 2008.08PENIEL教会教育館 建 築 の 快 楽懐 か し い 未 来クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin No.531 2008.09釜山地方報勳庁舍 建 築 の 記 憶高齢者住宅の普及状況と課題 建築人kenchikujin No.532 2008.10五六島を形象化した南区庁舍 心 に 残 る 風 景構造デザインの可能性建築デザインとテクノロジーの融合－ 建築人kenchikujin No.533 2008.11建築設備設計技術者の資格について釜山女性家族開発院 建 築 の 構 造 と 光商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」再 生 す る 建 築 建築人kenchikujin No.534 2008.12自然の建築・建築の自然 建 築 と 材 料高強度・高性能コンクリートの実施例－The Kitahama Tower－ひび割れのないコンクリートの造り方コンクリートの性質と打設の要点 建築人kenchikujin No.535 2009.01設計施工一括方式と建築士文化ゴルモック（路地） 建 築 と 物 語 建築人kenchikujin No.536 2009.02Gallery 眼 鏡 「空虚な華やかさ」鉄筋コンクリート構造とは

建築人kenchikujin No.537 2009.03建築士制度の見直しについてRak'nWok（Chinese restaurant） 生 き つ づ け る 建 築「外断熱からはじまるマンション選び」 建築人kenchikujin No.538 2009.04安 住 の 家 卒業設計に見るビルディングタイプ京阪電車中之島線が拓くまちづくり 建築人kenchikujin No.539 2009.05建築士の覚悟を問う震災の教訓と建築士の役割保健所及び開かれた空間 設計事務所の名前耐震化の促進に向けてE-ディフェンス実験 建築人kenchikujin No.540 2009.06一億総住育のすすめ中小企業職業訓練人力開発センター 日本建築学会賞の受賞年齢日本の常識は世界の非常識 建築人kenchikujin No.541 2009.07大学院・インターンシップ制度について釜山広域市東区庁舎 建築における地域格差 建築人kenchikujin No.542 2009.08KONGSBERG Maritime Korea シュリンクする建築設計業一般照明用LEDの技術動向CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin No.543 2009.09高島屋東京店増築－華麗なる増築デザインG カ フ ェ グーグルで見るモダニズムの巨匠日常災害と建築デザイン 建築人kenchikujin No.544 2009.10建築士会としての気概に期待しつつ北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味美 笑 療 養 病 院 どこへ行く？建築家の留学先適材適所による「ハイブリッド構造」インスタレーションが示唆するもの 建築人kenchikujin No.545 2009.11構造設計一級建築士の課題と展望金明女子高等学校 増加する建築展覧会集住体デザインの可能性について 建築人kenchikujin No.546 2009.12制度の上に胡座を構く履 道 斎 どちらに座る？東海道新幹線伝統的木造構法と現代身近な文化財を活かすために 建築人kenchikujin No.547 2010.01建築デザインと地域と建築士釜山市中区 青少年文化の家 「良いクライアント」の条件南海ターミナルビル再生計画南海ターミナルビル再生計画 建築人kenchikujin No.548 2010.02職能としての建築家の役割バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校 これからの10年間に出る本新しいデザインの潮流自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin No.549 2010.03建築士と建築士会がなすべきこと名護市庁舎－建築の原風景を求めて抽象的自然－自然的空間 建築学科の人気失墜？伝統建築を保存する技と知恵 建築人No.550 2010.04聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間 匠 と 道 具 建築人No.551 2010.05－インタビューを振り返って－広島平和記念資料館－平和をつくる工場 建築と用材－道具と製材の歴史－引き継いでゆく「水都大阪」 建築人No.552 2010.06水辺の風景づくりの今世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間 大 工 の 技 建築人No.553 2010.07遊び心で「余白」をつくろう 適 材 適 所イノベーションから見た都市環境のあり方 建築人No.554 2010.08水都大阪のまちづくりの展望と課題愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群 工 匠 と 儀 式
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2008－03 建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.526 2008.04

建築士のあり方と建築士法の改正

未来路女性病院

視えなかった自画像
超高層建築の可能性について
制震技術適用における構造設計者の取り組み

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.527 2008.05

改正法と専攻建築士制度との連携

ふんだんな教会

原　　風　　景
千里ニュータウンの再生課題
ニュータウン再生計画モデル試論

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.528 2008.06

資格取得における実務経験について

セブランス・ユバ外科

「建築のつかまえ方」
ニュータウン再生計画モデル試論
ニュータウン再生への処方箋

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.529 2008.07

改正建築士法の課題とこれからの建築士像①

ヌリマル APECハウス

建 築 と 写 真
環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿
環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.530 2008.08

改正建築士法の課題とこれからの建築士像②

PENIEL教会教育館

建 築 の 快 楽
懐 か し い 未 来

クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.531 2008.09

建築士と建築士事務所すなわち資格と業について

釜山地方報勳庁舍

建 築 の 記 憶
高齢者住宅の普及状況と課題

介護老人吹田竜ケ池ホーム・高齢者向け竜ケ池ハウスの計画事例福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　  優良賃貸住宅

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.532 2008.10

新制度 構造設計一級建築士に期待する

五六島を形象化した南区庁舍

心 に 残 る 風 景
構造デザインの可能性

建築デザインとテクノロジーの融合－
“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.533 2008.11

建築設備設計技術者の資格について

釜山女性家族開発院

建 築 の 構 造 と 光
商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」

再 生 す る 建 築

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.534 2008.12

これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて

自然の建築・建築の自然

建 築 と 材 料
高強度・高性能コンクリートの実施例

－The Kitahama Tower－

ひび割れのないコンクリートの造り方／
コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.535 2009.01

設計施工一括方式と建築士

文化ゴルモック（路地）

建 築 と 物 語
素材としてのコンクリートの魅力と可能性について
コンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認

（ ま ち ）

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.536 2009.02

改正建築基準法の施行と今後の建築行政について

Gallery 眼 鏡

「空虚な華やかさ」
鉄筋コンクリート構造とは

コンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.537 2009.03

建築士制度の見直しについて

Rak'nWok（Chinese restaurant）

生 き つ づ け る 建 築
外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには
「外断熱からはじまるマンション選び」

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.538 2009.04

建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて
前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの

安 住 の 家

卒業設計に見るビルディングタイプ
京阪電車中之島線が拓くまちづくり
街のブランディングと中之島の粋（エスプリ）

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.539 2009.05

建築士の覚悟を問う
震災の教訓と建築士の役割

神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ
保健所及び開かれた空間

設計事務所の名前
耐震化の促進に向けて

大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的とした
E-ディフェンス実験

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.540 2009.06

一億総住育のすすめ
聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ
中小企業職業訓練人力開発センター

日本建築学会賞の受賞年齢
省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー
日本の常識は世界の非常識

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.541 2009.07

大学院・インターンシップ制度について
旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える

釜山広域市東区庁舎

建築における地域格差
ICT化が学校を変える－「スクール・ニューディール構想」の意義と可能性
意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.542 2009.08

これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か
大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙
KONGSBERG Maritime Korea

シュリンクする建築設計業
一般照明用LEDの技術動向
CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.543 2009.09

バリアフリー改修と改正建築基準法について
高島屋東京店増築－華麗なる増築デザイン

G カ フ ェ

グーグルで見るモダニズムの巨匠
日常災害と建築デザイン

高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律の概要

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.544 2009.10

建築士会としての気概に期待しつつ
北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味

美 笑 療 養 病 院

どこへ行く？建築家の留学先
適材適所による「ハイブリッド構造」
インスタレーションが示唆するもの

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.545 2009.11

構造設計一級建築士の課題と展望
神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶

金明女子高等学校

増加する建築展覧会
集住体デザインの可能性について
住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.546 2009.12

制度の上に胡座を構く
旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの

履 道 斎

どちらに座る？東海道新幹線
伝統的木造構法と現代

身近な文化財を活かすために

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.547 2010.01

建築デザインと地域と建築士
大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの
釜山市中区 青少年文化の家

「良いクライアント」の条件
南海ターミナルビル再生計画 デベロッパーの立場から

南海ターミナルビル再生計画 設計者の立場から

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.548 2010.02

職能としての建築家の役割
国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したもの
バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校

これからの10年間に出る本
新しいデザインの潮流

自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.549 2010.03

建築士と建築士会がなすべきこと
名護市庁舎－建築の原風景を求めて

抽象的自然－自然的空間

建築学科の人気失墜？
伝統建築を保存する技と知恵
時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.550 2010.04

ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望
聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間

匠 と 道 具
街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.551 2010.05

－インタビューを振り返って－
広島平和記念資料館－平和をつくる工場

建築と用材－道具と製材の歴史－
引き継いでゆく「水都大阪」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.552 2010.06

水辺の風景づくりの今
世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間

大 工 の 技
マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

No.553 2010.07

遊び心で「余白」をつくろう
戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く

適 材 適 所
イノベーションから見た都市環境のあり方

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.554 2010.08

水都大阪のまちづくりの展望と課題
愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群

工 匠 と 儀 式
上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）

建築人
　工匠の技と心「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.555 2010.09

－「目神山の家７」のたどった稀有な足跡－
旧・秋ノ宮村役場－山里の朗らかな近代建築

大 工 の く ら し

建築人No.556 2010.10

工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

都市における水辺空間の創造
ホテルフジタ京都－生き続ける建築とは何か

はかる・しるす －墨掛道具－
低炭素社会と“ZEB”

建築人No.557 2010.11

工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

「自分の役割」を考えながら行動する
京都大学総合体育館－空間造形の根源を求めて

挽き切る －鋸－
カタツムリに学ぶ住宅材料の防汚・抗菌技術

建築人No.558 2010.12

工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

「イギリスの水辺都市再生」から見た大阪湾の可能性
倉敷アイビースクエア－過去と未来をつなぐ

うがつ（穿つ）
東京スカイツリーの構造設計

建築人No.559 2011.01

工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家

記憶の建築

「目神山の家3」 明日に伝える「住み続けていく」という理念
森五商店東京支店－デビュー作に託されたもの

削 る
古代を解く：唐招提寺金堂の保存修理を終えて

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

海洋大国としての認識の必要性
法政大学55・58年館－自由な精神を宿す空間

千代鶴と江戸熊の鑿
古い団地住棟のスケルトン改修

No.560 2011.02 建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

ムラの住まいを考える－和歌山での題材を通して
京都会館－そのたたずまいに込められたもの

堂宮大工  －時代を超えて受け継ぐもの－
既存超高層建物の長周期地震動対策

No.561 2011.03 建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964
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KENCHIKUJIN SINCE1964

5
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建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

6
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建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

7
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建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

8
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9
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建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964
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建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964
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2
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2008－02 建
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2008－03 建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.526 2008.04

建築士のあり方と建築士法の改正

未来路女性病院

視えなかった自画像
超高層建築の可能性について
制震技術適用における構造設計者の取り組み

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.527 2008.05

改正法と専攻建築士制度との連携

ふんだんな教会

原　　風　　景
千里ニュータウンの再生課題
ニュータウン再生計画モデル試論

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.528 2008.06

資格取得における実務経験について

セブランス・ユバ外科

「建築のつかまえ方」
ニュータウン再生計画モデル試論
ニュータウン再生への処方箋

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.529 2008.07

改正建築士法の課題とこれからの建築士像①

ヌリマル APECハウス

建 築 と 写 真
環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿
環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.530 2008.08

改正建築士法の課題とこれからの建築士像②

PENIEL教会教育館

建 築 の 快 楽
懐 か し い 未 来

クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.531 2008.09

建築士と建築士事務所すなわち資格と業について

釜山地方報勳庁舍

建 築 の 記 憶
高齢者住宅の普及状況と課題介護老人吹田竜ケ池ホーム・高齢者向け竜ケ池ハウスの計画事例福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　  優良賃貸住宅

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.532 2008.10

新制度 構造設計一級建築士に期待する

五六島を形象化した南区庁舍

心 に 残 る 風 景
構造デザインの可能性

建築デザインとテクノロジーの融合－“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.533 2008.11

建築設備設計技術者の資格について

釜山女性家族開発院

建 築 の 構 造 と 光
商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」

再 生 す る 建 築

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.534 2008.12

これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて

自然の建築・建築の自然

建 築 と 材 料
高強度・高性能コンクリートの実施例－The Kitahama Tower－

ひび割れのないコンクリートの造り方／コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.535 2009.01

設計施工一括方式と建築士

文化ゴルモック（路地）

建 築 と 物 語
素材としてのコンクリートの魅力と可能性について
コンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認

（ ま ち ）

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.536 2009.02

改正建築基準法の施行と今後の建築行政について

Gallery 眼 鏡

「空虚な華やかさ」
鉄筋コンクリート構造とは

コンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業
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建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.537 2009.03

建築士制度の見直しについて

Rak'nWok（Chinese restaurant）

生 き つ づ け る 建 築
外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには
「外断熱からはじまるマンション選び」

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.538 2009.04

建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて
前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの

安 住 の 家

卒業設計に見るビルディングタイプ
京阪電車中之島線が拓くまちづくり
街のブランディングと中之島の粋（エスプリ）

建築人kenchikujin
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テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.539 2009.05

建築士の覚悟を問う
震災の教訓と建築士の役割

神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ
保健所及び開かれた空間

設計事務所の名前
耐震化の促進に向けて

大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的としたE-ディフェンス実験

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　
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記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.540 2009.06

一億総住育のすすめ
聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ
中小企業職業訓練人力開発センター

日本建築学会賞の受賞年齢
省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー
日本の常識は世界の非常識
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記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.541 2009.07

大学院・インターンシップ制度について
旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える

釜山広域市東区庁舎

建築における地域格差
ICT化が学校を変える－「スクール・ニューディール構想」の意義と可能性
意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える
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テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.542 2009.08

これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か
大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙
KONGSBERG Maritime Korea

シュリンクする建築設計業
一般照明用LEDの技術動向
CASBEEと地球温暖化問題
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テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.543 2009.09

バリアフリー改修と改正建築基準法について
高島屋東京店増築－華麗なる増築デザイン

G カ フ ェ

グーグルで見るモダニズムの巨匠
日常災害と建築デザイン

高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律の概要
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記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.544 2009.10

建築士会としての気概に期待しつつ
北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味

美 笑 療 養 病 院

どこへ行く？建築家の留学先
適材適所による「ハイブリッド構造」
インスタレーションが示唆するもの
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記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.545 2009.11

構造設計一級建築士の課題と展望
神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶

金明女子高等学校

増加する建築展覧会
集住体デザインの可能性について
住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.546 2009.12

制度の上に胡座を構く
旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの

履 道 斎

どちらに座る？東海道新幹線
伝統的木造構法と現代

身近な文化財を活かすために

建築人kenchikujin
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記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.547 2010.01

建築デザインと地域と建築士
大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの
釜山市中区 青少年文化の家

「良いクライアント」の条件
南海ターミナルビル再生計画 デベロッパーの立場から

南海ターミナルビル再生計画 設計者の立場から
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テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.548 2010.02

職能としての建築家の役割
国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したもの
バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校

これからの10年間に出る本
新しいデザインの潮流

自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.549 2010.03

建築士と建築士会がなすべきこと
名護市庁舎－建築の原風景を求めて

抽象的自然－自然的空間

建築学科の人気失墜？
伝統建築を保存する技と知恵
時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.550 2010.04

ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望
聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間

匠 と 道 具
街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.551 2010.05

－インタビューを振り返って－
広島平和記念資料館－平和をつくる工場

建築と用材－道具と製材の歴史－
引き継いでゆく「水都大阪」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.552 2010.06

水辺の風景づくりの今
世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間

大 工 の 技
マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

No.553 2010.07

遊び心で「余白」をつくろう
戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く

適 材 適 所
イノベーションから見た都市環境のあり方

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.554 2010.08

水都大阪のまちづくりの展望と課題
愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群

工 匠 と 儀 式
上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）
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